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カムチベット語塔公 [Lhagang]方言における口蓋垂音

鈴木博之 四郎翁姆
復旦大学 ボン大学

キーワード：カムチベット語、Minyag Rabgang 方言群、口蓋垂音、年代差、スタイル

1 はじめに
本稿では、カムチベット語Minyag Rabgang（木雅熱崗）方言群 Lhagang（塔公）方言 1に認

められる口蓋垂音について論じる。これまで、青年層を対象にした記述言語学的研究において、
Lhagang方言では口蓋垂音が弁別的にも、音声変異的にも用いられないものとして記述されて
きた（鈴木 2006；鈴木、四郎翁姆 2016）。ところが、老年層からの語りの収集過程において、口
蓋垂音が弁別的に用いられていることが分かってきた（Suzuki & Sonam Wangmo 2017c, 2018,
to appear）。

Lhagang方言が属する Minyag Rabgang方言群の記述研究では、口蓋垂音を音体系に認める
方言があり、たとえば鈴木 (2007) や達珍拉姆 (2020) などが記述している。Lhagang 方言をめ
ぐっては、Dawa Drolma (2016)が口蓋垂音を記述している。また、Lhagang方言の分布地域を
取り囲むように分布するアムドチベット語にも口蓋垂音が認められる（鈴木 2015；Suzuki &
Sonam Wangmo 2016, 2019）。
このような背景を考慮に入れると、筆者の語彙・文法調査の対象としてきた若年層の話す

Lhagang方言は、「口蓋垂音を失った」のではないかと考える。チベット系諸言語における口蓋
垂音をめぐっては、さまざまな論考があり、歴史言語学的に注目されている。チベット文化圏
東部には多くの非チベット系チベット・ビルマ諸語が話されており（Roche & Suzuki 2017）、羌
語支に分類される諸言語には、口蓋垂音を含む子音体系をもつ言語が多い（黄布凡 2012）。こ
のため、同地域で話されるチベット系諸言語における口蓋垂音はこれらの言語との接触による
と考える研究がある（孫宏開、王賢海 1987）。一方、チベット系諸言語の古期の音体系をある程
度反映していると考えられるチベット文語（以下「蔵文」）形式には規則として口蓋垂音を表記
する体系がないことから、蔵文成立時に参考とされた自然言語には口蓋垂音が体系的に存在し
なかったであろうことが示唆される。しかしながら、チベット文化圏東部に分布するチベット
系諸言語には、口蓋垂音を音体系に含むものが少なからず存在する。筆者は、次のような３つ
のタイプに分類できると考える。

1 中国四川省甘孜藏族自治州康定市塔公鎮塔公村で話される言語である。Lhagang方言の社会言語学
的特徴の概観については、Suzuki & Sonam Wangmo (2015ab, 2017a)を参照。文法特徴の概観につ
いては、鈴木、四郎翁姆 (2016)を参照。
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1. 摩擦音のみ、もしくは摩擦音に加えて音節末子音としてのみ閉鎖音も現れるもの
　アムドチベット語諸方言に認められる（格桑居冕、格桑央京 2002:192；Haller 2004:19；
王雙成 2012；海老原 2019:18；Tsering Samdrup & Suzuki 2019:258）。ただし、音韻分析
の方法によっては、軟口蓋摩擦音に帰納する分析もある（華侃、龍博甲 1993:3；邵明園
2018:24）。

2. 閉鎖音、摩擦音について、相当程度限られた語彙形式の初頭子音として現れ、かつ方言
間で各語形式の意味が共通することが多いもの
　独立した方言記述の一部として、rNgawa（阿土霸）方言（孫宏開、王賢海 1987；鈴木、
イェシェムツォ 2006）、Babzo（包座）方言（鈴木 2007b）、Kusngo（石土霸子）方言（華
侃、乃小藏他 1997）、Rangakha（新都橋）方言（鈴木 2007a）、sKobsteng（格登）方言（鈴
木 2013b）、gSerkha（色上下）方言（鈴木 2015）、Thamkhas（塔格）方言（Suzuki & Sonam
Wangmo 2017d）、Rithog（日頭）方言（達珍拉姆 2020）など。総論として、孫天心 (1995)、
Suzuki (2009:89-90)、黄布凡 (2012)などがある。

3. 比較的多くの語彙形式に現れるもの
　程章方言（意西微薩・阿錯 2008）やMyigzur（尼汝）方言（鈴木 2014）がある。後者
については、口蓋垂音の音対応関係がほぼ明らかであり、蔵文で単独の初頭子音 k, kh, g
をもつ形式のほとんどが口蓋垂音と対応する。

以上のうち、第１のタイプは口蓋垂音に規則的な蔵文対応形式を認めることができ、かつ借
用語（漢語、モンゴル語など）にも認められることから、その出現は音変化や借用の結果であ
ると考える。しかし、第２のタイプのように、一定程度共通する語彙形式に蔵文形式にさかの
ぼれない口蓋垂音が認められるという事実から、蔵文とは異なって、古期に口蓋垂音が弁別的
であったのではないかと考えられる。本稿では、詳細な比較は行わないが、将来の比較研究に
資するように、Lhagang方言における口蓋垂音をまとめて記述しておきたい。

2 Lhagang方言の音体系
以下に Lhagang方言の音体系を、音節構造・子音・母音・声調に分けて掲げる。子音体系に

は口蓋垂音も含める。

音節構造
最大の音節構造（分節音の配列）は次のようである。

CCiGVC

このうち Ci（初頭主子音）と V（音節核の母音）が必須であり、CiVを音節の最小構成とす
る。C には前気音及び前鼻音が現れ、Gには/w, j/が現れる。
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子音
主子音（Ci）位置に現れる要素の一覧は以下のようである。

両唇 歯茎 そり舌 硬口蓋 軟口蓋 口蓋垂 声門
前 後

閉鎖音 無声有気 ph th úh kh qh

無声無気 p t ú k q P

有声 b d ã g å

破擦音 無声有気 tsh tCh

無声無気 ts tC
有声 dz dý

摩擦音 無声有気 sh Ch

無声無気 F s ù C x h
有声 z ý G K H

鼻音 有声 m n ő N

無声 m
˚

n
˚

ő̊ N̊

流音 有声 l r
無声 l

˚
半母音 有声 w j

母音
舌位置による一覧は次のようである。

i 0 W u
e @ o
　 E 　 O

　　 a A

母音には長短および鼻母音/非鼻母音が弁別的である。母音の長短と鼻母音/非鼻母音は互いに
独立している。

超分節音素
語単位として、次のピッチパターンが認められる。

¯：高平
：́上昇

：̀下降
：̂上昇下降
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3 Lhagang方言の口蓋垂音
3.1 具体例
筆者の記述に基づく限り、Lhagang方言の口蓋垂音は老年層の語りの中に現れる。それらの
若年層における対応形式と対照して、以下に整理する 2。

語義 口蓋垂音を含む形式 口蓋垂音を含まない形式
[鳥の名前] q̄@ tC@ rW k̄@ tC@ rW
にわとり `qo ðåo `ko Ngo

かわいそうな q̄hoP k̄hoP

異なる ´Ha khe t@ q@ ´Ha khe t@ k@

ヤマウズラ h̄sOP qa h̄sOP ka
泥水 `tChW ői: ´ndA: q@ `tChW ői: ´ndA: k@

満ちた ´qÕ ´kÕ

野うさぎ ´r@ qo: ´r@ Go:

勅令 `hqa ChoP `hka ChoP

ほかにも、フィラーや擬音語にも現れる口蓋垂音があるが、音声学的なものである可能性も
ある（鈴木、四郎翁姆 2020）ため、除外した 3。以上の資料が示すのは、口蓋垂音はそれをもた
ない話者の発話では軟口蓋音として実現されるということである。調音方法は「野うさぎ」を
除いて閉鎖音として対応する。「野うさぎ」の場合、口蓋垂閉鎖音が軟口蓋摩擦音として実現さ
れる点で例外であるように見える 4。
なお、老年層の発話では、筆者の収集した物語の中に限ってみた場合、口蓋垂音と軟口蓋音
の間に次のような疑似最小対を認めることができる。

対象音節 口蓋垂音系列 軟口蓋音系列
qÕ / kÕ ´qÕ「満ちた」 h̄kÕ mba「足」

qho / kho q̄hoP「かわいそうな」 k̄ho「彼/彼女/それ」
qa / ka h̄sOP qa「ヤマウズラ」 h̄ka: bo「白い」

以上の例を踏まえると、口蓋垂音は軟口蓋音と音韻対立が認められるといえるが、口蓋垂音

2 Dawa Drolma (2016)では、Lhagang方言に口蓋垂音が認められる例として、/qhã/「苦い」を記述し
ている。これに対応する筆者の記述における表記では、/`kha mo/となる（Suzuki & Sonam Wangmo
2015b）。筆者の収集した語りの中には、これに対応する語彙が含まれていない。蔵文では kha mo
であるから、筆者の記録した形式は蔵文と対応している。一方、Lhagang方言の周辺で話されるア
ムドチベット語では、/qha mo/（Shingnyag方言、Suzuki & Sonam Wangmo 2016；gSerkha方言、
鈴木 2015）となる。

3 たとえば、ぶたの鳴き声を表す擬音語は、カムチベット語の多くの方言で、口蓋垂摩擦音で実現さ
れる。擬音語のみに現れる音声現象は興味深いものの、それを音体系に含めないという判断から、
本稿での議論の対象から外す。

4 なお、口蓋垂摩擦音は、先の子音体系に示したように、有声音のみが現れる。ただし、擬音語類に
現れることがほとんどである。
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が現れる音環境は広母音または後舌母音に限定されているように見える。これが資料の不足に
起因するものであるか音環境の制約に起因するものであるかは、現段階では不明である。
また、物語の語り手は確かに以上の語を言い分けるが、青年層の話者が口蓋垂音を軟口蓋音
で発音しても、老年層の話者がそれを訂正することは、これまでの観察の限り、認められない。
むしろ、日常会話では口蓋垂音であるべき音を軟口蓋音で発音することもある。青年層や中年
層が口蓋垂音であるべき音を軟口蓋音で発音する実態を受け入れている可能性もある。

3.2 口蓋垂音の位置づけと解釈
先に口蓋垂音系列と軟口蓋音系列が対応することを示した。口蓋垂音をもたない話者の場合
は単純であるが、筆者の収集した物語の語り手は、口蓋垂音をもつ話者であっても、日常会話
では口蓋垂音を軟口蓋音と発音することがある。この現象をどのように解釈できるだろうか。
筆者の観察によれば、口蓋垂音が必ず現れるのは語りの形式によるときのみである。語りと
日常会話ではスタイルが異なり、形態統語の面で若干の違いが認められることは報告されてい
る（Suzuki & Sonam Wangmo 2017b、鈴木、四郎翁姆 2019）が、スタイルが音体系にも影響
しているといえるかどうかが問題である。そこで考えたいのが、語りの伝承に音変化を考える
という視点である。語りは口承であるから、現在の語り手が物語を聞き覚えたときの語り手す
なわち現在の語り手よりも上の世代では、口蓋垂音は弁別的であって安定して発音されていた
と考える。しかし、現在の語り手は日常会話において口蓋垂音を軟口蓋音で発音することがあ
り、弁別体系の一部をなしているとはいえない状況にある。この語り手から見て、２世代下に
あたる第２著者を含む世代を調査対象として語彙を記録すると、そこには口蓋垂音が音声学的
変異として現れることもなく、完全に軟口蓋音に合流したものと理解できる。その一方、Dawa
Drolma (2016)の指摘する Lhagang方言に口蓋垂音をもつ語が認められるという点は、その調
査対象とされる中年層において口蓋垂音をもつ層が存在することになる。
以上に述べたことを、世代別に簡潔にまとめると、次のように示すことができる。

世代 口蓋垂音の状況
青年層 完全に軟口蓋音と合流して、音声学的変異としても現れない
中年層 完全に軟口蓋音と合流した話者とそうでない話者が共存
老年層 弁別的であったが、日常会話では軟口蓋音と合流を始めた
より上の世代 完全に弁別的であった

先に述べたように、Lhagang方言の属する Minyag Rabgang方言群にも、同方言の分布地域
の周辺で話される言語にも、口蓋垂音はそれぞれの方言の音体系に認められる。Lhagang方言
のみが特別な音変化を経ているといってよい環境にある。Lhagang方言が他の方言と顕著に異
なるのは、方言間の言語接触の深度である。Lhagang方言はそもそも定住民の話す言語であり、
分布地域が一定である。言語接触の対象となるのは牧畜民が話すアムドチベット語 5であり、

5 たとえば、鈴木 (2015) の記述する gSerkha 方言や Suzuki & Sonam Wangmo (2016) の記述する
Shingnyag方言などがあげられる。各方言の地理的な位置関係については、付録の地図を参照。
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Lhagang 方言の分布域である塔公村に定住する者も最近の 20 年間で増えてきている（Sonam
Wangmo 2019）ものの、Lhagang方言母語話者との往来については、定住よりも以前から交易
や宗教行事などを通じて行われている。その結果、Lhagang方言内部に一定の社会言語学的差
異が生じている（Suzuki & Sonam Wangmo 2015b, 2017a）。しかしながら、社会言語学的差異
が認められたとしても、青年層ではいずれの変種においても口蓋垂音は認められない（Suzuki
& Sonam Wangmo 2015b）。口蓋垂音の弁別機能の消失に言語接触が影響している可能性があ
る一方、それを直接の原因と決定づけるには証拠が足りない 6。
言語接触が口蓋垂音を失わせるという可能性については、参考事例が２つある。１つは

Suzuki (2008)の Ketshal方言 7である。Suzuki (2008)の記述では、口蓋垂音について閉鎖音系
列が認められない体系を提示している。しかし、この記述は１人の話者を対象にして行われた
調査に基づいており、周辺の諸方言の記述（華侃、乃小藏他 1997；鈴木 2010）や Ketshal 方言
の方言区域で今なお用いられる言語にも口蓋垂閉鎖音系列が認められる 8ことから見て、口蓋
垂閉鎖音系列をもつほうが自然であり、特定の１方言がそれをもたない、という見方は歴史言
語学的、特に地理言語学的に説明を与えることは困難である。ここで問題になるのが、Suzuki
(2008) の調査協力者の言語環境である。この調査協力者は言語形成期を Sharkhog 方言の区域
で居住したものの、その後故郷を離れ、母語を用いない期間が長かった。その間に主に使用し
てきたものは共通チベット語（蔵文 spyi-skad）であり、それに口蓋垂音は認められない。長ら
く共通チベット語の影響を受けた結果、口蓋垂音が軟口蓋音に合流した、という変化を個人語
（idiolect）として認めると、この現象には説明がつく。
もう１つは、鈴木 (2013a) の記述する九寨溝風景区周辺のチベット系諸言語である。この記

述で取り扱う６地点の方言 9のうち、３地点でのみ口蓋垂閉鎖音が認められる。これら６地点
は、それぞれ方言の系統的近さがあると考えられており、音韻や語形式について、多くの改新
を共有している。しかし、口蓋垂閉鎖音に着目すれば、有無が分かれる。この違いを地理言語
学的観点から見ると、各地点の方言域における主要交通路に面しているか、また、観光開発が
進んでいるか否かで分かれうる。往来が頻繁な地域で話される変種が口蓋垂閉鎖音を持ってい
ない体系となっている。この分布を考えれば、口蓋垂閉鎖音について、存在する体系から存在
しない体系に変化したものと理解でき、その変化の要因に頻繁な往来に際して生じる言語接触
を求めることが可能である 10。

6 むしろ、チベット系諸言語については、言語接触が音体系を複雑化する現象も認められる（鈴木
2018）。

7 分布地点は中国四川省阿土霸藏族羌族自治州松潘県十里郷である。Suzuki (2008)では Sharkhog方言
と呼んでいるが、本稿では自然村レベルでの地点を方言名として用い、村名で掲げる。

8 第１著者の調査による。
9 分布地点はすべて中国四川省阿土霸藏族羌族自治州九寨溝県シ章扎鎮内にある。

10 同様の現象は、康定市に分布するカムチベット語にも認められるようである。Li & Suzuki (2020)
の記述によると、同市東部の金湯河流域で話される Rongbrag方言群に属する２つの方言は、口蓋
垂音が子音体系に存在するものとそうでないものがあり、前者は主要交通路より遠い地域で話され
る。しかし、分布地域と口蓋垂音の有無の関連性については、調査を重ねて明らかにする必要があ
る。
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以上に述べた２つの参考事例は、本来口蓋垂閉鎖音系列をもつ体系がそれをもたない体系の
言語と長期にわたって併用という形で接触したことにより、失われたと解釈できる事例である。
Lhagang方言の場合、その直系にあたる上の世代の言語においても、共時的に接触している言
語においても、口蓋垂閉鎖音系列が存在する点で、状況は同じではない。この点で Lhagang方
言の事例は、特筆に値するといえる。音変化の速度は単純に測ることができないが、共時的な
状態として、世代差として認められる現象もある 11。Lhagang方言については、語りと自然発
話という発話のスタイルの違いが音形式の実現と関連していることから、その中に世代差を認
めるという解釈を行い、世代差が生じた一因に言語接触を挙げることができるだろう。ここで
いう言語接触は、互いの言語特徴が直接的かつ双方向的に影響を与えるのではなく、話者が多
言語環境におかれることにより音体系が簡素化される、具体的には口蓋垂音の軟口蓋音への合
流を促す要因というように解釈する。

4 まとめ
本稿では、筆者の記録した Lhagang方言に認められる口蓋垂音をもつ語を記述し、口蓋垂音
が存在しない音韻体系をもつ話者の場合の形式と対照した。そののち、口蓋垂音の現れについ
て整理し、発話のスタイルが関連していることを述べた。その現象を解釈するにあたって、現
代の老年層の発話に見られる口蓋垂音が体系をなす一部であると考えるよりは、むしろ口蓋垂
音を失いゆく最初の世代ではないかと考えた。

Lhagang 方言の周辺に分布するチベット系諸言語・諸方言は、ほぼすべて口蓋垂音系列を
もつ。この点を考えると、Lhagang 方言の音体系は特別であるように見える。しかしながら、
Lhagang方言はその社会言語学的環境から見て、地域方言として安定しているとは言えないた
め、そのような社会言語学的要因が口蓋垂音を失わせる一因であり、また、複数の音体系が並
行して存在する状況を生み出す可能性にも言及した。

11 チベット系諸言語については、鈴木 (2011)におけるそり舌化母音についての議論がある。
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付録：塔公鎮の自然村の分布
以下の地図は、Suzuki & Sonam Wangmo (2019:247)に基づく 12。自然村のなかで、Lhagang

と Thamkhasを除き、アムドチベット語の分布域である。Lhagangにはカムチベット語（本稿
の記述対象）が分布し、Thamkhasにはカムチベット語とラゴン・チョユ語（Lhagang Choyu；
Suzuki & Sonam Wangmo 2017d）が分布する。

付記
本研究に際しては、2017-2020 年度日本学術振興会科学研究費補助金若手研究 (A)「チベッ

ト文化圏東部の未記述言語の解明と地理言語学的研究」（研究代表者：鈴木博之、課題番号
17H04774）および 2018-2020年度日本学術振興会科学研究費補助金基盤研究 (B)「高精細度広
域地図による中国および隣接する多言語地域の地理言語学的研究」（研究代表者：遠藤光暁、課
題番号 18H00670）の援助を受けている。

12 ArcGIS onlineを用いて、第１著者が作成したものである。
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Uvular sounds in Lhagang Tibetan

Hiroyuki SUZUKI Sonam Wangmo

abstract
This article provides a list of words with a uvular initial in Lhagang Tibetan. Uvular sounds

are only attested in narrative materials told by the elder generation. Our elicitation of words and
sentences from speakers in the younger generation have not so far found any uvular sounds, even
in their phonetic variation. The dialectal background of Lhagang Tibetan suggests that it might
have had uvular sounds; hence, the present situation of Lhagang Tibetan implies that the target
language spoken by the younger generation has lost uvular sounds and then been merged into velar
counterparts.

The use of uvular sounds is primarily limited to speakers in the elder generation. Moreover, they
appear especially in the course of storytelling, and not often in everyday conversation. For this
phenomenon, we analyse that the elder generation is the first generation in which uvulars are dis-
appearing. We point out that heavy language contact with other dialects is one of the crucial factors
triggering their loss, focusing on the difference of the degree of losing uvulars among Lhagang
Tibetan speakers in various generations.

受理日 2021年 4月 2日
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アムドチベット語色上下 方言（道孚県）における
チベット文語形式との音対応　語彙リストを添えて

鈴木博之
復旦大学

キーワード：アムドチベット語、音声学、方言学、チベット文語対応形式、歴史言語学

はじめに
本稿は四川省甘孜 藏族自治州道孚 県色上下 郷で話されるアム
ドチベット語 （色上下）方言のチベット文語（以下「蔵文」）形式との対応関係を明らか
にする。これを通じて、 方言の音声記述を扱う鈴木 の内容を補完する。また、
本稿末尾に語彙資料（約 語）を付す。

方言の位置づけ
鈴木 において、 方言を研究対象とする背景について当時の見解をまとめてい

る。それについては繰り返さないが、その発表以降に進展した研究について、以下にまとめる。
方言は、チベット系諸言語（ 参照）のうち、アムド

チベット語に属する方言である。アムドチベット語は、狭義での地域方言（行政区分による地
名に基づく方言）で分類することは困難である が、その歴史的発展を考えるとき、ツォワ（蔵
文 ）という集団（ 参照）を考慮に入れることで、ある程
度の分布地域を定めることができる。この分類を採用した研究は現時点では少なく 、

、 、 など
が見られ、今後も研究の蓄積が必要である 。
ツォワを考慮に入れた場合、 方言の話者は「メワ（蔵文 ）」というツォワと
関連し、色上下郷に南接する康定 市塔公 鎮の と呼ばれる牧民
集団と近親関係にある（ ）。それぞれのアムドチベット語も極め
て類似すると考えて問題ない。すなわち、 方言は の話す 方言や

方言 などと類似すると見てよい。

しかしながら、個別に方言を指示するとき、行政区分に基づく名称を与えるという原則は、なお有
効としている。「 方言」という名称もまたしかりである。
先行研究におけるアムドチベット語の分類方法は、生活様式と言語特徴を重ね合わせたものが多数
を占める（瞿靄堂、金效静 ；張濟川 ； ）。

との個人談話 によると、 氏は 年代という早い段階におい
て、ツォワを考慮に入れた分類を計画していたという。
分布地点の詳細は および鈴木、四郎翁姆 を参照。
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本稿の目的と構成
本稿の目的は、 方言の音形式と蔵文形式の対応関係を明らかにすることである。蔵文
と口語形式の対応関係は、チベット系諸言語の特徴を分析する伝統的な手法であり、西
や西田 、江荻 、張濟川 などの先行研究で、方言研究すなわち歴史
言語学的研究に寄与する特徴が示されている。
一方で、 などが述べるように、蔵文と口語形式の対応関係を明らかにすること

が口語の記述研究においても必要な作業であると考えるものもある。ただし注目すべき点が分
析の対象となる方言によって異なってきて、必ずしも先行研究に扱われる蔵文との対応関係を
見るだけでは十分でない。また、アムドチベット語においては、音節のおかれる環境によって
音対応に異なりが現れるなど、一定の環境に場合分けして記述する必要もある。本稿では、こ
の点に注意しつつ、歴史言語学的研究に寄与することを目的とし、要を得た記述を行う。
本稿の構成は次のようである。まず２節で 方言の音体系の一覧を提示する。ついで、
３節で 方言の蔵文対応形式を記述し、考察を加える。
本稿で用いる音表記は、 に言及される

に従う。具体的には、国際音声字母 で規定されるもののほか、朱曉農 で
明確に定義される主に中国で使用されている音声記号も断りなく用いる 。

方言の言語資料は筆者が 年２月に華侃主編 の語彙表に基づいて収集し
た一次資料を用いる。主たる調査協力者はドガク・タンジン さん（男
性、 代）で、色上下郷出身である。アイデンティティーとして牧畜民であるが、生活様式につ
いて見ると、言語形成期を遊牧民としてではなく、定住民として過ごしている。このほか、遊
牧民として言語形成期を過ごした複数の 方言話者からも随時調査協力を得た。

方言の音体系一覧
ここでは 方言の音体系を音節構造、子音、母音の順に紹介する。なお、超分節音素
は認められない。詳細は鈴木 を参照。

音節構造
音節構造は、鈴木 を参照して以下のように記述する。

このうち （主子音）と （音節核の母音）が必須である。
最初頭子音 は特定の子音に限られ、通常は主子音よりも聞こえが低い。わたり音 は に
限定される。よって最大の初頭子音の構造は３子音連続となる。音声学的には と記述で

もあわせて参照。
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きる最初頭子音が主子音と同様に明瞭に聞こえる事例がある が、両者の間に弁別的な差異を
見出すことはなく、加えて音声学的にゆれも認められるため、音節構造を表す上で表記の区別
を設ける必要性は認められない。
音節核になる母音の位置には、１音節につき１つの母音が出現する。母音連続は１音節内で
認めない。
末子音は特定の子音に限られる。母音と末子音の組み合わせには制限があり、詳細は表２を
参照。

子音
音節構造の主子音位置に現れる音素の一覧は以下のようになる。

表１： 方言の主子音（ ）となりうる子音一覧

両唇 歯茎 そり舌 硬口蓋 軟口蓋 口蓋垂 声門
前 後

閉鎖音 無声有気 ú

無声無気 ú P

有声 ã é

破擦音 無声有気 C

無声無気 C

有声 ý

摩擦音 無声有気 C

無声無気 F ù C X

有声 ý G H

鼻音 有声 ő N

無声
˚ ˚

ő̊ N̊

流音 有声
無声

˚
半母音 有声

音節初頭に現れる子音連続（ ）のうち、 については、音の性質に基づいて、次のよ
うに分類できる。

鼻音類（前鼻音類）
（ ）同時調音的鼻音（狭義の前鼻音；調音位置は に一致）
（ ）非同時調音的両唇鼻音 ˚

たとえば、 Kő Kő 「二」など。
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非鼻音類
（ ）両唇閉鎖音
（ ）両唇継続音（摩擦音 F B 、半母音 ）
（ ）そり舌継続音（摩擦音 ù 、流音 ）
（ ）軟口蓋摩擦音 ,

（ ）口蓋垂摩擦音 X K

（ ）声門摩擦音（前気音） H

母音
舌位置による分類では、 5 O @ の母音が認められる。
すべての母音について、長短および鼻母音 非鼻母音の対立は認められない。
母音と末子音（ ）の組み合わせには、次のものが認められる。

表２：音節核の母音と末子音の組み合わせ

母音 \末子音 なし N

© © © © © © ©

© © © © © © © © © ©

© © © ©

© © © © © © © © ©

5 © © © © ©

O ©

© © © © © © © © ©

© © © © © © ©

@ © © © © © © © © © ©

末子音 と は、母音 と @ について対立を形成する点に特に注目できる。

方言における蔵文と口語形式の対応関係
本節では、蔵文形式をもとに、 方言と蔵文との音対応を記述する。ただし、記述はま
ず口語形式の初頭子音部分（ ）と母音＋末子音部分（ ）の２種に分け、それぞれさらに下
位区分を設けて議論する。最後に、音節全体にかかわる現象（ ）をまとめる。
蔵文は に基づく転写で示し、例語に続けて に入れ、イタ
リック体で掲げる。チベット文字の表す音価は格桑居冕・格桑央京 を参照。

初頭子音部分
初頭子音は、それが語頭に位置するか語中に位置するかで若干の異なりが認められ、語中に
くる場合には先行音節末の蔵文が後続の音節初頭に影響する事例がある。このため、まず初め
に語頭に位置する例についてまとめ、そののち語中における例を取り上げる。
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まず語頭位置に関して扱う項目としては、蔵文単子音字の音対応、蔵文阻害音基字に先行す
る子音字がつく形式の音対応、蔵文足字 対応形式、蔵文足字 対応形式、蔵文基字 および足
字 対応形式、蔵文足字 対応形式、蔵文 鼻音字を含む形式、前鼻音を含む子音連続、そ
のほかの特徴に分ける。これに続き、語中位置における特記事項をまとめる。

単子音字の対応関係
以下、蔵文有気音字、非有気音閉鎖・破擦音字、摩擦音字、共鳴音字に分類して掲げる。
蔵文有気音字 は、一部の を除いてそれぞれ調音位置の対応する有気音で

現れる。たとえば、以下のようである。

「口」
C @「水」

「かまど」

「鳩」
「からい」

蔵文 には無声声門摩擦音に対応する例がある。これらの現れる は、 で実現しない。

「ぶた」
「両親」

「負ける」
「射とめる」

蔵文非有気音閉鎖・破擦音字 ∅ は、 および少数の を除
いてそれぞれ調音位置の対応する無声無気音で現れる。たとえば、以下のようである。

5「柱」
「衣服」

C 「テーブル」
C「茶」
「氷」

「蓮」
「栴檀」
「めちゃくちゃの」

P 「母」

蔵文 のうち、H ú 「土ねずみ」 は例外的対応といえる。
蔵文 および少数の は有声両唇接近音に対応する。

「霜」
@ 「チベット族」

「子牛」

「ひざ」
X「皮膚」

蔵文摩擦音字 は、最後の を除き、蔵文の表す調音位置はそのまま に、
は有気音、 は有声音に対応する。 については、有声軟口蓋摩擦音に対応する。たとえ
ば、以下のようである。

アムドチベット語では、 に Ê が対応する事例（ ）が多いが、 方言はそ
うでない点で、注目に値する。

鈴木 博之（2021）『言語記述論集』13: 13-66

17



C 「きのこ」
ý 「目が見えない」
「土」

「橋」
「理解する」

G 「乳」

蔵文共鳴音（鼻音、半母音）字 は、 を除いてそれぞれ蔵文の表す音価のと
おりに対応する。たとえば、以下のようである。

N 「私（絶対格）」
ő「魚」
「病気である」

「バター」
「水槽」

「上へ」

蔵文 の対応形式は、確認できた例が少ないが、G 「狐」 のように有声軟口蓋摩擦音に
対応するものもある。

蔵文阻害音基字に先行する子音字がつく形式との音対応
蔵文阻害音基字に先行する子音字がつく事例は非常に多く、また音対応が複雑である。以下
に有声性と子音連続に大別して記述する。

有声性について
で見た音対応には、有声閉鎖・破擦音が現れない。これらは蔵文において、基字

に先行する子音字がある場合に現れる。先行子音字が かそれ以外かで分けて例をあげ
る。前者は鼻音が先行子音として現れ、後者は非鼻音が先行子音として現れる。
先行子音字が のもの

「頭」
N 「伝染する」

ý「男性器」
ő ý 「つるつるの」

「色」

ñé 「泥」
@「虫」
「ゾ 」

@ 「ほおばる」

先行子音字が 以外のもの

「分かち合う」
「教師」

H 「妻」
ý C @「痕跡」

H ý5「蚤」

@「悪魔」
H N 「木」
H 「波」

「ポット」

ヤクと牛の交配種の雄を指す。
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ただし蔵文 の組み合わせは、 に対応する例が認められる。

5 「蛙」
「太い」

N「浸す」

これらには、蔵文に反映されない が含まれる。この特徴は蔵文成立より時代をさかのぼる
音特徴の留保と考えられる（ ）が、チベット・ビルマ諸語の再構形式
にさかのぼるものでもないようである（ 参照）。
また、蔵文 の組み合わせは、 HG に対応する。

HG@ 「空気」 HG N「権力」

基字が非有声閉鎖・破擦音の場合、無声音（有気、無気）に対応する。

「口のきけない人」
N̊ 5「つむぐ」

˚ 「町」
C5「湿った牛糞」

ő̊ C 「ゆがんだ」

˚ C 「脇」
「クルミ」

˚
H 「引き出し」

˚ 「親指」
「発展させる」

˚ @「飛ぶ」
「さび」

˚ N「売る」

˚ 「湖」

ただし蔵文 の組み合わせは Fù に対応する例が多い。

Fù N「草地」 Fù@「毛」

また、蔵文 の組み合わせは X を含む形式に対応する例が多い。

X 「英雄」 X 「役人」

摩擦音字の場合、先行子音の有無にかかわらず有声性の観点からは蔵文と口語形式の間に対
応関係がある。以下に基字に先行子音字がある場合の例を掲げる。

XC 「解剖する」
ý@「四」

「三」
H 「袈裟」

子音連続の構成について
子音連続の構成については、初頭子音の調音方法によって分類する必要がある。
まず、第１要素が鼻音の場合、上に見たように、蔵文先行子音字が の場合は後続子音にか
かわらず両唇鼻音が対応し、先行子音字が の場合は後続子音の調音位置と同じ位置の鼻音（前
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鼻音）が現れる。上で例を挙げなかった主たる子音が有気音の場合も同様であり、たとえば次
のようである。

˚ @ 「飛ぶ」

˚ N「見える」

˚ 5 「腎臓」

N̊ 「車輪」

˚ 「夜中」

˚ 「生活」

ただし、次のように、無声鼻音に対応する例も認められる。

˚
N「飲む（命令）」

˚
「脈打つ」

ここでは、初頭子音の調音位置について、蔵文におけるどのような先行子音字が 方
言の両唇音、そり舌音、軟口蓋～口蓋垂音、声門音といった先行子音に対応するのかを記述す
る。上で触れた個別の蔵文の組み合わせに認められる対応関係については以下で触れない。
蔵文前接字 は両唇音に対応するが、閉鎖音か継続音かは蔵文からは予測しがたい。ただし、

基字が摩擦音の場合は先行子音が両唇継続音となる。たとえば次のようである。

N̊ N「監獄」
@「悪魔」

F X「汚い」
ý@ C@「 」

また、 の組み合わせをはじめ、同じく両唇の調音となる を含む の組み合わせ
については、わたり音 の位置に を含む形式に対応する例がある。

「命令」

˚ 「町」
「鍛冶屋」

蔵文頭字 および蔵文前接字 はそり舌音に対応するものが多い。

ù 「馬」
ù 「見る」
ù 「虎」
ù C「舌」
ù 「白い」

「鷹」
「門」
N 「膀胱」

@ ã 「ぶどう」
@ 「眉毛」

ただし、前気音に対応する例もあり、特に２音節語の初頭音節に現れる。

「星」
「唖者」
「ボウル」

H 「竹垣」
H 「育ちすぎの」

蔵文前接字 は軟口蓋～口蓋垂音に対応するものが多い。たとえば次のようである。
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X C@ 「小便」
X 「錐」

FC@ K 「傘」
Ký 「削る」

ただし、少数ながら前気音に対応する例もある。

N「放つ」
H 「座布団」

H N 「梁」

声門音、すなわち前気音は、上に述べたように、蔵文頭字 、蔵文前接字 のすべてに
対応する。どの語が声門音になるかは予測できる性格のものではない。

蔵文足字 対応形式
蔵文足字 対応形式は大きく蔵文 対応形式と 対応形式に分かれる。蔵文 とは基字

に足字 を伴う形式を含む形式についていい、蔵文 とは基字 に足字 を伴
う形式を含む全ての対応形式についていう。
蔵文 は基本的に両唇継続音が先行する前部硬口蓋摩擦音が対応する。たとえば、以下のよ

うである。

FC 「開ける」
FC「鶏」

ý@ 「与える」

ただし前部硬口蓋破擦音が対応する例がある。たとえば、以下のようである。

F C 「初春」
ý 「貼る」

ý 「受け取る」

蔵文 は基本的に硬口蓋閉鎖音が対応する。たとえば、以下のようである。

「持ち歩く」
Hé ˚ 「海」

é5 C@ @ 「 」

ただし前部硬口蓋破擦音が対応する例がある。たとえば、以下のようである。

C N「壁」 H ý @ 「漢族」

蔵文足字 対応形式
蔵文足字 を含む形式には、 を含む形式 、 を含む形式 、

など閉鎖音を含むもののほか、 などもある。 方言では、 で異なる対応
関係を示す。それぞれ順にみていく。

鈴木 博之（2021）『言語記述論集』13: 13-66

21



まず、 対応形式は両唇音を先行子音とするそり舌閉鎖音で現れるものが多数である。たと
えば以下のようである。

ú 「孤児」
ú@ 「岩石」
ã5「裂く」

Fú 「さる年」
ã「米」

中には両唇音を先行子音とするそり舌摩擦音もしくは で現れるものもある。これらは蔵文
に対応するものが多い。たとえば以下のようである。

Fù@ 「雲」
Fù「猿」

「蛇」
「黒テント」

例外として、 ù 「味わう」 、K 「雅拉雪山」 のように、蔵
文 に が対応する例がある。

対応形式については、硬口蓋閉鎖音に対応するもの、前部硬口蓋破擦音に対応するもの、
およびそり舌閉鎖音に対応するものの３種類がある。いずれに対応するかは音韻論的な基準で
は決まらないようである 。そり舌閉鎖音に対応するのは文化語彙が多く、読書音の影響が考
えられる。
硬口蓋閉鎖音に対応する例は、以下のようである。

@ 「けん引する」
「小麦」

ñé 「傍」
ñé 「行く 未完了 」

前部硬口蓋破擦音に対応する例は、以下のようである。

C 「血」

˚ C @ F「胆嚢」
C「髪」

そり舌閉鎖音に対応する例は、以下のようである。

ú @「１万」
ú C 「吉祥」

ú@ 「影」
ã N「数える」

対応形式については、 のみが確認されているが、そり舌閉鎖音が対応する。たとえ
ば、以下のようである。

この現象は他のアムドチベット語（王雙成 ）のほか、カムチベット語（鈴木 ）やそのほ
かのチベット系諸言語（仁増旺姆 ）にも認められる。
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ú 「６」
ú N FC 「おもての」

ïã@「尋ねる 未完了 」
ïã「鬼」

対応形式については、基本的にそり舌摩擦音が対応する。たとえば、以下のようである。

ù 「命」
ù N 「妹」

ù 「かわうそ」
ù 「硬い」

中には無声無気そり舌閉鎖音で現れるものもある。たとえば以下のようである。

ùú 「火であぶる」 ùú N「守る」

蔵文基字・足字 、および 対応形式
方言では、基本的に蔵文 には が対応する。たとえば、以下のようである。

「道」
「手」

「年」
N「体」

方言では、蔵文 を除き蔵文足字 には何らかの先行子音を伴う が対応する。
たとえば、以下のようである。

K N@「茶色の牛」
G N「風」

H 「脳」
「ラマ」

蔵文 には H が対応する。たとえば、H O「月（天体）」 のようである。
一方、蔵文 には前気音を伴う

˚
が対応する。蔵文 には前気音を伴わない

˚
が対応する。

たとえば、以下のようである。

˚
「倒す」

˚
ú「学校」

˚
「神」

˚
「ゆるい」

ただし、X 「靴」 は例外といえる。

蔵文足字 対応形式
方言では、蔵文足字 に対応する音形式は現れない。たとえば、以下のようである。

ù 「草」
ý「帽子」

「角（つの）」
「塩」
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蔵文鼻音字が基字となる形式
方言では、蔵文鼻音字が基字として単独で現れる場合は、それぞれの調音位置の有声

鼻音が現れる。たとえば、以下のようである。

@ 「真珠」
@N「去年」

ő「魚」
N「私」

蔵文鼻音字基字に先行子音字 が存在するとき、その先行子音字の性質によらず鼻音部
分が無声化することがある。たとえば、以下のようである。

ő̊ N「心臓」
ù

˚
「膿」

ù̊N「五」
ù̊N「銀」

以上について、同一の語（形態素）が語中にくると自動的に有声音になる例もある。たとえ
ば、 C N 「十五」 のようである。
ただし、以上の条件でも有声音にのみ対応する例もある。また、先行子音字が の場合は常
に有声音に対応する。たとえば、以下のようである。

H 5「耳」
H 「傷」
Hő N N「古い」

H 「呪う」
H 「天」
H 「押しつける」

ただし、有声鼻音を主子音とするものに無声音の先行子音が現れる組み合わせも散見される。
たとえば、以下のようである。

ő 「管家」 X 「赤い」

蔵文鼻音字基字に先行子音字 が存在するとき、基本的に両唇鼻音を初頭子音とする形式に
対応する。たとえば、以下のようである。

「嫁」
ù 「誓う」

N 「甘い」
N 「派遣する」

以上に加えて、 方言では、蔵文 を初頭子音とする語が両唇鼻音を伴う前部硬口蓋
鼻音 ő に対応するものがある。これらは蔵文で後続母音が または の場合に認められる。た
とえば、以下のようである。
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ő 「火」
ő 「目」
ő@「人」

ő N「名前」
ő 「飲み込む」

蔵文基字 に先行子音字がある場合、 Hő に対応するものもある。たとえば、以下のようで
ある。

Hő ù C@ 「蹄鉄」 Hő@ 「夢」

これらの中には古蔵文において とつづられていた語も含まれており、古蔵文の形式に対
応関係を求めることもできる。なお、もともと蔵文で を含む例は前部硬口蓋鼻音に対応し、
たとえば、以下のようである。

ő@ G@「芽」 ˚ő̊ 「竹」

さらに、ù

˚
「猟師」 や ùő̊ 「しりがい」 のような例外的音対応も少数

ながら認められる。

そのほかの特徴
方言において特筆に値する事例に口蓋垂音の存在がある。口蓋垂音を主たる初頭子

音としてもつ例は、一定の蔵文との対応関係を認めることができる。口蓋垂閉鎖音 は以下
のような例に存在する。

5「雪」
5 「からす」

5「スープ」
「針」

「凹の」
「苦い」
「渋い」

F 「抜く」

以上の例で口蓋垂閉鎖音はいずれも蔵文初頭子音 または と対応している。これらの語の
いくつかは、これまでのチベット語諸方言における口蓋垂閉鎖音をめぐる先行研究があげる例と
重なるものがある（孫宏開・王賢海 、鈴木 、 、
鈴木・イェシェムツォ 、黄布凡 、王雙成 など） 。蔵文の文字体系では書き分
けられないが、口蓋垂閉鎖音と軟口蓋閉鎖音は対立していたことが示唆される。
口蓋垂摩擦音については、 で述べた蔵文 対応形式のほかにも若干例が認められるが、

いずれも蔵文とよく対応するとはいえない。

ただし、 方言の近隣に分布する （塔公）方言の口蓋垂音については、対応関係が
異なるようである。鈴木、四郎翁姆 参照。
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X 「靴」
X 「靴屋」

X 「唐辛子」

語中位置の場合の特記事項
語中位置の場合、特定の蔵文のつづりについて、先行音節末と後続音節初頭の間で音節を超
えた音対応が認められる。
まず注目するのは、蔵文先行音節末子音字が後続音節の初頭子音になり、先行音節が開音節
になるという現象である。
蔵文において先行音節末が で、かつ後続音節が の場合、次のように後続音節の初
頭が軟口蓋阻害音 口蓋垂阻害音で現れ、かつ先行音節は開音節となる。

C 「肩」
「手」

X「皮膚」
X「大便」

X「婿」
ã X「牧畜民」

H X 「召使」
「唖者」

G 「ふくろう」
「カラスムギ」

C G「ビャクシン」

˚ G「縄」

第２音節の初頭子音の調音位置（口蓋垂音か軟口蓋音か）は第１音節単独の音対応（ 参
照）にしたがって決まると考えられる。
蔵文において先行音節末が で、かつ後続音節が の場合、次のように後続音節の

初頭が軟口鼻音で現れ、かつ先行音節は開音節となる。

N 「谷」
ù @ N「足」

N̊ @ N「家」
ù N「空の」

次に注目するのは、先行音節末子音が で、かつ後続音節初頭子音字が の場合、先行音節
が開音節となり、後続音節初頭子音が と対応するというものである。

「雹」
「鍛冶屋」

ý 「視覚障碍者」
「鎌」

ù 「白い」

X 「赤い」
ý 「粘つく」

X 「新しい」
ù @ 「酸っぱい」

N 「甘い」

次に注目するのは、例は少数であるが、先行音節末子音が で、かつ後続音節初頭子音字が
の場合、後続音節初頭子音が蔵文 と同じく Fù と対応するというものである。
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H N Fù 「蒸気」 Kő Fù「第２」

このタイプの音対応は相対的に少ない。

母音＋末子音部分
ここでは、 方言の蔵文母音 ＋後接字の対応形式について、後接字を伴わ
ないとき、閉鎖音の後接字 を伴うとき、鼻音の後接字 を伴うとき、それ以
外の後接字 を伴うときの４種に分類して掲げる。後接字に再後接字 がつく場合がある
が、口語形式に明確な対応関係を得られないため、以下では省略する 。
で区切ってあるものは自由変異ではなく、語ごとに決まっている。すなわち、特定の語には

１つの音形式が決まっており、口語形式と蔵文との対応関係が複数認める必要があるいうこと
である 。

蔵文後接字を伴わないとき
蔵文後接字を伴わないとき、すなわち蔵文において開音節形式（ ）となるの場合で、語末
位置における基本的な対応関係は以下のように示すことができる。なお、末子音位置に現れる
蔵文 は音価をもたないと考えられるため、ここに含める。

表３：蔵文開音節形式の音対応

\

@

@

たとえば、以下のようである。

「口」
「矢」

@「犬」
C @「水」

@「誰」
ù 「首」

ő「火」
「石」

蔵文後接字が閉鎖音字のとき
蔵文後接字が閉鎖音字（ ）の場合の語末位置における基本的な対応関係は、以下のよう
に示すことができる。

いずれも語末位置で現れる事例を記述する。語中位置の場合は において記述してある。
なぜそのようなことが起きているのかは共時的記述からでは不明な部分が多く、本稿では扱わない。
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表４：蔵文後接字が閉鎖音字の形式の音対応

\

@ 5

@

@ @

@

具体例としては、以下のようである。

H ý 「背」
@ 「西」

「平らな」

˚ 「手に入れる」
ù 「言語」

ù 「幸せな」
@「肥料」

C 「力」
ùő̊ 「しりがい」
「チベット人」

C 「血」

ù

˚
「膿」

5 「おすぶた」
ú@ 「岩石」
ő 「目」
@ 「関節」

ã 「龍」
ù 「階」
ù@ 「やけどする」
XC 「円寂」
ù 「命」

語中位置の場合、 で述べた「先行音節末が で、かつ後続音節が 」という条件
下で、表４の対応と比べて、母音の質は表５のまま末子音 が脱落した形式に対応する。例
については を参照。ほかにも、末子音字 の対応形式 が脱落する例が散見される。この
場合でも、母音の質は表４に示したものと変化がない。たとえば以下のようである。

「チベット文字」 ù C 「会話」

蔵文後接字が鼻音字のとき
蔵文後接字が鼻音字（ ）の場合の語末位置における基本的な対応関係は、以下のよう
に示すことができる。
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表５：蔵文後接字が鼻音字の形式の音対応

\

N N @N

@ @ N @N

@ @ N

N

N

たとえば、以下のようである。

H 「天」
@ 「浸す」
「三」

@ 「孵化する」

˚ 「縫う」
「熊」

ù 「口蓋」
X C@ 「小便」

@ 「７」
C 「祭り」

K 「左」
Fù N「草地」

N「平原」
@N「牛小屋」

ő̊ N「心臓」
@N「去年」

ő N ő N「少ない」

˚ú N「数珠の玉」
ù N「千」

語中位置の場合、 で述べた「先行音節末が で、かつ後続音節が 」という条
件下で、表５の対応と比べて、母音の質は表５のまま末子音 N が脱落した形式に対応する。例
については を参照。

蔵文後接字がその他の子音字のとき
蔵文後接字がその他の子音字（ ）の場合の語末位置における基本的な対応関係は、以下
のように示すことができる。

表６：蔵文後接字がその他の子音の形式の音対応

\

@ 5 5

@ @

@ @

たとえば、以下のようである。
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「氷」
X C@「はさむ」
@「テント」

X 「金（きん）」
X 「錐」

5「羊毛」
ú 5「税」
ő̊ 「発酵する」
「脂肪油」

ù @「中間」
ù̊N「銀」
ú「騾馬」
C 「ガラス」
ù 「淹れる」

ù̊N「枕」
Kő「二」
G 「ユー地方」
C 「経文」

語中位置の場合、 で述べた「先行音節末が で、かつ後続音節が 」という条件下で、
表６の対応と比べて、母音の質は表６のまま末子音 が脱落した形式に対応する。例について
は を参照。

音節全体に関わる特徴
２音節が縮約し１音節語になっている例が複数認められる。そのほとんどの例において、縮
約後の音節の母音が 5 もしくは O で現れている。たとえば以下のようである。

5 をもつもの

5「雪」
H 5「耳」

C5「湿った牛糞」
C 5「鹿」
K 5「キバノロ」

H ý5「蚤」
ù 5「根」

5「柱」
ú5「網」

5「月（年月）」

O をもつもの

H O「月（天体）」
O「煙」
O「腹」

O「黄羊」
O「金槌」

O「取っ手」

以上の例において、 5 は表３を参考すれば分かるように、対応する蔵文の第１音節の形式に
由来すると考えることはできない。よって、第２音節との縮約によって 5 が現れると解釈する
ことになる。加えて、 O は以上のような音節の縮約によって生じている以外に蔵文との対応関
係をもたない。そのため、表２を見ると明らかなように、末子音を伴う対応関係が認められな
いといえる。
また、初頭子音が単独の有気音字で蔵文末子音字が の例のいくつかは、 方言にお

いて前鼻音が現れることがある。通常末子音字 の対応音 N も残るが、いくつかの例では脱落
することもある。
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˚ú N 「数珠」
N̊ N「護法神殿」

N̊ @ N「家」

˚
N̊ 「仏間」

以上に挙げた例のうち、「家」「仏間」の例で完全に音節末鼻音が脱落する。ただし、 N 、 N

と記述される語は、その初頭子音が何であれ、音声学的な自由変異として音節末鼻音が先行母
音を鼻母音化して脱落したり、何の影響も与えず脱落したりする事例が確認される。
この現象に類似するものに、 N 「櫛」 も含まれるだろう。この例では、蔵文
第２音節の末子音が口語形式では脱落し、その代わりに第１音節末に鼻音が現れる形となって
いる。

まとめ
本稿では、カム地域で話されるアムドチベット語 方言について、その音形式を蔵文
と対照することを通じて、同方言の音対応の特徴を明らかにした。
蔵文との対を通じて、共時的音体系のそれぞれの要素と蔵文との基本的な対応関係が明らか
になった。蔵文の初頭子音連続、 の組み合わせ、および複数の母音字＋末子音字の対応関係
では、同一のつづりに対して複数の音対応が認められることが分かった。また、比較的規則的
な音節の縮約が認められ、２音節語の音節間の分節音が互いに作用している事例なども存在す
ることが判明した。

付記
方言の調査に当たっては昆明市の瑪吉阿米・香格里拉藏族風情宮の関係各位の協力

を得た。ここに記して感謝の意を表する。
筆者による現地調査の一部については、 年度日本学術振興会科学研究費補助金若
手研究 「言語多様性の記述を通して見る中国雲南省チベット語の方言形成の研究」（研究代
表者：鈴木博之、課題番号 ）、 年度日本学術振興会科学研究費補助金基盤
研究 「チベット・ビルマ語族の繋聯言語の記述とその古態析出に関する国際共同調査研究」
（研究代表者：長野泰彦、課題番号 ）、 年度日本学術振興会科学研究費補助
金若手研究 「チベット文化圏東部の未記述言語の解明と地理言語学的研究」（研究代表者：
鈴木博之、課題番号 ）および 年度日本学術振興会科学研究費補助金基盤
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付録： 方言の語彙リスト
配列は華侃主編 に準拠し 、名詞（天文地理、人体、人物、家畜、その他の動物、植
物、食物、衣料装飾、住居、生活用具、その他道具、文化教育、抽象物、位置方角、時間）、数
詞、代名詞、形容詞、動詞 の順である。

天文地理

天　　 H

太陽　 ő@

光　　 G

月　　 H O

星　　
流星　
天気　 H

雲　　 Fù@

雷　　 ã

風　　 G N

雨　　 H C

虹　　 ő ý

雪　　 5

雹　　
霜　　
露　　 C @

霧　　
˚

G

氷　　
火　　 ő

煙　　 O

電気　 G

空気　 G N H G G N

蒸気　 H N Fù

水害　 C @

世界　 H N

地　　

山　　 @

尾根　 @ N

谷　　 N

がけ　
岩石　 ú@

洞窟　 ú@ G@ ú@

洞穴　 N

川　　 C @

湖　　 ˚

海　　 Hé ˚

渡し場 C @

貯水池 C @

井戸　 C @

杭　　 @N

土手　 C @ @

道　　
平原　 N

沼　　 O

土　　
畑　　 ý N

水田　 C @ ý N

乾燥地 @ ý N

農区　 N

牧区　 ã X

半農半牧 ã X N

石　　

ただし一部個別例について補足したものも含む。
方言には、動詞の語幹交替が認められる。ただし、本稿では原則的に未完了の形式を採用

する。語幹交替の記述は別稿にゆずる。

鈴木 博之（2021）『言語記述論集』13: 13-66

34



砂　　 FC

埃　　 O

泥　　 ñé

水　　 C @

波　　 H

泉　　 C @ ő@

温泉　 C @

森　　 @

草地　 Fù N

鉱石　
金　　 X

銀　　 ù̊N

銅　　 N

鉄　　 C

ダイヤ C

鉛　　 ý ő

さび　
アルミ @N

瑪瑙　 G @

黄銅　
鋼　　 C

煤　　 H 5

炭　　
磁石　 H

草木灰 H 5

朱砂　 ˚ 5

場所　 C

長江　 ã@ C @

黄河　 H C @

ラサ　
˚

ユー　 G

ツァン N

カム　
アムド P

ポタラ宮
クンブム ù @ @

ラプラン H ú N

西寧　 @ N

町　　 ˚

通り　 ú N

村　　 H ú N

橋　　
家　　 C @ N

故郷　 @

人体

体　　 N

頭　　
髪　　 C

お下げ C

額　　
眉毛　 @

睫毛　 ő Fù@

目　　 ő

鼻　　 ù

˚
鼻の穴 ù

˚
N

耳　　 H 5

顔　　 N

ほほ　 ő ý

口　　
唇　　 ˚ C @

あごひげ Fù@

あご　
首　　 ù

肩　　 C

背　　 H ý

脇　　 ˚ C

胸　　 ú N
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乳房　 @

乳　　 G

腹　　 O

へそ　
腰　　 ù

尻　　 F N N

太もも
ひざ　
下腿　 ő

足　　 ù @ N

くるぶし ù N @

腕　　 N

手　　
腕　　
指　　 @ G@

手のひら F

親指　 ˚

小指　 @ C N

爪　　
指紋　 ˚

拳　　 @ @

肛門　 X N

男性器 ý

睾丸　 @ H

女性器 ő

胎盤　 @

皮膚　 X

しわ　 ùő̊

あざ　
˚

傷　　 H

傷口　 H

しみ　 H @

白癬　 ù̊N

肌　　 C @

血　　 C

筋肉　 H ý@ 5

脈　　 ù

脳　　 H

骨　　 @

脊椎　 H 5 N

肋骨　 ù @

関節　 @

骨髄　 ù N

歯　　
犬歯　 @

歯茎　 ùő̊

舌　　 ù C

口蓋　 ù

喉　　 ő

喉仏　 P @

肺　　 H

心臓　 ő̊ N

肝臓　 ˚ C @

脾臓　 ˚

腎臓　 ˚ 5

胆嚢　 ˚ C @ F

胃　　 O

腸　　 H ý@

大腸　 H ý@

小腸　 H ý@ @

恥骨　
膀胱　 N

大便　 X

小便　 X C@

屁　　 FC @

汗　　 HN C @

痰　　 @

つば　 C @

鼻水　 ù

˚
C @

涙　　 ő C @

膿　　 ù

˚
垢　　 ú@
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声　　 ù

死体　
命　　 ù

寿命　

人物

人　　 ő@

人民　 ő@ N

平民　 @

チベット人 @

漢族　 H ý @

蒙古族
半漢半蔵 H ý

外国人 FC @ é

子供　 ý ý

赤ん坊 C

老人　 H 5

老婦人 H H 5

男　　 ý@ @

女　　 ý@

男女　
少年　
少女　
公務員 FC

商人　 ˚ N

医者　
˚

農民　 ý N

軍人　 H

牧民　 ã X

牧人　 @ G@

大工　 C N B

鍛冶屋
船大工 C@

狩人　 ù

˚
料理人 C

英雄　 X

女英雄 X

独身　 ő@ N

学者　
翻訳家
代表　 ù @ ˚ @

こじき ù @

泥棒　 ù

強盗　 C X

病人　 5

仇　　 H ý

王　　 H ý

皇帝　 C H ý

官　　 X

首領　 N

友人　 X

お供　 ñé

教師　
仕立て屋 B

靴屋　 X B

石屋　 B

肉屋　 FC

俗人　 @ ù

四肢障害者 H ý ù N H ý

盲人　 ý

聾唖者 G

禿げの人 H @

猫背の人 H

ばか者 H

口唇裂 FC

狂人　 ˚ő̊
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どもる人 @ @

口の利けない人　
主人　 H X

客　　 ïã

知り合い N C @

知らない人 N @ C @

下男　 H X

下女　 H

祖先　
祖父　 P ő

祖母　 P

父　　 P

母　　 P

両親　
息子　 ý@ @

息子の嫁
娘　　 ý@

娘婿　 X

孫息子
孫娘　
兄　　 P é

姉　　 P C

弟　　 ő

妹　　 ù N

父の兄 P @

父の兄の妻 P

父の弟 P @

父の弟の妻 P

甥　　
兄弟　 Fù

姉妹　 B

母の兄弟 P ý N

母の兄弟の妻　 P

母の姉妹 P

父の姉妹の夫　 P @

父の姉妹 P

義理の父 P ý N

義理の母 P

家族　 C B @

親戚　 Hő ő ő

夫　　 H

妻　　 H

継母　 K

継父　 K

未亡人
子なしの女性　 C

双子　 ˚

私生児 H @

孤児　 ú

家畜

家畜　 Hé@

牛　　
黄牛　 K N@

水牛　 C @ K N

ヤク　 K

めすヤク ã@

子なしのめすヤク　 ù

ゾ　　

めすゾ
子牛　
おす牛 K

めす牛 ã@

乳牛　 Bý

荷駄獣
湿牛糞 C5

角　　
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ひづめ
皮　　 5 X

毛　　 Fù@

毛の色 Fù@

尾　　 ù̊N

馬　　 ù

子馬　 ù

荷馬　 @

おす馬 ù

めす馬 ù

鬣　　
馬糞　 @

羊　　
綿羊　
めす綿羊
山羊　
子山羊 ú

子綿羊 ú

羊毛　 5

羊糞　
騾馬　 ú

ロバ　 @ @ N @

らくだ ù̊N

ぶた　
めすぶた
おすぶた 5

子ぶた ú

ぶた糞 @

犬　　 @

めす犬 @

猟犬　 C @

犬糞　 @ ù @

猫　　
うさぎ @ G N

鶏　　 FC

おんどり FC

めんどり FC

ひよこ FC ú

とさか
翼　　 C X

羽　　 Hã

鶏糞　 FC ù @

鴨　　 N

がちょう N5N

鳩　　

その他の動物

野獣　 @

猛獣　 X C H

虎　　 ù

獅子　 @ H

龍　　 ã

爪　　
猿　　 Fù

象　　 H N C

野牛　 ã N

豹　　 H

熊 パンダ
ヒグマ ú N

いのしし H

鹿　　 C 5

黄羊　 O

キバノロ K 5

麝香　 K 5 ù @

野ロバ ù N

かわうそ ù

ヤマアラシ H
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ハリネズミ N

ねずみ @ G@

土ねずみ H ú

ねずみ糞 FC

リス　 5 FC

ジャッカル ˚

狼　　 FC@N @

狐　　 G

山猫　 FC@

鳥　　 FC

鳥の巣 FC N

鳥糞　 FC ù @

鷹　　
とんび C

はやぶさ X

ハゲタカ FC

ふくろう G

ツバメ
野生の雁 N N

すずめ FC G@ FC

こうもり FC FC

カササギ ù C

からす 5

めじろ @ FC

鸚鵡　
カッコウ
孔雀　 H FC

亀　　 @

蛇　　
蛙　　 5 5 5

トカゲ C H

魚　　 ő

虫　　 @

蚤　　 H ý5

しらみ C

アブ　 @

蚊　　 ã

蜘蛛　 H @

蜘蛛の糸 H @

ムカデ ù N é é

ミミズ @ @

アリ　 C

アリ塚 C N

ミツバチ H N

とんぼ @

蝶　　 FC

さそり @ H @ G

植物

木　　 C N H N

枝　　 C N

苗　　 C N ú

幹　　 H N

根　　 ù 5

葉　　
花　　
芯　　 N ő̊ N

芽　　 ő@ G@

柳　　 @ G@

柏　　 C G

松　　 Hã C N

松脂　 N C @

ポプラ ú C N

ぶな　 ù

茶の木 C N

栴檀　
竹　　 ˚ő̊
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とげ　
果物　 C N

桃　　 @

梨　　 @

みかん @

柿　　 C N P

ぶどう @ ã

はすの花
冬虫夏草 @ H ù H @ @

サフラン @

サトウキビ ő Hã N

胡桃　
タマリスク Fù

穀物　
食料　 ã@ @

米　　 ã

種　　 5

稲　　 ã

玄米　 ã@ H

小麦　
大麦　
カラスムギ
青禾果（裸麦の一種）　
麦（植物）

麦の殻 ú

とうもろこし　
綿　　 F @ 5

大麻　
野菜　 ù̊N @

大根　
唐辛子 X

たまねぎ N

にんにく H X H

しょうが ù C

ジャガイモ 5N

豆　　 ù

大豆　 ù

蚕豆　 Hé ù

えんどう ù

落花生
ゴマ　 ã@

草　　 ù

きのこ C C N

人参果
ひまわり ő@

からし菜 ù

米　　 ã

食物

ごはん ý

粥　　 ã ã

小麦粉 @ ý

パン
蒸しパン C

餃子　 C @

乾物　 ù é@

朝食　 N C @

昼食　 ú ý

夕食　 C @

ミルクティー　 G C

肉　　 C

赤身　 C @

油　　 ù

˚
植物油 ù

˚
脂肪油
バター
ヨーグルト ý
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チーズ C @

初乳　 Fú@

牛乳の膜 Fú@

チーズケーキ　 @

ツァンパ ù

牛肉　 C

ソーセージ é@

塩　　
砂糖　 ã N

氷砂糖 C

酢　　 ù @ @

花椒　 K

卵　　 FC N H N

スープ 5

酒　　 C N

湯　　 C @

茶　　 C

タバコ O

薬　　 ù

˚
麩　　 C ù

ぶたの餌
馬の餌 ù C @

鼻タバコ ù

˚
@

酒かす C N

豆粉麺 @ N

衣料装飾

糸　　 ù @

布　　
絹　　 @ ù @

サテン
プル Fù@ ú

コート
袈裟　 H

毛織物 H

衣服　
チュバ
襟　　 N

袖　　 @ N

ボタン Hé

ズボン
スカート ù

˚
C @

スカーフ ù

帽子　 ý

ベルト ù @

靴下　 ù N @

靴　　 X

ブーツ ő ý@ ù

シャツ @

起毛ジャケット　 @

ハンカチ FC @

櫛　　 N

カーテン
装身具 H ý C

宝石　 @

珊瑚　 FC @

ジャスパー X @

真珠　 @

象牙　
琥珀　 Fù C

イヤリング N

ネックレス é@

指輪　 ù

ブレスレット　 ù
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住居

枕　　 ù̊N

布団　 ù H

座布団 H

家　　 N̊ @ N

屋根　 N̊ N

宿屋　 ã N̊ N

軒　　
土台　 @ H

キッチン C N̊ N

階層建築 N̊ N

階上　 N̊ N

階下　 C

倉庫　 N̊ N

牛小屋 @N N N̊ N

ぶた小屋 N

馬小屋 ù 5

羊小屋 5

鳥小屋 FC N

レンガ

瓦　　
壁　　 C N

丸太　 C N

板　　 C N

柱　　 5

門　　
閂　　
玄関　 C

窓　　 ù ù N

階段　 ù

梁　　 H N H N ù

たる木 C

ステップ ù

テント @

牛毛テント
竹垣　 H

庭　　 H

トイレ C N̊ N

生活用具

もの　 ù̊N ù̊N

テーブル C

いす　 ù @ ù @

ベッド ő5 ú @

箱　　
キャビネット　 H ý

入れ物 C N

石鹸　 FC

芳香石鹸 ú@ ý H ý

ガラス C

鏡　　 N ù C H

箒　　 FC

明かり H

薪　　 @ C N

炭　　
火打石 ő

ほくち ú

石灰　 H ý

火箸　 ù C

マッチ ý

松明　 X 5

線香　 Fù
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染料　
かまど
鉄なべ N ú

フライパン ú

蒸し器 H N @

ふた　
ナイフ @

柄杓　 ù

スプーン @

しゃもじ ù

木製椀 C

ボウル
皿　　 H

箸　　 @

瓶　　
ポット
甕　　
壷　　
茶漉し C @

魔法瓶
水がめ C @

˚
バケツ C @

木製盆 Hý N

臼　　 H @

杵　　
ひも　 ù

三脚　 ù N

吊りベルト Hé N

秤　　 é

お金　 ú @ H

資金　 ù

利息　 ù

商品　 N

定規　 ú ù

針　　
錐　　
釘　　 C N

はさみ @ @

はしご ù

傘　　 FC@ K

鎖　　 ù C

鍵　　 ő

車輪　 N̊

棒　　 H X

鞍　　 ù

馬籠頭 ˚ @

馬腹帯 H

馬嚼子 ù

あぶみ C

蹄鉄　 Hő ù C@

馬槽　 ú

しりがい ùő̊

たづな ù

鞭　　 ù ù C@

駄架　 Hé N @ Bý

くびき Hő C N

牛の鼻輪
˚

X C@

指貫　 ù C

ピンセット ő ý

糊　　 ù

めがね ő

印鑑　
牛皮縄 ã5 N

船　　 ú@

電車　 N̊

飛行機 H FC

自転車 ù C@ ù
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その他道具

道具　 C

斧　　 ù

金槌　 O

のみ　 C N ú

鋸　　 5

錐　　 X

やすり H

かんな @

墨斗　 @ C

のり　 FC@

スコップ ù C@

鍬　　 XC N

鉄の鍬 N ù C@

備中鍬 C

鋤　　 ù

皮の袋 Hé

ガソリン H N ù

˚
@

機械用油 ˚ú @
˚

@

かつぎ棒 ú @ C N

刃物の柄 O

取っ手 O

くさび
縄　　 ˚ G

肥料　 @

鎌　　
水槽　
ふるい @

碾き臼 C

織機　 ˚ @ C @

包丁　 ù

投石器 G H

ほら貝 N ù

矛　　 N

的　　
鞘　　 @ C @

銃　　
弾　　
弓　　 Hý@

矢　　
わな　 ùő̊@

落とし穴 Hő@ N

火薬　 ő

毒　　
網　　 ú5

磨き粉
機械　 ˚ú @ N̊

担保　 X

贈り物
ノート
キルト ő5 @

マットレス ő5 H

賞品　 ù FC

文化教育

文字　
手紙　 ˚ @

字母　 5 FC

絵　　 @

本　　 X C

紙　　 C @
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ペン　 ˚ő̊@ @

インク ù

˚
学校　

˚
ú

学問　
話　　 ù C

チベット語
チベット文語　
名前　 ő N

姓　　 ő N

記号　 ù

新聞　 @

ニュース
物語　 H X

伝記　 H

ことわざ X X

笑い話 ˚

なぞなぞ
声　　 ù

歌　　 G @

民謡　 Gý

踊り　 ú

将棋　 ã

さいころ C

太鼓　 ù̊N

どら　 ˚ N

シンバル C 5 N

ベル　 ù̊N

竹笛　 H ý G N

笛　　 H N @

鈴　　 ú@ @

ラッパ Hý G N

映画　 H ő

タンカ N

お面　
宗教　 C

宗派　 ú ˚

信仰　
神仏　

˚
女神　

˚
鬼　　 ïã

女鬼　 ïã

悪魔　 @

竜神　 K @

仏陀　 N é

霊魂　 C

魂　　
円寂　 C

天堂　
˚

@

来世　 F C @

輪廻　 N̊

運　　 H N ù

縁　　 H

善行　
凶兆　 ù N

ラマ　
活仏　 Fú@ @

僧院長 ˚

僧侶　 ú

尼　　 C P

ボン教
管家　 ő

還俗僧 ù

施主　 Bý@ @

茶の寄付 N C

魔術師 P ˚ C

占い師
地獄　 ùő

閻魔　 C@ H ý C é

寺　　
˚

N̊

経堂　
˚

N̊

経院　 ú N

護法神殿 N̊ N
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静修室 ˚
N̊ N

六字真言 @ @ ã ú

燃灯祭 ù̊N ˚ C

焼香　 F N

宝の甕
白塔　 ˚ C ù

火葬　 ˚ C

天葬　 FC

施食　 X

曼陀羅 N̊

マニ石 C

墓　　 @

仏像　 ù @ ïã

バター灯 ˚ C

カタ　 @

護身符箱 FC @

放生
生命樹 C N

呪文　 ù̊N

お経　 @ C

数珠　 ˚ú N

仏像彫刻家
˚

B

金剛　 H ý

天蓋　 Hé ˚

マニ車 @ N̊

布施　 Bý@

抽象物

中国　 ú N

地位　
権力　 HG N

生活　 ˚

給料　
分け前 ù 5

工場　 B ú

市場　 ˚ N

税金　 ú 5

優待　
用途　 C H

原因　 é@ ˚

答え　
飢饉　 @

苦しみ N N̊5

間違い Hã@

危険　 ő

区別　
空間　 X N

吉祥　 ú C

感謝　 H ý C ã C

裂け目
痕跡　 ý C @

沈殿物 ùő̊@

影　　 ú@

色　　
夢　　 Hő@

精神　
考え　 F @

外見　 B ù

事情　 ù FC

方法　
性格　 H ý@

力　　 C C

命令　
監獄　 N̊ N

うわさ ï̊ú

罪　　 ő
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契約　 H ý

裏地　 @N

歯磨き粉
˚

裸足　 ù N ý

引き出し ˚
H

武器　 ˚ C

勝利　 é

国家　 é

経験　 ő ő N

会議　 @

距離　
歩行　 ù N N

位置方角

方向　 C

東　　 C

南　　
˚

西　　 @

北　　 FC N

中間　 ù @

そば　 ñé

左　　 K

右　　 K

前　　 ù̊N@

後　　 @

外側　 FC @

内側　 N

隅　　 @

先端　 ù

周り　 N̊

近所　 ő

境界線 ˚ ˚

頂上　 H

上側　 ù

下側　
上　　
下　　
下の方
高いところ
上のほう N

ふもと
以上　 C

以下　 C

上へ　
下へ　
上半身
下半身

˚
端　　 ˚

底　　 ˚ @ ý

時間

時間　
今日　 N

昨日　 5 N

おととい ő

さきおととい　 Gý ő

明日　 N ő

あさって K N ő

しあさって Hý ő

今晩　 N

明日の晩 @N @ N N
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昨日の晩 N

昼間　 ő @

朝　　 N

正午　 ő N

夕方　 C @ ú

夜　　 N

夜中　 ˚

真夜中 H N

晦日　 H N

えと　 ù

ね　　 FC@

うし　 H N

とら　 ù

う　　
たつ　 ã

み　　 ã@

うま　 ù

ひつじ
さる　 Fú

とり　 FC

いぬ　 @

ぶた　
日　　
１日　 X C

２日　 Kő

月　　 5

午前　 ù̊N ú

午後　 FC @ ú

１月　 5 N

２月　 5 Kő

月　 5 C@ Kő

上旬　
中旬　 5 ù @

下旬　 ý

誕生日 ù ù @

年　　
年齢　
最近　 ő C @ 5N N

今年　 @

去年　 @N

おとどし Hý @N

来年　 N

再来年 H N

以前　 ù̊N

昔　　 H

今　　
未来　 G N

はじめ N ő ý

月曜日 H 5

火曜日 H @

春　　 F C

夏　　
秋　　
冬　　 @

新年　 @

閏月　
˚

冬至　 @ ő@

夏至　 ő@

日食　 ő@ @

月食　 @

祭り　 C
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数字

一　　 X C

二　　 Kő

三　　
四　　 Bý@

五　　 ù̊N

六　　 ú

七　　 @

八　　 é

九　　 @

十　　 C@

十一　 C X C

十二　 C Kő

十三　 C

十四　 C Bý@

十五　 C N

十六　 C@ ã

十七　 C@ @

十八　 C@ é

十九　 C@ @

二十　 ő@ C @

二十一 ő@ C W X C

二十八 ő@ C é

三十　 C@

三十二 C@ Kő

三十八 C@ é

四十　 Bý@ C@

四十三 Bý@ C@ ý

五十　 HN C@

五十四 HN C@ N Bý@

六十　 ú C@

六十五 ú C@ N

七十　 @ C@

七十六 @ C@ ú

八十　 é5 C@

八十七 é5 C@ @

九十　 @ CW

九十八 @ CW é

九十九 @ CW @

百　　 é

百一　 é X C

百八　 é é

八百八十 é é é5 C@

千　　 ù N

万　　 ú @

十万　
百万　 FC

千万　
一億　 N C @

半分　 FC

第１　 N

第２　 Kő Fù

両 ２　

数量詞

１人　 ő@ X C

１碗　 X C

１腔　

１本の草 ù ù N X C

１粒の米 ã X C

１つかみの野菜　 F N

鈴木 博之（2021）『言語記述論集』13: 13-66

50



２つかみの米　 ã

１杯　 N X C

１桶の水 C @ N

１碗のごはん　 ã N

１つかみの土　 ý X C

１時間 C @ X C

１輪の花 X C

１文　 X C

１そろいの靴　 X C X C

１対のウサギ　 @ G N C X C

１群れの羊 C X C

１区画の道路　 ú@ X C

１節　 X C

１日の旅程 ő X C

片方の靴 X X C

１巻きの紙 H X C

１口の食事 X C

１枚の布 N

１かご
˚

N

１セット C @ N

１歳の馬 X C

１個の荷物 é X C

１袋　 N

１隊　 X C

１列の家 N̊ N X C

１串の玉 ˚ú N X C

１滴の油 @ X C

２階　 ù Kő

１つの部屋 N̊ N @ X C

１包み ˚ @ X C

１瓶の酒 C N

１つの泥 X C

１斤　 é N

２銭　 ý

１斗　 ú N

１升　 ú C N N

１里　 H X C

１尺　 ú N

１咫　 ˚ N

１ 指の幅の単位 　 N

１ 肘の長さの単位 　 C @ N

１寸　 N

１対の牛 X C

１元　 H X C

１角　 N X C N

１分　 N

１畝　 X C

少しの間 @ @

１日　 ő@ X C

１夜　 ˚
X C

１か月 5 X C

１年　 X C

１歳　 X C

一生　 X C ő@ X C

１歩　 N

１度　 N X C

１声あげる ù X C N

１回打つ X C é

１噛みする N ã X C

いくらか C N @

いくつか C N @

毎日　 ő@ ïã

それぞれ
１倍　 X C

毎晩　 N ù

１すくい
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代名詞

私　　 N

私たち２人 ő

私たち N

あなた
あなた（敬称）　
あなたたち２人　 ő ő

あなたたち
彼（彼女）
彼ら２人 ő

彼ら　
我々　 N N

我々２人 N N ő

皆　　 N

自分　 N

他の人 Gý

これ　 @

これら @

ここ　 @ X @ @

この辺 FC

この２つ @ ő

このような @ ïã

あれ（近）
あれ（遠）
あれら
あそこ
あの辺 FC

あのような ù

誰　　 @

誰ら　 @ @

何　　 C @ @

どこ　 N

いつ　 @ ý

どのように N ïã

どれくらい C @

いくつ C @

そのほか
おのおの
一切　 N

すべて N

今回　 N

いつか ù
˚ ˚

形容詞

大きい C

小さい C N

太い　
細い　 ˚ú

高い　 ˚

低い　 X

凸の　 @ @

凹の　
でこぼこの @

長い　 @ N

短い　 N N

遠い　 N

近い　 ő

中間の ã N

幅広い é @

狭い　 é C N C N

広々した N

狭窄の
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厚い　 ˚ X

薄い　 ù ù

深い　
浅い　 ù ù

満ちた N

空の　 ù N

多い　 N

少ない ő N ő N

四角い Bý@ ú@

丸い　 G G

平たい
尖った ù C

はげた ù N

水平の
おもての ú N FC

うらの FC

命中した ˚ ˚ @

偏った K

歪んだ ő̊ C K

横の　 ˚ú

縦の　 ú N

まっすぐな ú N

曲がった
曲がりくねった　
黒い　
真っ黒の N N

白い　 ù

赤い　 X

真っ赤の X @ @

黄色い
真っ黄色の @N @N

緑の　 ý@N @

青い　 ù̊N

真っ青の ù̊N C @ C @

灰色の ù ù

明るい X 5

まぶしい G G N N

暗い　 @

重い　 H ý

軽い　 N

速い　 é G

ゆっくりの
早い　 ù̊N

遅い　 FC @

鋭利な ù

˚
鈍い　 ù

˚
澄んだ N

濁った ő @

太った
肥えた é

やせた C ù

乾いた ù

湿った G

濃い　
希薄な N

密な　 @

疎な　 ù ù

硬い　 ù

軟らかい ő̊@

粘つく ý

つるつるの ő ý

ざらざらの ù

滑る　
きつい H

ゆるい
˚

固い　 ù

乱れた ùő̊ ï̊ú @ ùő̊ ïã

めちゃくちゃの　
正しい ïã@

誤った ˚ú

真の　 N

にせの @ C
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生の　 G

新しい X

古い　 Hő N N

よい　 ő @ @ X

悪い　 ő @ H

弱い　 H

高い　 N C

安い　 N

育ちすぎの H

年老いた
若い　 C N

美しい
醜い　 ù X

熱い　 ú

寒い　 ñ

暖かい ú ő ý

温暖な ú

涼しい F

難しい ù

簡単な ù

芳しい ú@ ý

くさい ú@ N

おいしい ú@ ý

酸っぱい ù @

甘い　 N

にがい
辛い　
塩辛い @

淡白な ő N

渋い　
魚くさい C ú@

脂っこい ý

暇な　
忙しい
裕福な FC

貧しい

清潔な X

汚い　 F X

生きている X

新鮮な X

死んだ C @

明確な 5

おいしい ý@

聞きよい ùő̊

見よい ùő̊ N ý ùő̊ N ý

うるさい ý C

つらい
退屈な @ ù

急ぎの ú ˚

色とりどりの　 ú ú

賢い　 @

愚かな
正直な ú N

ずる賢い K é@

注意深い ý @

和やかな ő ý

傲慢な N é

適当な ˚

凶悪な
厳しい N

遠慮深い 5 5

けちな
˚

まじめな ù N

怠惰な K é@ ù H ý@

平凡な ù ù @

行儀のよい ő

がんばった ù ïã

かわいそうな　 ùő̊ N ý

うれしい
幸せな ù

平和な ő ý

悲しい ù̊N
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精通した ˚

親切な ù

嫌な　 @

単独の ù N

崖の多い G

近所の ő

まあまあ P

珍しい ˚

動詞

愛する
好きだ
固定する Fú

淹れる ù

抜く　 F

耕す　 ú

壊して開ける　
整理する Hã@

振る　 X

負ける
拝む　 FC ˚ 5

引っ越す Fù

移動させる C

助ける
結ぶ　
包む　 Hã@

秘密を守る X N

保護する ú N ú N ù

満腹になる Bý

掘る　 @ é Bý

むく　 FC@

はぐ　 FC

剥げる
暗唱する H

背負う @

断食する ő N H ú N

強制する C FC

比べる @

閉ざす ù

編む　
変わる ñé@

変える Hé@

病気である
繕う　 ú@

˚
é

補修する
˚

é

布施する Bý@ ù 5

拭く　 FC @ F C

拭き消す FC @

なぞかけをする　
答えを当てる　 ˚ @

裁断する ú

踏む　 @

参加する Hý

隠す　 ù N

掻く　 ˚ú

はさみ込む
検査する FC

縫い目を解く　 FC

破壊する FC

粉砕する ý

手で支える ù

撒く　 ù

混ぜる ïã

ねじる ïã@

大食いする N̊

味わう ù
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弁償する ù

歌う　
騒ぎたてる G@ é

炒める ù̊N

けんかする
沈む　 ý

量る　 ő ý

ほめる C

支える @

傘を開く é N

完成する ïã@

盛る　 H C@

持ちこたえる　 C @

認める N

清める N ùő̊

食べる
撒き散らす XC

ほとばしる FC

すりつぶす N

持ち出す
タバコを吸う　 ˚

鞭打つ N

出る　 F C @ é

取り出す
日が昇る C

出てくる ñé

掘り起こす ùC

召し上がる Bý

着る　
履く　
穴に通す é@

穴が開く
穴を開ける
伝承する é@

伝染する N

吹く　

吹き飛ばす @

打つ　 N

殴る　 ù

完全に穴が開く　
刺し傷が痛む　 H

急ぐ　
よじる 5

間違う
答える
ぶつ　 N

身振りで表す　 FC

狩をする ù

˚
撃つ　 é

当てる
けんかする é@

散らかす X

分ける ˚

倒す　
引いてくる
薪拾いをする　 C N ˚ @

賭ける Hé

脱穀する K @ X N

居眠りする Hő N

あくびする K 5 FC

しゃっくりする　 @

おくびを出す　 @

開ける FC

稲光がする Hé

雷が鳴る ã H ý Hã ã é

持ち歩く
戦争に行く H é

結び目を作る　 @

いびきをかく　 ù̊N@ ˚

くしゃみする　 C @ é

世話をする @

導く　 @
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（帽子を）かぶる　
（布を）かぶる　 ú@

（腕輪を）身につける　
生まれる ï̊ú N

遅れる N

さえぎる N

倒れる
倒す　

˚
つき砕く N

裏返す N ý
˚

着く　 ő ý

得る　 ˚

待つ　
地が震える N

頭を下げる H @

うなずく N

点火する ő HG

燃える
灯す　 G HG

詰め物をする　 H N

しおれる Hő@

ほおばる @

落ちる
˚

N

吊るす G

釣る　 ő ý@

転ぶ　
重ねる H

噛みつく é

なくす
理解する C

（肉が）凍る　 ð
˚ N

（手が）凍る　 H N ð
˚ N @

動く　 N @

ちょっと動く　 H @

読む　
ふさぐ ˚ N

渡る　
切れる C

折れる C

ちぎる X C

折る　 X C

積む　 Fù N

隠れる
切り分ける X

印を押す
飢える ù

押しつける H

起こる ő ý N

発展する ˚
H

発展させる
怒る　 @ G

誓う　 ù

身震いする
発酵する ő̊

熱がある ˚ C @

心配する ù ù

˚
N FC

発芽する ő@ @

罰する C C

翻す　 C @ N
˚

振り返る P é

反対する N FC

翻訳する é@

反芻する 5 é

つむぐ N̊ 5

放置する ő ý

入れる é

放牧する ˚

火をつける ő N

飛ぶ　 ˚ @

分かち合う
分家する
分離する ˚
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分かれさせる　 X

狂う　 ˚ő̊

縫う　 ˚

塗る　 ù @ FC

孵る　 @

手を置く ù

適合する ˚ @

適合させる F @

腐る　
かぶせる N

かぶる
乾く　 ù

喉が渇く N

働く　 ù FC

市場へ行く ú N ñé

風邪を引く C

あえてする
言う　 FC

告訴する é

切り分ける C

切断する X C

切ってしまう　 X C

刈る　 ã@

隔てる
靴擦れを起こす　 ù

˚
与える Bý@

ついて行く ý

耕す　
つるす @

いっぱいである　 N

計る　 FC

雇う　 X

剃る　 Bý

風が吹く G N K

つるす N

電気を消す é

関心を持つ @ FC

閉める é

囲い込む
管理する FC

灌漑する
跪く　
転がる ïã

年越しする X N

渡る　
経る　 N

恥ずかしがる　 N

怖がる ù

呼ぶ　
叫ぶ　 ù é

溶接する @

飲む　 ˚ N

適切である ïã@

閉じる é

うらむ N̊ @ FC

火であぶる ùú

なだめる G@ ő̊ C

悔いる ñé FC

こぐ　 X N

描く　 ú@

身ごもる ý ý

疑う　 X

払い戻す ùú

返却する ùú

交換する ý

振る　 X

帰る　
帰らせる

˚
思い出す ú

答える
破壊する @

できる C
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混ぜる Fù

攪拌する ùő̊

生きている
支える
手に入れる ˚

水で混ぜる @

（水が）集まる　 ñ̊

積もる
（人が）集まる　 ˚

集める ˚

搾り出す X C@

搾る　 Bý

はさむ X C@

覚えている ú

預ける C

送る　 ù @

うらやむ ú @ FC

忌む　
締めつける C N

はさむ
選び出す @

減らす
はさみで切る　 ú5

語る　 FC

落ちる
交換する ý FC

交付する Fú

交わる Hã@

水を引く
こげる ˚ @

噛む　 @

教える
˚

鳥が鳴く FC ù ú

猫が鳴く ú

ロバが鳴く @ @ N

馬が鳴く ù
˚

牛が鳴く N

犬がほえる @ @

ぶたが鳴く N

羊が鳴く
虎がほえる ù N

狼がほえる FC@N @ N@

呼ばれる ő N

剥く　 FC

結氷する C

結婚する ù

ほどく ú

お金を借りる　 K

ものを借りる　 K

浸す　 N

禁じる N

浸す　 @

入る　 N ñé

びっくりさせる　 ú

びっくりする　 ú

救う　 ù

住む　 H

挙げる
のこぎりで切る　 @ @

完全にする
巻く　 Hã@

縮む　 N̊ @

掘る　 ù

邪魔する ˚

邪魔させる ˚

開ける FC

沸く　
開く　
運転する X N

始める N ù

開墾する
˚

切り倒す X C
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切る　 X C

見る　 ù

見せる ù

見える ˚ N @

医者に見せる　
˚

かつぐ @

暖める ù

頼る　
ぬかずく FC ˚ 5

咳をする H H H H é

渇く　 ù

刻む　 ù

賛成する ő

かじる ã

ほじくる
ボタンをかける　 é X é

暇である
泣く　 N@

眠たい ùő̊ N

引く　 ˚

排泄する ù @ N

辛い　
漏れる

˚
来る　 N C

引っ張りあげる　
年をとる
手綱で制御する　 @

疲れる ù

つなぐ ˚ @

量る　
乾かす ù

おしゃべりする　
裂く　
ずぶぬれにする　 X

流れる FC

とっておく ý

耳が聞こえない　 G

抱きしめる @

漏らす @

混乱する ùú

濾す　 @

乱す　 ï̊ú

転がす N̊

積み重ねる ù @

日が沈む @

しびれる @

叱る　 N

埋める ù

˚
買う　 ő

売る　 ˚ N

満ちる N

ない　
燃え尽きる C @

さえずる é

唇を軽く閉じる　
理解する
触れる @

研ぐ　
粉をひく ˚

つかむ
持っておく
掻く　 ˚ú

できる @

枯れる ùő̊@

凝固する ñ̊

絞る　 F C@

嘔吐する ù

這う　 N

這って歩く N ñé

山に登る ý

木に登る ý

叩いて音を出す　
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整列する Hã@

派遣する N

弧を描く N̊

走る　 é

茶を入れる N

賠償する ő ý5

埋め合わせる　 @

身につける ˚ @

膨張する
衝突する N

木を切る 5

浮く　 N

ほとばしる ˚ C

裂ける FC

破れる
壊れる C

傷つく ý

壊れる C

壊す　 C

解剖する XC

敷く　 X N

手荒く扱う @ FC ùő̊

だます ù

レンガで造る　 ù @

乗る　 Bý

起きる N

牽引する @

負う　 C

略奪する ˚ú

叩く　 N

振り上げる
詮索する X C

切り刻む @

口づけする
軽んじる C N ù Bý ˚ N C N FC

要求する ý@

追い出す
取る　
娶る　
行く　 ñé N

回復する ú@

治癒する ú@

欠ける C

完全である N

染める F

叫ぶ　 H G @ é

道を譲る C

温める ú

知り合う N C

投げる ˚

溶ける ý@

溶かす Bý@

もむ　 ý

耐える Fù

撒く　 X

小便する X C@ N

播種する 5

解散する ú

ゆるめる ú

掃く　 FC

殺す　 X

ふるいにかける　 ú

日にさらす ù

日向ぼっこする　 ő@ ù

稲光が走る G ñ̊

傷つける H

相談する FC

上がる ñé

射る　 ˚

射止める
伸ばす ù N

伸びる
˚
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伸びきる ˚

にじむ ˚ @

成長する ù

さびる
腫れ物が大きくなる　 @

産む　 ù

腹を立てる N ú N

残される
˚

昇る　 C

なくす
させる ő ý

釈放する X N N

試す　 FC

である @

収穫する ú@ X C

受け取る ý

閉じる
防御する B @ X é B X C

守る　 ùú N

髪をとく FC

負ける
顔見知りである　 é

調理される ˚

熟れる ˚

やせる ù

数える ã N ù @

ゆすぐ FC

衰える ő

転落する @
˚

N

投げる ˚

かんぬきをする　 ù C

結びつける
眠る　 ő5

寝つく ùő̊@

吸う　 ő ý@

話す　 FC

裂く　 ã5

死ぬ　 C @

計算する ã

粉砕する ú

傷つける ù C

錠をする é

崩壊する @

踏みつける
持ち上げる
涙を流す C

横になる ő5

やけどする ù@

逃げる ã

物乞いする ù @

着る　 ù @

頭痛がする H

蹴る　 ù N é

剃る　 Bý

曇りである H Fù@

晴れる H N

夜が明ける X

暗くなる H @

なめる @

担ぐ　 H @ C N̊ @

選ぶ　
踊る　 ú ő̊ C

跳ねる N

脈打つ
˚

貼る　 ý

聞く　 ő

聞こえる ˚

止める ˚
ő ý

知らせる é

盗む　 ù @

投げる ˚

吐く　 ˚
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押す　
口実を設けて断る　 Bý

退く　 C @ @

飲みこむ ő

引きずる ú@

脱臼する @ @

背負う é N 5

掘る　 ù

切り出す
曲がる
曲げる N

終わる
遊ぶ　 ù ù

忘れる ý

違反する N 5

餌をやる
におう ù

˚
尋ねる ïã@

握る　 ő ý@

ふさぐ N

吸い込む ő ý@

慣れる
洗う　 @

好む　
目が見えないý

下りる ñé

産む　 ù

卵を産む X N

雨が降る H

怖がらせる ù @ X@

陥没する @

捧げる @

慕う　 N

信じる C

思う　 F

思い出す ú

したいと思う　 F

似る　 ïã

消化する ý@

消える
下る　 ő ý@

削る　 Gý

気をつける H H C

笑う　 C

書く　 ú@

下痢する FC5

鼻をかむ ˚ C

目覚める ùő̊ G@

恥ずかしがる　 N

休む　 5 C

刺繍する X @

学ぶ　
˚

燻製にする @

探す　 5

押さえる H

去勢する C

粉にする
˚

@

より分ける FC

かゆい
育てる X

揺れる N

揺する N K

噛む　
掬う　 C@

必要である
引き入れる @

頼る　 ù

あふれる C @

秘密にする X N

勝つ　
迎える F @

抱擁する ő ý@
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泳ぐ　 ù 5

持っている
いる　
存在する
出会う
時間を決める　
越える @

めまいがする　 @ N̊

許可する C ˚ C C

栽培する
いる　
増える ù

˚
彫刻する
刺す　
刺しこむ é

瞬きする ő

抽出する @

摘む　 ˚

糊づけする ý

立つ　 N

引っ張って開く　 H N

大きくなる C

かさが増す ú@

腹が張る
火をつける ő C

風邪を引く ñ̊

召集する ˚

探し出す ùő̊

刺す　 é

覆う　 N

震える
奪い合う ˚ú FC

蒸す　 G N FC

知っている
織る　 ˚

指す　
種をまく
腫れる ú N

煮る　
杖をつく ˚

願う　
˚

ひっつかむ ő ý@

振り返る ù

角を曲がる
移動する N̊

移動させる ù

詰める C @ @

追いかける
準備する C Hã@ FC

捉える @

ついばむ ˚ @

行く　 ñé

呪う　 H H

中に入る @

穴を開ける @

酔う　 Bé

座る　 H

する　
夢を見る Hő@

商売する ˚ N é

連れる FC

仕方　 FC N

証明する N FC
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その他の品詞類

のみならず @

～を除いて ù

ほとんど 5 C

もちろん
たった今 C

本来的に ù

そして
とても C

まだ　 N

今すぐ ő@ @ ñé G

～か　 P

一緒に ő @ ú5

必ず　 @ X C X C

～もまた N

それから
再び　

˚
N

少なくとも ˚

～まで @

もっとも C C

最後に ˚

突然　 H @ @
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受理日 年 月 日
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Quan Họ Bắc Ninh

*

sho.yamaoka@gmail.com

Quan Họ Bắc Ninh

1
Quan Họ Bắc Ninh Bắc Ninh Bắc

Giang 

2

Zhang (2004) Tone-bearing-ability Tonal-

complexity 

2

Quan Họ Bắc Ninh 3
4

5

2
2.1 Quan Họ Bắc Ninh

Quan Họ Bắc Ninh 1

Bắc Ninh

* 106 
Quan họ Bắc Ninh 

Quan họ Bắc Ninh
CLB Quan họ Bắc Ninh kinh bắc

1
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Quan Họ Bắc Ninh

Lê Danh Khiêm 2006: 31
5 5

2

2.2
3

1 1

1
4

5 6

1

2 5
“Quan Họ”

Lê Danh Khiêm: 2006
3 Quan Họ Bắc Ninh Bắc Ninh Bắc Giang /ɛ/, 

/ɔ/ /n/, /l/

4 2020
5 /n/, /l/ 

2019
6 /q/, /ɴ/ /k͡p/, /ŋ͡m/ /q/, 

/ɴ/ Gordina & Bystrov (1984: 237) X

/w/

/p/ /t/ /c/ /k/ /q/
/m/ /n/ /ɲ/ /ŋ/ /ɴ/

/j/ /w/

/1/ Mid-level
/2/ Low-level
/3/ Low-falling
/4/ Rising-glottalised
/5/ Rising
/6/ Mid-glottalised
/7/ Rising-checked
/8/ Mid-checked

/ɓ/ /ɗ/
/t/ /t͡ ɕ/ /k/ /ʔ/
/th/

/v/ /z/ /ɣ/
/f/ /s/ /x/ /h/
/m/ /n/~/l/ /ȵ/ /ŋ/

/i/ /ɨ/ /u/
/e/ /ɘ/ /o/ /ɜ̆/
/ɛ/ /a/ /ɔ/ /ă/
/iɜ̆/ /ɨɜ̆/ /uɜ̆/
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(1)

(1) /V/, /VV̆/ [VVV]
/VC/, /VV̆/ [VVC]
/V̆C/ [VCC]
*/V̆/

3

3.1
Quan Họ Bắc Ninh

(2) cây trúc xinh i tang tình là cây trúc mọc i
EV SCT SCT COP EV

“Cây trúc xinh” 

(2)
tang, tình i

7

Quan Họ Bắc Ninh 1 2 … 

7 Quan Họ Bắc Ninh 
Nguyễn Thế Khoa: 2019

“scat singing” 
SCT Quan Họ Bắc Ninh

“scat” 
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2 “Nguyệt gác mái đình” 8

2 i 1 4
i

i i

i

3.2
Quan Họ Bắc Ninh 2021

MV

4

4.1

(1)
9 MV

MV

(3) A [6] B [1] C [3–5] D [2]
1 xwɜtt i xwɜtt i xwɜtt i xwɜtt
2 tiɜŋ i tiɜŋ tiɜŋ tiɜŋ

3 nɨɜk i nɨɜk i nɨɜk nɨɜk
4 liɜw liɜw liɜw liɜw

“Nguyệt gác mái đình”

8 [1] 

9 4.5 4.1–4.3
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(3) 2

1–4 4 24 = 16 
MV (3) A–

D 4

(4)
1 2 4

28 = 256 A B 2

(4) A [9, 10] B [7, 8]

1 2 1 2
1 hwaaa thɘɘm i hwaaa thɘɘm i
2 t͡ ɕaɴɴ i saɲɲ i t͡ ɕaɴɴ i saɲɲ i

3 ʔiɜw i ȵaww i ʔiɜw ȵaww
4 veee ȵaaa veee ȵaaa

“Hoa thơm bướm lượn”

(5) 1 2 6
A B 2

(5) A [12, 13] B [11]
1 2 1 2

1 ɓuɜn ɓuɜn ɓuɜn ɓuɜn
2 majj ? 10 ŋɨɜj ? majj ? ŋɨɜj ?
3 ɓaɴɴ i ŋɨɜj ? ɓaɴɴ i ŋɨɜj ?

4 mɨɨɜ naŋŋ ɘ mɨɨɜ naŋŋ
5 kɔɔn kɘɘm kɔɔn kɘɘm
6 t͡ ɕɨɨɜ ɣaaa t͡ ɕɨɨɜ ɣaaa

“Buôn bấc buôn dầu”

10 i
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4.2

(6) A [6] B [1] C [3 5] D [2]
1 xwɜtt i xwɜtt i xwɜtt i xwɜtt
2 tiɜŋ i tiɜŋ tiɜŋ tiɜŋ
3 nɨɜk i nɨɜk i nɨɜk nɨɜk
4 liɜw liɜw liɜw liɜw

“Nguyệt gác mái đình” (3)

A–D
A 4 B 2 C

3 D 1

4 2 3 1

(6)

4 2 3 1

VVG > VVN > VVS > VSS

1 1 1-1
(7) 1-1, 4-1, 4-2 > 3-1, 3-2 > 1-2, 2-1, 2-2 3

VVV > VVG, 

VGG > VVN, VNN

(7) A [9, 10] B [7, 8]

1 2 1 2

1 hwaaa thɘɘm i hwaaa thɘɘm i
2 t͡ ɕaɴɴ i saɲɲ i t͡ ɕaɴɴ i saɲɲ i

3 ʔiɜw i ȵaww i ʔiɜw ȵaww
4 veee ȵaaa veee ȵaaa

“Hoa thơm bướm lượn” (4)
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(8) 1-1, 1-2, 4-1, 5-1, 5-2, 6-1, 6-2

> 4-2 > 3-1 VVV, VVN > VNN

(8) A [12, 13] B [11]
1 2 1 2

1 ɓuɜn ɓuɜn ɓuɜn ɓuɜn
2 majj ? ŋɨɜj ? majj ? ŋɨɜj ?
3 ɓaɴɴ i ŋɨɜj ? ɓaɴɴ i ŋɨɜj ?
4 mɨɨɜ naŋŋ ɘ mɨɨɜ naŋŋ
5 kɔɔn kɘɘm kɔɔn kɘɘm
6 t͡ ɕɨɨɜ ɣaaa t͡ ɕɨɨɜ ɣaaa

“Buôn bấc buôn dầu” (5)

VVV > VVG, VGG > VVN > VNN, 
VVS > VSS

V > G > N > S VVV > VVC > VCC

(9) 11

VVV > VVG > VGG > VVN > VNN > VVS > VSS

4.3
(9) (10)

1-1, 2-1, 3-1, 4-1, 5-1 > 1-2, 3-2, 4-2
VVG, VNN, VVS, VSS > VGG, VNN, VSS

(9)

11 VVG VGG VNN VVS

VVG VGG VVN > VNN 
VVS > VSS VVG > VGG VNN VVS

VGG > VVN VNN > VVS
(9)
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(10) A [16] B [14, 15, 17, 18]

1 2 1 2
1 t͡ ɕamm a xɨqq ɘ t͡ ɕamm xɨqq ɘ
2 ɗɜɜj 12 ɘ vɘɘj ? ɗɜɜj vɘɘj ?

3 ɣapp a ȵaww ɘ ɣapp ȵaww ɘ
4 keet ɘ ȵɜnn ɘ keet ȵɜnn ɘ
5 tʰamm a vɘɘj ? tʰamm vɘɘj ?

“Lý giao duyên”

(6) 1 4 2
Quan Họ Bắc Ninh

(10)

3 “Lý giao duyên” 13

12 /ɜ̆/ 4.5

13 1

1 2
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3 (10)

1 2

3 1 1 14

2 2 1
2 15 (10)

A 1, 2 

B 1 1 >
2 Quan Họ Bắc

Ninh

(11) A [22] B [23] C [19–21]
1 nɜŋŋ i nɜŋŋ nɜŋŋ
2 hiiw hiiw hiiw

3 moot moot i moot
4 ɗoon ɗoon ɗoon
5 taaj ? taaj ? taaj ?

“Nhất quế nhị lan”

3 B C 1 , 2

, 4 > 3 VVG, VVN, VNN > VVS (9)
A C 2 , 3 , 4 > 1 

VVG, VVN, VVS > VNN (9)

14

15 cf. Zhang 
2004
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4 “Nhất quế nhị lan” 

2
1 5 2 3 4

(11) A

(12)
>

4.4
(9) (12)

Zhang (2004) Tone-bearing-ability 
Tonal-complexity 

Tone-bearing-ability 

CV 
CVV 

CVO CVR CVV 

CVV, CVR > CVO, 
CV

Tone-bearing-ability Tone-bearing-ability
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fo

Tonal-complexity 
rising, falling contour-tone 

level-tone dipping, peaking 
complex-tone contour-tone, level-tone 

complex-tone > contour-tone > level-tone

Tonal-complexity 
Tone-bearing-ability 

Tone-bearing-ability Tonal-Complexity Zhang (2004) 

3
Tonal-complexity 

Tone-bearing-ability 

Tone-bearing-ability Tonal-Complexity 

Quan Họ Bắc Ninh
16

Tone-bearing-ability Tonal-Complexity 

Tone-bearing-ability Tonal-Complexity Tone-bearing-ability 

Quan Họ Bắc Ninh

16

Quan Họ Bắc
Ninh

(9)
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4.5

Quan Họ Bắc Ninh Tone-bearing-ability Tonal-Complexity 

5 “Nguyệt gác mái đình” 

1 3 1
1 [xwɜtt] (9) Tone-bearing-ability 

Tone-bearing-ability 

3 [nɨɜk] [xwɜtt] Tone-bearing-
ability 

6 “Nguyệt gác mái đình” 

/zăŋ/

/zăŋ/
[zaŋŋ]

/zăŋ/

/zăŋ/
Tone-bearing-ability /zăŋ/

Tone-bearing-ability Tonal-complexity 
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5

Quan Họ Bắc Ninh
Tone-bearing-ability Tonal-complexity 

(9)

Tone-bearing-ability 
Tonal-complexity 

COP: copula
EV: epenthesis vowel

SCT: scat

fo: fundamental frequency
C: consonant

G: glide
N: nasal
O: obstruent

R: sonorant
S: stop
V: vowel

X > Y: Y X

Gordina, M. V, Bystrov, S. I. (1984) Foneticheskiĭ stroĭ vʹetnamskogo i︠ a︡ zyka. Nauka: Moskva.
Lê Danh Khiêm (2006) Nguồn gốc sinh hoạt văn hóa Quan họ. In: Lê Danh Khiêm (chủ biện) Không 

gian văn hóa Quan họ. Trung tâm Văn hóa Thông tin Tỉnh Băc Ninh: Bắc Ninh.

Nguyễn Thế Khoa (2019) Sân khấu - Truyền thống và hiện đại. Nxb. Sân khấu: Hà Nội.

2019 [l], [n] 
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2020

18
2020 10 15 

Zhang Jie (2004) The role of contrast-specific and language-specific phonetics in contour tone 

distribution. In: Hayes, B., Kirchner, R., and Steriade, D. (eds.) Phonetically Based Phonology:
157‒190.

2021 2 1
Nguyệt gác mái đình:
[1] https://quanhobacninh.vn/video/nguyet-gac-mai-dinh-4/

[2] https://quanhobacninh.vn/video/nguyet-gac-mai-dinh-8/
[3] https://www.youtube.com/watch?v=aJsRlS2J7ng
[4] https://www.youtube.com/watch?v=RbXYDsnKvnk

[5] https://www.youtube.com/watch?v=UztYSJmqWzQ
[6] https://www.youtube.com/watch?v=jzqtpRlwkT0

Hoa thơm bướm lượn:
[7] https://www.youtube.com/watch?v=dQpt2gKeeCU
[8] https://www.youtube.com/watch?v=s6F-yUGTxDU

[9] https://www.youtube.com/watch?v=n-osddZtZew

[10] https://www.youtube.com/watch?v=2wpLmNUZUM4

Buôn bấc buôn dầu:
[11] https://www.youtube.com/watch?v=spfUt5dNMog
[12] https://www.youtube.com/watch?v=nT3ncHM--9E

[13] https://www.youtube.com/watch?v=Z9liBphus5M

Lý giao duyên:

[14] https://www.youtube.com/watch?v=DRuArhuJF5E

[15] https://www.youtube.com/watch?v=CDFvg_Uu3ew
[16] https://www.youtube.com/watch?v=kEm1hPBwXNc

[17] https://www.youtube.com/watch?v=-CxLU9QDOpY
[18] https://www.youtube.com/watch?app=desktop&v=cFqito2tzvk&t=36s

Nhất quế nhị lan:
[19] https://www.youtube.com/watch?v=G_E4EYG3LZ4
[20] https://www.youtube.com/watch?v=Vc4QH-Io6Rs
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[21] https://www.youtube.com/watch?v=vCR8JVBCxnE

[22] https://www.youtube.com/watch?v=-c3rj0AMPWI
[23] https://www.youtube.com/watch?v=dIKSOGZ90mY

2021 4 11

山岡 翔（2021）『言語記述論集』13: 67-81

81



82



kyoyamamoto@tufs.ac.jp

1

(Ethnologue Code: ymo)

42

(Laycock 1968, Hammarströmet al. 2020, Eberhard et al. 2021) 130

1

2

1
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2

3

(skumban)

(sago pudding) 1 ( 2)

1 1 2

2

3

( papan)

4

5

(Toyoda 2008: 24–26)

luk2

(Rhynchophorus ferrugineus)

1 3

samban
2 luk anal
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4

5

2

3 /i, a, u/ 12 /p, mb, m, t, nd, n, k, ŋg, kŋ, s, l, r/

2

3 [1] [@]

/i, u/ [i, u] [j, w]

feminine/masuculine

feminine

feminine

A-V-O

(i.e. N-Adj) O-V, N-Adj

3
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(Donohue 2010)

switch-reference marking medial final verb

3

2019 9

17

40 PCM (ZOOM H4n pro)

(SHURE PGA58) (44.1kHz/16bit)

ELAN

1

2 3 4

(1) m1nak

m-na-k

1sg.sbj-talk-3sg.f.obj

nduak

nduak

here

muai.

m-uai

1sg.sbj-sit

4

(2) pil

p-il

1pl.sbj-go

pkŋara

p-kŋara

1pl.sbj-cut

liau.

liau

sago.palm

4 uai ‘to stay’

(Foley 1986: 144)
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(3) pkŋara

p-kŋara

1pl.sbj-cut

pinis
pinis
pfv

ps1kawak.

p-skaua-k

1pl.sbj-hit-3sg.f.obj

(4) ptakau

p-takau

1pl.sbj-make

tukuauparm.

tukuau+parm.

stick+bed

(5) mkŋara.

m-kŋara

1sg.sbj-cut

(6) jaja

iaia

dad

nkŋara

n-kŋara

3sg.m.sbj-cut

.....

.....

pause

kŋara

kŋara

cut

.....

.....

pause

ps1kawak.

p-skaua-k.

1pl.sbj-hit-3sg.f.obj

(7) ptakau

p-takau

1pl.sbj-make

tukuauparm.

tukuau+parm.

stick+bed

(8) wop

uup

1sg

mial

m-ial

1sg.sbj-go

mtakau

m-takau

1sg.sbj-make

tukuauparm.

tukuau+parm.

stick+bed

(9) mla

m-la

1sg.sbj-come

ps1kawak

p-skaua-k

1pl.sbj-hit-3sg.f.obj

liau.

liau

sago.palm

(10) mial

m-ial

1sg.sbj-go

.....

.....

[pause]

m1ŋgakŋau

m-ŋgakŋau

1sg.sbj-take.3sg.f.obj

mial

m-ial

1sg.sbj-go

msiŋgak.

m-siŋga-k

1sg.sbj-wash-3sg.f.obj
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(11) m1ŋgal

m-ŋgal

1sg.sbj-put

msal

m-sal

1sg.sbj-put

papan

papan

sago.petiole

mliak

m-lia-k

1sg.sbj-fill-3sg.f.obj

sulp.

sulp

water

(12) msakŋar

m-sakŋar

1sg.sbj-pour

m1nar

m-nar

1sg.sbj-go.down

p@pan.

papan

sago.petiole

5

(13) msiŋgak

m-siŋga-k

1sg.sbj-wash-3sg.f.obj

liau

liau

sago.palm

mparak

m-para-k

1sg.sbj-break-3sg.f.obj

undiu

undiu

stem.of.sago

uŋgal

u-ŋgal

3sg.f.sbj-put

uwai

u-uai

3sg.f.sbj-sit

(14) msiŋgak

m-siŋga-k

1sg.sbj-wash-3sg.f.obj

un1mar.

u-n<am>ar

3sg.f.sbj-go.down<cont>

(15) msiŋgak

m-siŋga-k

1sg.sbj-wash-3sg.f.obj

unar

u-nar

3sg.f.sbj-go.down

pinis
pinis
pfv

6

(16) unar

u-nar

3sg.f.sbj-go.down

warku.

u-arku

3sg.f.sbj-stay

(17) liau

liau

sago.palm

par

par

top

warku

u-arku

3sg.f.sbj-stay

unuau

u-nuau

3sg.f.sbj-go.up

putaituk

putaituk

full

wop

uup

1sg

smpaŋgak.

s-m-paŋga-k

again-1sg.sbj-wash-3sg.f.obj

5 m1nar
(51) (14) (15)

6 pinis ‘pfv’
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(18) mpaŋgak

m-paŋga-k

1sg.sbj-wash-3sg.f.obj

sulp

sulp

water

ujal.

u-ial

3sg.f.sbj-go

(19) sm1ŋgakŋau

s-m-ŋgakŋau

again-1sg.sbj-take.3sg.f.obj

sulp

sulp

water

ula

u-la

3sg.f.sbj-come

par

par

top

smsakŋar

s-m-sakŋar

again-1sg.sbj-pour

unar

u-nar

3sg.f.sbj-go.down

papan.

papan

sago.petiole

(20) msiŋgak

m-siŋga-k

1sg.sbj-wash-3sg.f.obj

nau.

nau
now

7

(21) mial

m-ial

1sg.sbj-go

pinis
pinis
pfv

mla

m-la

1sg.sbj-come

m1ŋgakŋau

m-ŋgakŋau

1sg.sbj-take.3sg.f.obj

mial

m-ial

1sg.sbj-go

taluk.

taluk

sago

(22) sm1ŋgakŋau

s-m-ŋgakŋau

again-1sg.sbj-take.3sg.f.obj

m1nar

m-nar

1sg.sbj-go.down

kaluak

kaluak

basket

mial

m-ial

1sg.sbj-go

msiŋgak.

m-siŋga-k

1sg.sbj-wash-3sg.f.obj

(23) m1ŋgakŋau

m-ŋgakŋau

1sg.sbj-take.3sg.f.obj

mial

m-ial

1sg.sbj-go

taluk

taluk

sago

smial

s-m-ial

again-1sg.sbj-go

m1ŋgal

m-ŋgal

1sg.sbj-put

muai.

m-uai

1sg.sbj-sit

(24) m1ŋgal

m-ŋgal

1sg.sbj-put

muai

m-uai

1sg.sbj-sit

smsiŋgak

s-m-siŋga-k

again-1sg.sbj-wash-3sg.f.obj

7 nau ‘now’
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(25) msiŋgak

m-siŋga-k

1sg.sbj-wash-3sg.f.obj

pinis.
pinis
pfv

(26) mla

m-la

1sg.sbj-come

mial

m-ial

1sg.sbj-go

marik

m-ari-k

1sg.sbj-look-3sg.f.obj

liau

liau

sago

anpinis.

an-pinis

pfv-pfv

(27) m1ŋgakŋau

m-ŋgakŋau

1sg.sbj-take.3sg.f.obj

taluk

taluk

sago

miawak

m-iaua-k

1sg.sbj-carry-3sg.f.obj

mial

m-ial

1sg.sbj-go

msiŋgak.

m-siŋga-k

1sg.sbj-wash-3sg.f.obj

(28) nau
nau
now

pinis
pinis
pfv

long
long
loc

em
em
3sg

nau
nau
now

miliam.

m-liam

1sg.sbj-go

8

(29) miliam.

m-liam

1sg.sbj-go

(30) miliam

m-liam

1sg.sbj-go

p1paŋgak.

p-paŋga-k

1pl.sbj-clean.up-3sg.f.obj

(31) pnauŋgak

p-nauŋga-k

1pl.sbj-take-3sg.f.obj

plambalak

p-lambala-k

1pl.sbj-clean-3sg.f.obj

p1paŋgak.

p-paŋga-k

1pl.sbj-clean.up-3sg.f.obj

(32) m1n1karik.

m-nakari-k.

1sg.sbj-remove-3sg.f.obj.

8 miliam ‘1sg.sbj:go’
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(33) liau

liau

sago

m1n1karik.

m-nakari-k.

1sg.sbj-remove-3sg.f.obj.

(34) m1ŋgal

m-ŋgal

1sg.sbj-put

m1nar

m-nar

1sg.sbj-go.down

undiu

undiu

stem.of.sago

.....

.....

pause

mparak

m-para-k

1sg.sbj-break-3sg.f.obj

m1ŋgal

m-ŋgal

1sg.sbj-put

m1nar

m-nar

1sg.sbj-go.down

kuluak.

kuluak

sago

(35) m1ŋgal

m-ŋgal

1sg.sbj-put

m1nar.

m-nar

1sg.sbj-go.down

(36) uwai.

u-uai

3sg.f.sbj-sit

(37) m1ŋgakŋau

m-ŋgakŋau

1sg.sbj-take.3sg.f.obj

liau

liau

sago

m1ŋgal

m-ŋgal

1sg.sbj-put

m1nar

m-nar

1sg.sbj-go.down

undiu.

undiu

stem.of.sago

(38) p1mauruk

p-mauru-k

1pl.sbj-raise-3sg.f.obj

p1mala.

p-ma-la.

1pl.sbj-emph-come

(39) mla

m-la

1sg.sbj-come

mtakak

m-taka-k

1sg.sbj-cut-3sg.f.obj

waikau.

uaikau

leaf
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(40) panipmEn

panip-main

vegetable-pl

.....

.....

[pause]

msukruk

m-sukru-k

1sg.sbj-look.for-3sg.f.obj

mial

m-ial

1sg.sbj-go

mla

m-la

1sg.sbj-come

manduk.

m-andu-k

1sg.sbj-and-3sg.f.obj

(41) mla

m-la

1sg.sbj-come

m1ŋgandi

m-ŋgandi

1sg.sbj-arrive

jau.

iau.

place

(42) mla

m-la

1sg.sbj-come

m1ŋgandi

m-ŋgandi

1sg.sbj-arrive

jep.

iip

house

(43) m1ŋgakŋau

m-ŋgakŋau

1sg.sbj-take.3sg.f.obj

jun.

iun

firewood

(44) mla

m-la

1sg.sbj-come

mkŋawak.

m-kŋaua-k

1sg.sbj-make.fire-3sg.f.obj

(45) mial

m-ial

1sg.sbj-go

pikiap.

pikiap

stone

lit.

(46) niu

niu

fire

.....

.....

pause]

mial

m-ial

1sg.sbj-go

mkŋawak

m-kŋaua-k

1sg.sbj-make.fire-3sg.f.obj

unulan.

u-nulan

3sg.f.sbj-burn
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(47) m1ŋgakŋau

m-ŋgakŋau

1sg.sbj-take.3sg.f.obj

sulp.

sulp

water

(48) msakŋar

m-sakŋar

1sg.sbj-pour

unar

u-nar

3sg.f.sbj-go.down

wanduk.

u-andu-k

3sg.f.sbj-and-3sg.f.obj

(49) mkŋanak

m-kŋana-k

1sg.sbj-make.fire-3sg.f.obj

niu,

niu

fire

mkŋawak

m-kŋaua-k

1sg.sbj-make.fire-3sg.f.obj

niu.

niu

fire

9

(50) mkŋawak

m-kŋaua-k

1sg.sbj-make.fire-3sg.f.obj

niu

niu

fire

ujal

u-ial

3sg.f.sbj-go

usak.

u-sak

3sg.f.sbj-boil

(51) m1ŋgakŋau

m-ŋgakŋau

1sg.sbj-take.3sg.f.obj

liau

liau

sago

m1ŋgal

m-ŋgal

1sg.sbj-put

m1nar

m-nar

1sg.sbj-go.down

waiput.

uaiput

tub

(52) tukuau

tukuau

stick

taluktaluk

taluktaluk

pull

.....

.....

pause

tukuau

tukuau

stick

tŋgalau.

tŋgalau

cut.into.pieces

10

(53) waija

uaiia

strainer

m1ŋgakŋau.

m-ŋgakŋau

1sg.sbj-take.3sg.f.obj

9 kŋana kŋaua

10 taluktaluk tŋgalau
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(54) m1ŋgakŋau

m-ŋgakŋau

1sg.sbj-take.3sg.f.obj

mla

m-la

1sg.sbj-come

m1ŋgakŋau

m-ŋgakŋau

1sg.sbj-take.3sg.f.obj

pipia,

pipia,

strainer

m1ŋgakŋau

m-ŋgakŋau

1sg.sbj-take.3sg.f.obj

pipia

pipia

strainer

mial

m-ial

1sg.sbj-go

mial

m-ial

1sg.sbj-go

pinis.
pinis
pfv

(55) aiku!

aiku

no

aiku!

aiku

no

(56) wi

ui

now

m1ŋgakŋau

m-ŋgakŋau

1sg.sbj-take.3sg.f.obj

pipia

pipia

strainer

mial

m-ial

1sg.sbj-go

msakŋar

m-sakŋar

1sg.sbj-pour

muai

m-uai

1sg.sbj-sit

pikiap.

pikiap

stone

lit.

(57) m1ŋgakŋau

m-ŋgakŋau

1sg.sbj-take.3sg.f.obj

nau
nau
now

.....

.....

pause

m1ŋgakŋau

m-ŋgakŋau

1sg.sbj-take.3sg.f.obj

mliak

m-lia-k

1sg.sbj-fill-3sg.f.obj

sulp

sulp

water

asuŋ.

asuŋ

bowl

(58) mliak

m-lia-k

1sg.sbj-fill-3sg.f.obj

mliak

m-lia-k

1sg.sbj-fill-3sg.f.obj

mla

m-la

1sg.sbj-come

.....

.....

pause

sulp.

sulp

water

(59) skumban

skumban

sago.pudding

uwa.

u-ua

3sg.f.sbj-die

(60) uwa

u-ua

3sg.f.sbj-die

.....

.....

pause

uwai

u-uai

3sg.f.sbj-sit

waiput.

uaiput

tub
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(61) m1nupmak

m-nupma-k

1sg.sbj-halve-3sg.f.obj

.....

.....

pause

m1nukak

m-nuka-k

1sg.sbj-halve-3sg.f.obj

mial

m-ial

1sg.sbj-go

mial.

m-ial

1sg.sbj-go

(62) mtakak

m-taka-k

1sg.sbj-cut-3sg.f.obj

m1ŋgal

m-ŋgal

1sg.sbj-put

msal

m-sal

1sg.sbj-put

waikau.

uaikau

leaf

(63) mkumbul

m-kumbul

1sg.sbj-spin

nau
nau
now

mtakak

m-taka-k

1sg.sbj-cut-3sg.f.obj

mtakak

m-taka-k

1sg.sbj-cut-3sg.f.obj

mtakak

m-taka-k

1sg.sbj-cut-3sg.f.obj

m1ŋgal

m-ŋgal

1sg.sbj-put

muai

m-uai

1sg.sbj-sit

waikau

uaikau

leaf

.....

.....

pause

wasal

u-asal

3sg.f.sbj-stay

.....

.....

pause

m1ŋgakŋau

m-ŋgakŋau

1sg.sbj-take.3sg.f.obj

panipmEn

panip-main

vegetable-pl

mtuklawak.

m-tuklaua-k

1sg.sbj-cook-3sg.f.obj

(64) mtuklawak

m-tuklaua-k

1sg.sbj-cook-3sg.f.obj

uwai

u-uai

3sg.f.sbj-sit

wanduk.

u-andu-k

3sg.f.sbj-and-3sg.f.obj

(65) usiar-mai

u-siar-mai

3sg.f.sbj-turn-pfv

msaup

m-saup

1sg.sbj-call

mau.

mau

all

(66) mla

m-la

1sg.sbj-come

jep

iip

house

kaila!

kaila

2pl.sbj.come.ir

(67) kal

kal

2pl.sbj.come.ir

ŋgaik

ŋgaik

1pl

pukŋuam

p-ukŋuam

1pl.sbj-eat.ir

skumban.

skumban

sago.pudding
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(68) skumban

skumban

sago.pudding

panipmEn

panip-main

vegetable-pl

m1ŋgal

m-ŋgal

1sg.sbj-put

m1nulawak

m-nulaua-k

1sg.sbj-put-3sg.f.obj

pinis.
pinis
pfv

(69) m1ŋgal

m-ŋgal

1sg.sbj-put

masal

m-asal

1sg.sbj-stay

nau
nau
now

msaup

m-saup

1sg.sbj-call

mau,

mau

all

jaj

iai

dad

warau

uara-u

child-3pl

jep

iip

house

ila,

i-la

2pl.sbj-come

gaik

ŋgaik

1pl

pukŋuam

p-ukŋuam

1pl.sbj-eat.ir

skumban

skumban

sago.pudding

nau.

nau
now

(70) gaik

ŋgaik

1pl

pukŋuam

p-ukŋuam

1pl.sbj-eat.ir

skumban

skumban

sago.pudding

nau
nau
now

gaik

ŋgaik

1pl

pmai.

p-mai

1pl.sbj-sit

(71) gaik

ŋgaik

1pl

pipmi.

p-ipmi

1pl.sbj-sleep.ir

(72) dukum.

ndukum

end

(73) anaiku.

anaiku

end

cont = continuous, emph = emphatic, f = feminine, ir = irrealis mood, m = musculine, obj = object,pfv

= perfective aspect, pl = plural, sg = singular, sbj = subject, 1 = first person, 2 = second person, 3 =

third person, < > = infix
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WAV/MPEG/XML. KK1-0918 at catalog.paradisec.org.au.

https://dx.doi.org/10.4225/72/5989e6b53675b

ID (4)
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,

(4)

• KK1-0077 (Ding Lung Bum , Mali Nmai Wa Lawng , )

• KK1-0254 (Gara Yang , Sama , )

• KK1-0362 (Shaleng Hkyet Ga , Sumprabum , )

• KK1-0918 (Gan Dau Yang , Sama , )

• KK1-2446 (Naura Pa , Kutkai , )

(5)

( ) , (KK1-0918)

, ,

,

KK1-0254 , Ja Pan, Sam Naw

KK1-0077

(5)

KK1-0918 KK1-0362 KK1-2446 KK1-0254 KK1-0077

(Ja Pan) (Ja Pan) (Ja Pan) (Ja Pan)

↓ ↓ ↓ ↓ ↓ (Jan Wa Zau Krip)

↓ ↓ ↓ ↓ ↓ (Summwi Ningli Naw)

↓ ↓ ↓ ↓ ↓ (Nbung Bung Ga La)

↓ ↓ ↓ ↓ ↓ (Shagawn Bum Tu)

↓ ↓ ↓ ↓ ↓ (Shinglim Hpun)

↓ ↓ ↓ ↓ (Numru La Mung Yaw)

(Sam Naw) (Sam Naw) (Sam Naw) (Sam Naw)

2
2017 2 13

(Waingmaw) ,

(Gandau Yang)

,

,

(1) Ya ngai tsun na gaw Yu ma Sam Naw hte Nga Ma Ja Pan a maumwi re.

[yáP

now

Nay

1sg

tsun=na]=gò

say=NMLZ=TOP

yú-mà

rat-boy

sam-no=thèP

Sam Naw=COM

Ná-mà

fish-girl

jà pan=PàP

Ja Pan=GEN

màwmùy

story

rê.

COP
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(2) Moi shawng de Yu ma Sam Naw gaw Nga ma Ja Pan hpe grai tsawm dum ai da.

mòy

before

CoN=dèP

first=ALL

yú-mà

rat-boy

sam-no=gò

Sam Naw=TOP

Ná-mà

fish-girl

jà pan=phéP

Ja Pan=ACC

grày

very

tsòm

be.beautiful

dúm=Pay=dàP.

feel=DECL=HS

,

(3) Dai shaloi “Shi hpe la na,” ngu jang she,

day

that

C@lóy

when

‘‘Ci=phéP

3sg=ACC

lá=na,’’

take=IRR

Nú=jaN=CèP,

say=when=then

,

(4) Nga ma Ja Pan gaw “Ngai gaw mungkan hta danhkung ai, tsawm htap ai, jin ai kaw she ngai

wa na.”

Ná-mà

fish-girl

jà pan=gò

Ja Pan=TOP

‘‘Nay=gò

1sg=TOP

[mùNkàn=thàP

world=LOC

dànkhùN=Pay],

be.glorious=NMLZ

[tsòm-thàp=Pay],

be.beautiful-be.ruddy=NMLZ

[ j́ın=Pay]=kóP=CèP

be.strong=NMLZ=LOC=only

Nay

1sg

wà=na.’’

marry=IRR

, ,

(5) “Shari shadang rawng ai kaw she ngai wa na,” ngu nna,

‘‘[C@r̀ı-C@daN

dignity-propriety

roN=Pay]=kóP=CèP

be.in=NMLZ=LOC=only

Nay

1sg

wà=na,’’

marry=IRR

Nú=ǹná,

say=SEQ

,

(6) shawng nambat langai gaw ajan kaw “Nang kaw ngai wa na.”

CoN

first

námbát-l@Nây=gò

number-1=TOP

P@-jan=kóP

KIN-sun=LOC

‘‘naN=kóP

2sg=LOC

Nay

1sg

wà=na.’’

marry=IRR

(7) “Nang gaw mungkan a danhkung ai, tsawm ai, htoi tu kabrim ai”

‘‘naN=gò

2sg=TOP

mùNkàn=PàP

world=GEN

[dànkhùN=Pay],

be.glorious=NMLZ

[tsòm=Pay],

be.beautiful=NMLZ

[thòy-tù-g@br̀ım=Pay]’’

be.luminous-shine-glitter=NMLZ

, ,
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(8) ngu nna “Wa na,” ngu da.

Nú=ǹná

say=SEQ

‘‘wà=na,’’

marry=IRR

Nú=Pay=dàP.

say=DECL=HS

(9) Dai shaloi she ajan gaw “E, ngai gaw mungkan hta n jin ai.”

day

that

C@lóy=CèP

when=then

P@-jan=gò

KIN-sun=TOP

‘‘Pê,

INTJ

Nay=gò

1sg=TOP

mùNkàn=thàP

world=LOC

ń-j́ın=Pay.’’

NEG-be.strong=DECL

,

(10) “N tsawm ai.”

‘‘ń-tsôm=Pay.’’

NEG-be.beautiful=DECL

(11) “Ngai nang hpe n hkap la lu ai,”

‘‘Nay

1sg

naN=phéP

2sg=ACC

ń-kháp-lá

NEG-receive-take

lù=Pay,’’

get=DECL

(12) ngu di na bai ningdang kau dat ai da.

Nú

say

di=ná

LV=SEQ

báy

again

ǹıNdáN=káw-dàt=Pay=dàP.

refuse=away-away=DECL=HS

(13) Dai shaloi jan gaw “Ngai kade mai mayu ti mung,”

day

that

C@lóy

when

jan=gò

sun=TOP

‘‘Nay

1sg

g@dè

how.much

may=m@yu=t́ıP=mùN,’’

shine=DESID=but=also

,

(14) “ngai hpe summwi hte shinggang kau kau re majaw,”

‘‘Nay=phéP

1sg=ACC

summuy=thèP

cloud=COM

C̀ıNgàN=káw-káw

hinder=away-RED

re

LV

m@jò,’’

because

(15) “ngai mai mayu ai daram, ngai htoi mayu ai daram”

‘‘[Nay

1sg

may=m@yu=Pay]

shine=DESID=NMLZ

d@rám,

about

[Nay

1sg

thòy=m@yu=Pay]

shine=DESID=NMLZ

d@rám’’

about

,
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(16) “ngai n lu htoi nngai,” ngu tsun ai da.

‘‘Nay

1sg

ń-lû

NEG-get

thòy=ǸN-ay,’’

shine=1sg-DECL

Nú

QUOT

tsun=Pay=dàP.

say=DECL=HS

(17) Dai shaloi Nga ma Ja Pan gaw

day

that

C@lóy

when

Ná-mà

fish-girl

jà pan=gò

Ja Pan=TOP

,

(18) “E, deng gaw ngai summwi kaw she ngai wa sana,”

‘‘Pê,

INTJ

deN=gò

if.it.were=TOP

Nay

1sg

summuy=kóP=CèP

cloud=LOC=only

Nay

1sg

wà=s@-na,’’

marry=CSM-IRR

,

(19) ngu nna summwi hpang de bai sa ai da.

Nú=ǹná,

say=SEQ

summuy

cloud

phaN=dèP

after=ALL

báy

again

sa=Pay=dàP.

go=DECL=HS

(20) Dai shaloi summwi hpe mung “Nang mungkan hta grai jin ai.”

day

that

C@lóy

when

summuy=phéP=mùN

cloud=ACC=also

‘‘naN

2sg

mùNkàn=thàP

world=LOC

grày

very

j́ın=Pay.’’

be.strong=DECL

,

(21) “grai hpraw tsawm ai,” ngu nna

‘‘grày

very

phrò

be.white

tsòm=Pay,’’

be.beautiful=DECL

Nú=ǹná

say=SEQ

,

(22) summwi hpang bai sa jang she,

summuy

cloud

phaN

after

báy

again

sa=jaN=CèP,

go=when=then

,

(23) summwi mung “E, ngai mungkan hta n jin ai.”

summuy=mùN

cloud=also

‘‘ê,

INTJ

Nay

1sg

mùNkàn=thàP

world=LOC

ń-j́ın=Pay.’’

NEG-be.strong=DECL

,
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(24) “Ngai tsawm mung n tsawm ai.”

‘‘Nay

1sg

tsòm=mùN

be.beautiful=also

ń-tsôm=Pay.’’

NEG-be.beautiful=DECL

(25) “Shari shadang mung n nga ai.”

‘‘C@r̀ı-C@daN=mùN

dignity-propriety=also

ń-Nâ=Pay.’’

NEG-be=DECL

(26) “Ngai kade sha nan nan re nga mayu ti mung,”

‘‘Nay

1sg

g@dè=Cà

how.much=only

nàn-nàn

bear-RED

re

LV

Nà=m@yu=t́ıP=mùN,’’

be=DESID=but=also

( )

(27) “nbung e ngai hpe shapoi kau kau re nna”

‘‘ǹbuN=Pè

wind=AGT

Nay=phéP

1sg=ACC

C@-póy=káw-káw

CAUS-be.blown=away-RED

re=ǹná’’

LV=SEQ

(28) “ngai nga mayu ai shara kaw ngai n nga lu nngai,” ngu tsun ai da.

‘‘[Nay

1sg

Nà=m@yu=Pay]

be=DESID=NMLZ

C@rà=kóP

place=LOC

Nay

1sg

ń-Nâ

NEG-be

lù=ǸN-ay,’’

get=1sg-DECL

Nú

QUOT

tsun=Pay=dàP.

say=DECL=HS

(29) Dai shaloi summwi hpe bai

day

that

C@lóy

when

summuy=phéP

cloud=ACC

báy

again

, ( )

(30) “E, deng gaw ngai nbung kaw she bai wa na,”

‘‘ê,

INTJ

deN=gò

if.it.were=TOP

Nay

1sg

ǹbuN=kóP=CèP

wind=LOC=only

báy

again

wà=na,’’

marry=IRR

,

(31) ngu nbung hpe bai san ai da.

Nú

say

ǹbuN=phéP

wind=ACC

báy

again

sán=Pay=dàP.

ask=DECL=HS
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(32) “Nbung, nang mungkan hta jin dik ai, grai tsawm htap ai, shari sadang rawng ai nbung re

ndai,” ngu nna

‘‘ǹbuN,

wind

naN

2sg

[mùNkàn=thàP

world=LOC

j́ın=d̀ık=Pay],

be.strong=INTNS=DECL

[grày

very

tsòm-thàp=Pay],

be.beautiful-be.ruddy=NMLZ

[C@r̀ı-C@daN

dignity-propriety

roN=Pay]

be.in=NMLZ

ǹbuN

wind

ré=ǹd-ay,’’

COP=2sg-DECL

Nú=ǹná

say=SEQ

, , ,

(33) nbung hpe bai Nga ma Ja Pan bai san ai da.

ǹbuN=phéP

wind=ACC

báy

again

Ná-mà

fish-girl

jà pan

Ja Pan

báy

again

sán=Pay=dàP.

ask=DECL=HS

(34) Dai shaloi nbung gaw “E, ngai jin mung n jin nngai.”

day

that

C@lóy

when

ǹbuN=gò

wind=TOP

‘‘ê,

INTJ

Nay

1sg

j́ın=mùN

be.strong=also

ń=j́ın=ǸN-ay.’’

NEG-be.strong=1sg-DECL

, ,

(35) “Tsawm mung n tsawm nngai.”

‘‘tsòm=mùN

be.beautiful=also

ń=tsôm=ǸN-ay.’’

NEG-be.beautiful=1sg-DECL

(36) “Shari sadang mung ngai n nga nngai,” ngu nna

‘‘C@r̀ı-C@daN=mùN

dignity-propriety=also

Nay

1sg

ń=Nâ=ǸN-ay,’’

NEG-be=1sg-DECL

Nú=ǹná,

say=SEQ

(37) “Ngai kade tsawm mayu, kade chyang mayu ti mung”

‘‘Nay

1sg

g@dè

how.much

tsòm=m@yu,

be.beautiful=DESID

g@dè

how.much

càN=m@yu=t́ıP=mùN’’

hurry=DESID=but=also

,

(38) “ngai bum tawn hta ngai hkring mat mat re nngai.”

‘‘Nay

1sg

bùm-ton=thàP

mountain-lofty=LOC

Nay

1sg

khr̀ıN=màt=màt

stop=COMPL-RED

re=ǸN-ay.’’

LV=1sg-DECL
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(39) “Hpun ni hta ngai hkring mat mat re nngai,”

‘‘phún=ni=thàP

tree=PL=LOC

Nay

1sg

khr̀ıN=màt=màt

stop=COMPL-RED

re=ǸN-ay,’’

LV=1sg-DECL

(40) ngu nna bai tsun ai da.

Nú=ǹná

say=SEQ

báy

again

tsun=Pay=dàP.

say=DECL=HS

(41) Dai shaloi abum mung “Ngai kade tu kaba nga kaba mayu ti mung”

day

that

C@lóy

when

P@-bùm=mùN

KIN-mountain=also

‘‘Nay

1sg

g@dè

how.much

tu-g@bà-Nà-g@bà=m@yu=t́ıP=mùN’’

grow-be.big-be-be.big=DESID=but=also

( )

(42) “ngai n lu kaba nngai.”

‘‘Nay

1sg

ń-lû

NEG-get

g@bà=ǸN-ay.’’

be.big=1sg-DECL

(43) “Ngai hpe dumsu u tang e daru kau nna”

‘‘Nay=phéP

1sg=ACC

dùmsu-Pù-taN=Pè

cow-buffalo-be.strong=AGT

d@rùP=káw=ǹná’’

head.on=away=SEQ

(44) “ngai n mai kaba taw nngai,”

‘‘Nay

1sg

n-may

NEG-be.OK

g@bà=to=ǸN-ay,’’

be.big=CONT=1sg-DECL

(45) ngu nna bum e bai tsun ai da.

Nú=ǹná

say=SEQ

bùm=Pè

mountain=AGT

báy

again

tsun=Pay=dàP.

say=DECL=HS

(46) Dai shaloi Nga ma Ja Pan gaw dumsu u tang kaw bai sa ai da.

day

that

C@lóy

when

Ná-mà

fish-girl

jà pan=gò

Ja Pan=TOP

dùmsu-Pù-taN=kóP

cow-buffalo-be.strong=LOC

báy

again

sa=Pay=dàP.

go=DECL=HS
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(47) Dai shaloi “E, dumsu u tang e, nang gaw mungkan hta jin dik ai, tsawm dik ai, shari sadang

rawng ai dumsu u la re ndai,”

day

that

C@lóy

when

‘‘Pê

INTJ

dùmsu-Pù-taN=Pè,

cow-buffalo-be.strong=SFP

naN=gò

2sg=TOP

[mùNkàn=thàP

world=LOC

j́ın=d̀ık=Pay],

be.strong=INTNS=NMLZ

[tsòm=d̀ık=Pay],

be.beautiful=INTNS=NMLZ

[C@r̀ı-C@daN

dignity-propriety

roN=Pay]

be.in=NMLZ

dùmsu-Pù-là

cow-buffalo-male

ré=ǹd-ay,’’

COP=2sg-DECL

, , , ,

(48) ngu nna dumsu hpe bai tsun ai da.

Nú=ǹná

say=SEQ

dùmsu=phéP

cow=ACC

báy

again

tsun=Pay=dàP.

say=DECL=HS

(49) Dumsu gaw “E, ngai nang hpe bai n lu la ai.”

dùmsu=gò

cow=TOP

‘‘Pê,

INTJ

Nay

1sg

naN=phéP

2sg=ACC

báy

again

ń-lû

NEG-get

lá=Pay.’’

take=DECL

,

(50) “Ngai jin mung n jin nngai.”

‘‘Nay

1sg

j́ın=mùN

be.strong=also

ń-j́ın=ǸN-ay.’’

NEG-be.strong=1sg-DECL

(51) “Ngai kam ai hku, ngai ra ai hku nga mayu ti mung”

‘‘[Nay

1sg

kam=Pay]=khu,

be.willing=NMLZ=like

[Nay

1sg

ràP=Pay]=khu,

like=NMLZ=like

Nà=m@yu=t́ı=mùN’’

be=DESID=but=also

, ,

(52) “u shoi sumri hte ngai hpe gyit shadang dang re majaw”

‘‘Pù-Coy-sumri=thèP

buffalo-nose.ring-rope=COM

Nay=phéP

1sg=ACC

gỳıt

bind

C@-dáN-dáN

CAUS-be.obstructed-RED

re

LV

m@jò,’’

because

(53) “ngai nga mayu ai, ngai hkawm mayu ai de n hkawm lu nngai.”

‘‘[Nay

1sg

Nà=m@yu=Pay],

be=DESID=NMLZ

[Nay

1sg

khom=m@yu=Pay]=dèP

walk=DESID=NMLZ=ACC

n-khom

NEG-walk

lù-ǸN-ay.’’

get=1sg-DECL

,
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(54) “Nang hpe ngai n lu la ai,” ngu nna

‘‘naN=phéP

2sg=ACC

Nay

1sg

ń-lû

NEG-get

lá=Pay,’’

take=DECL

Nú=ǹná

say=SEQ

(55) dumsu u shoi sumri hpe bai tsun ai da.

dùmsu-Pù-Coy-sumri=phéP

cow-buffalo-nose.ring-rope=ACC

báy

again

tsun=Pay=dàP.

say=DECL=HS

( )

(56) Dai shaloi nga ma ja pan gaw

day

that

C@lóy

when

Ná-mà

fish-girl

jà pan=gò

Ja Pan=TOP

(57) “U shoi sumri e, ngai nang kaw she wa na.”

‘‘Pù-Coy-sumri=Pè

buffalo-nose.ring-rope=SFP

Nay

1sg

naN=kóP=CèP

2sg=LOC=only

wà=na.’’

marry=IRR

,

(58) “Nang grai jin ai.”

‘‘naN

2sg

grày

very

j́ın-Pay.’’

be.strong=DECL

(59) “Grai reng ai,” ngu nna u shoi sumri hpe bai tsun ai da.

‘‘grày

very

reN=Pay,’’

be.splendid=DECL

Nú=ǹná

say=SEQ

Pù-Coy-sumri=phéP

buffalo-nose.ring-rope=ACC

báy

again

tsun=Pay=dàP.

say=DECL=HS

(60) Dai shaloi u shoi sumri mung

day

that

C@lóy

when

Pù-Coy-sumri=mùN

buffalo-nose.ring-rope=also

,

(61) “E, ngai mung grai galu hkra, grai tsawm hkra, ngai nga mayu ti mung”

‘‘Pê,

INTJ

Nay=mùN

1sg=also

grày

very

g@lù=khrà,

be.long=till

grày

very

tsòm=khrà,

be.beautiful=till

Nay

1sg

Nà=m@yu=t́ıP=mùN’’

be=DESID=but=also

, , ,
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(62) “Yu ma Sam Naw e hkrai kawa di kau kau re nna”

‘‘yú-mà

rat-boy

sam-no=Pè=khray

Sam Naw=AGT=only

g@wá

bite

d̀ıP=káw-káw

cut=away-RED

re=ǹná’’

LV=SEQ

( )

(63) “ngai kam ai hku n nga lu nngai,” ngu nna tsun ai da.

‘‘[Nay

1sg

kam=Pay]=khu

be.willing=NMLZ=like

ń-Nâ

NEG-be

lù=ǸN-ay,’’

get=1sg-DECL

Nú=ǹná

say=SEQ

tsun=Pay=dàP.

say=DECL=HS

(64) Dai shaloi myi na shi n wa kam ai Yu ma Sam Naw kaw bai du wa.

day

that

C@lóy

when

mỳı=ná

before=GEN

[Ci

3sg

ń-wâ

NEG-marry

kam=Pay]

be.willing=NMLZ

yú-mà

rat-boy

sam-no=kóP

Sam Naw=LOC

báy

again

dù=wà.

arrive=VEN

,

(65) Re majaw shi myi na shi n ra ai Yu ma Sam Naw kaw bai wa mat ai da.

rê

COP

m@jò,

because

Ci

3sg

mỳı=ná

before=GEN

[Ci

3sg

ń-ráP=Pay]

NEG-like=NMLZ

yú-mà

rat-boy

sam-no=kóP

Sam Naw=LOC

báy

again

wà=màt=Pay=dàP.

marry=COMPL=DECL=HS

,

(66) Dai majaw ya du hkra “Shawng num hta n lai ai,” nga

day

that

m@jò

because

yáP

now

dù=khrà

arrive=till

‘‘CoN-num=thàP

first-wife=LOC

ń-lây=Pay,’’

NEG-go.beyond=DECL

Na

QUOT

(67) dai ga dingsa dai ya du hkra nan ai re da.

day

that

gà

word

d̀ıNsà

old

day

that

yáP

now

dù=khrà

arrive=till

nàn=Pay

persist=NMLZ

rê=dàP.

COP=DECL

,
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- morpheme boundary

= clitic boundary

[ ] nominalized clause

1 1 first person

2 2 second person

3 3 third person

sg singular

ACC accusative

AGT agentive

ALL allative

CAUS causative

COM comitative

COMPL completive

COP copula verb

CSM change-of-state marker

DECL declarative

DESID desiderative

GEN genitive

HS hearsay

INTJ interjection

INTNS intensifier

IRR irrealis

KIN kinship

LOC locative

LV light verb

NEG negative

NMLZ nominalizer

PL plural

QUOT quotative

RED reduplicant

SEQ sequential

SFP sentence-final particle

TOP topic

VEN venitive
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, ,

( ) ( , )

, ( 2004: 29, 1994: 98) ,

( 1988: 324, 1994:

98) ,

,

Num shalai (e.g., KK1-0562, KK1-0740, 2020: 84–88)

2
2016 12 12

(Sadon) (1948 ) ID KK1-0047

,

, ,

, ,

(1) Ya lapu na maumwi hpe hkai mayu ai.

yáP

now

l@pu=ná

snake=GEN

màwmùy=phéP

story=ACC

khay=m@yu=Pay.

tell=DESID=DECL

(2) Lapu La a lam.

l@pu-la=PàP

snake-man=GEN

lam.

way

(3) Ga baw gaw dai rai sa.

gà-bo=gò

word-head=TOP

day

that

ráy=s-áP.

COP=CSM-DECL
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(4) Moi shawng de kahtawng langai mi hta

mòy-CoN=dèP

before-before=ALL

g@thòN

village

l@Nây

one

mi=thàP

one=LOC

,

(5) gaida jan gaw Kasha num kasha mali lu ai da.

gàydá-jan=gò

widow-female=TOP

g@Cà

child

num-g@Cà

woman-child

m@li

four

lù=Pay=dàP.

get=DECL=HS

4

(6) Dai num sha gaw, mali ni gaw

day

that

num-Cà=gò,

woman-person=TOP

m@li=ni=gò

four=PL=TOP

, 4

(7) magam bungli bungsi gaw grai kam galaw ai.

m@gám-bùNl̀ı-bùNśı=gò

power-work-COUP=TOP

grày

very

kam

be.willing

g@lo=Pay.

do=DECL

(8) Rai ti mung kanu machyi nga ai shaloi

ráy=t́ıP=mùN

COP=but=also

[g@nù

mother

m@ćıP=Nà=Pay]

be.sick=CONT=NMLZ

C@lóy

when

, ,

(9) namsi grai si ai da.

nàm-s̀ı

forest-fruit

grày

very

s̀ı=Pay=dàP.

bear=DECL=HS

(10) Shanhte a nta makau kaw namsi grai si ai.

Cánthe=PàP

3pl=GEN

ńtâ

house

m@kaw=kóP

beside=LOC

nàm-s̀ı

forest-fruit

grày

very

s̀ı=Pay.

bear=DECL

(11) Rai ti mung namsi n di ya lu ai da.

ráy=t́ıP=mùN

COP=but=also

nàm-s̀ı

forest-fruit

ń-d́ıP=ya

NEG-pick=BEN

lù=Pay=dàP.

get=DECL=HS

, ( )
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(12) Dai ni, ma ni namsi n lu di ya ai da.

day=ni,

that=PL

mà=ni

child=PL

nàm-s̀ı

forest-fruit

ń-lû

NEG-get

d̀ıP=ya=Pay=dàP.

pick=BEN=DECL=HS

,

(13) Dai grai tsaw ai majaw n lu di ya ai shaloi gaw

[[day

that

grày

very

tsò=Pay]

be.tall=NMLZ

m@jò

because

ń-lû

NEG-get

d̀ıP=ya=Pay]

pick=BEN=NMLZ

C@lóy=gò

when=TOP

(14) ndai kanu gaw tsun ai da.

nday

this

g@nù=gò

mother=TOP

tsun=Pay=dàP.

say=DECL=HS

(15) “Ngai grai machyi ai.”

‘‘Nay

1sg

grày

very

m@ćıP=Pay.’’

be.sick=DECL

(16) “Grai n pyaw ai.”

‘‘grày

very

n-pyo=Pay.’’

NEG-be.pleasant=DECL

(17) “Namsi grai sha mayu ai.”

‘‘nàm-s̀ı

forest-fruit

grày

very

Cá=m@yu=Pay.’’

eat=DESID=DECL

(18) “Dai majaw ndai namsi di ya ai wa hpe gaw”

‘‘day

that

m@jò

because

[nday

this

nàm-s̀ı

forest-fruit

d̀ıP=ya=Pay]

pick=BEN=NMLZ

wa=phéP=gò

man=ACC=TOP

(19) “nye kasha ni hpe ngai jaw sha na.”

‘‘nyéP

1sg.GEN

g@Cà=ni=phéP

child=PL=ACC

Nay

1sg

jòP

give

Cá=na.’’

eat=IRR

3

3 jòP Cá
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(20) “Nye kasha, Ma Kaw ra yang Ma Kaw”

‘‘nyéP

1sg.GEN

g@Cà,

child

mà-kóP

child-first.daughter

ràP=yàN

like=when

mà-kóP’’

child-first.daughter

,

(21) “Ma Lu ra yang Ma Lu”

‘‘mà-lúP

child-second.daughter

ràP=yàN

like=when

mà-lúP’’

child-second.daughter

(22) “Ma Roi ra yang Ma Roi”

‘‘mà-roy

child-third.daughter

ràP=yàN

like=when

mà-roy’’

child-third.daughter

(23) “Ma Htu ra yang Ma Htu jaw sha na.”

‘‘mà-thùP

child-fourth.daughter

ràP=yàN

like=when

mà-thùP

child-fourth.daughter

jòP

give

Cá=na.’’

eat=IRR

(24) “Dai majaw ngai hpe namsi di ya na kahkri ra ai”

‘‘day

that

m@jò

because

[Nay=phéP

1sg=ACC

nàm-s̀ı

forest-fruit

d̀ıP=ya=na]

pick=BEN=NMLZ

g@khri

son-in-law

rà=Pay’’

need=DECL

,

(25) ngu nna shi gaw dai hku chyu machyi let dai hku marawn nga ai da.

Nú=ǹná

say=SEQ

Ci=gò

3sg=TOP

day=khu=cu

that=like=only

m@ćıP=lèt

be.sick=SIM

day=khu

that=like

m@rón=Nà=Pay=dàP.

shout=CONT=DECL=HS

,

(26) “Namsi di ya marit,” ngu nna marawn ai.

‘‘nàm-s̀ı

forest-fruit

d̀ıP=ya=m@-r̀ıt,’’

pick=BEN=PL-IMP

Nú=ǹná

say=SEQ

m@rón=Pay.

shout=DECL

(27) Shaloi gaw lani mi na aten hta

C@lóy=gò

then=TOP

l@-ńı

one-day

mi=ná

one=GEN

P@tèn=thàP

time=LOC

,

倉部 慶太（2021）『言語記述論集』13: 113-138

118



(28) lapu wa she, dai wa na hkrup ai da.

l@pu-wa=CèP,

snake-man=then

day

that

wa

man

nà=khrùp=Pay=dàP.

hear=unexpectedly=DECL=HS

, ( )

(29) Dai rai nna she, lapu dai gaw hpun dai de lung wa nna,

day

that

ráy=ǹná=CèP,

COP=SEQ=then

l@pu

snake

day=gò

that=TOP

phún

tree

day=dèP

that=ALL

lùN=wà=ǹná,

climb=VEN=SEQ

,

(30) shi a maitsan hte

ĆıP=PàP

3sg=GEN

màytsan=thèP

tip.of.tail=COM

(31) wo namsi dai hpe majoi mi maitsan hte kayet nna she,

Pó

there

nàm-s̀ı

forest-fruit

day=phéP

that=ACC

m@joy

naturally

mi

one

màytsan=thèP

tip.of.tail=COM

g@yèt=ǹná=CèP,

hit=SEQ=then

(32) namsi ni yawng aru jahkrat ya ai da.

nàm-s̀ı=ni

forest-fruit=PL

yòN

all

P@rúP

toss

j@-khràt=ya=Pay=dàP.

CAUS-fall=BEN=DECL=HS

(33) Shaloi gaw shan nau ni gaw dai hta nna

C@lóy=gò

then=TOP

Cán

3du

Pnaw=ni=gò

sister=PL=TOP

day

that

thàP=ǹná

pick.up=SEQ

,

(34) kanu hpe dai hta jaw ai da.

g@nù=phéP

mother=ACC

day

that

thàP

pick.up

jòP=Pay=dàP.

give=DECL=HS

(35) Ndai lapu wa gaw dai shaloi gaw hto daw dap de...

nday

this

l@pu-wa=gò

snake-man=TOP

day

that

C@lóy

when

thó

up.there

dòP-dàp=dèP...

fix-room=ALL

... 4

4 daw dap
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(36) anhte Jinghpaw ni gaw “dawdap” ngu ai langai mi...

Pánthe

1pl

j̀ıNphòP=ni=gò

Jinghpaw=PL=TOP

[dòP-dàp

fix-room

Nú=Pay]

say=NMLZ

l@Nây

one

mi...

one

( )...

(37) manam dap de, dai de she shi gaw wa hkawan nna

m@nàm-dàp=dèP,

guest-room=ALL

day=dèP=CèP

that=ALL=then

Ci=gò

3sg=TOP

wà

come

kh@wàn=ǹná

encircle=SEQ

,

(38) “Ngai gaw kahkri rai na sai”

‘‘Nay=gò

1sg=TOP

g@khri

son-in-law

ráy=na=s-ay’’

COP=IRR=CSM-DECL

(39) ngu nna wa taw nga ai da.

Nú=ǹná

say=SEQ

wà

come

to=Nà=Pay=dàP.

lie.down=CONT=DECL=HS

(40) Wa hkawan nna taw nga ai.

wà

come

kh@wàn=ǹná

encircle=SEQ

to=Nà=Pay.

lie.down=CONT=DECL

(41) Shaloi gaw dai yan nu ni gaw tsun sai da.

C@lóy=gò

then=TOP

day

that

yán

both

Pnû=ni=gò

mother=PL=TOP

tsun=s-ay=dàP.

say=CSM-DECL=HS

,

(42) “E, ya kahkri tai na wa”

‘‘Pè

INTJ

[yáP

now

g@khri

son-in-law

tay=na]

become=NMLZ

wa’’

man

,

(43) “shinggyim masha gaw kadai mung namsi n sa di ya ai.”

‘‘C̀ıNgyim-m@Cà=gò

human-person=TOP

g@day=mùN

who=also

nàm-s̀ı

forest-fruit

n-sa

NEG-go

d̀ıP=ya=Pay.’’

pick=BEN=DECL
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(44) “Ndai hkri lapu wa she sa di ya sai re majaw gaw”

‘‘[nday

this

khri

son-in-law

l@pu-wa=CèP

snake-man=only

sa

go

d̀ıP=ya=s-ay]

pick=BEN=CSM-NMLZ

rê

COP

m@jò=gò

because=TOP

(45) “hkri lapu hpe nye kasha ni gaw”

‘‘khri

son-in-law

l@pu=phéP

snake=ACC

nyéP

1sg.GEN

g@Cà=ni=gò’’

child=PL=TOP

(46) “langai n rai langai gaw jaw sha ra sai”

‘‘l@Nây

one

ń-ráy

NEG-COP

l@Nây=gò

one=TOP

jòP

give

Cá

eat

rà=s-ay’’

need=CSM-DECL

1 1

(47) ngu nna shan nu ni bawng ban sai da.

Nú=ǹná

say=SEQ

Cán

3du

Pnû=ni

mother=PL

bòNbàn=s-ay=dàP.

discuss=CSM-DECL=HS

,

(48) “E, ma yan nau ni e, nanhte myit su ra sai.”

‘‘Pè,

INTJ

mà

child

yán

both

Pnaw=ni=Pè,

sister=PL=SFP

nánthe

2pl

mỳıt

mind

sú

be.mature

rà=s-ay.’’

need=CSM-DECL

, ,

(49) “Dai majaw gaw e Ma Kaw mahtang wa u yaw”

‘‘day

that

m@jò=gò

because=TOP

Pè

INTJ

mà-kóP=m@thàN

child-first.daughter=CONTR

wà=PùP=Pyô’’

marry=IMP=SFP

, ,

(50) ngu tsun ai da.

Nú

QUOT

tsun=Pay=dàP.

say=DECL=HS

(51) “Anu hpe ndai ram ram namsi di ya ai gaw.”

‘‘[P@-Pnû=phéP

KIN-mother=ACC

nday

this

ram-ram

be.enough-RED

nàm-s̀ı

forest-fruit

d̀ıP=ya=ay]=gò.’’

pick=BEN=DECL=SFP
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(52) “Anu na myit hta grai myit pyaw sai.”

‘‘P@-Pnû=ná

KIN-mother=GEN

mỳıt=thàP

mind=LOC

grày

very

mỳıt

mind

pyo=s-ay.’’

be.happy=CSM-DECL

(53) “Dai majaw Ma Kaw wa u yaw,” ngu tsun ai.

‘‘day

that

m@jò

because

mà-kóP

child-first.daughter

wà=PùP=Pyô,’’

marry=IMP=SFP

Nú

QUOT

tsun=Pay.

say=DECL

,

(54) “Yi! Anu e, hkrit ai law.”

‘‘ŷı,

INTJ

P@-Pnû=Pè,

KIN-mother=SFP

khr̀ıt=Pay=lô.’’

fear=DECL=SFP

,

(55) “Ding re lapu kaw ngai gara hku wa na.”

‘‘d̂ıN

like.this

rê

COP

l@pu=kóP

snake=LOC

Nay

1sg

g@rà=khu

how=like

wà=na.’’

marry=IRR

(56) “N wa ai.”

‘‘ń-wâ=Pay.’’

NEG-marry=DECL

(57) “Ngai gaw n wa ai.”

‘‘Nay=gò

1sg=TOP

ń-wâ=Pay.’’

NEG-marry=DECL

(58) “Si tim n wa ai,” ngu bai ningdang ai.

‘‘si=t̂ım

die=but

ń-wâ=Pay,’’

NEG-marry=DECL

Nú

QUOT

báy

again

ǹıNdàN=Pay.

refuse=DECL

(59) “E, dai rai yang gara hku n di sai.”

‘‘Pè,

INTJ

day

that

ráy=yàN

COP=when

g@rà=khu

how=like

n-di=s-ay.’’

NEG-do=CSM-DECL

,
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(60) “Ah Lu wa wa u yaw.”

‘‘P@-lúP-wa

KIN-second.daughter-man

wà=PùP=Pyô.’’

marry=IMP=SFP

,

(61) “Ah Lu, nang dai kahkri lapu kaw wa u yaw.”

‘‘P@-lúP,

KIN-second.daughter

naN

2sg

day

that

g@khri

son-in-law

l@pu=kóP

snake=LOC

wà=PùP=Pyô.’’

marry=IMP=SFP

,

(62) “Yi! Nu e, yu pyi n yu gwi ai.”

‘‘ŷı,

INTJ

Pnû=Pè

mother=SFP

yu=pyi

see=even

n-yu

NEG-see

gúy=Pay.’’

dare=DECL

,

(63) “Dai zawn re lapu kaw kaning re nna hkan nang hkawm na i.”

‘‘day

that

dzòn

like

rê

COP

l@pu=kóP

snake=LOC

g@ńıN

how

ré=ǹná

COP=SEQ

khán-naN

follow-follow

khom=na=Pi.’’

walk=IRR=Q

(64) “Wa na i.”

‘‘wà=na=Pi.’’

marry=IRR=Q

(65) “Ngai gaw n myit lu ai law.”

‘‘Nay=gò

1sg=TOP

ń-mýıt

NEG-think

lù=Pay=lô.’’

get=DECL=SFP

(66) “Nu e, si nga si mat u ga.”

‘‘Pnû=Pè,

mother=SFP

si

die

Na

say

si=màt=PùPgàP.’’

die=COMPL=OPT

,

(67) “Dai lapu kaw gaw n wa ai law.”

‘‘day

that

l@pu=kóP=gò

snake=LOC=TOP

ń-wâ=Pay=lô.’’

NEG-marry=DECL=SFP
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(68) Shaloi gaw kanu gaw Ma Roi hpe bai tsun ai da.

C@lóy=gò

then=TOP

g@nù=gò

mother=TOP

mà-roy=phéP

child-third.daughter=ACC

báy

again

tsun=Pay=dàP.

say=DECL=HS

,

(69) “Roi e, nang she myit su na sai.”

‘‘roy=Pè,

third.daughter=SFP

naN=CèP

2sg=only

mỳıt

mind

sú=na=s-ay.’’

be.mature=IRR=CSM-DECL

,

(70) “Dai majaw gaw”

‘‘day

that

m@jò=gò’’

because=TOP

(71) “ndai hkri lapu kaw hkan nang na hku di u yaw.”

‘‘[nday

this

khri

son-in-law

l@pu=kóP

snake=LOC

khán-naN=na]=khu

follow-follow=NMLZ=like

di=PùP=Pyô.’’

do=IMP=SFP

(72) “Anhte nang kaw gaw hkri lapu hpe woi nga ai gaw”

‘‘[Pánthe

1pl

PnâN=kóP=gò

here=LOC=TOP

khri

son-in-law

l@pu=phéP

snake=ACC

woy=Nà=Pay]=gò’’

lead=CONT=NMLZ=TOP

( )

(73) “bai n byin ai.”

‘‘báy

again

ń-bŷın=Pay.’’

NEG-happen=DECL

(74) “Re majaw nang hkan nang u.”

‘‘rê

COP

m@jò

because

naN

2sg

khán-naN=PùP.’’

follow-follow=IMP

,

(75) “Nu e, yu hkrit ai hte mu pyi n mu ga ai.”

‘‘Pnû=Pè,

mother=SFP

[yu

see

khr̀ıt=Pay]=thèP

fear=NMLZ=COM

mù=pyi

see=even

ń-mû=ga=Pay.’’

NEG-see=EXP=DECL

,
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(76) “Lapu kaw wa ai ngu ai gaw”

‘‘[l@pu=kóP

snake=LOC

wà=Pay

marry=DECL

Nú=Pay]=gò’’

say=NMLZ=TOP

(77) “nang gaw ngai hpe sat ai she rai sai.”

‘‘[naN=gò

2sg=TOP

Nay=phéP

1sg=ACC

sàt=Pay]=CèP

kill=NMLZ=only

ráy=s-ay.’’

COP=CSM-DECL

(78) “Nu e, nang pyi garai n si yang ngai she si ra sai”

‘‘Pnû=Pè,

mother=SFP

naN=pyi

2sg=even

g@rày

still

n-si=yàN

NEG-die=when

Nay=CèP

1sg=only

si

die

rà=s-ay’’

need=CSM-DECL

,

(79) ngu nna n hkraw ai da.

Nú=ǹná

say=SEQ

ń-khró=Pay=dàP.’’

NEG-agree=DECL=HS

(80) Re yang gaw kanu gaw myit htum nna

ré=yàN=gò

COP=when=TOP

g@nù=gò

mother=TOP

mỳıt

mind

thùm=ǹná

be.ended=SEQ

,

(81) Ma Htu hpe bai tsun ai.

mà-thùP=phéP

child-fourth=ACC

báy

again

tsun=Pay.

say=DECL

(82) “Htu e, nang sha myit n su yang gaw”

‘‘thùP=Pè,

fourth.daughter=SFP

naN=Cà

2sg=only

mỳıt

mind

ń-sú=yàN=gò’’

NEG-be.mature=when=TOP

,

(83) “kaning n di sa.”

‘‘g@ńıN

how

n-di=s-áP.’’

NEG-do=CSM-DECL
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(84) “Ya anu gaw tsun kau sai.”

‘‘yáP

now

P@-nû=gò

KIN-mother=TOP

tsun=káw=s-ay.’’

say=away=CSM-DECL

( )

(85) “Ga sadi dat kau sai re majaw”

‘‘[gà

word

s@d̀ıP=dàt-káw=s-ay]

promise=away-away=CSM-NMLZ

rê

COP

m@jò

because

(86) “ndai ga sadi gaw dung ra sai.”

‘‘nday

this

gà-s@d̀ıP=gò

word-promise=TOP

duN

sit

rà=s-ay.’’

need=CSM-DECL

(87) “Dai majaw, e Ah Htu, nang wa u yaw.”

‘‘day

that

m@jò,

because

Pè

INTJ

P@-thúP,

KIN-fourth.daughter

naN

2sg

wà=PùP=Pyô.’’

marry=IMP=SFP

, ,

(88) “Hpung dim wa, nang ndai ahkri lapu kaw”

‘‘phùNd̀ım-wa,

last.born.child-man

naN

2sg

nday

this

P@-khri

KIN-son-in-law

l@pu=kóP’’

snake=LOC

,

(89) “hkan nang u yaw,” ngu she

‘‘khán-naN=PùP=Pyô,’’

follow-follow=IMP=SFP

Nú=CèP

say=then

(90) “Mai ai le, Nu.”

‘‘may=Pay=lè,

be.OK=DECL=SFP

Pnû.’’

mother

,

(91) “Ngai hkan nang yu na.”

‘‘Nay

1sg

khán-naN=yu=na.’’

follow-follow=CON=IRR
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(92) “Ndai lapu ni gara hku nga ai kun.”

‘‘nday

this

l@pu=ni

snake=PL

g@rà=khu

how=like

Nà=Pay=kún.’’

live=DECL=Q

(93) “Ngai hkan nang na,” ngu,

‘‘Nay

1sg

khán-naN=na,’’

follow-follow=IRR

Nú,

QUOT

(94) shi gaw kana ni zawn astawm sha

Ci=gò

3sg=TOP

[g@na=ni

sister=PL

dzòn

like

P@́-tsôm=Cà

ADV-be.well=ADV

(95) myit htau li htau la nau n rawng ai majaw

mỳıt

mind

thawli-thawla

be.careful-COUP

nàw

too.much

n-roN=Pay]

NEG-be.in=NMLZ

m@jò

because

(96) nau kaji ai majaw

[nàw

too.much

g@j̀ı=Pay]

be.small=NMLZ

m@jò

because

(97) “Mai ai, kaja ai.”

‘‘may=Pay,

be.OK=DECL

g@ja=Pay.’’

be.good=DECL

,

(98) Shi gaw hkan nang ai.

Ci=gò

3sg=TOP

khán-naN=Pay.

follow-follow=DECL

(99) Hto lapu mungdan de shi gaw maitsan kaw jum nna she

thó

up.there

l@pu-múNdan=dèP

snake-country=ALL

Ci=gò

3sg=TOP

màytsan=kóP

tip.of.tail=LOC

jum=ǹná=CèP

hold=SEQ=then

, ,
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(100) hto woi mat wa ai da.

thó

up.there

woy=màt=wà=Pay=dàP.

lead=COMPL=VEN=DECL=HS

, ( )

(101) Maitsan kaw woi nna she, hto hka ni lai, bum ni lai,

màytsan=kóP

tip.of.tail=LOC

woy=ǹná=CèP,

lead=SEQ=then

thó

up.there

khàP=ni

river=PL

lày,

pass

bùm=ni

mountain=PL

lày,

pass

, ,

(102) re yang gaw, le lungpu lunghkrung kata de she

ré=yàN=gò,

COP=when=TOP

lé

down.there

lùNpu-lùNkhruN

cave-rock

k@tà=dèP=CèP

inside=ALL=only

,

(103) wa woi ai da.

wà

come

woy=Pay=dàP.

lead=DECL=HS

(104) Wo shanhte na shara kaw yawng arai hkrai da.

Pó

there

Cánthe=ná

3pl=GEN

C@rà=kóP

place=LOC

yòN

all

P@ráy=khray=dàP.

thing=alone=HS

(105) Ja hkrai hkrai.

jà=khray-khray.

gold=alone-RED

(106) Panep ni nep da, yup ku ni galaw da,

p@nép=ni

mat=PL

nép=dá,

spread=RES

Pyúp-ku=ni

sleep-bed=PL

g@lo=dá,

make=RES

,

(107) ma hkra gaw ja hkrai da.

máP=khrà=gò

be.exhausted=till=TOP

jà=khray=dàP.

gold=alone=HS
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(108) Ja hkrai, ja hkrai, manu mana lu ai da.

jà=khray,

gold=alone

jà=khray,

gold=alone

m@nùPm@nàP

a.lot

lù=Pay=dàP.

get=DECL=HS

, ,

(109) Rai jang she ndai lapu gaw shani shana...

ráy=jaN=CèP

COP=when=then

nday

this

l@pu=gò

snake=TOP

C@ńı-C@náP...

day-night

, ...

(110) shani e gaw lapu tai nna, shana rai yang gaw

C@ńı=Pè=gò

day=LOC=TOP

l@pu

snake

tay=ǹná,

become=SEQ

C@náP

night

ráy=yàN=gò

COP=when=TOP

,

(111) dai hku nna, shinggyim masha tai nna

day=khu=ǹná,

that=like=SEQ

C̀ıNgyim-m@Cà

human-person

tay=ǹná,

become=SEQ

,

(112) shi hpe atsawm sha, Ma Htu hpe woi nga ai da.

Ci=phéP

3sg=ACC

P@́-tsôm=Cà,

ADV-be.well=ADV

mà-thùP=phéP

child-fourth.daughter=ACC

woy=Nà=Pay=dàP.

lead=CONT=DECL=HS

,

(113) Woi nga nna nga taw ai shaloi

[woy=Nà=ǹná

lead=CONT=SEQ

Nà=to=Pay]

live=CONT=NMLZ

C@lóy

when

(114) Ma Htu gaw lani mi hta tsun ai da.

mà-thùP=gò

child-fourth.daughter=TOP

l@-ńı

one-day

mi=thàP

one=LOC

tsun=Pay=dàP.

say=DECL=HS

(115) “E, ngai gaw nye nu hpe grai hkrum mayu ai law.”

‘‘Pè,

INTJ

Nay=gò

1sg=TOP

nyéP

1sg.GEN

Pnû=phéP

mother=ACC

grày

very

khrúm=m@yu=Pay=lô.’’

meet=DESID=DECL=SFP

,
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(116) “Nu hte wa woi hkrum rit le,” ngu ai.

‘‘Pnû=thèP

mother=COM

wà

return

woy

lead

khrúm=r̀ıt=lè,’’

meet=IMP=SFP

Nú=Pay.

say=DECL

(117) “Mai ai, mai ai.”

‘‘may=Pay,

be.OK=DECL

may=Pay.’’

be.OK=DECL

,

(118) “Shaloi gaw nang ndai shingnoi kasha mung ja shingnoi re.”

‘‘C@lóy=gò

then=TOP

naN

2sg

nday

this

ĆıNnóy-g@Cà=mùN

basket-DIM=also

jà-ĆıNnóy

gold-basket

rê.’’

COP

, ,

(119) “Ndai lahkawn ni laraw ni ma hkra”

‘‘nday

this

l@khôn=ni

bracelet=PL

l@róP=ni

leggings=PL

máP=khrà’’

be.exhausted=till

(120) “ja kachyi ni ma hkra nang chyi u yaw.”

‘‘jà-k@ci=ni

gold-necklace=PL

máP=khrà

be.exhausted=till

naN

2sg

ci=PùP=Pyô.’’

wear=IMP=SFP

(121) “Chyi nna she nye hpang bai hkan u”

‘‘ci=ǹná=CèP

wear=SEQ=then

nyéP

1sg.GEN

phaN

after

báy

again

khán=PùP’’

follow=IMP

(122) ngu nna she hkan nna she,

Nú=ǹná=CèP

say=SEQ=then

khán=ǹná=CèP,

follow=SEQ=then

( )

(123) hto kanu hpang bai woi mat wa ai da.

thó

up.there

g@nù

mother

phaN

after

báy

again

woy=màt=wà=Pay=dàP.’’

lead=COMPL=VEN=DECL=HS

( )
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(124) Shaloi gaw kana ni gaw...

C@lóy=gò

then=TOP

g@na=ni=gò...

sister=PL=TOP

, ...

(125) Shana daw de du jang gaw, shana de du jang gaw...

C@náP-dò=dèP

night-part=ALL

dù=jaN=gò,

arrive=when=TOP

C@náP=dèP

night-part=ALL

dù=jaN=gò

arrive=when=TOP

, ...

(126) ndai lapu gaw shana rai jang gaw masha tai,

nday

this

l@pu=gò

snake=TOP

C@náP

night

ráy=jaN=gò

COP=when=TOP

m@Cà

person

tay,
become

(127) shani rai jang gaw lapu tai nna...

C@ńı

day

ráy=jaN=gò

COP=when=TOP

l@pu

snake

tay=ǹná,
become=SEQ

...

(128) Shana rai yang gaw, koi, grai tsawm ai.

C@náP

night

ráy=yàN=gò,
COP=when=TOP

kòy,
INTJ

grày

very

tsòm=Pay.

be.beautiful=DECL

, ,

(129) Hkan hkan nya nya manu mana tsawm ai.

khângânnyányá

awesomely

m@nùPm@nàP

a.lot

tsòm=Pay

be.beautiful=DECL

5

(130) Rai jang she shan nau ni gaw manawn sai da.

ráy=jaN=CèP

COP=when=then

Cán

3du

Pnaw=ni=gò

sister=PL=TOP

m@nón=s-ay=dàP.

be.jealous=CSM-DECL=HS

,

(131) “Aga, Ma Htu wa ai ndai ning she re hka wa!”

‘‘P@gá

INTJ

[mà-thùP

child-fourth.daughter

wà=Pay]

marry=NMLZ

Pn̂ıN=CèP

thus=only

rê=kha=wa.’’

COP=EXCL=SFP

,

5 hkan hkan nya nya (lexical insertion)
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(132) “Anhte shut sai lu.”

‘‘Pánthe

1pl

shút=s-ay=lu.’’

make.mistake=CSM-DECL=SFP

(133) “Ngai wa shut kau sai lu.”

‘‘Nay

1sg

wà

marry

shút=káw=s-ay=lu.’’

make.mistake=away=CSM-DECL=SFP

(134) Langai mung “Ngai mung shut sai law.”

l@Nây=mùN

one=also

‘‘Nay=mùN

1sg=also

shút=s-ay=lô.’’

make.mistake=CSM-DECL=SFP

1

(135) “Ngai wa na she re wa.”

‘‘Nay

1sg

wà=na=CèP

marry=NMLZ=only

rê=wa.’’

COP=SFP

(136) Langai mi mung “Ngai she wa na wa.”

l@Nây

one

mi=mùN

one=also

‘‘Nay=CèP

1sg=only

wà=na=wa.’’

marry=NMLZ=SFP

1

(137) “Ga, ya grai shut sai.”

‘‘gá,

INTJ

yáP

now

grày

very

shút=s-ay.’’

make.mistake=CSM-DECL

,

(138) Dai hku myit nna shan nau ni gaw yup sai da.

day=khu

that=like

mỳıt=ǹná

think=SEQ

Cán

3du

Pnaw=ni=gò

sister=PL=TOP

Pyúp=s-ay=dàP.

sleep=CSM-DECL=HS

(139) Rai tim marai lahkawng gaw

ráy=t̂ım

COP=but

m@ray

CLF

l@khôN=gò

2=TOP

, 2
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(140) ndai Ma Lu hte Ma Roi ngu yan lahkawng gaw

nday

this

mà-lúP=thèP

child-second.daughter=COM

mà-roy

child-third.daughter

Nú

say

yán

both

l@khôN=gò

2=TOP

2

(141) shan gaw bawng ban nna she,

Cán=gò

3du=TOP

bòNbàn=ǹná=CèP,

discuss=SEQ=then

2

(142) Hpang shani gaw da, Ma Htu hpe lahpaw sa woi htat na...

phaN-C@ńı=gò=dàP

next-day=TOP=HS

mà-thùP=phéP

child-fourth.daughter=ACC

l@phó

banana.leaf

sa

go

woy

lead

thàt=na...

pick.up=IRR

, 6 ... ( )

(143) Shi gaw moi lahpaw grai htat wa jang re...

Ci=gò

3sg=TOP

mòy

before

l@phó

banana.leaf

grày

very

thàt=wà=jaN

pick.up=VEN=when

rê...

COP

( ) , ...

(144) Dai majaw “Lahpaw htat nna anhte lahpaw ni hpa ni lu jang gaw,”

day

that

m@jò

because

‘‘l@phó

banana.leaf

thàt=ǹná

pick.up=SEQ

Pánthe

1pl

l@phó=ni

banana.leaf=PL

pha=ni

what=PL

lù=jaN=gò,

get=when=TOP

(145) “ndai kaw anhte pyaw poi galaw ga,” ngu nna,

‘‘nday=kóP

this=LOC

Pánthe

1pl

pyo-póy

be.happy-festival

g@lo=gàP,’’

do=HORT

Nú=ǹná,

say=SEQ

(146) lapu hpe mung tsun re nna, kanu hpe mung tsun re she,

lapu=phéP=mùN

snake=ACC=also

tsun

say

ré=ǹná

LV=SEQ

g@nù=phéP=mùN

mother=ACC=also

tsun

say

ré=CèP,

LV=then

,

(147) “Mai ai, mai ai,” ngu nna she woi sa mat wa ai da.

‘‘may=Pay,

be.OK=DECL

may=Pay,’’

be.OK=DECL

Nú=ǹná=CèP

say=SEQ=then

woy

lead

sa=màt=wà=Pay=dàP.

go=COMPL=VEN=DECL=HS

( ) , ( )

6
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(148) Hto woi sa mat wa ai shaloi gaw

[thó

up.there

woy

lead

sa=màt=wà=Pay]

go=COMPL=VEN=NMLZ

C@lóy=gò

when=TOP

(149) langa tawng gaw ntsa de bang da, lawu de gaw akrawk...

l@Ná-toN=gò

wild.plantain-block=TOP

ǹtsa=dèP

above=ALL

baN=dá,

put=RES

l@wúP=dèP=gò

below=ALL=TOP

P@krók...

form.round.hole

( ) ( )

, ...

(150) Hku grai sung na she le hka de du mat wa ai baw.

[khu

hole

grày

very

sùN=ǹná=CèP

be.deep=SEQ=then

lé

down

khàP=dèP

river=ALL

dù=màt=wà=Pay]

arrive=COMPL=VEN=NMLZ

bòP.

kind

, ( ) ( )

(151) Ginlawng hku dai kaw she shan nau gaw hpang de re nna,

g̀ıNloN-khu

cavity-khu

day=kóP=CèP

that=LOC=then

Cán

3du

Pnaw=gò

sister=TOP

phaN=dèP

after=ALL

ré=ǹná,

COP=SEQ

( ) 2 ( )

(152) Ma Htu hpe ”Shawng u, shawng u, nang shawng u,” ngu she,

mà-thùP=phéP

child-fourth.daughter=ACC

‘‘CoN=PùP,

go.first=IMP

CoN=PùP,

go.first=IMP

naN

2sg

CoN=PùP,’’

go.first=IMP

Nú=CèP,

say=then

, ,

(153) Ma Htu lapu na madu jan shawng, shawng, shawng yang gaw,

mà-thùP,

child-fourth.daughter

l@pu=ná

snake=GEN

m@dùP-jan

host-female

CoN,

go.first

CoN,

go.first

CoN=yàN=gò,

go.first=when=TOP

, , ,

(154) dai kanawn hku de di hkrat mat wa ai da.

day

that

k@non-khu=dèP

cavity-hole=ALL

d̀ıP

be.detached

khràt=màt=wà=Pay=dàP.

fall=COMPL=VEN=DECL=HS

(155) “Lawan hkye la rit law.”

‘‘l@wan

quickly

khyé

save

lá=r̀ıt=lô.’’

take=IMP=SFP

( )
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(156) “Lawan hkye la rit law,” ngu tim

‘‘l@wan

quickly

khyé

save

lá=r̀ıt=lô,’’

take=IMP=SFP

Nú=t̂ım

say=but

(157) shan nau gaw, “Ha! si sai, hpa n ra ai.”

Cán

3du

Pnaw=gò

sister=TOP

‘‘hâ,

INTJ

si=s-ay,

die=CSM-DECL

pha

what

ń-râ=Pay.’’

NEG-need=DECL

2 , ,

(158) “An nau gaw ya ndai lapu kaw an nau mahtang wa ga.”

‘‘Pán

1du

Pnaw=gò

sister=TOP

yáP

now

nday

this

l@pu=kóP

snake=LOC

Pán

1du

Pnaw=m@thàN

sister=CONTR

wà=gàP.’’

marry=HORT

2 2

(159) “Ya Ma Htu n nga sai,” ngu dai hku tsun ai da.

‘‘yáP

now

mà-thùP

child-fourth.daughter

ń-Nâ=s-ay,’’

NEG-be=CSM-DECL

Nú

QUOT

day=khu

that=like

tsun=Pay=dàP.

say=DECL=HS

(160) Rai yang she, ndai lapu gaw

ráy=yàN=CèP,

COP=when=then

nday

that

l@pu=gò

snake=TOP

,

(161) shana gaw masha tai, shani gaw lapu tai re she,

C@náP=gò

night=TOP

m@Cà

person

tay,

become

C@ńı=gò

day=TOP

l@pu

snake

tay

become

ré=CèP,

LV=then

,

(162) shi gaw “Ma Htu hkrat sai.”

Ci=gò

3sg=TOP

‘‘mà-thùP

child-fourth.daughter

khràt=s-ay.’’

fall=CSM-DECL

( )

(163) “Ma Htu n nga sai,” ngu jang

‘‘mà-thùP

child-fourth.daughter

ń-Nâ=s-ay,’’

NEG-be=CSM-DECL

Nú=jaN

say=when
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(164) shi gaw shanhte ga de dai hku wa she...

Ci=gò

3sg=TOP

Cánthe

3pl

gá=dèP

land=ALL

day=khu

that=like

wà=Cè...

return=then

( ) ...

(165) dai dumraw hku hte shanhte ga gaw matut da ai da.

day

that

dùmro-khu=thèP

cavity-hole=COM

Cánthe

3pl

gá=gò

land=TOP

m@tút=dá=Pay=dàP.

be.connected=RES=DECL=HS

( ) ( ) ( )

(166) Matut ai hku re da.

[m@tút=Pay]

be.connect=NMLZ

khu

hole

rê=dàP.

COP=HS

(167) Dai hku re nna she, Ma Htu hpe sa hkye la nna,

day=khu

that=like

ré=ǹná=CèP

COP=SEQ=then

mà-thùP=phéP

child-fourth.daughter=ACC

sa

go

khyé

save

lá=ǹná

take=SEQ

, ( ) ( )

(168) Ma Htu hpe prat tup...

mà-thùP=phéP

child-fourth.daughte=ACC

pràt-túp...

period-be.full

...

(169) Dai kanu hte mung n hkrum sa.

day

that

g@nù=thèP=mùN

mother=COM=also

ń-khrúm=s-áP.

NEG-meet=CSM-DECL

( )

(170) Kana ni hte mung n hkrum sa.

g@na=ni=thèP=mùN

sister=PL=COM=also

ń-khrúm=s-áP.

NEG-meet=CSM-DECL

(171) prat tup dai lapu jan grai pyaw nna woi nga ai da.

pràt-túp

period-be.full

day

that

l@pu-jan

snake-wife

grày

very

pyo=ǹná

be.happy=SEQ

woy=Nà=Pay=dàP.

lead=CONT=DECL=HS

( )
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(172) Maumwi dai kaw htum sai.

màwmùy

story

day=kóP

that=LOC

thùm=s-ay.

be.ended=CSM-DECL

- morpheme boundary EXCL exclamative

= clitic boundary EXP experiential

[ ] nominalized clause GEN genitive

1 1 first person HORT hortative

2 2 second person HS hearsay

3 3 third person IMP imperative

sg singular INTJ interjection

ACC accusative IRR irrealis

ADV adverbializer KIN kinship

ALL allative LOC locative

BEN benefactive LV light verb

CAUS causative NEG negative

CLF classifier NMLZ nominalizer

COM comitative OPT optative

COMPL completive PL plural

CON conative Q question

CONT continuous QUOT quotative

CONTR contrastive RED reduplicant

COP copula verb RES resultative

COUP couplet SEQ sequential

CSM change-of-state SFP sentence-final particle

DECL declarative SIM simultaneous

DESID desiderative TOP topic

DIM diminutive VEN venitive
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明治期の八重山語の語彙資料『海南諸島單語篇』

セリック・ケナン
国立国語研究所・

麻生玲子
名桜大学・

中澤光平
東京大学・

キーワード：八重山語、語彙資料、明治時代、田代安定

本稿では、明治期の八重山語（石垣島方言）の語彙資料の手書き原稿の翻刻を提示する。『海
南諸島單語篇』（副題『沖縄懸下八重山島單語』）と題する本資料は植物学者の田代安定が
年代に実施した実地調査に基づいて作成したもので、現在、東京大学理学図書館で保管されて
いる。この資料は収録語数が 語を超えており、また、表記が八重山語の重要な音韻的対立
を反映している。このように、八重山語の纏まった正確な語彙資料として最古のものであると
考えられる。このため、八重山語の研究および研究史にとって極めて重要な価値がある。

はじめに
先島諸島で話される南琉球諸語は書き言葉を持たず、それを書き留めた歴史的な文献がほと
んど存在しない。そのため、南琉球諸語の古い時代の言語状態を知る際は、比較言語学・歴史言
語学の手法によって導き出される推定に頼らざるを得ないが、比較方法を用いて過去に起こっ
たであろう言語変化を特定できても、これらの変化が生起した絶対的な年代付けは困難である。
八重山語諸方言のまとまった（相対的に）古い文献としては、 年に出た『八重山語彙』 宮
良 が琉球諸語の記述研究の分野ではよく知られているものの、この文献で伺い知ること
ができるのは、せいぜい数代前の八重山語の姿である 。
先島諸語に関するより古い文献を調べると、宮古語の親族語彙を報告する論文 田代

や、八重山語と日本語が同系統であることを論じる論文 田代 が出てくる。この 本の
論文の著者は田代安定という植物学者で、 年代（明治 年代）に数回に渡って八重山の
現地調査を行った人物である 齊藤 中生 。調査内容は言語に限らないが、 年
の論文では八重山の言語について「 冊余り」の報告書を東京大学に提出していることを明記
している。そして、この報告書は現存しており、先行研究では保管場所の情報と共に明確に言

本研究は 科研費 、 科研費 の助成を受けたものです。本稿の執筆にあたり、
古本氏から有益なコメントを多くいただきました。感謝を申し上げます。
現在、八重山諸方言を流暢に話せるのはおよそ 年代から 年代までに生まれた世代なので、現在研究
されている八重山語は言語習得がおよそ 年代までに完了した話者の言葉である。
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及されている 三木 齊藤 。しかし驚くことに、琉球諸語の研究分野ではこれまで全
く知られてこなかった。
『海南諸島單語篇』と題する本報告書は、 年代の八重山語の語彙資料である。約 語
を収録し、音韻的対立を正確に反映しているという点で量的にも質的にも優れている。さらに、
八重山語の詳細かつ正確な語彙資料としておそらく最古のものであると考えられる。どのよう
な話者を調査したか記録からは読み取れないが、明治期以前に言語習得した話者の言語状態が
記されている可能性があり、このため、極めて貴重な資料であると言える。 点しか存在せず、
世紀以降、現在までの琉球諸語に関する先行研究で言及されてこなかったことから、今後の

琉球諸語研究に資する資料として本稿では『海南諸島單語篇』に関する簡単な解説を述べた後、
翻刻を提示する。

田代安定と八重山の調査
本節では田代安定（タシロ　アンテイ／ヤスサダ、 － ）の生涯と彼の八重山調査履
歴について、三木 、齊藤 、中生 、國吉 、名越 を参考に簡単
に紹介する。

田代安定（年表）
� （安政 ）年： 現在の鹿児島県鹿児島市加治屋町に生まれる。
� （明治 ）年： フランス語学者の柴田圭三に師事。
� （明治 ）年： 薩摩藩の藩校の造士館に入学、フランス語の助教も兼ねる。
� （明治 ）年： 上京し、田中芳男のもとで植物学を学ぶ。その翌年から当時の内務
省管轄の博物館掛として勤務。

� （明治 ）年：奄美大島と沖縄諸島での植物調査を農商務省から依頼される。
� （明治 ）年：八重山の長期的調査が始まる。
� （明治 ）年： 月より八重山の再度の長期的調査が始まる。
� （明治 ）年：帝国大学に『海南諸島調査書』の報告書を提出。
� （明治 ）年：台湾での仕事を命ぜられる（ 年まで続く）。
� （昭和 ）年： 歳で逝去。

田代安定の沖縄及び八重山調査
田代安定の沖縄および八重山の調査の概要を簡単に述べる。田代は、農商務省の依頼により、
（明治 ）年に奄美大島、 （明治 ）年に沖縄で調査を行った。 年の調査の際

には八重山まで足を延ばしたようであるが、八重山の詳細な調査につながった直接的な出来事
は （明治 ）年のことである。ロシアのペテルブルグで開催された園芸博覧会に参加した
帰り、ヨーロッパを走るの汽車の中で「フランスが先島諸島を領土とする予定である」という
話を乗客から聞いたことによる。この話に危機感を覚えた田代は、帰国直後に先島の海防に関
する建議書を提出した。これによって、翌年から 年半の八重山での（基礎）調査を命じられ、

セリック ケナン・麻生 玲子・中澤 光平（2021）『言語記述論集』13: 139-177

140



（明治 ）年 月から翌年の 月まで八重山に滞在し八重山諸島に関する調査を行った。
調査は多岐にわたり、各島実地測量をはじめ、炭脈調査、戸籍調査、地理調査、山林調査、貢租
制度調査、村吏旧慣制度調査、旧慣諸例規調査、諸風俗習慣調査、史跡上の諸考証探査、業務上
に於ける諸調査、物産調査、農業調査、マラリアに関する調査を実施・報告し、さらに植民開拓
上に於ける目途予定、将来殖産興業上に関する目途についても報告している。
その後、 （明治 ）年 月から翌年の 月まで今度は人類学と植物調査の依頼を受け、

帝国大学の調査員として再度八重山に渡航し調査を行い、後に報告書を帝国大学に提出してい
る。この報告書は『海南諸島調査書』と称しており、様々な内容を扱う複数の原稿からなってい
る。その中で『海南諸島單語篇』（副題は『沖縄懸下八重山島單語』）という題で八重山語の語
彙集を収めた成果が含まれている。この語彙集自体には日付の記載が見られないが、田代は報
告書の目録を東京帝国大学の総長に （明治 ）年の 月に渡していることが分かっている
三木 ので、 年のものであることが分かる（なお、同『海南諸島調査書』の『沖
縄縣取調附圖』には「明治廿一年七月一日」の記載がある）。
その後、田代は八重山の言語と宗教を扱った論文を『東京人類學會雜誌』で発表しており、そ
の中で八重山の言語について 冊もの報告書を提出していることを明記している 。それにも
拘らず、管見の限り、本資料は後の琉球諸語の研究分野で一度も取り上げられたことがない。例
えば、琉球諸語に関する研究の文献リストを網羅的に集めた平山 では『東京人類學會雜
誌』で発表された田代の一連の論文は列挙されているものの、『海南諸島單語篇』はリストから
外れている。

『海南諸島單語篇』の語彙資料
資料概要

『海南諸島單語篇』は縦 ㎝の 冊の和綴じ本の形態を取っており、表紙を含めておよそ
頁から成る。縦書きの手書き原稿である。下の図 と図 で確認できるように、原稿の大部分が
インクで書かれているが、鉛筆による修正や追加が処々に見られる。

「言語ノ ハ予か編纂スル所ノ書類二十餘册帝國大學人類學教室ニ藏メアレバ」 田代 。
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図 ローマ字入り頁例
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図 鉛筆訂正入り頁例

セリック ケナン・麻生 玲子・中澤 光平（2021）『言語記述論集』13: 139-177

143



各頁は横線によって縦 段に分かれている。それぞれの段には上から順に「内地語」「
」「八重山島語」「 」の名称が与えられている（図 ）。最上段に日本語の項目
が記され、 段目にはその項目に対する八重山語の片仮名表記が記されている。日本語の項目に
は 種類あり、すなわち、行頭から始まる本項目と、それに関連する、 字下げた下位項目が区
別されている。所によっては、最下段に八重山語のローマ字表記も記入されている。 段目は原
稿全体に渡って空となっているが、段の名称から日本語の項目のローマ字表記を入れる予定が
あったと推測される。それに加えて、幾つかの項目に対して簡潔な備考が記されている。語彙
は品詞と意味分類によって整理されている。使用されている分類範疇を に示す。

分類範疇（出現順番）

レベル レベル レベル レベル
實名詞 第二門天地部 第一類天文 其一

其二歳時
第二類地理 其三海陸

其三居處
實名詞 第一門人倫部 第一類家倫 其一家族

第二類 其一人品の上
形容詞 普通形容詞 雑部

調査の概要や話者の情報が記されていないので、田代がどの方言を書き記したのかが分から
ない（または複数の方言を報告している可能性も考えられる）。しかし、本資料で記されている
語形は石垣島で話されている現在の方言とよく一致している。図 に「虹」と「男」の例を挙げ
る（紺碧色のラベルは本資料と完全一致する語形である） 。そのため、本資料で収録されてい
る方言は石垣島の方言であると推測できる。田代自身は「八重山語」すなわち「八重山諸島で
話される言葉」ではなく、「八重山　

・
島　語」すなわち「八重山島、すなわち石垣島で話される言葉」

と記入していることもこの推測を支持する。そして、石垣島の方言であるとすると、権威が最
も高く、島の中心部で話される方言が記述の対象となったと考えられるので、本資料で収めら
れている方言は石垣

し か

四箇方言であると推測される。
最後に、資料の量について簡単に述べておく。『海南諸島單語篇』では合計 点の日本語の
項目に対して、 点の八重山語の語形が収録されている（ つの項目に対して複数の語形が収
録されていることや、八重山語の語形が記されていない項目も存在する）。語数としては纏まっ
ている資料だと言えるが、（後の震災の影響などで）元の報告書の大部分が散逸・消失している
可能性が高い。なぜなら、 節で触れたように、田代は八重山語の報告書を「 冊余り」も提
出したと明記しているほか、彼が提出した目録の中に「海南諸島単語篇（十一冊内訳は宮古、八

語彙データは戦前編集された『八重山語彙』 宮良 による。それに加えて、石垣 、セリック・ケナ
ンほか 、西岡 、加治工 、仲原 、加治工 、前大 、中川・セリック

、与那国方言辞典編集委員会 と ・ のデータも使用した。語形を 表記で統
一した。
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図 八重山諸方言における「虹」と「男」
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重山、沖縄、奄美の各人倫身体部名詞および天地歳時部名詞などである」とされているからで
ある 三木 。論文の中で「 冊余り」としているのは『海南諸島調査書』全体の冊
数を指していると思われるが、目録からすると東京大学で保管されている資料は『海南諸島單
語篇』の一部でしかないことが明らかである。第一に、奄美、沖縄、宮古に関する語彙が全く見
られない。第二に、身体に関する語彙がない。第三に、分類の番号を追ってみると明らかに欠け
ている分類範疇がある。例えば、「第二類地理」はいきなり「其三海陸」から始まっており、ま
た、その次の分類は同じ番号の「其三居處」となっている。「其三居處」はおそらく、異なる類
または門の分類であると考えられるが、その分類が見当たらない。このように、東京大学に提
出された報告書の一部が散逸または消失していると考えざるをえない。東京大学の資料は複数
の冊子を 冊に纏めたものであろうが、提出された冊子がそれぞれ 頁であったと低く見積も
っても、語彙に関する元の報告書は 頁にも及んでいたことになる。つまり、現在東京大学
で保管されている資料は元の報告書の 分の 以下に過ぎない可能性がある。報告書の一部し
か伝わっていない原因については関東大震災などが挙げられる。

資料の表記について
『海南諸島單語篇』の詳細な分析は別稿に譲るが、本資料の解読を助けるため、使用される表
記の主な特徴について簡単に述べる。
現在の石垣方言は 、、 、 、 、、 の つの母音を有している 宮城 。 、、 、 、
は日本語の 、、 、 、 とおおよそ同じであり、 ・ などの音節を除いてこれらの母
音を片仮名で書き表すのには別段問題がない。しかし、それに対して、 は日本語にない母音で
あるため、それに対応しうる片仮名がなく、そのまま書き表すことができない 。表 に示すよ
うに、田代はこの の母音に対して様々な工夫をしてそれをを正確に書き表そうとしている。な
お、 が含まれる音節に対して「ズ」を添えることがあるが、これは摩擦噪音を伴う音声的な実
現（すなわち「プズィ」 ・「グィズ」 ）を表そうとしているためであると考えられる。
続いて、 の音節に対して「ルヽ」の表記が見られるが、これはラ行の震え音としての音声
的な実現を表していると思われる 。平山 で指摘されているように、現代の石
垣方言でも の音節は子音が強い顫動を伴う発音がよく観察されており、田代の観察と全く一
致している。震え音がきちんと記されていることは田代安定の観察の鋭さを物語っている。

モルヽ　 「岡」
アールヽ　 「東」

最後に、多くの項目の書き起こしの中に「、」という記号が使われている。 で分かるように、
この記号は形態素や文節の境界を示していると思われる（例では対応する現代石垣方言の語形

八重山だけではなく、奄美、沖縄と宮古の語彙も収録されていたとすれば、報告書の題名に選択された「海南　
・
諸

・
島　」の用語も納得がいく。ちなみに、他のテーマに関する報告書も宮古、沖縄なども扱っている。
本稿では宮城 の表記法に従うが、 と の代わりに と を使用する。なお、音韻表記を で示す。
は 終わりの語の主題形にしか現れないため、ここでは問題にならない。
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表 『海南諸島單語篇』における の表記

音節 表記 表記例 現代石垣方言（音韻表記）

{ プィ プィーゴト 「火事」
ピィ ピィト 「人」
プズィ プズィ 「火」
ムィ ウムィ 「海」
ツィ マツィヤマ 「松林」
ズィ パナレズィマ 「離島」
スィ ニスィ 「北」
リィ ピイトリィモノ 「一人者」{ クィ テンゥクィ 「天気」
クィゥ ツクィゥ 「月」
クゥイ バガ、ツクゥィ 「新月」

{ グィ ホーグィボス 「箒星」
グィズ モーグィズ 「虹」

を示している）。つまり、田代は単に語形を調査しただけではなく、形態的な分析まで行ってい
たことが窺える。

ガスィ、ドシ　 「凶年」 「餓死」 「年」
スサ、ナム　 「白波」 「白い」 「波」
ボドドイノ、ストモデ　 「一昨日の朝」

翻刻凡例
翻刻の基本的な方針は次の通りである。

• 原本の順番通りに翻刻を行った。
• インクで書かれたものは黒で記し、鉛筆で書かれたものを灰色で記した。
• 訂正箇所、すなわち削られた箇所を打消し線（「ツクィ」）で示した。
• 本項目は行頭から掲載し、下位項目は 文字下げて掲載した。
• 備考は［　］に入れて示した。
• 判読できなかった文字を �の記号で示した。
• 片仮名表記に関して、当時の日本語の表記法に則って拗音（「キャ」「チャ」の「ャ」等）ま
たは補助文字（ を表す「くぃズ」の「ぃズ」等）が大きく書かれることがある。本原稿
では、周辺の文字の大きさと比較して、できる限り原稿の大きさに従って翻刻を行った。

• 原文の明らかな誤字で、翻刻の間違いでない箇所を で示した。
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翻刻
（表紙）
八重山列島天地歳時部名詞
海南諸島單語篇

（次次ページ）

實名詞部天地門　　

沖繩懸下八重山島言語篇

（次次ページ）

沖繩懸下八重山島言語篇

田代安定　編集　　

　實名詞
　　第二門　天地部
　　　第一類　天文
　　　　其一

内地語 八重山島語
天 テン
天氣 テンゥクィ
　晴天 イー、テンゥクィ　又

セー、テン
　曇天 フムィル、テンゥクィ
　雨天 アマ、テンゥクィ　又

ウッテン
日即チ太陽 テダ
　

アサヒ

旭日 アサァ、テダ
　

ユウヒ

落日 イル、テダ
ヒノヒカリ

日光 テダノピカル
ヒ カ ゲ

日影 テダノカイ
月即チ太陰 ツクィゥ　又

テダノサナ
　新月 ミカ、ヅクゥィ
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バガ、ツクゥィ
　半月 ファン、ツィクィ
　望月 マル、ツィクィ
月光 ツクィノ、ピカル
月影 ツクィノ、カイ
日暈 ツクィテダノ、サナ
月暈 ツクィノサナ
日蝕 テダノヤホ ［日ノ（災難）ノ義］
月蝕 ツクィノヤホ ［月ノ災難ノ義］
ホシ

星 プスィ
ホヽキボシ

彗星 ホーグィボス
アマノ

銀
ガハラ

河 ツィンカーラ
雲 ホモ
キリ

霧 クィリユ
カスミ

霞 クィリュ
　ユウヤケ ユーネンヤクィ
　アサヤケ アサヤクィ
雷 カンナル
電 プリー
ニジ

虹 モーグィズ
雨 アミ
　

ツ ユ

梅雨 ナガアミ
　

ナガアメ

霪雨 ナガアミ
　細雨
　大雨 ウプ、アミ
　

ニワカアメ

驟雨 アタアミ　又
ニワカノアミ

風 カズィ
　順風 ジユンプー
　逆風 ムカウ、カズイ
　涼風 スダ、カズィ
　寒風 ピーサ、カズィ
　暴風 アラ、カズィ
　大風 タイフー
　

ツジカゼ

四飆 イノー、カズィ
　東風 アール、カズィ
　西風 イール、カズィ
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　南風 パイ、カズィ
　北風 ニスィ、カズィ
煙 キムブルヽ
ツユ

露 チユー
アラレ

霰 ユクィ ［雪ノ義］
霜 ［（此語無シ）］
雪 ［（同前）］
氷 ［（同前）］
影　即チ物影 カイ
クラヤミ

暗 フファサ
明 アカル
方位 ホーガク
四方 シポー
東 アールヽ
西 イールヽ
南 パイ
北 ニスィ
イヌ井

乾 カーラグイン井
ウシトラ

艮 ウシトラ
タツミ

巽 タツミ
ヒツジサル

坤 ピツシサル

　　　　其二　歳時

内地語 八重山島語
季候 パダモツ
寒 ピーシャ
暑 アッツア
温 ニフサ
涼 スダスサ
乾 カーラグ
湿 シスメルヽ
四節 シヽツ
春 ファル
夏 ナツ
秋 アクィ
冬 フユ
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正月 シヨングワツ
二月 ニングワツ
三月 サングワツ
四月 シングワツ
五月 ゴングワツ
六月 ロクングワツ
七月 シツングワツ
八月 ハツングワツ
九月 クングワツ
十月 ジユーングワツ
十一月 ジユー、イチン、グワツ
十二月 ジユーニン、グワツ
潤月 ウルツクヒ　又

ヨル、ツクヒ
月初即チ上旬 ツクィ、ファジメ
月半即チ中旬 ツクィ、ナカ
月未 即チ下旬 ツクィ、スィー
去月 イクダ、ツクィ
来月 タ、ツクィ
毎月 マイ、ヅクィ
隔月 ツクィ、ヘダテ
今月 コン、ツクィ
年 トス
終歳　即チ一年中 ネンチユー
毎年 マイトスィ　又

トシドシ
隔年 ピトトスィゴシ　又

イチニンゴシ
今年 コトス
昨年 コズゥ
一昨年 ミーテナテ
一作々年 ヨーテナテ
來年 エーン
來々年

（ 前 ）

メー、
三 年

サン子ン
先年 セシン子ン ［士族］
ム カ シ

往昔 ムカシ
太古 ヲホムカシ又ムカシ
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豊年 ヨガホードシ
凶年 ガスィ、ドシ
日 ピー
今日 キウ
昨日 キヌー
一昨日 ボドドイ
サキヲトヽ

大前日 ヨーカナテ
明日 コノーレアツツア
明後日 アスト
明後々日 メー、ヨーカ
先日 コノーレ
毎日 マイ、ニツィ
隔日 ピトィゴス
終日 イツィ、ニチ
半日 パンニツイ
翌日 アツツア
翌々日 アサッテ
長日 ナーサールピニツィ
短日 インツカサールピニツィ
吉日 イーピニツィ
凶日 ヤナピニツィ
朔日 ツイタツィ
晦日 サーンジユーニツ
元日 グワンニツ
除日 トスィノピー　又

トスィノユー
祭日 マツルヽビー
日数 プィカズィ
朝 ストモデ
早朝 ストモデ
アカツキ

暁天 アカツク
日出時 テダノアガロール、トクィ
今朝 キウストモデ
明朝 アッチヤノストモデ
明後朝 アストノストモデ
昨朝 クィノ、ストモデ
一昨朝 ボドドイノ、ストモデ
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毎朝 ストメテゴト　又
マイアサ

隔朝
ヒル

昼 ピズール
　昼間 ピーローマルー
　上午即チ十一時 ヨツスン
　正午即チ十二時 コヽノツ、ジブン
　下午即チ一時 ピローマ
　

ヒルジブン

午際 ピローマズィブン
ヒルノヤツ

日 即チ十二時 ヤツジブン
ナヽツトキ

中晡即チ三時 ナヽヅィジブン
黄昏 ヨ子ーン
日没時 ピニツィノイルジブン
薄募 ヨーイルジブン
夕 ユニ子ーン
今夕 キウノ、ユニーン
昨夕 アツア、ユニーン
一昨夕 アストノ、ユニーン
明夕 アツアーノヨー
明後夕 アストノ、ヨー
夜 ヨール
夜半即チ深夜 ヤファン　又

ヨナカ
終夜 ヨーヂユー
今夜 キユーノヨー　又

ニッカ
昨夜 ユベー
一昨夜 キヌノヨー
明夜 アツアノヨー
明後夜 アストノ、ヨー
翌晩 ナーアツアノ、ヨル
翌々晩 ナーアストノヨー
毎夜 マイヨル
隔夜 ピトヨーゴス

「ルー」は「ルヽ」にも見える。
次の項目からすると、「ヨツジブン」の誤りと思われる。
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夜間 ヨーヂユー
暗夜 ヤミノヨー
明夜 アツアノヨー
時 トクィ
一時間 ピトトクィ
半時 パントクヒ
小半時
暫時 イットクィ　又

アターサマ
先刻 クィサ
只今 タヾイマ　又

ナマ
ノチホド

後刻 アトカラ
ヲツヽケ

刻下 ヤガテ
一日 ツイタチ
二日 フツカ
三日 フメッカ
四日 ヨッカ
五日 イツカ
六日 ムイカ
七日 ナンカ
八日 ヤウカ
九日 コヽノカ
十日 トウカ
十一日 ジウイツィ　又

トッカピトイ ［下等］
十二日 シウイニ　又

トツカフツカ
十三日 シウサン　又

トッカミズカ
十四日 シウシ　又

トッカヨーカ
十五日 シウンゴニツイ　又

トカイツカ
十六日 ��シウロクニ　又

トッカムイカ
十七日 シウシチニツィ　又
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トッカナンカ
十八日 シウパチニツィ　又

トッカヤウカ
十九日 トッカコヽノカ　又

シウクニツィ
廿日 パツカ
廿一日 ニシウイツィ　又

パツカピトイ
廿二日 同　又

パツカフツカ
廿三日 同　又

パツカムイカ
廿四日 同

パツカヨーカ
廿五日 ニシウゴニツィ

同
廿六日 ニシウロク

同
廿七日 同

同
廿八日 同

同
廿九日 同

同
丗日 サンシウニツィ
丗一日 サンシウイチニツィ
四十日 同　又

スンジウニツイ
五十日 同　又

ゴンシウニツィ
六十日 同
七十日
八十日
九十日 同　又

クンジウニツィ
百日 ヒャクニツィ　又

ピャークニツィ
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百一日 　又
ピャークヒトイ

百二日
貮百日
三百日
甲乙 クゥークゥー

キイ、キイ
丙丁
戊巳 ツチツチ
庚辛 カ子カ子
壬癸 ミヅィミヅィ
子 子ー
丑 ウシ
寅 トラ
卯
辰 ツィタツ
巳 フツカ
午 ミーズカ
未 ヨーカ
申 イツカ
酉 ムイカ
戌 ナヌカ
亥 ヤウカ

　　　第二類　地理
　　　　其三　海陸

内地語 八重山島語
地 ヅィー
陸 リク　又

アゲ
世界 シカイ
天下 テンガスィタ
國 クニ
島 スィマ
　巨島 ヲフズィマ
　小島 ゴマスィマ
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　洲嶼 パナレズィマ
海 ウンムィ　又
沖 ヲホウムィヲキ　又

ヲキヅィ
内海 ウツゥウムィ
太洋 ダイカイ　又

ヲホウムィ
海面 ウムィノ、ウイ
海底 ウムィノ、スク
　淺海 アサ、ウムィ
　深海 フカ、ウムィ
　泥海 ドル、ウムィ
　砂海 イノーウムィ　又

スナウムィ
江 ［無し］
湾 コグミミナト
港 ミナト
海門 ミナトフツゥ
海峽 ミジョ ［（溝ノ義）］
津渡 ワタンヂヤー
フナミチ

水路即チ舟ノ通行スル路線 フナミツィ
カ イ シ

海程即チ航海中ノ海上ヲ云
セ

礁 ピシ
　

カクレセ

暗礁海中ニ隠ルヽモノ ピシスィイシ
　浮礁海上ニ顕出スルモノ イテールピー無シ
　洲渾 ヨーネニー
フチ

淵 フッチィバタ又アタクィリフカーラ
海岸 ウミノパタ
　磯碕
海濵 パマ
　砂濵
洲嘴 ヨー子ノサクィ
汀潟 ガタバル
海潮
　満潮 ンチスー

「港口」。
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　退潮 ピシスー
　

オホシホ

大 ソーヅプソー
　

コシホ

小 ナマレソー
　
シホドキ

潮候 スードクィ
ナ ミ

波濤 ナムィ
　平波 トレウムイ　又

ナダカウムィ
　微波 ゴマナミ
　風波 アラナミ
　狂浪 ヲホナミ
　逆浪 ゴボレナムィ
　白浪 スサ、ナム
　飛瀾 ナムィノパナ
　波響 ナムィノヲト
ツ ナ ミ

海嘯
水 ミヅゥ
　清水 カイシヤルミヅ　又

アマミヅ
　濁水 ニゴリミヅ
　泥水 ドルミヅ
　鹹水 ソーミヅ
　冷水 ピー、ミツ
　流水
　
タマリミツ

潴水 タマルミズィ
泉源 モト
川口 カワラノフチ
川 カーラ
　砂川 イノーガーラ
　泥川 ドルガーラ
　渓川 イザーカーラ
ミ ゾ

溝渠
沼澤
瀑布 サーラ、ミズィ
池
堤塘
井　即チ井水 カー
　深井 フカ、カー
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　淺井
　清水井 アマミヅ、カ－
　鹹井 ソーミヅ、カー
　涸井 ウリ、カー
　廃井 ステ、カー
　涸井 ピス、カー
洞孔地底ニ深ク凹陥スルモノ イザー
岩窟地上ニアル洞窟ヲ云 ガマ
山 ヤマ
　深山 フカヤマ
　大山 ウホ、ヤマ
　小山 コヤマ　又

ハヤマ
　岩山 イシヤマ
　高山 タカヤマ
　峯嶽
山巓 ツヅ
山麓 サンノシタ
山腹 サンノナカバ
森 ヤマ ［海南諸島森林共ニ「ヤマ」（山）ト總稱シ別ニ山森林ノ三物

ヲ區別スルノ語ヲ用ヒス故ニ「ヤマ」と云フトキハ専ラ林ニ當ル］
林即山林 ヤマ
　雜木林 ゾーキヤマ
　松林 マツィヤマ
　竹林 タケヤマ
　仕立林 シタテヤマ
　村林 ムラヤマ
岡陵即チ阜丘ヲ総テ云フ モルヽ
高陵 タカモル
草丘
石岡
原野 ノバル
　平原 ピスノー
　曠原即廣野 ピロバル
　砂原 イノーノー
　荒蕪 アラノー
土地 ヂー
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　平地 ピスィチ
　高地 タカヅィ
　低地 ヒクヂー
　湿地 シタルヂー
　乾地 カーラヂー
　砂地 イノーヂー
　泥地 ドルヅィ
　石地 イシヤラヅィ
コ ヘ ヂ

肥壌
　瘠地 パグィヂー
土 ツソ　又

ンタ
　壌土 サパ、ンタ
　粘土 モツィ、ンタ　又イーンタ
　肥土
　瘠土 ヤナ、ンタ
砂 イノー、ンタ
サカ

坂 サカ　又
フィラ

　
タカキサカ

高坂　 タカフィラ
　

ケワシイサカ

險 坂 サカフィラ
トウゲ

嶺
谿谷 ヤマノフタナカ
ハ シ

矼橋 パシ
ホ リ

塹濠
道路
　大道
　小逕
　山路
　坦道
　險道
田地　即水田
　肥田
　瘠田
ア ゼ

阡陌
塩田
ハタケ

隴圃
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　薯圃
　菜圃
　粟圃
　麥圃
　廃圃
　

ウチバタケ

宅
牧場 マキ
火 プズィ
　炭火 タン
　燃火 モエビ
　憐火 マヅ ムノヽプイ　キジモナービゥキィナ
火事 プィーゴト
灰 パイ
　木灰 タン
　石灰 ウウールノパイ
煤 スヽ
炭 タン
　木炭
　石炭 イシタン
塵芥 フク�イ ［（ホコリノ 也）］

　　　　其三　居處

内地語 八重山語
城 グスク
城跡 グスクアト
城壁
ト ヲ ミ

哨
ヤクショ

公署
ヲク ラ

厫倉
村役所 バンショ
訟嶽 コヾメ
セイサツ

牓札 パイフダ（張札ノ義
寺 テラ

「ゾ」のようにも見える。
第一字の字体が少し異なるが、入力可能な文字に置き換えた。
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祠堂
拜殿
神祠
ヤシキ

宅
別荘 パタケヤー
假宅 ヤーバイ
本宅
家屋 ヤー
　大厦
　小屋
　美屋
　陋屋
　瓦屋 カーラヤー
　茆屋 ガヤブキ　又

ガヤヤー
倉庫
本房
厨房
　正房
　便房
　

ネ ヤ

子舎
　
ヲシイレ

窩裡
ベツ ヤ

子亭
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（表紙）
八重山列島人倫身體部名詞
海南諸島單語篇

（次次ページ）

實名詞　人倫部　　

沖繩懸下八重山島言語篇

（次次ページ）

沖繩懸下八重山島言語篇

田代安定　編輯　　

　實名詞
　　第一門　人倫部
　　　第一類　家倫
　　　　其一　家族

内地語 八重山島語
ヒト

人 ピィト
ヲトコ

男 ビギドン
ヲンナ

女 ミードン
ヲヤ

親 ウヤ
リョウシン

両親 フタウヤ
　

マヽヲヤ

継親 マヽヲヤ
　

シニタルヲヤ

亡 親 スンダウヤ
チヽ

父 シウー
　

ヤウフ

養親 ヤスナイビギケヱー
　

マヽチヽ

継父即チ母ノ入夫 マヽビギケヱー
　

ヲヤブン

義父
ハヽ

母 アッパ
［一名］ブネー

現代石垣方言は 。「ピィ」は の音節を表していると推測されるが、適切な記号がなかったからか、ロー
マ字の表記は のままである。
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ヤウボ

養母 ヤスナイブネー
　

マヽハヽ

継母 マヽブネー
コ

子 ク
　實子 ナジッホァー
　

ヤウシ

養子 ヤスナイホアー
　

マヽコ

継子 マヽホアー
　

カ ク レ ゴ

私生兒 グンボー
ヲトコノコ

男子 ビギドンホアー
　

チアクシ

嫡子 チヤクス
　次子 ズナン
　三男 サンナン
　季子 ナスッキルリィ ［記スル克ハス文字は生ミ切

ト書スナラン］
ヲンナノコ

女子 ミドンホアー
マゴ

孫 マー
　

ヒマゴ

曽孫 ボタマー
　

ヒヽマゴ

玄孫 ミィーマー
ヂ ヾ

祖父 ウシュマイ
バ ヾ

祖母 ンミー
ヒ ヂ ヾ

曽祖父 ウホウショマイ
ヒ バ ヾ

曽祖母 ウホンミー
ヒ ヽ ヂ ヾ

高祖父 ウホウショマイ
ヲ ヂ

諸父即チ「ヲヂ」ノ総称ニテ伯父其他ヲ含ム
ボジヤ

　
オ ホ ヲ ヂ

従王父 ウホヾジヤ
　
ソウリウヲヂ

伯 父 ウホヾジヤ
　

ツギノヲヂ

叔父 ウホヾジャ
　

スヘノヲチ

季父 ボジャーマ
ヲ バ

伯叔母 ボバ
　

オホヲヂヨメ

従王母 ウホボバ
　

ソウリウヲバ

伯 母 ウホヾバ
　

ツギノヲバ

叔母 ウホヾバ
　

スヘノヲバ

季母 ボバーマ
ケウダイ

兄 ケウダイ �
ヲンナケウダイ

姉 妹 ボナリィィ
アニ

兄 アニ
　

カシラアニ

長兄 シヂヤ

セリック ケナン・麻生 玲子・中澤 光平（2021）『言語記述論集』13: 139-177

164



　
ナカアニ

仲兄 ナカッチヤ
　

スヘノアニ

季兄 シジアーマ
　

アネ

姉 アンマ
　

カシラアネ

長姉 ウホアンマ
　

ナカノアネ

仲姉 ナカアンマ
　

スエノアネ

季姉 アンマーマ
ヲトヲト

弟 ヲトヽ
　

カシラノヲトヲト

長 弟 シヾヤヲトヽ
　

ナカノヲトヲト

仲 弟 ナカヲトヽ
　

スヘノヲトヲト

季 弟 ヲトヾウーマ
イモト

妹 ヲトヽボナルリィ
　長妹 ヲトヽボナルリィ
　仲妹 ヲトヽボナルリィ
　季妹 ヲトヽボナルリィ
イ ト コ

従兄弟 イチユク
　

フ タ イ ト コ

再従兄弟 フタイチユク
　三従兄弟 ミイヽチユク
ヲンナイトコ

従姉妹 ミードンイチユク
　

フタヲンナイトコ

再従姉妹 フタイチユク
　

ミヲンナイトコ

三従姉妹 ミーイチユク
ヲイ

甥 ボイ
メイ

姪 ボイ
フ ウ フ

夫婦 ホーフ
ヲツト

夫 ボド
　

マヘノヲツト

先 夫 サギボト
　

ナキヲツト

亡夫 スンダボド
　

ノチノヲツト

後 夫
妻 トヅ
　

サキノサイ

先妻 サギヱトヅ
　

ナキツマ

亡妻 スンダトヅ
　

ノチノツマ

後妻 アトヽヅ　又
マタトヅ

シウト

舅 シストウヤ
シウトメ

姑 シストウヤ
岳父（妻ノ父） 同
兵 母（妻ノ母） 同
コシウト

小舅 ストパラ
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コシウトメ

小姑 ストパラ
アニヨメ

嫂 ヤンマー
ヲトヽヨメ

ヤンマーマ
ムコ

婿 ムク
　

ハナムコ

新郎 ミィムク
ヨメ

婦 ヨメ
　

ハナヨメ

新婦 アイナマ

内地語 � 八重山島語
グ ワ ソ

元祖 グワンソ
先祖 シンゾ
家族 カゾク
親類 スンルイ

［一名］ウヤク
チカキシンルイ

近 親 ツカウヤク
トホキシンルイ

遠 房 トウウヤク
チャクケ

嫡宗 チヤッケ
ジナンケ

次門 ズナンキ
チ ス ヂ

血統 ツースヾ
シ ソ ン

苗裔 シソン
系圖 キーズ
イエガラ

門地 イガラ
カ ト ク

家督 カトク
ウチ

氏 ウヅ
ミャウジ

姓 シ
ナ ノ リ

苗字 ナノルリィ
通称 ヤラビナー
分家 バガルリィヤー

　　　第二類
　　　　其一　人品ノ上

内地語 八重山島語
ラウジン

老人 ウイピィト
チヾ

翁 ウシユマイ
［平民ニハ「アボジイ」ト云フ］

バヾ

媼 ンミ
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［平民ニハ「アーパ」ト云フ］
壮年 サカ、リィ、トス
ワカキヒト

青年凡十五 バカトス
　

ワカキヲトコ

若 男 バガビギドン
　

ワカキヲンナ

幼 婦 バガミードン
美少年即姣童 アッパリファーナマ
美女子 アッパリミートンナー
ワ ラ ベ

兒童 ヤラビ
　童男 ビギドンファー
　童女 ミードンファー
コ ド モ

子供 ヤラビノメー
　小兒 ファーナマ　又

ヤラビーマ
　

アカゴ

赤子 アカフアーナマ　又
アカグ

　
チヽノミゴ

乳兒 ツーノミィファー
　

フタゴ

孿兒 フダグ
　

カ ク シ ゴ

私生兒 グンボー ［牛房ノ儀］
　

ステゴ

棄子 シテファー
トシウエ

長年 トスウイ
トシヽタ

年下 トスヽタ
ドウネン

同年 ドウニン　又
ピィトヽス　又
ピィトッツ

朋友 ホーユ　又
ドス

親友 クンイドス　又
シンユウ

ヲホヲトコ

大男 ヲホヾニ
チュウノヲトコ

中 男 ナカホド
コヲトコ

小男 ゴマビキドン
［一名］ピビジヤ ［山羊ノ儀］

オホヲンナ

大女 ヲホミードン
チュウノヲンナ

中 女 ナカミードン
コヲンナ

小女 ゴマミードン
セ ダ カ

長人 タキダカ
セビクシ

矮人 シピィク
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コヘタルヒト

肥 人 コイボッタ
ヤセタルヒト

瘠 人 ヨウンガラー　又
ヤセ

美人 アッパリ　又
アハリ

　
ウツクシキヲトコ

美 男 子 カイビギドン　又
テッパナビラーマ　又
アッパリビギドン

　
ウツクシキヲンナ

美 婦 人 カイメーラビ　又
天下一　又
アッパリファー

　醜人 ヲッカイシヤーリーイ、ピイト
　

ミニクキヲトコ

醜 男 ヲッカイビギドン
　

ミニクキヲンナ

醜 婦 ヲッカイミードン
鰥 ピイトリィモノ　又

ヤズマリィ
寡 ピイトリィモノ　又

ヤズマリィ
ミナシゴ

孤 クズマリイ
ヒトリモノ

獨 ピイトルリィモノ
盲目 ミツクツア
ヲ シ

唖子 アバヾ
ツ ン ボ

聾者 ミントウラー
セ ム シ

傴僂 パトンニ ［鳩胸ト云フ儀］
カ タ リ

跛人 アイグ ［棒ヲ携ヘルト云フ儀「アイグ」トハ棒ノ事ナリ］
イ ザ リ

膝行 ツボスアラギイ
アシブト ウフパン ［大足ノ儀］
ライビャウニン

癩 漢 ライビウー
乞食 モノクヤー
馬鹿 プリモノ
狂人 マーボラー
癲癇 ウスダマ
病人 ビウニン
夛病者 ビウジヤモノ　又

ヤンプトキ
壮健者 ガンゾウモノ　又 ［「ガンゾウ」トハ岩ト云儀］

タッシャ

達者
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善人 イーピイト　又
ジンニン

悪人 ヤナピイト
アクニン

賢人 キンズン ［士族ノミニ限ル平民間ニ此語ナシ］
愚人 グジン ［右同］
仁者 ジンシヤ ［右同］
不仁者 フジンシャ ［右同］
孝行人 コッコズン ［士平共ニ云］
不孝行人 フコウーズン ［右同］
忠人 チヨウズン
不忠人 フチヨウジン
勉強者 マイフナアー
ナマケモノ

懶惰者 ギフナアー
ゴウゼウモノ

剛性者 ギイコウーモノ
ヲクビヤウニン

臆病人 ヲクビヤウニン
正直人 シウーズキイ
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（表紙）
八重山列島普通形容詞
海南諸島單語篇

（次次ページ）

形容詞部　　

沖繩懸下八重山島言單語篇

（次次ページ）

沖繩懸下八重山島單語篇

田代安定　編輯　　

　形容詞
　　普通形容詞
　　　雑部

内地語 八重山島語
（一）髙キ タカキ
　髙キ岡又髙山 タカモルヽ　又

タカサン
（二）髙サ タカサ
　山ノ髙サヨ サンノタカソー
　山ノ髙サハ サンノ、タカサヤ
髙ク タカク
髙々ト タカータカ
低キ ピクサ　又

マラサ
　低キ樹 ピクサ、キ
低サ ピクサ　又

マラサ
　此家ノ低サハ
低ク マラサ
　低クアル
低々ト マラサーマラサピサーピサ
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　低々トシタ人
深キ フカサ
　深キ井 フカ、カー
深サ フカサ
　海ノ深サ
深ク フカーク
　深ク堀レ
深々ト フカーフカ
　フカフカトシタ池
浅キ アサ
　アサキ海
淺サ アサヽ
　此井ノ淺サヨ
淺ク アサーク
　アサク耕セ
淺々ト アサーアサ
　アサアサト堀レ
厚キ
　アツキ板
厚サ アッツア
厚ク アツーク
厚々ト アツーアツ
薄キ ピス
薄サ ピィスサ　又

ウィサ
薄ク ピスクサ
薄々ト ピスーピス
濃キ カタ
濃サ カタサ
濃ク カターク
濃々ト カターカタ
稀キ ピウゥスサル
稀サ アハサ
稀ク アハク
稀々ト アハクアハク
大ナル又太キ ウホキヲッキ　又

ウプサウフ　又
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オホキナーマイシヤ
大サ又太サ ウフサ　又

マイサシャ
大ク又太ク ウホサ又マイクサー？マイク
太々ト マイマイ
小キ又細キ又小サナル ゴマサ
小サ イミーメゴマサル
小ク ゴマサク
小々ト ゴーマーゴマ
長キ ナガ
長サ ナーサ
長ク ナーナ
長々ト ナガーナガ
短キ インツカサル　又

ツカサ
短サ 同インツカサ
短ク イツカサ
短々ト イツカサイツカサ
白キ スソサル
白サ スソサ
白ク スソースソー

シルクスソーサスソースソー
白々ト スソースソ

スソースソ
黄色ノ クィルズゥンイルノ
黄サ クズゥイルサ
黄ク クイルサクズゥンクズゥン
黄々ト クズゥインクズゥイン
黒キ フフヲ
黒色ノ フフヲイルノ
黒ク フフヲーフヲ
黒々ト フフヲフフヲ
赤キ アカ
赤色ノ アカイルノ
赤サ アカサ

このローマ字表記は のような音声的実現を示唆している。
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赤ク アカク
赤々ト アカーアッカー
青キ アウ
青色ノ アウイルノ
青サ アウーサ
青ク アウク
青々ト アウーアウ
清キ キリー　又

カイシャル
清サ キリー　又

カイシヤ
清ク キリー
美キ チヨラサリッパ　又

カイサシャ
美ク ミグト　又

チウラクリッパ
酸キ スーサル
　酸サ スーサ
　酸ク スーサ
甜キ アマサル
　甜サ アマサ
　甜ク アマクサ
辛キ カラサール
　辛サ カラサ
　辛ク カラクサ
苦キ ンガサール
　苦サ ンガサー
　苦ク ンガクサ　又

ンガーンガ
鹹キ サクスーカラサル
　カラサ サクスーカラサル
　カラク サクラスーカラサ
香バシキ カバサル　又

イーネウイ
　香サ カバサ
　香シク カバシクサ　又

イーネウイ
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臭キ フサヽル
　臭サ フサヽ
　臭ク フサク
腥キ ナマフサヽ
　ナマグサヽ ナマフサヽ
　ナマグサク ナマフサヽ
ケブキ キフスッサル
　ケブタサ キフッスサ
　ケブタク キフスウサ
眩ユキ ミープトルサル
　マバユサ ミープトルサ
　マバユク 同上
愛ラシキ カナシサールヽ　又

アツタラサール
　カハイラサ カナサ　又

アツタラサ
　カハイラシク カナシクサ　又

アツタラサ
睦キ ムツマサル
　ムツマシサ ムツマサ　又

イーナカ
　ムツマシク ムツマシクサル
心易キ ドーヤッサ
ヨキ ミシヤンイー
悪キ ヤニシャナ　又

ヤナモノ
面白キ ウムッサ
ウレシ

嬉キ サニッシヤ　又
ウリッシヤ

辱キ プコーラサ
難有キ フ゜コーラサ　プコーニハイ［中等］　又 ［一般］

スデカホー ［上等］
快キ イーコヽツ
稀少ナル マレナルモノ
憐レナル アハレナモノ　又

チクズゥモングルサリシャール
残念ナル ザンネンナモ　又
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クィズゥタネーモノ
悲シキ カナシイ
氣ノ毒ナル ドーグルサドーングリシヤ
四カクキ スカク　又

スボウユカド
円キ マルキ　又

モルモノ
廣サ ピソサ
狹サ シバサ
尖タル トガリ
曲タル マガルモノ
直ナル マスヽクナル
同ジキ ヨノモノ
同シカラサル ネユンモノ
似タル ネヤールモノ
似ザル ネユシモノ
中程ノ ナカゴルノ
軽キ カルサ
重キ ンブサル
　重キ物 ンブサルモノ
別ナル ビツモノ
常ノ ツニノ
肥タル パンタル　又

クワイタル
瘠タル ヤシタル　又

ヤーウガリタル
髙價ナル タカダイ
下直ナル ヤスダイ
誠ノ マクトノ
詐リノ イツワリノ　又

ユクレモノ
立派ナル デッパ　又

ミグト　又
カイシヤ

丁寧ナル テーニーナル

「ネユシ」と書かれているようだが、「ネユン」の間違いである。
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深切ナル シンヂツナル
不敬ナル ツヽスメ、ネンモノ　又

ボリーナモノ
情ノアル ジヨウアル　又

ナサキノモノ
情ノナキ ジヨウネンモノ
強キ ヅウサ
弱キ ユウサ
柔カナル ヤハラサナル
粗末ナル ヤナモノ　又

ソマツナモノ
アラキ アラサ
脆キ サパサ
硬キ ゴーフサ
堅キ カタサ
平？？ナル
古キ ホルキ
新シキ ミーモノ　又

ミーサールモノ
意地ノ悪キ ヤナクンジヨウ
キタナキ クイタナサ　又

ヤナー
忽体ナキ
可笑キ ヲカシモノ
　ヲカシキモノ バラウモノ
不思議ナル ピルマシーモノ
珍シキ シズラシーナル
イ フ ウ

異様ナル イフーナ
恠シキ アヤスサルモノ
餘議ナキ ユンドクルナヘ
眠サ ネビープサフ
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3
3.1

3.1.1

32

labial dental,
alveolar retroflex palatal velar glottal

stops unaspirated p [p] t [t] tr [ʈ] c [c] k [k] ʔ [ʔ]
aspirated ph [ph] th [th] thr [ʈh] ch [ch] kh [kh]
voiced b [b] d [d] dr [ɖ] g [ɡ]

3 Plaisier

西田 文信（2021）『言語記述論集』13: 179-187

180



affricates unaspirated ts [ts]

aspirated tsh [tsh]

fricatives voiceless f [f] s [s], sh [ʃ]

voiced v [v] z [z], j [ʒ]

nasals voiced m [m] n [n] ny [ɲ] ng [ŋ]
laterals voiced l [l]

approxi-
mant voiced w [w] r [ɹ] y [j]

voiceless h [h]

3.1.2
10

i ɯ[ɯ ɨ] u         

e o

ə

ɛ ɔ

a

3.2
C1C2C3VC4 C1 V

C2 /y, l, r/ C3 /y/ C4 /k, ng, t, n, p, m, r, l/ C1C2C3

1

C1/C2C3 y r ry l ly
ʔ
k
kh
g
ng
t
th
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d
p
ph
f
b
m
r
l
h
v

4

/p/ [p] : (voiceless unaspirated bilabial stop) 
: /pə/ [pə] < > /po/ [po] < > /pənka/ [pənka] < >

/t/ [t]:  (voiceless unaspirated alveolar stop) 
: /tə/ [tə] < > /tu/ [tu] < > /ting/ [tiŋ]< >

/tr/ [ʈ] : (voiceless unaspirated retroflex stop)

: /tre/ [ʈ e] < > /trat/ [ʈat̚] < > /trokchi/ [ʈok̚chi]< >
/c/ [c]: (voiceless unaspirated palatal stop)

: /cə/ [cə] < > /cim/ [cim]< > /cɔng/ [cɔŋ]< >

/k/ [k]: (voiceless unaspirated velar stop)
: /kə/ [kə] < > /ka/ [ka]< > /kup/ [kup̚]< >

/ʔ/ [ʔ]: (glottal stop)

: /ə/ [ʔə] < > /ap/ [ʔap̚]< > /ok/ [ʔok̚]< >
/ph/[ph]: (voiceless aspirated bilabial stop)

: /phə/ [phə] < > /phopho/ [phopho]< > /phur/ [phur]< >

/th/[th]: (voiceless aspirated alveolar stop)
: /thət/ [thət̚] < > /thal/ [thal] < > /tham/ [tham]< >

/thr/[ʈh]: (voiceless aspirated retroflex stop)

: /thri/ [ʈhi] < > /throm/ [ʈhom] < > /thim/ [ʈhim]< >
/ch/ [ch]: (voiceless aspirated palatal stop)

: /chət/ [chət̚] < > /chul/ [chul]< > /cho/ [cho]< >

/kh/ [kh] : (voiceless aspirated velar stop)
: /khamri/ [khamri] < > /khu/ [khu]< > /khek/ [khek̚]< >
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/b/ [b] : (voiced unaspirated bilabial stop)

: /bam/ [bam]< > /bər/ [bəɹ]< > /bol/ [bol]< >
/d/ [d] : (voiced unaspirated alveolar stop)

: /də/ [də]< > /da/ [da]< > /duk/ [duk̚]< >

/dr/ [ɖ] : (voiced unaspirated retroflex stop)
: /dri/ [ɖi]< > /dre/ [ɖe]< > /dram/ [ɖam]< >

/g/ [g] :  (voiced unaspirated velar stop)

: /gəl/ [gəl]< > /gap/ [gap̚]< > /gun/ [gun]< >
/ts/ [ʦ] :  (voiceless unaspirated alveolar affricate) 

: /tsa/ [tsa]< > /tsar/ [tsaɹ]< > /tsɔk/ [tsɔk̚]< >

/tsh/ [ʦh] : (voiceless aspirated alveolar affricate)

: /tsha/ [tsha]< > /tsho/ [tsho]< > /tshuk/ [tshuk̚]< >
/f/ [f]: (voiceless labiodental fricative)

: /far/ [faɹ]< > /fo/ [fo]< > /fal/ [fal]< >
/s/ [s] : voiceless alveolar fricative

: /sə/ [sə]< > /saka/ [saka]< > /sam/ [sam]< >

/sh/ [ʃ]: (voiceless postalveolar frivative)
: /shə/ [ʃə]< > /sha/ [ʃa]< > /shap/ [ʃap̚]< >

/v/[v]: (voiced labiodental fricative)

: /vi/ [vi]< > /vam/ [vam]< > /vɔm/ [vɔm]< >
/z/[z]: voiced alveolar fricative

: /zo/ [zo]< > /zuk/ [zuk̚]< > /zang/ [zaŋ]< >

/j/ [ʒ] : (voiced postalveolar fricative)
: /jam/ [ʒam] < > /jer/ [ʒeɹ]< > /jel/ [ʒel]< >

/m/[m]: (voiced bilabial nasal)

: /mə/ [mə]< > /mik/ [mik̚]< > /malmal/ [malmal]< >
/n/[n]: (voiced alveolar nasal)

: /na/ [na]< > /nam/ [nam]< > /nɔr/ [nɔɹ]< >

/ny/[ɲ]: (voiced palatal nasal) 
: /nyim/ [ɲim]< > /nyo/ [ɲo]< > /nyak/ [ɲak̚]< >

/ng/: [ŋ] (voiced velar nasal) 

: /ngu/ [ŋu]< > /ngam/ [ŋam]< > /ngak/ [ŋak̚]< >
/r/[ɹ]: (voiced unaspirated trill)

: /ra/ [ra]< > /ring/ [ɹiŋ] < > /rɔng/ [ɹɔŋ]< >

/w/[w]: (voiced rounded labial-velar approximant)
: /wə/ [wə]< > /wong/ [woŋ] < > /womu/ [womu]< >

/l/[l]: (voiced alveolar lateral approximant)
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: /lan/ [lan]< > /lavo/ [lavo]< > /lapan/ [lapan]< >

/y/[j]: (voiced palatal approximant)
: /ya/ [ja]< > /yu/ [ju]< > /yong/ [joŋ]< >

/h/[h]: (voiceless glottal fricative) 

: /hə/ [hə]< > /ha/ [ha]< > /han/ [han]< >

2

2

i e ɛ a ɔ o u ɯ ə
p
py
pr
pry
pl

ply
t

ty
tr
c
k
ky
kr
kry
kl

kly
ʔ
ʔy
ph

phy
th

thy
thr
ch
kh

khy
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kl
b
by
br
bry
bl

bly
d
dy
dr
g
gy
gr
gry
gl

gly
ts
tsh
f
fy
fr
fry
fl
fly
s

sh
v
vy
z
j

m
my
mr

mry
ml
mly

n
ny
ng
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ngr
ngry

l
ly
w
r
ry
y
h
hy
hr
hry
hl

hly

5
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タヤ・マ 語巴俄 方言の語彙資料（日英対照）

鈴木博之 才譲三周 四郎翁姆
復旦大学 ロンドン大学 ボン大学

キーワード：チベット・ビルマ諸語、羌語群、チャムド、基本語彙

はじめに
本稿では、タヤ・マ 語巴俄 方言の語彙資料（約 語）を提示す
る。見出し語は日本語・英語を併記し、意味分類に基づいて配列する。加えて、借用語と認め
られる語形式には、来源を示す。
タヤ・マ語は、チベット自治区昌都 市察雅 県に分布するチベット・

ビルマ系言語の１つであり、羌語群に属すると考えられる（ ）。分布
域は察雅県香堆 鎮、榮周 郷、擴達 郷、宗沙
郷、阿孜 郷、白日 郷が報告されている。本稿で記述するのは、白日郷巴俄

村で話される方言で、 方言と呼ぶ。分布地点については、図１を参照。
香堆鎮で話されるタヤ・マ語（ 方言）は、語彙資料が公開されている（ ）。

また、 はタヤ・マ語の諸相を記述している。一方、察雅県の
カムチベット語を取り扱う先行研究には、 や な
どがあるが、それらにタヤ・マ語に関する記述は認められない。
タヤ・マ語の南には姉妹言語にあたるラロン・マ 語 の分布域がある。その周
辺はカムチベット語の分布域によって囲まれている。タヤ・マ語とラロン・マ語の分布域の間
にもカムチベット語の分布域を挟んでいる。詳細は を参照。

方言の資料収集は、第２・第３著者が 年昌都市内で行った。発話協力者は若年
層に属する男性１名で、察雅県白日郷巴俄村出身である。やりとりにはカムチベット語を用い、
準備された語彙調査票と文例集（ ）に従って、カムチベット語から
方言への口頭翻訳を通じて記録した。
語彙集の見出しの順序は、 で使用した語彙集に基づく。同様の構成を
とる語彙集には、 のラモ語（ 方言）、ラロン・マ語（ 方言）、タ
ヤ・マ語（ 方言）の対照語彙と、 のラモ語（ 方言）のものがある。

チベットの地名など固有名詞で漢字で音写されているものには、 内にチベット文語（蔵文）形式
を添える。なお、蔵文は に基づく転写方法を用いる。
ラロン・マ語の概要については、 を参照。
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図１：タヤ・マ語の分布地域と巴俄村の位置
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方言の音体系
タヤ・マ語 方言の音体系は以下のように整理できる。音節構造、子音体系、母音体

系、声調に分けて掲げる。
本稿で用いる音表記は、分節音については、国際音声字母 で規定されるもののほか、朱
曉農 で明確に定義される主に中国で使用されている音声記号も断りなく用いる 。超分
節音については、 の方法を基本に、必要に応じて拡張したも
のを用いる。

音節構造
音節構造は、鈴木 を参照して以下のように記述する。

このうち （主子音）と （音節核の母音）が必須である。

子音
音節構造の主子音位置に現れる音素の一覧は以下のようになる。

∗

閉鎖音 無声有気 ú

無声無気 ú P

有声 ã å

破擦音 無声有気 C †

無声無気 C †

有声 ý

摩擦音 無声 C X

有声 ý J G K H

鼻音 有声 ő N ð

無声
˚ ˚

ő̊ N̊

流音 有声
無声

˚
半母音 有声
∗ 両唇； 歯 歯茎； そり舌； 前部硬口蓋； 硬口蓋； 軟
口蓋； 口蓋垂； 声門

以上の体系について特に注意が必要なのは、以下の点である。

チベット系諸言語における音表記については、 を参照。
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• † のついた音は、チベット系諸言語からの借用語にのみ認められる 。ただし、本来語で
も前部硬口蓋破擦音の自由変異として現れることがある。

• 硬口蓋摩擦音は自由変異として前部軟口蓋における摩擦を伴う事例も認められる。

母音
母音には、舌位置の対立と口母音 鼻母音、非きしみ音きしみ音による特徴に分かれる。

口母音 E A O W 0 @ 8

鼻母音 Ẽ Ã Õ 0̃ @̃ 8̃

きしみ口母音
˜

E
˜ ˜

A
˜

O
˜ ˜

0
˜

@
˜

8
˜

きしみ鼻母音 Ã
˜

以上の体系について特に注意が必要なのは、以下の点である。

• きしみ音の音声実現には、きしみ音のほかに、音節末における軽い声門閉鎖音 ĳ や歯茎
における閉鎖 として現れるものがある。これらは自由変異とみなすことができる。

• きしみ鼻母音は、記録した資料の中には例が少ない。

声調
語声調で２種類が区別される：高 ¯ と低 。
声調を担う領域は語頭から２音節目までで、それ以降は弁別的な高さはなく、低平であること
が多い。多音節語で１音節目のみに弁別的な声調が現れる場合、１音節目ののちに で示す。
一方で、複合語については、１つの語の中で成分（形態素）ごとに上述の規則が適用された
声調を担うことがある。語ごとに決まっているようであり、表記 は音韻論的に重要である。

語彙リスト
見出し語は日本語とし、続いて英訳、タヤ・マ語 方言の形式、備考の順で配列する。
備考欄では、借用語の来歴と動詞形態について述べる。同一の見出し語に複数の語形が与えら
れる場合、 で区切り、かつ改行して掲げる。なお、語彙表には以下の略号を用いる 。

１人称
２人称
３人称
漢語

判断動詞

向自己
存在動詞

否定
第１音節
第２音節

第３音節
第４音節

感知
判断

チベット文語形式

この音特徴は、昌都を中心とする地域で話される諸言語に認められる。
証拠性の体系についての詳細は、 を参照。
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語義 方言
頭 JO

˜
髪 O

˜
脳 J@

額 0 E

目 ¯ A

眼球 ¯ A

涙 @ GA @

盲目の @

鼻
˚

鼻水 ¯
˚

耳 ¯ C
˜

口
唇 ő̊ C

舌
˜

歯 A

虫歯 A @ 0 @ @

唾 ő ýE

痰 ő ýE 8 @

呼吸 ¯ @ ú @

声 ¯ @

咳 ¯ @
˜

@

くしゃみ E @
˜

@ @

あくび ő @ @

げっぷ P̄ ő@

あご @

顔 N

恥じる N E

頬 N

口ひげ ¯ W

あごひげ H ý@

首 @ H

うなじ @ H

手首 A

手 A

手のひら A

指 C C N @
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語義 方言
爪 ¯ W

拳 ¯ W W

胸 úÃ N

乳 X8
˜

肋骨 C @ O

肺 H̄

心臓 ő̊

腹
内臓
腸 H ýW

胃 ¯ @

肝臓 ¯̊ő C

背 H̄ E

腰 ¯

牛糞 C@

馬糞 H 0
˜

トイレ C

膝 ¯

脚 N W

下腿 ¯ C

ふくらはぎ ¯ C

足 ¯ Õ

体 H̄

死体 @ ő

毛 ¯

皮膚 E

ほくろ ¯
˚

膿 H̄ E

汗 8 @

骨 C @ O

権力 H Ã C

見る ¯ NẼ の形式
聞く ¯ @ NẼ の形式
聞こえる ¯ @

笑う H @

泣く @
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語義 方言
叫ぶ H Hã @

服
上着 Õ H ý

チベット服 8 8

袖 ¯

着る @ N

脱ぐ ˚ @ Ã

帽子
˜

雨傘 ¯ @ H 0 @ ¯ @

ズボン ¯
˚

Ã A
˜

ベルト ¯ Ã @

襟 0̃ O O E

靴 P@ ú @

裸足 ¯ A

綿の布 0̃ O

亜麻 0̃ O N @

羊毛 H ý @

櫛 ú ú A

指輪 N A

ネックレス ¯ A C

装飾品 H̄ ýẼ C

はさみ ¯ C

針 JA

食べ物 E

米 ï̄ãE

小麦 ú

大麦
˜

豆 E

小麦粉 H A A

ツァンパ 8
˜

じゃがいも A A

肉 ˚ A

たまねぎ
にんにく H E

野菜 8 E

りんご
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語義 方言
桃 ¯ Ã

種 A

魚 ő@

卵 H̄ NE

塩 ¯ A

蜂蜜 H A

油
˚

@ A

脂肪 ¯ E
˜

バター
チーズ 0

牛乳 X8
˜

ヨーグルト E

水 ¯ C@

茶 ý@

粥
酒 P A

˜
酔う H@ E

煮る の形式
コック H̄

揚げる の形式
沸騰させる @̃ の形式
熟れる @ A @

食べる
なめる H @̃ の形式
噛む ő Ã

飲む H@ ˚

吸う
唾を吐く ő ý の形式
腹が減る H̄ @

喉が渇く G

味 ú

おいしい P̄ 0 @

甘い P̄ ¯ W @

からい ¯ P̄ H A @

苦い P̄ A @

酸っぱい ¯ @ ő ú
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語義 方言
腐る @ úA H

家 ¯ C

村 ú E

家を建てる ¯ C @ @ の形式
門 E

˜
柱
梁 H̄

土壁 C
˜

窓 C
˜

火
煙 @ W H @ @

灰 ¯ C @̃

炭 A ú

火を消す @ ¯ Ã の形式
燃える @̃

テーブル ú @

椅子 ¯ @ CA

クッション H Ẽ

座る @ Ẽ の形式
ベッド ő

枕 @ CÕ

横になる ¯ ¯ E

寝る H̄ő

いびきをかく 0 NA @ @

夢 ¯ @ Ẽ

夢を見る ¯ @ Ẽ @

立ちあがる @ @ E

井戸 ¯ C@ Ẽ

閉める ¯ C ¯ Ã の形式
開く ¯ C @ @ Ã の形式
道具 A C

鏡 ¯ H

ガラス ¯ H

皿 H

スプーン @ @

甕 H
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語義 方言
水をくむ ¯ C@ @ G@̃ の形式
ひしゃく ùA @

注ぐ @ の形式
ナイフ O CÃ CÃ

柄
刃 O

ハンマー ¯

釘 @ E

鋸 ¯

斧
鎌 8 HE

ショベル ő ýA E

埃 E

拭く ¯ C ¯ @ N0

箱 E A CÃ

蓋 ¯ C

かご
縄 A

˜
棒 @ H 0

˜
はしご HýA

成長する Hý A

生きている ¯ 8̃

太った ˚ A @ Hã

やせた ú @

疲れた ¯ E

病気 A

風邪をひく
けがをする H̄ E

痛い A

かゆい @ ¯̊ @ @

薬 ¯
˚

Ẽ
˜

医者にかかる H A
˜

殺す ¯
˜

死ぬ @

神
˚
E

殴り合う @
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語義 方言
口げんかする ¯ H

勝つ @

負ける ¯ A

逃げる ˚ E

追いかける P̄@ @ ˚ E @ @ @

剣 A

弓 ï̊ú A

矢 ï̊ú A

人 @ őE

男 C E

女
˚

A

赤ん坊 CÃ CÃ

子供 C A C

男の子
女の子

˚
A CÃ CÃ

女子
˚

A CÃ CÃ

老人 ¯ Ã G@

父 P

母 P

父母 P P

祖父 P ő

祖母 P

父方のおじ P W

母方のおじ P

父方のおば P O

息子 A

娘
˚

A

兄弟姉妹 @ 0 @

姉
˚

Ã

夫 N H ő ý

妻 N H ő ý
˚

A

嫁 CA
˜

結婚 H

使用人 H O @

村落 H

銃を撃つ @ E
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語義 方言
矢を射る ï̊ú A

田畑
仕事 E E

休憩する E @ Ã

の形式
田を耕す E E E ¯ E

皮をむく A E W Ã

の形式
行く ¯ Ẽ の形式
来る E

出ていく
˚

入る 0 @ E

曲がる E E ő ý

曲がった ¯ A Ã Ã

到着する ¯ W @ ¯

止まる @ 8

歩く C̄

走る H ý ¯ Ẽ の形式
速い H ý ¯

遅い
這う ő ýW

乗る 8

道 @

橋 @̃ E

車 ¯ ú

船 C ú A
˜

言葉 ¯ Ã

話す ¯ Ã Õ

言う ¯̊ő@ @

尋ねる @ ¯ A

うそをつく H

書く @̃ の形式
呼ぶ ¯ Ã Õ

名前 ¯

遊ぶ ¯ ¯

歌う HýE ¯
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語義 方言
踊る HýE @ ú̄

売る ¯ @ の形式
買う ¯ @ の形式
商売 ¯ ¯ N@

価格 G @

安い CÃ CÃ

紙幣 HẼ

貸す H @̃ の形式
借りる H @̃ の形式
送る ¯ @

出会う @ H Ã の形式
待つ ¯ @ @ @

殴る @ @ Õ の形式
助ける ïã0 の形式
噛みつく @ @ ¯ E

取る @ H @̃ の形式
手にする @ C の形式
捕まえる @ の形式
放す A CÃ

投げる CA ¯

盛りつける Hý Ã

投げ捨てる @ 0 ¯ @̃ の形式
押す ¯ @ H ¯ 8̃ の形式
押しつける C の形式
引く @ C の形式
背負う H E E @ ¯ @ C

の形式
蹴る ¯ @ E @

踏む C の形式
使う @ ¯ C @̃

便利な Ã

入れる Ã

探す ¯ E

見つける ¯ @

置く ¯ @ C

開ける ¯ @ @ @̃ の形式
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語義 方言
掛ける ¯ @ C @̃ の形式
する @ E @̃

壊す @ CA
˜

直す @ E @̃

裂く C N E

曲がる @ N 0

折りたたむ ¯ C Ã

洗う @ HK の形式
締める H̄ A @

緩める ú̄ の形式
かぶる H̄ A @

腫れる @ A

つなぐ @ @ の形式
切り落とす @ ¯ の形式
切れる @ ¯ @̃ の形式
混ぜる ¯ Õ の形式
掘る Õ の形式
始める N @

停止する ¯ Ẽ C

動く ¯ @ ð̄å ðå

跳ねる ¯ Ẽ Ẽ

上る H̄

昇る E @

下る ú

水に浸す ¯ C@

乾いた
選ぶ H̄ A

考慮する ¯ A @ @ の形式
知っている

˜
忘れる H

教える ú̄ @̃ の形式
学ぶ A @

恐れる A A @

好きである H@ H

けちな @

うれしい ¯ H@ H
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語義 方言
悲しい ¯ @ H

奇妙な ¯̊

腹を立てる ¯ @ E @̃

忙しい 8̃ A
˜

@ N̊ A

の形式
賢い H ý @

心 @ őE ¯ @̃

天 N̊ E

天気 H̄ @ N@ C

雲 H̄ 0̃

霧 A E ¯ @ @ @

雨 @

雨が降る @

雷 ïã@
˜

@

稲妻 H̄

˚
虹 ¯ @

雪
˜

氷 ¯ Ã

溶ける ïã@

太陽 ő

月 H̄

˜
星 E

影 ú@ A
˜

明らかな ¯ 0 @

暗い @ A
˜

静かな H̄ ýÃ 8̃ 8̃

熱い ¯

寒い @ ¯ Ã @

暖かい A
˜

A
˜

Ã @

山 @ N

谷 @ N H N̊ C

森 A
˜

平原 A

E ¯ @

湖 ˚

川 ¯ C@ E @ H @
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語義 方言
水 ¯ C@

泡 A
˜

A
˜

C

沈む 8 A

浮く H

˜
流れる @ ¯ E

滝 ¯ C@ @ @

岸 C N G@ ¯ E

石山 @ N

波 ¯ C@ @ H @

石 H

砂 C0 E

土 A
˜

鉄 CA
˜

W

金 ¯ @

銀 H̄N

銅
松 ¯

˜
Ã H

˜
@

木 ¯

草
幹 Hã @ @

木の皮 A E

枝 ý Ã G@ @ E

葉 @
˜

とげ ˚
˜

花 @
˜

根
˜

8

生長する @ @

枯れる @ ðå@

動物 Ẽ @

家畜 H̄ @

野生の獣 @̃ CẼ

牛 O
˜

鳥 C

魚 ő@

虫 @ O

犬 ¯ O
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語義 方言
馬 H

ロバ @ @

騾馬 ú0

ヤク H̄ã@

ゾ ïãO
˜

山羊 ˚ @

ぶた ¯ A
˜

鶏 N@ A

虎 ¯ A
˜

熊 õ
˜

狼 H̄ 8
˜

鹿 C E

大猿 ¯ @ H @

猿 P̄

うさぎ ï̄ã
˜

ねずみ ˚ O
˜

象 H Ã C

鶴 ¯ @

からす ¯ E

ふくろう H

蝶 N@ O

蟻 ¯ @ H ý Ã

蜜蜂 A

ハエ ¯ @ A A

蚤 H @

しらみ ú @

蛙 @ H E
˜

角 ¯̊ïú
˜

毛
˜

皮 A E

爪 HJE
˜

ひづめ ¯ C@

尾 H E

嘴 ő̊ C @

羽 H @

羽毛 H ú
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語義 方言
鳥の巣 C @ ¯ @

飛ぶ N A @

泳ぐ ¯ C@ C

卵を産む H̄ NE C

円形の @
˜

@
˜

¯ @

鋭利な ¯̊
˚

@

鈍い ú @

なめらかな ¯
˜

平らな @
˜

H
˜

もの H ý A

大きい @ ¯ Ã @

高い @ ¯ 0 O @

小さい ¯ CÃ @

太い @ ¯ A @

長い @ ¯ 0 ú

短い CÃ CÃ C

やせた ¯ @ @

厚い @ ¯ A @

薄い CÃ CÃ

色 O
˜

赤い ő ő O

青い N̊@ N̊O

黄色い @ O

白い ú @ ú Õ

灰色の ¯ C CE

黒い A Ã

染める ¯ 8 @

声 ¯ @

におい ú@ E

強い C̄@
˜

¯ Ã @

弱い C̄@
˜

CÃ @

正しい Ẽ ¯ C Ã

よい A N @ C @

悪い H @
˜

@

簡単な E H̄ N@ C @

難しい E G
˜

N@ C @
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語義 方言
きつい A N @ C @

ゆるい P̄@
˚

N@ C @

やわらかい ő̄ ýÃ

ざらざらの ¯ A
˜

N @ C @

古い H̄ő E

新しい ¯ E

美しい @ N̄ E N@ C @

醜い H̄ N @ C @

清潔な ¯ ã
˜

E N@ C @

汚い ¯
˜

E N@ C @

硬い @ N̄ E
˜

N@ C @

やわらかい
˚
@
˚
@ C @

前 ¯

後ろ H
˜

E

側面 ¯ @ @ @

中間 ¯ C @

上 H̄

下 HE
˜

中 H@

外 ¯

右 ¯ 0 @ @

左 @ 8

近い A @ @

遠い A

高い @ ¯ 0 ˚

低い @ E

深い A @ @

浅い úÃ C N@ @ C @

一緒に A
˜

満ちた @

空の H E

方向
明け方 ¯ A N N

朝 ¯ A N

正午 ő

夕方 ú
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語義 方言
夜 ˚ Ẽ

真夜中 ő ý0

早い ¯ A N

遅い ¯ A N N ¯ A

今 H C @
˜

先に ¯̊N C@̃

後で @ E
˜

常に H 0 @ N

ときどき C C

今日 P@ C Ã

昨日
明日 ¯

˜
あさって A

˜
毎日 H 0 @ N

日にち E

週 C̄ C

月 E

年 ¯

年齢 ¯

春 H̄ E

夏 H̄ E

秋 0̃ E

冬 ˚
N

数字 úA

一 @ A

二 ő̄

三 Ã
˜

四 HG@

五 N

六 ¯ C
˜

七 ¯
˚

八 ¯ C@
˜

九 ð̄å@
˜

十 H

十一 H @
˜

十二 H ő
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語義 方言
十三 H Ã

˜
十四 H HG@

十五 J N

十六 H C
˜

十七 H
˚

十八 H CE

十九 H ðå@

二十 A

二十一 ő W ¯

二十二 ő W ¯ Hő

二十三 ő W ¯

三十 W

四十 HG W

五十 HN W

六十 ú CW

七十 H 0̃ CW

八十 H ý CW

九十 H W CW

百 H̄ ý@

二百 @ H ý@

三百 O
˜ ˜

千
二千 ¯ ú A H̄ő

三千 ¯ ú A ¯ Õ

万 ú̄ @ @ A

二万 ú̄ @ H̄ő

十万 ú̄ @ H

百万 ú̄ @ H̄ ý@

一回
˜

@

倍 A

それぞれ ¯ C E

第一 P̄ Ã

第二 E

第三 O
˜

E
˜

最後 E

すべて ¯ O
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語義 方言
みんな ¯ E ¯ O

完全な H̄ã ¯ O

半分 ¯ C E

量る H @ ¯ Ã

秤 H ý E

重い H ý

軽い H̄J@

多い @

少ない A A @

私 N@

私たち ú

私たち２人 ő

あなた A

あなたたち A ú

彼 彼女 それ őÕ

自分
これ ¯

あれ ¯ C
˜

この P̄@

あの ¯ E W

ここ P̄@ @

あそこ ¯ E W

誰 ¯ W

何 ¯ @

どれ ¯ 0

どんな ¯ 0

どこ ¯ @ @

いつ ¯ 0

どれくらい ¯ 0

いくつか ¯ @ @

与える @

いろいろな ïãE @ ïãE

おそらく @ @ @

まだ P

さっき P C

一緒に O
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語義 方言
O @ E

˜
である N

である C @̃

でない C @̃

ある A

ある ő ý

ある ¯̊N

できる A

同じ ¯ C @

別の @ ïãE

話す Ã

ありがとう H ú E

付記
本研究に際しては、 年度日本学術振興会科学研究費補助金若手研究 「チベッ

ト文化圏東部の未記述言語の解明と地理言語学的研究」（研究代表者：鈴木博之、課題番号
）および 年度日本学術振興会科学研究費補助金基盤研究 「高精細度広

域地図による中国および隣接する多言語地域の地理言語学的研究」（研究代表者：遠藤光暁、課
題番号 ）の援助を受けている。
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下地皆愛方言のアクセント体系に関する予備的報告

セリック・ケナン
国立国語研究所・

キーワード：宮古語、下地皆愛方言、アクセント体系、複合アクセント法則

本稿では、調査結果に基づき、南琉球宮古語
しもじ

下地
みなあい

皆愛方言のアクセント体系に関する予備的
報告を行う。具体的に次の 点を明らかにする。すなわち、第一に、宮古語の他の方言と同様に
各アクセント型の実現を正しく記述するために「韻律語」という韻律的単位を想定する必要が
ある。第二に、単純名詞の環境では つの対立するパターンしか観察されないのにもかかわら
ず、複合アクセント法則が適用される、生産的に作られる複合語においては つの対立するパ
ターンが現れる。その結果、皆愛方言のアクセント体系は 種類のアクセント型が区別される
と分析しなければならない。なお、各名詞のアクセント型の所属を明らかにするための新しい
調査パラダイムを提示する。第三に、各アクセント型の音韻的な解釈を提案する。第四に、名詞
に関する所属語彙の情報を付録の形で提示する。

はじめに
南琉球宮古語に所属する多良間方言が 型ではなく、 型のアクセント体系を持つという発
見 松森 以来、宮古諸方言のアクセント体系に関する記述的研究はすさまじい速さで成
果を挙げてきた。特に、宮古諸方言のアクセント体系を正しく記述するために、文節とモーラ
（あるいは音節）の間に位置し、「韻律語」と名付けられた韻律的単位が必要であることが分かっ
てから 五十嵐 、その新しい理論的な枠組みを駆使して数多くの研究成果が蓄積
されてきた（例えば 、セリック 等）。
その中で各方言における「韻律語」の実態が今もなお議論の対象となっている。従来の研究
は韻律語の統一的な定義を想定した上で、宮古語の複数の方言のアクセント体系を捉えようと
してきた 五十嵐 。しかし、個別方言の記述を深めたごく最近での研究では、韻律語の
韻律的な位置付けが方言ごとに異なる可能性があるという指摘が見られる セリック・青井 印
刷中 。よって、個別の方言を対象とした精密な記述を通して、各方言の内部的な基準を明らか
にし、韻律語の実態を吟味する必要がある。
さらに、宮古諸方言のアクセント体系のもう一つの重要な特徴として広範囲に渡るアクセン
ト型の中和現象がある。「中和現象」とは、音韻的に対立する つのアクセント型が特定の環境

本研究は 科研費 、 の助成を受けたものです。本稿の執筆にあたり、山岡翔氏から有
益なコメントを多くいただきました。特に各アクセント型の音韻的な解釈は山岡氏の指摘によるところが多くて、
ここで感謝の意を表します。なお、いつも調査に協力してくださる長間三夫氏と友利京子氏に心より感謝を申し
上げます。
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において同じ実現を示し、区別されなくなる現象のことを指し、日本本土諸方言を含めて多く
の方言で観察される（東京方言の「鼻」と「花」の単独の発音などはその例である）。このよう
にアクセント型の中和は決して珍しい現象ではないが、宮古諸方言で観察される中和は広範囲
に渡って起きているばかりでなく、環境によって中和するアクセント型の組み合わせが変わっ
たりするなど、非常に複雑な現象となっている。
しかしその中でも極端な例が報告されている。与那覇方言は つのアクセント型（ 型・
型・ 型）が対立すると分析されている 松森 が、想定されている 型と 型の中和範囲
が異様に広い。つまり、 つのアクセント型の対立は複合語の前部要素の位置でしか観察されな
い（ただし、 型と 型の 拍名詞はこの環境で中和する）。これに対して、単純名詞のどの環
境でも 型と 型は全く同じ実現を示しており、完全に中和している。言い換えると、 型と
型の単純名詞（名詞語根）は単純名詞としてどの環境でも同じ音調を示し、全く区別されない
ものの、複合語のパターンを元に異なるアクセント型に所属していると分析されている。
このような分析がなされているのは「複合アクセント法則」、すなわち複合語全体のアクセン

トが前部要素のアクセント型によって決まるという法則がその方言において成立しているとさ
れているからである。確かに「複合アクセント法則」が成立していれば、複合語全体の音調を前
部要素の特性として解釈することができる。そして、複合語において 種類の異なる音調が観
察されるならば、その必然の結果として、これらの複合語における前部要素はお互い対立する
種類のアクセント型に分かれるということになる。
この議論は筋がよく通っていると言える。しかし、与那覇方言についてデータがほぼ公表さ
れていいないこともあり、この方言が 型のアクセント体系を持っているという決定的な証明
には至っていない。先行研究の問題点として、第一に、前提となる「複合アクセント法則」は
独立の根拠で実証されていない、第二に、調べられた複合語の数が明らかにされていないため、
なされている一般化の妥当性については評価しづらい 、第三に、調べられた複合語は生産的な
過程によって生成された複合語ではなく、「水瓶」のように（琉球の伝統的な農業社会において）
日常的な物を指すなど、語彙的に登録されている可能性のある複合語である、の 点が挙げら
れる。つまり、異なる分析として、語彙的な複合語はその音調と共にレキシコンに登録されて
いると想定することができ、その場合、複合語で観察される つの対立するパターンは前部要
素の特性としてではなく、複合語自体の特徴として解釈することができる。その結果、単純名
詞においてアクセント型の 項対立を認める必要性がなくなる。どの分析が妥当であるかを決
定するためには、生産的に形成される複合語のみを対象とした上で、健全な一般化ができるよ
うに十分なデータを収集する必要がある。
以上のことを踏まえて、本研究では宮古語の個別方言である下地皆愛方言を取り上げ、その
方言のアクセント体系の精密な記述を目指しつつ予備的な報告を行う。特に、皆愛方言に焦点
を当てるのは与那覇方言と同じ問題があるからである。つまり、単純名詞は つのパターンし

松森 はデータの数を記しておらず、調べられたアクセント資料も公表していないので、どれぐらいのデ
ータに基づいて一般化がなされているのかを知ることができない。その結果、提案されている分析に不透明性が
生じてしまい、結論が正しくてもその妥当性が評価しにくくなっている。
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か観察されないのに対して、複合語は つのパターンが観察される セリック 。従って、
本稿では、皆愛方言に即した調査パラダイムを考案・駆使しながら、そのアクセント体系に関
する予備的な分析を提示する。

背景
皆愛方言

みなあい

皆愛方言は南琉球宮古語の一方言であり、宮古島の下地地域に位置する皆愛集落で伝統的に
話されている。皆愛集落は、

ひらら

平良方面からの一家に加えて
うえち

上地集落と
よ な は

与那覇集落からの移住者
で近世末期にできたという 畑 。セリック で指摘されているように、皆愛方言
は上地方言に近いため、上地集落からの移住者の方が多く、彼らが話していた方言が今日の皆
愛方言のベースになったと推測することができる。

図 宮古諸島の位置と宮古島の集落

皆愛方言の主な先行研究は文法の簡略記述・テキスト・語彙集を収録したセリック と
アクセント体系の予備的結果を報告したセリック がある。音素体系を に
挙げる。
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皆愛方言の音素体系 セリック
子音：
母音：
長母音：

音調（高音調・低音調）付与の単位は拍である。音調付与の対象となる分節音は母音、音節の
核を成しうる 、 、 、 、 の子音と二重子音の前半である。アクセント体系に関する予備的
結果については次節で述べる。

皆愛方言のアクセント体系に関する予備的結果
セリック は 拍から 拍の単純名詞を対象に「単独発話」 、「 」、

「 話 」、「 」（ は対象語）の つの環境における音調を調べた
結果、少なくとも つのアクセント型が対立することを示した。 に示すように 、ピッチの下
降の位置によってアクセント型の明瞭な対立が観察される。 においてピッチの下降がより早
い位置で実現する型は「 型」、それに比べてピッチの下降が 拍分遅い型は「 型」と名付け
られる。

「井戸へも 」（ 型）
「皮へも 」（ 型）
「中へも 」（ 型）

セリック より

このように、単純名詞において少なくとも つのアクセント型が対立することが明らかにさ
れたが、十分な数の枠文について調べられてこなかったため、各アクセント型の特徴について
は一般化がなされていない。また、皆愛方言における韻律語という韻律的単位の必要性やその
実態についても明らかにされていない。
次に、 つの構成要素から成る複合語の音調に関する結果が報告されている。複合語は単純名
詞と違って、 つの異なる音調が観察される 。「平板型」の複合語はそれ自体を含む文節に
ピッチの下降が実現せず、高く発音されている。これに対して、「下降 型」と「下降 型」の
複合語はそれ自体を含む文節にピッチの下降が実現する。具体的に言うと、下降 型では後部

本稿で採用している表記については次の点に注意されたい。破摩子音は 文字で表記しているが、 つの音素で
ある。ただし、これに対して、 、 、 、 と 文字で書いている音声はそれぞれ 、 、 、 のよう
に子音とグライドの連続として解釈される。長母音は母音の連続としてみなさないため、 の表記を採用してい
る。なお、 が短子音である場合 として実現し、それを で表記している。
単独発話では、文末の下降イントネーションが被さるため、アクセント型の中和が非単独環境に比べより広範囲
に起きる。アクセント型の対立を主眼に置いている本稿では、単独発話の音調は扱わない。
本稿で掲げる例においては、アクセント型を上付きの小文字で、接語境界を「 」、複合語境界を「 」、接辞
境界を「 」で表し、ピッチの局所的な下降と上昇を「 」の記号で示す。なお、接続形、つまり、対象の語が
入っている文節の後に述語などが続くアクセント資料は対象の語が含まれる文節以外の部分を省略し、「 」の
記号を添える。
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要素のところに、下降 型では前部要素のところにピッチの下降が実現する。

平板型： 「台風の話を 」
下降 型： 「種豚の話を 」
下降 型： 「瓦葺の家の話を 」
セリック より

ここで特に注目されるのは平板型と下降 型の複合語の前部要素である。なぜならば、 に
挙がっている複合語の前部要素は同じ 型に属しているからである。つまり、単純名詞の環境
では同じ 型と認定されながらも、語によっては複合語の前部要素になると つの異なる音調
が観察される。このような分裂をどのように解釈するべきかが問題となる。
セリック ではこの問題に対して答えを与えていないが、 語の複合語を調べた結
果、「平板型」と「下降 型」の分裂の分布が琉球祖語で再建される前部要素の系列 服部

大山 松森 五十嵐 に沿っている傾向
があることを示している。具体的に言うと、 系列と 系列の単純名詞は同じ 型の音調で実
現しており、完全に合流しているように見える一方、 系列の前部要素を含む複合語は平板型、
系列の前部要素を含む複合語は下降 型になる傾向が認められる セリック 。
このように、複合語に見られる「平板型」と「下降 型」の対立が明らかに古い言語状態の保
持であると解釈できる。しかし、共時的な観点ではこの対立をどのように分析できるかは必ず
しも自明ではない。例えば、皆愛方言では「複合アクセント法則」 上野 が成立してい
れば、複合語全体の音調が前部要素のアクセント型で決まるということになるので、平板型と
下降 型の対立を前部要素のアクセント型の対立（ 型・ 型）として分析できる。しかし、こ
れに対して、複合語の中で語彙化した語があると想定することもできよう。つまり、複合語そ
のものが音調の情報と共に語彙目録に登録されているという言語状況も考えられる。前者の解
釈を採用した場合、つまり、単純名詞レベルで 型と 型の対立が指定されると分析した場合、
「単純名詞の全環境」という非常に広い中和環境を想定する必要が生じる。そして、当然の結果
として、 型と 型の所属の習得が「複合語の前部要素」という非常に狭い環境に基づいていな
ければならなくなる。
以上、先行研究の予備的結果について述べたが、未解決の問題として、 韻律語の単位の認
定、 共時的に対立するアクセント型の数、 各アクセント型の実現およびその音韻的な解
釈、の 点の問題が挙げられる。本稿では、各アクセント型の実現および韻律語の認定を 節で、
アクセント型の数を 節で、そして、アクセント型の音韻的な解釈を 節で扱う。

「系列」は日本語のアクセント史における「類」と同じ概念である。その定義は次の通りである。「現代諸方言と
文献資料（とりわけ、平安末期の漢和辞典である『類聚名義抄』日本語アクセントの再建の声点表示）における
単語アクセントの対応に基づいて祖体系に立てられるアクセントの対立グループを「類」と呼ぶが、その所属語
彙（その対応を実現している単語）が「類別語彙」である」上野 。
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データ
本稿で使うデータは皆愛方言の母語話者である友利京子氏（昭和 年生）の協力の下でエリ
シテーション調査の形で得られた。これまで、 点のアクセント資料を収集している 。デー
タの詳細は各節で述べる。
皆愛方言のアクセント資料について つの注意点がある。第一に、皆愛方言では、発話頭が

高く始まるため、発話頭における高いピッチの記号は記入しない。第二に、文節の末尾拍に句
境界の高音調（以下「句末高音調」）が挿入されることが多い 。この高音調は先行する拍が低け
れば、通常の高さで実現する 。しかし、先行する拍が既に高ければ、より高い値で実現す
る傾向が見られる 。本稿のアクセント資料では、文節の末尾拍に置かれる句境界音調を次
のように表す。通常の高さで実現する句境界音調を「 」、で、通常より高い値で実現する句末高
音調を「 」でマークする。なお、アクセント型の実現を「 」の記号で記述しきれない音調
は音声的な実現に即して国際音声記号を使用する。

　「脂 豚 」
　「赤 米 」

琉球祖語の系列情報は「日琉語類別語彙（ 年 月 日版）」 五十嵐 による。
系列は上付きの大文字で示す。

皆愛方言における単純名詞のアクセント型の実現と韻律語の認定
宮古諸方言における「韻律語」の単位
宮古諸方言（多良間、池間、与那覇、

かりまた

狩俣など）におけるアクセント型の実現を正しく記述
するためには「韻律語」（ ）という韻律範疇を想定する必要がある 松森

五十嵐 。これまでの研究はこの単位が モーラ以上
の形態素によって形成される（言い換えれば モーラの形態素は韻律語を形成しない）として
いる点で一致している 松森 青井 五十嵐 。五十嵐 はさらに，
多良間方言と池間方言を対照した研究において，韻律語を「 モーラ以上の語根・接語が写像さ
れる韻律的単位」と定義している。以下、 つのアクセント型（ 型・ 型・ 型）が区別される
多良間方言の例を紹介しながら、韻律語の定義を簡単に説明していく。
多良間方言の 型名詞の音調を に挙げる。 型名詞のアクセントは発話頭の表層の実現

においてピッチの局所的な下降によって実現する。しかし、環境によってピッチの下降の位置
が変動する。 拍の接語が付いた環境や、複合語の前部要素になる場合、ピッチの下降が名詞語

その他に同じ皆愛方言の母語話者である長間三夫氏（昭和 年生）の協力も得ており、これまで 点のアク
セント資料を収録している。二人の話者の間ではアクセント型の実現が一致していることが確認できたが、友利
京子氏の語彙の方がより保守的な所属を示している。本稿では、アクセント資料がより豊富にあり、また、通時
的な所属がより安定している友利京子氏のデータのみを使う。
上地方言についても同様の現象が指摘されている 。池間西原方言も同様の現象が確認で
きている（調査ノート）。
松森 では「音調領域」と仮に呼ばれていた。
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根の末尾拍の直前に実現する 。これに対して、 拍接語または 拍接語の連鎖が付く環境
では、ピッチの下降が文節の末尾拍の直前にまで遅れて実現する 。しかし、 拍接語の後
にさらに 拍の接語を付けてみると、ピッチの下降が文節の末尾拍にまで遅れず、 拍接語の
直前に、すなわち、名詞語根の直後に実現する 。

「船 」
「船 漕ぎ 」
「船 」
「船 」
「船 」

これらの違いを説明するために、文節の構造に従って異なる韻律構造が想定される。 の
比較から、 拍以上の接語が名詞語根と同じ韻律的単位を形成すると考えることができる。一
方、 拍接語や 拍接語の連鎖が付くとピッチの下降が遅れるため、 拍接語と 拍接語の連鎖
が先行の韻律的単位に組み込まれると解釈できる。つまり、 に示す韻律構造を想定すること
ができる。例で「 」でかこってある単位は「韻律語」と呼ばれる単位である。このように韻
律語を導入することによって、ピッチの変動の位置を正しく記述することが初めて可能となる。
ここでは、多良間方言の 型の実現について「 番目の韻律語の末尾拍の直前にピッチの下降が
実現する」と一般化ができる。

「船 」
「船 漕ぎ 」
「船 」
「船 」
「船 」

そのアクセント体系が記述されたこれまでのどの方言でも韻律語の単位が必要であることが
示された（与那覇：松森 、池間：五十嵐 、 、多良間：五
十嵐 、狩俣：松森 、上地： 、水納島：セリック ）。従
って、皆愛方言についてもそのアクセント体系を記述する上で韻律語という単位が必要となる
可能性が高い。

単純名詞のアクセント型の実現と韻律語の認定
本節では、単純名詞の音調に関する調査結果を報告し、アクセント型の実現パターンを整理
し、韻律語の単位が必要であることを示す。
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データ
調査内容は次の通りである。 拍から 拍までの名詞のうち、共時的なアクセント型（ 型
対 型）および琉球祖語の系列（ 、 、 ）を考慮して に挙げる語を選び出し、これらの
音調を に示す枠文で調べた。

「水」、 「米」、 「粟」、 「雨」、 「家」、 「木」、
「芋」、 「麦」、 「島」、 「海」、 「鍋」、

「太陽」、 「踊り」、 「膝」、 「鏡」、 「頬」、
「阿檀」、 「薬」、 「扇」、 「褌」、 「砂」、
「三味線」、 「正月」、 「素麺」、

対象枠文（ は対象語）

拍接語・ 拍接語の連鎖
「 話 」
「 」
「 」
「 」

拍以上の接語・ 拍以上の接語と 拍接語の連鎖
「 」
「 」
「 」
「 」
「 」

拍以上の接語の連鎖
「 」
「 」

拍接語と 拍接語の連鎖
「 」

同じアクセント型の所属語彙は同じ実現を示しているため、 「水」、 「麦」、
「鍋」（ 拍名詞）、および 「踊り」、 「鏡」、 「扇」（ 拍名詞）

を代表例にして議論を進める。
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アクセント型の実現
まず、 拍接語、または 拍接語の連鎖が付いた 拍名詞の音調を見てみる。 拍名詞の音調
を に示す。いずれの枠文においても つの異なるパターンが観察される。 つ目のパターン
では、対象語を含む文節がピッチの変動がなく全体に渡って高く発音されている 。
つ目のパターンでは、対象語を含む文節の中にピッチの下降が実現する。具体的に言うと、
拍接語が付くと文節の末尾拍の直前にピッチの下降が実現している 。これに対して、 拍
接語の連鎖が付くと文節の次末尾拍の直前にピッチの下降が実現する 。対格接語
が付いた枠文では、他とは異なるパターンが観察される が、この場合、文節の末尾拍に
付与される句境界の高音調がアクセント型の実現に干渉していると指摘できる。つまり、 モ
ーラ句にたいして 型のアクセント音調と句末高音調を付与するには、音調を担う部分の長さ
（モーラ数）が足りないので、ここでは音調が弱化していると考えられる。句境界の高音調が挿
入されていない発音だと、 と同じように、文節の末尾拍の直前におけるピッチの下降が
観察される 。

「水 話 」
「麦 話 」
「鍋 話 」
「水 」
「麦 」
「鍋 」
「水 」
「麦 」
「鍋 」
「水 」
「麦 」
「鍋 」

「海 」

拍名詞は 拍名詞とほぼ同じパターンを示している 。つまり、名詞によって つのパ
ターンが現れており、 つ目のパターンでは（当該の文節において）ピッチの下降が観察されな

「 話 」の枠文において後続する文節にピッチの下降が観察されるが、これは対象の名詞と
は関係しない現象である。皆愛方言では多良間方言と同様に「 」（ の ）という構造だと、 のアク
セント型とは無関係に によって形成される韻律語にアクセント音調が付与される。 「話 」
に観察されるピッチの下降はこのアクセント音調の付与による。なお、以下の議論で分かるように、音韻的に
は が正しい可能性がある。無声音に低音調があるにしても、その観察ことが難しいため、ここでは
一貫して と表記する。
対格の接語 は短母音終わりの名詞に付くと 、 、 、
のように融合する。ただ、名詞が 、 、 や に終わる場合、 、 、
、 となり、また、子音終わりの場合は 、 、 となる。
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い 。これに対して、 つ目のパターンではピッチの下降が観察される 。
ただし、下降の位置に着目すると、 拍名詞とは次の違いがあることが分かる。すなわち、 拍
接語が付く環境では、文末の末尾拍の直前ではなく、文節の次末尾拍の直前にピッチが下降す
る 。 拍名詞は 拍名詞と全く同じなので、データの提示を省略する。

「踊り 話 」
「鏡 話 」
「扇 話 」
「踊り 」
「鏡 」
「扇 」
「踊り 」
「鏡 」
「扇 」
「踊り 」
「鏡 」
「扇 」

次に、 拍以上の接語、または 拍以上の接語と 拍接語の連鎖を含む枠文の音調を見てみる。
拍名詞の音調を に示す。 拍以上の接語が付く全ての環境では、どのアクセント型でもピ
ッチの下降が観察される。 「 」や 「 」が付く環境では、 型と 型の名詞
が同じパターンを示しており、文節末の次末拍の直前にピッチの下降が実現する 。
つまり、この環境では 型と 型の対立が中和している。しかし、これに対して、 「 」
が付く枠文では、 型と 型が対立している。具体的に言うと、 型の名詞は他の枠文と同様
に文節末の次末拍の直前にピッチの下降が実現する 。一方、 型の名詞は焦点接語の
有無とは関係なく、ピッチの下降位置が固定しており、最初に付く 「 」の直前に実
現する 。

「水 」
「麦 」
「鍋 」
「水 」
「麦 」
「鍋 」
「水 」
「麦 」
「鍋 」
「水 」
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「麦 」
「鍋 」
「水 」
「麦 」
「鍋 」

続いて、 と同じ環境における 拍名詞の音調を に示す。まず、 拍名詞と違って、ど
の枠文においても 型と 型が対立している。次に、 型の 拍名詞は 拍名詞と同じパタ
ーンを示しており、文節の次末拍の直前にピッチの下降が実現する 。しかし、こ
れに対して、 型の 拍名詞は と を含む枠文において 型の 拍名詞とは異な
る音調を示している。つまり、ピッチの下降位置が固定しており、名詞語根の末尾拍の直前に
実現している。 を含む枠文も同様である。

「踊り 」
「鏡 」
「扇 」
「踊り 」
「鏡 」
「扇 」
「踊り 」
「鏡 」
「扇 」
「踊り 」
「鏡 」
「扇 」
「踊り 」
「鏡 」
「扇 」

以上見てきたように、接語によって異なるパターンが観察される。 型と 型が対立する環
境（ を含む枠文）と中和する環境（ や を含む枠文）の違いは一見接語の
長さ（ 拍の 対 拍の 、 ）に起因するように見える。しかし、宮古諸方言
の 「 」が特殊な韻律的振る舞いを示していることがよく知られている（与那覇：松
森 、多良間：松森 五十嵐 、上地： 、
水納島：セリック 、池間西原：調査ノート）。つまり、 「 」は 拍接語

鼻音終わりの語に が付くと、後続の鼻音、つまり接語の最初の分節がが削除される。ここでは、基底形
の から 、または後続の子音と同化した の表層形になる。
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と 拍接語の連鎖と同じ振る舞いを示しており、 の部分が先行する韻律語に組み込まれるの
に対して、残りの の部分が独自の韻律語を形成する（水納島方言の例を に挙げる）。よ
って、皆愛方言についても同様である可能性が高く、そのため、 の振る舞いを解釈する
前に 拍接語と 拍以上の連鎖の音調を調べる必要がある。

「船水 」
「船 」

セリック より

続いて、 拍以上の接語の連鎖を含む枠文の音調を と に示す。まず、 拍名詞につい
てアクセント型の対立及び中和の条件は と同じである。すなわち、最初の接語が で
あれば、 型と 型が対立し、一方、最初の接語が であれば、 型と 型が中和する。
従って、アクセント型の対立や中和は最初の接語に起因していることが分かる。続いて、最初
の接語が である環境では、 が単独に付く環境 と同じ位置にピッチの下降が
見られる 。例えば、 型の場合は最初の接語である の次末拍の直前にピッチの下
降が現れる 。このパターンは下降の絶対的な位置からすると と同じであるものの、
相対的に見ると、つまり文節末から数えれば、下降の位置が異なっている。 を含む枠文
についても、同様の違いがあると指摘できる。つまり、 における下降の位置が が
単独に付く環境 と同じであるが、文節末から数えれば、位置が異なっている。

「水 」
「麦 」
「鍋 」
「水 」
「麦 」
「鍋 」

「踊 」
「鏡 」
「扇 」
「踊 」
「鏡 」
「扇 」

最後に 拍接語と 拍接語の連鎖を含む枠文の音調を見てみよう。まず、 拍名詞の音調
を に示す。この環境では、 型と 型が対立する。 型は文節末の次末拍の直前にピッ
チの下降が実現する 。これに対して、 型は文節末の次次末拍 の直前にピッチの下
降が見られる。ちなみに、これらのパターンは が付くときと全く同じである。そのた
め、皆愛方言でも が 拍接語と 拍接語の連鎖と同じ韻律的構造を持っていると解釈
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できる。

「水 」
「麦 」
「鍋 」

次に、 拍名詞の音調を に示す。 拍の 型名詞は 拍名詞と同じパターンを示してお
り、文節の次末拍の直前にピッチの下降が実現する。 拍の 型名詞は文節末から数えて つ
目の拍の直前にピッチの下降が観察される。

「踊り 」
「鏡 」
「扇 」

以上、各枠文におけるアクセント型の実現を見てきたが、次節では韻律的構造の解釈につい
て述べる。

韻律的解釈
単純名詞の実現を表 、表 、表 に纏める 。なお、前節で論じたように、 が 拍接
と 拍接語の連鎖と同じ韻律的構造を持つと考えられるため、（韻律的な観点では） を
拍接語と 拍接語の連鎖として見なして議論を進める。
諸表で確認できるように環境によってピッチの下降の位置がずれることがある。このずれに
着目すれば各文節の韻律的構造を明らかにすることができる。以下、 拍・ 拍の 型名詞と
型名詞を順番に見ていく。
拍・ 拍の 型の名詞に 拍の接語が付くと、ピッチの下降の位置が一定しており、名詞語

根の末尾拍（ 拍名詞）あるいは次末拍（ 拍名詞）の前にある（表 、表 ）。しか
し、 拍接語（ 拍名詞）、または 拍接語の連鎖（ 拍・ 拍名詞）が付くと、ピッチの下降が
右へとずれていく（表 、表 ）。ただし、 拍接語の後に 拍以上の接語が続くと、下
降のずれが阻止される。具体的に言うと、 拍名詞はピッチの下降がずれない（表 ）。
拍名詞はピッチの下降が 拍分しかずれない（表 ）。
次に、 型の名詞の実現を見てみよう。まず、ピッチの下降が現れる環境が必ず 拍の接語
を含んでいることが分かる（表 、表 、表 ）。次に、ピッチの下降
がずれる環境を見ると次の通りである。つまり、 拍接語に 拍の接語が付くと、ピッチの下降
の位置が最初の 拍接語の次末拍の前で一定しており、 番目の 拍接語がない環境と同じで
ある（表 、表 、表 ）。しかし、 拍接語の後に 拍の接語が続くと、ピッ
チの下降が 拍分右へとずれていく（表 、表 、表 ）。

句末高音調はアクセント型の指定とは無関係であるため、記入していない。
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表 拍名詞の実現（影付きのセルは中和環境）

環境 型 型

、
、

、

、

表 拍名詞の実現

環境 型 型

、
、

、

、

表 拍名詞の実現

環境 型 型

、
、

、

、
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これまでの観察を次のようにまとめることができる。第一に、ピッチの下降のずれは 拍接
語、または 拍接語の連鎖が付く環境に限って起こる。第二に、 型のピッチの下降が実現す
るのには、必ず 拍の接語が文節に含まなければならない。別の観点で言い換えると、 拍接語
の連鎖が付くと、 拍の接語が付く時と同じ長さの文節が形成されるのにも関わらず、ピッチの
下降が現れない。この 点から、 拍接語および 拍接語の連鎖と 拍以上の接語が異なる韻
律構造を持っていると解釈せざるを得ない。つまり、ピッチの下降の有無とその位置を正しく
記述するためには文節とは別の単位を想定する必要がある。

表 枠文別の韻律構造（ 拍名詞）

環境 型 型

、
、
、

、

そこで、宮古の他の方言と同じように 拍以上の語根・接語によって形成される「韻律語」と
いう単位を導入すると、各アクセント型の実現を簡単に説明できるようになる。つまり、表 の
ような韻律的構造を想定すると、各アクセント型の表層の音調について次のように（暫時的に）
一般化することができる 。

各アクセント型の暫時的解釈

型は 番目の韻律語にピッチの下降が指定されている。
型は 番目の韻律語にピッチの下降が指定されている。

ピッチの下降は韻律語の次末拍の直前に実現する。

それに加えて、それぞれの一般化について の特殊なケースを記す必要がある。

番目の韻律語が 拍である場合は 型のピッチの下降が 番目の韻律語に実現す
る。その結果、 型との中和が起こる。
番目の韻律語がない場合は 型のピッチの下降が実現しない 。
ピッチの下降が指定されている韻律語が文節の 番目の韻律語で、かつ 拍である場

番目の韻律語が 拍で、次の韻律語がない場合は、 型でもピッチの下降が実現しないことが予測される。し
かし、裸格がないため、文末イントネーションが被さる文末以外の環境では、そのような条件が中々成立しない。
型の 拍の副詞や副詞として使われる 型の 拍名詞を調べる必要がある。
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合は、ピッチの下降が韻律語の末尾拍の直前に実現する。

韻律語を想定することが複合語の音調との比較からも支持される。つまり、 つの拍名詞か
ら成る複合語は 拍の名詞と 拍の接語と同じ韻律的な振る舞いを示している。 型の
「麦」と 番目の韻律語に下降の指定がある 「豆 木」の比較を に示す。

「麦 」
「豆 木 」

「麦 」
「豆 木 」

以上、皆愛方言について韻律語という単位が必要であることを論じた。その暫時的な定義
を に示す。この定義では、単純名詞や 拍以上の接語だけでなく、複合語の構成要素もそ
れぞれ つの韻律語を形成することに注意されたい。

韻律語の定義
「韻律語は 拍以上の語彙的語根・接語によって形成される単位である」

韻律語を想定することにより、各アクセント型の音韻的な解釈が可能となる。しかし、 節
で述べたように複合語で観察される音調パターンが単純名詞より多く、そのため、もし複合ア
クセント法則が成立しているのであれば、単純名詞において 種類のアクセント型が対立する
可能性が残されている。従って、単純名詞のアクセント型の音韻的な解釈を行う前に複合語の
詳細な調査結果を経て、対立するアクセント型の数を確認する必要がある。次節では、複合語
の詳細な調査結果に基づき、皆愛方言の単純名詞は少なくとも 種類のアクセント型が区別さ
れることを示す。

皆愛方言の（少なくとも） 型のアクセント体系
本節の本題に入る前に、前節で明らかにした韻律語を使って表層の音調をより簡潔に記述で
きる方法を導入する。以下では、対象の語を含む文節におけるピッチの下降の有無とその位置
に着目して表層の音調を次のように記述する。すなわち、ピッチの下降がないパターンを で
表し、ピッチの下降が実現するパターンを、下降が実現する韻律語の位置番号を使って 、 、
などのように表す 。単純環境と複合語環境の例を に示す。

： 「洲鎌 話 」
： 「洲鎌 」

は の略である。このノーテーションは音声学の 「基本周波数」とや 「第 フォーマント」と
混同されかねないため、望ましくない側面はある。しかし、適切かつ見やすいという条件を満たす他のノーテー
ションを思いつくことができなかったため、本稿では、暫時的に などを用いる。
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： 「平良 」
： 「平良 話 」

： 「洲鎌 男 話 」
： 「友利 男 話 」
： 「上地 男 話 」

節と で指摘したように、複合語において つのパターンが観察されるとしても、これら
のパターンは前部要素のアクセント型の対立に起因するとはただちには判断できない。つまり、
複合語で観察されるパターンは完全に前部要素によって決まるということをまず実証する必要
がある。このため、語彙的に登録されていそうな複合語ではなく、生産的に形成される複合語
を調査対象とするべきである。本節では、生産的に形成される複合語の複数の調査パラダイム
を実施した上で、複合アクセント法則が成立していることを示す。それに従って、皆愛方言の
単純名詞は つのアクセント型が区別されると結論付ける（ただし、地名名詞では 項のアク
セント対立が見られる）。
なお、本節で扱う「複合語」は「 つの名詞語根、または名詞語根と単一形態的動詞の転成名
詞から構成される語」のように定義される。ここでいう「名詞語根」は名詞の形態素（つまり、
共時的体系においてそりより分解できない意味の最小単位）である。

地名の調査パラダイム
宮古語における地名名詞は複合語の前部要素になりやすい。例えば、後部要素が人間を表す
名詞であれば、複合語を幾らでも作ることができる 。このため、地名名詞は生産的に形
成される複合語の音調を調べるために非常によく適していると言える。地名をこのように使っ
た研究は存在する 松森 ものの、十分な数の複合語が調べられたわけではない。ここで
は、地名の調査パラダイムを確立させて十分な数の複合語の調査結果を報告・分析する。

「多良間＋人（多良間島出身の人）」
「多良間＋者（多良間島出身の人）」
「多良間＋女（多良間島出身の女性）」
「多良間＋父（多良間島出身の中年の男性）」
「多良間＋子（多良間島出身の子供）」

等々

に観察される下降は対象の名詞である のアクセント型とは無関係である（注 を参照された
い）。 においては下降が実現しないため、 のパターンに該当する。次の例においても同様である。
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データ
対象の地名と後部要素に使った名詞を に挙げる。地名と後部要素の各組合せを

「 話 」の枠文で調べた。それに加えて、それぞ
れの地名について単純名詞の環境における音調を 「 話 」
（以下「単純 」）と 「 」（以下「単純 」）の枠文で調べた。

調査対象の地名（ 語）
「

い ら ぶ

伊良部」 「
よ な は

与那覇」 「
かりまた

狩俣」
「カニッツァ」 「

ひさまつ

久松」 「
すがま

洲鎌」
「

た ら ま

多良間」 「
うるか

砂川」 「
たなね

棚根」
「

くりま

来間」 「
ともり

友利」 「宮古」
「

みやぐに

宮国」 「大和（本土）」 「
あらぐすく

新城」
「

しまじり

島尻」 「
いけま

池間」 「
かわみつ

川満」
「

うえち

上地」 「
ひらら

平良」 「
ぼ ら

保良」
「八重山」 「

いさらふぐ

石原窪」 「
みなあい

皆愛」

調査対象の後部要素（ 語）

型： 「男」、 「子供」、 「語」、 「女」、 「生
まれ」
型： 「兄」、 「姉」、 「子供 」、 「語」

調査結果
地名を含む複合語の調査結果を表 に示す（データが欠落している場合はセルを空白のままに
している）。これらの複合語において つの異なるパターンが観察された 。すなわち、ピッチ
の下降が実現しないパターン 、ピッチの下降が 番目の韻律語に実現するパターン 、
ピッチの下降が 番目の韻律語に実現するパターン が現れる。

： 「洲鎌 男 話 」
： 「友利 男 話 」
： 「上地 男 話 」

それぞれのパターンの分布を見ると、まず、後部要素のアクセント型が複合語全体の音調に
関与していないことが分かる。その理由は次の 点にある。第一に、同じ後部要素でも複合語に
よって音調が異なる。第二に、後部要素のアクセント型が変わっても、複合語の音調が変わらな
い。これに対して、複合語全体の音調が前部要素に依存することが言える。なぜならば、前部要
素を固定するとどのような後部要素でも同じ音調が観察されるからである。このように、複合
語全体の音調が前部要素によって決定されるので、少なくとも地名を前部要素にした複合語に
おいては複合アクセント法則が成立していると解釈できる。そして、前部要素によって つの

セリック ケナン（2021）『言語記述論集』13: 215-290

232



表 地名を含む複合語の音調
（影付きセルは発音間違いと思われる）

男 子供 語 女 生 兄 姉 子 語

上地
棚根
平良
保良
八重山
宮古
皆愛
伊良部
狩俣
来間
友利
宮国
大和
新城
島尻
池間
川満
カニッツァ
洲鎌
多良間
久松
与那覇
砂川
石原窪

異なるパターンが観察されるため、これらの前部要素が つの異なるアクセント型に所属して
いると想定せざるを得ない。すなわち、皆愛方言は 型のアクセント体系を持つと結論できる。
しかし、単純名詞の環境における音調を見るとそれほど簡単な話ではないことが分かる。複
合語の前部要素と単純名詞の環境における地名の音調を表 に示す。
上の 節で確認したように、単純名詞の環境では つのパターンしか観察されない。ただし、

さらに詳しく見ると、次の通りである。複合語の環境で のパターンを示す語は単純名詞の環
境でも一貫して （つまり 型の音調）を示している 。同様に、複合語の環境で のパタ
ーンを示す語は単純名詞の環境では一貫して 型のパターンを示している。具体的に言うと、
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表 地名を含む複合語の音調：複合語と単純環境の比較

複合語 単純 単純

上地
棚根
平良
保良
八重山

宮古
皆愛

伊良部
狩俣
来間
友利
宮国
大和
新城
島尻
池間
川満

カニッツァ
洲鎌
多良間
久松
与那覇
砂川
石原窪

つの韻律語が形成される単純 の環境では 、 つ以上の韻律語が形成される単純
の環境では のパターンを示している 。

： 「洲鎌 話 」（単純 ）
： 「洲鎌 」（単純 ）

： 「平良 話 」（単純 ）
： 「平良 」（単純 ）
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しかし、これに対して複合語の環境で のパターンを示す語は単純名詞の環境においては
一貫しないパターンを示している。一部の語は （つまり、 型のパターン）で実現してい
る 。一方、もう一部の語は ・ （つまり、 型のパターン）で現れる 。

： 「友利 話 」（単純 ）
： 「友利 」（単純 ）
： 「皆愛 話 」（単純 ）
： 「皆愛 」（単純 ）

単純名詞の環境では つのパターン、複合アクセント法則が成立している複合語の環境では
つのパターンが観察されるが、単純名詞と複合語のパターンの組み合わせからすると、 つも
の異なるカテゴリーを想定せざるを得ない。つまり、データを素直に分析すれば、表 に示す
つのアクセント類を立てなければならない。

表 皆愛方言のアクセント型

型 単純 単純 複合語

しかし、 つのアクセント型を想定するべきかに当たっては詳細な議論が必要である。宮古語
の中で 型のアクセント体系が既に実証されており（多良間仲筋方言、 セリック ）、その
可能性は十分にあると考えられる。ただし、多良間仲筋方言で想定される つのアクセント型
は音調の上で対立している 。これに対して、皆愛方言では表層のレベルで最大 つの音調
しか対立していないため、多良間仲筋方言とは状況が大きく違う。つまり、皆愛方言について
型のアクセント体系を認めた場合、音調の対立に加えて「環境別の指定」というさらなる対立
変数を導入する必要が生じる。

多良間仲筋方言の つのアクセント型 セリック

型： 「男 」
型： 「別れ 」
型： 「守り神 」
型： 「茴香 」

この「環境別の指定」を詳しく見ると、次の通りである。 型と 型は単純名詞・複合語の
いずれの環境でも対応するパターンを示している。 型はどの環境（単純 、単純 、複合語）で

セリック ケナン（2021）『言語記述論集』13: 215-290

235



も つ目の韻律語にピッチの下降が実現する。 型は単純 と複合語の環境では 番目の韻律
語にピッチの下降が実現する。ただし、文節が つの韻律語から構成される単純 の環境の場
合は つ目の韻律語がないため、アクセント型によって指定されるピッチの動きが実現できず、
その結果、 のパターンになる。表層のレベルでは単純 と単純 に観察される 型のパター
ンが異なるが、同じ指定、すなわち「 番目の韻律語に下降が実現する」というふうに解釈で
きる。従って、 型と 型は環境を問わず同じ指定を受けていると解釈できる。 型は単純
（ ）と複合語（ ）の環境において異なる指定があるように見えるが、 節で詳しく論じるよ
うに無指定の型として分析することができるため、単純 の環境に現れる下降は別の原理で説
明される。しかし、この つの型と異なり、 型は環境によって対応しないパターンで実現し
ている。複合語の環境では、ピッチの下降が 番目の韻律語に指定されているのに対して、単
純名詞の環境では、ピッチの下降が 番目の韻律語に指定されている。このように、 型は環
境によって異なる指定を受けていることが分かる。
以上のように、 型は唯一環境別に異なる指定を受けているので、アクセント体系の中で浮
いている存在であることが言える。つまり、 型を語彙的な例外として処理するという分析も
成立する可能性がある。そこで、 型を体系の中に納まる つのアクセント型として立てる分
析と、 型を 型の「例外」として処理する分析のそれぞれの妥当性を判断するために「所
属語彙」という基準が有効である。具体的に言うと、特殊な振る舞いをする語群が「少数であ
る」及び「顕著な片寄りを示す」という条件を満たせば、その振る舞いを「例外」として記述
することができる。逆に、調査を重ねれば重ねるほど新しい所属語彙が見つかっていくことと、
顕著な片寄りが見られないことが確認できれば、その特殊な振る舞いをアクセント体系の中で
定着したアクセント型として分析することが可能である。
ここで報告している地名には 型に所属している語が最も多く、語数として 型をはるか
に上回っている。しかし、以下の 節で報告する一般名詞の調査では、 型が多く見付かる
のに対して、 型が 語も見付かっていない。さらに、 型には 系列の 「大和」が
入っているので、 型の所属語彙の中に 系列の語が見つかることが予測されるが、これまで
調べられてきた 系列の名詞はそのほとんどが単純 の環境において の音調を示している
（特にセリック にある系列別の語彙リストを参照されたい）。現時点では、確
認できている 型の所属語彙は本節の地名のみとなっている 。つまり、「少数である」と「意
味的な片寄りがある」という条件が満たされているため、 型を例外的なパターンとして分析
できそうである。ただし、充分な数の語彙が調べられていないため、調査を重ねていくにつれ
てこれらの条件が成立し続けるかどうかは全く分からない。従って、ここでは 型に関する解
釈を保留する。ただし、音調の上で対立する 型、 型、 型の方が皆愛方言のアクセント体
系の核心を成していると見做している。
以上、皆愛方言が少なくとも 種類のアクセント型を区別していることが分かった。ところ

ただし、 「指」は 型の所属語彙である可能性がある。残念ながら、十分なデータがないため、その所属を
まだ判断できない。
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が、アクセント型の認定方法が大きな問題となる。なぜならば、ある名詞のアクセント型を認
定するために、単純名詞の環境における音調に加えて、その名詞が前部要素となる、　

・
生
・
産
・
的
・
に　

形成される複合語の音調も調べる必要があるからである。残念ながら、本節で用いた調査パラ
ダイムは地名のアクセント型を認定するのに特化しており、その汎用性が低い。従って、全て
の名詞について複合語が生産的に作れるような調査パラダイムを新しく開発しなければならな
い。次節では、汎用性が高いという条件を満たす新しい調査パラダイムを提案する。

目的節の調査パラダイム
前節で見たようにアクセント型の認定方法が問題となる。幸いなことに全ての名詞に適用で
きる調査パラダイムを提案することができる。宮古語では、「目的節」と呼ばれる従属節があ
り、この従属節は述語（自動詞・他動詞）の名詞形と 「 」とによって構成され、「～
しに 」の意味を表す 。そして、述語が他動詞で、その目的語が表現されている場合は、目
的語と述語がそれぞれの句で実現することができる 一方、 つの複合語を形成することも
できる 。

遊ぶ 行く
「遊びに行こうと 」 セリック

草 刈る 行く
「草を刈りに行こう」

草 刈る 行く
「草刈りに行こう」
（調査ノート）

目的語と他動詞の組み合わせは自由度が高いため、目的節を使えば、どの名詞でもそれを前
部要素として含む複合語を生産的に作ることが可能である 。この調査パラダイムは汎用性
が高いだけでなく、対象の名詞を複数の複合語でテストできる点でも優れている。

「水 取る 」
「水 買う 」
「水 売る 」
「水 捨てる 」

等々

複合語を形成することが多いが、両方の構造が自由に交替できる。
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ただし、この調査パラダイムが有効であるためには、目的節において形成される複合語に複
合アクセント法則が適用されていなければならない。それを確認するためにまず 節では目
的節の調査パラダイムを地名に応用し、その有効性を確認する。そして、 節では一般名詞
に関する調査結果を報告する。

目的節における地名
使用した枠文を に示す。本来は後部要素が 型の動詞である枠文も調べる必要がある

が、地名名詞に合う適切な 型の他動詞は思いつかなかったので調査していない。調査結果と
その要約を表 と表 に示す。

上地 見る 行く
「上地見物にも行った」

調査結果を整理してみよう。まず、 型の地名は目的節において一貫して のパターンを示
している。これは、他の複合語に見られるパターンと同じであることから、目的節においても
複合アクセント法則が成立していると解釈しても矛盾が生じない。 型の地名も目的節と複合
語に現れるパターンが一致しているため、同様である。
しかし、これに対して、 型と 型はそれぞれ つの異なるパターンが現れる。 型の地名

から見てみよう。 型の地名は と のパターンが観察される 。 は複合語に見られる
パターンと同じなので、目的節において が現れるのは複合アクセント法則が適用された結
果と見ることができる。これに対して、 は単純名詞の環境で観察されるパターンと一致して
いるため、目的節において が現れる場合、目的節の環境が「単純名詞の環境に準じる」と解
釈せざるを得ない。その要因として、複合語が形成されるのにも関らず、アクセント単位（
つのアクセント型が実現する単位）が前部要素と後部要素で分かれることが考えられる。表層
のレベルでは 型に分類される後部要素のアクセント型の実現の痕跡がないが、同じ文節にお
いてアクセント型によって指定される音調の数に関するような制約が働いている可能性がある。
と が現れる違いを に示す（ はアクセント単位の境界を表す）。

複合アクセント法則が適用された 単位形
「大和＋見る 」

単位形
「狩俣＋見る 」

同じ環境なのにも関らず、場合によっては 単位または 単位が形成されるという分析は矛

過去形の韻律構造はまだ明らかになっていないので、韻律語の表記を省いた。
一回限りの調査をしているため、観察される音調の「揺れ」は語彙的な違いによるのか、それとも、同じ語の場
合でも見られるのかは不明である。
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表 目的節における地名の音調

地名 型 目的節

上地
棚根
平良
保良
八重山

宮古
皆愛

伊良部
狩俣
来間
友利
宮国
大和
新城
島尻
池間
川満

カニッツァ
洲鎌
多良間
久松
与那覇
砂川
石原窪

表 目的節における地名の音調（要約）

型 単純 複合語 目的節

　 　
　 　
　 　
　 　

盾しているように思われるかもしれない。しかし、多良間方言について同様の環境で全く同じ
現象が起きていることが既に報告されている。セリック によると、名詞と動詞の名詞
形から成る複合語は つのパターンを示している。 つ目は、 つのアクセント単位が形成され、
複合アクセント法則が適用されるパターンである 。 つ目は、 つのアクセント単位が形
成され、複合語のそれぞれの構成要素のアクセント型が実現するパターンである 。 単位
形と 単位形の詳しい出現条件についてはよく分かっていないものの、 単位形が出現する要
因として、複合語の構成要素の関係が関わっていると考えられる。つまり、複合語化した目的
語と述語の名詞形は統語的な関係によって結ばれているため、他の複合語の構成要素と比べて
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その独立性が相対的に高く、その結果、 単位形となりやすいことが想定できる。

単位形： 「骨折も 」
単位形： 「仲取りも 」
セリック より

では、 型の地名を見てみよう。 型の地名は と のパターンが観察される。 は 節
で見てきた複合語の環境に出現するパターンとは異なるが、この違いはあくまで文節の構造の
違いによる。なぜならば、 節で報告した調査では、対象の複合語が含まれる文節が つの韻
律語から構成される のに対して、本節の調査では、対象の複合語が含まれる文節は つの
韻律語から構成される からである。 節で調べた複合語を類似した枠文、つまり つの
韻律語から構成される文節に入れれば、 のパターンが出てくる 。

「上地 者 」
「上地 見る 」
「上地 者 」

それに従って、目的節に現れる のパターンを複合アクセント法則が適用されたパターンであ
ると解釈できる 。
現れるもう つのパターン、すなわち は単純名詞の環境と同じであるが、表層の音調の実

現原理が異なっている（単純名詞の環境の実現原理については 節を参照されたい）。ここでは、
型と同様に 単位形と 単位形の実現があると仮定すれば、 のパターンを次のように説

明できる。つまり、目的節の複合語の構成要素がそれぞれ つアクセント単位をなしており、前
部要素の 型は実現する単位が つの韻律語から構成されるため、 節で見る通り、ピッチの下
降がなく高く実現する。それに対して、後部要素のアクセント型が 型であるため、 番目の韻
律語にピッチの下降が実現する 。ここで、ピッチの下降が現れるのは後部要素のアクセン
ト型によるという解釈である。

複合アクセント法則が適用された 単位形
「上地＋見る 」

単位形
「平良＋見る 」

以上見てきたように、目的節において形成される複合語は 単位形と 単位形で揺れている。
つまり、目的節の調査パラダイムは万能ではないということである。しかし、それでも複合ア
クセント法則が適用された 単位形のパターンが出ることがあり、その場合、アクセント型を
確実に認定できる。構成要素のアクセント型の組み合わせによって目的節で予測される音調を
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表 と表 に示す 。

表 目的節で予測される音調（ 拍）

前部 　後部 単位形 単位形

　
　

　

　

　

　

　
　

表 目的節で予測される音調（ 拍～）

前部 　後部 単位形 単位形

　
　

　
　

　
　

　
　

これらの表では、アクセント型が確実に認定できるケースが赤く塗ってある。目的節の複合
語において 単位形も 単位形も出現しうる結果、アクセント型の認定を行う際にどの組み合
わせでも有効であるわけではない。その原理について少し詳しく説明をしよう。アクセント型
を認定するために、まず、単純名詞の音調を元に ・ 型か ・ 型の所属情報が得られる。次
に、複合語の音調を元に 型か 型、あるいは 型か 型の所属が判断できる。しかし、目
的節で形成される複合語は複合アクセント法則が適用された 単位形と 単位形とで揺れるた
め、 単位・ 単位の両方の実現を考慮してアクセント型を確実に認定できる組み合わせに着目
する必要がある。例えば、単純環境では ・ （ 型・ 型）で実現する名詞と 型動詞の組
み合わせにおいて のパターンが観察されたならば、前部要素が 型であるとはただちには
判断できない。なぜならば、 型（ 型）と 型動詞の組み合わせが 単位として実現する場
合、 のパターンが出るからである。つまり、 型（ 型）と 型の 単位形の可能性を排除
し切れない。これに対して、単純環境では ・ （ 型・ 型）で実現する名詞と 型動詞の
組み合わせにおいて が観察されれば、 単位形としての解釈ができず、前部要素が 型であ
ることが確実に言える。
以上のことから、目的節の調査パラダイムは万能ではないにしても、それを使うことによっ
て一定の結果が得られることが期待できると言える。

一般名詞
調査対象語と調べた枠文は の通りである（系列の情報を上付きの文字で示す）。意味
的な制約もあり、各名詞に対して全ての枠文を調べることができなかったが、各名詞に対して
少なくとも つの枠文を調べた。

動詞は つの対立するアクセントクラスしかない。ここでは、多良間方言との対応に基づき、（目的節に現れる）
動詞の名詞形が 型と 型であると仮定しておく。
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型（ 語）：
「飴」、 「石」、 「魚」 「紙」、 「蟹」、 「鰹」、 「米」、
「水」、 「砂」、 「餅」、 「竹」、 「鳥」、 「牛」、
「烏賊」、 「粟」、 「月桃」 、 「袖」、 「草」、 「砂糖

黍」、 「 」 、 「木」、 「馬」、 「豆」、 「麦」、
「芋」、 「犬」、 「油」、 「土」、 「麹」、 「種」、 「眉
毛」、 「土地」、 「家」、 「蛸」、 「お茶」、 「花」
型（ 語）：
「船」、 「容器の一種」、 「瓜」、 「棒」、 「針」、 「 」、
「鍋」、 「昆布」、 「冬瓜」、 「蜜柑」、 「石蓴」、 「山

羊」、 「茶碗」、 「ハリセンボン」、 「家鴨」、 「鰻」、
「鼠」、 「瓦」、 「包丁」、 「鎌」、 「鋏」 、 「 」、

「木の一種」、 「扇」

枠文（ は対象語）

「 食べる 」
「 買う 」
「 売る 」
「 見る 」
「 取る 」

まず、 型の調査結果を見てみよう。 型名詞の音調を表 に示す。どの枠文でも一貫したパ
ターンが観察される。 拍名詞は 番目の韻律語にピッチの下降が生じる（ ）。 拍以上の名
詞は 番目の韻律語にピッチの下降が生じる（ ）。これらのパターンは表 と表 で予測さ
れる通りである。 拍以上の名詞については、 型が紛れても のパターンが実現しうるた
め、 型の可能性は完全に排除できていない。しかし、複合語を多く試しても繰り返し が
観察されるとなると、 型の可能性が低くなると考えることができる。つまり、ここの 拍以
上の名詞を 型に分類しても差し支えがない（なお、そのほとんどが 系列に所属しているた
め、 型の可能性はそもそも低い）。

「五十嵐語彙」では とされるが、 を再建する。
「五十嵐語彙」では とされるが、伊江島 、多良間 、皆愛 、与那国 から
類である可能性の方が高い。
琉球祖語では だが、南琉球祖語では である。
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表 型名詞調査結果

拍数 対象語

瓜
棒
針

鍋
昆布
冬瓜
容器の一種
船

針千本
家鴨
鰻
鼠
瓦
包丁
鎌
鋏

木の一種
石蓴
山羊
茶碗
蜜柑
扇

次に、 型名詞の音調を表 に示す。観察されるパターンに基づき 型名詞を つの語群
に纏めることができる。第一の語群では、どの枠文でも 番目の韻律語にピッチの下降が生じ
る（ ）。後部要素が 型の動詞である場合、 のパターンを 単位形として分析できないた
め、後部要素に実現する下降が前部要素の特徴によると解釈するほかはない。つまり、これらの
語群は 型に分類される。この語群の中に 系列の語がたくさん含まれることに注意されたい。
第二の語群では、 と の両方のパターンが見られる。しかし、 が現れる環境は後部要

素が 型の動詞に限る。この環境では が実現しても 単位形としての解釈が成立している
ため、前部要素の所属が判断できない。ただし、 「蛸」 「餅」、 「紙」は後部要素
が 型でも の他に のパターンも現れるため、（発音の間違いでなければ） 型であると
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表 型名詞調査結果

対象語

飴
鰹
馬
豆
麦
芋
木
砂
石
竹
犬
油
土
麹
種
月桃
眉毛
砂糖黍

草
米
土地
家
粟
袖
烏賊

牛
蛸
餅
水
お茶
紙
蟹

鳥
魚
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判断できる。
最後に、第三の語群では一貫して のパターンが実現する。後部要素が 型である場合、
単位形としての解釈が成立しないため、これらの語は確実な 型であると言える。結局、所属
が未判定の語は第二語群の 「牛」、 「水」、 「お茶」の 語のみとなっている。
以上、一般名詞について、単純名詞の環境においては つのパターンしか対立しないのにも
関わらず、複合アクセント法則が適用される、生産的に形成される複合語においては つの対
立するパターンが現れることが確認できた。つまり、地名と同様に 型の中に つの異なるア
クセント型（ 型・ 型）が混在していることが言える。このように、（地名に見られる 型の
位置付けをさておいて）皆愛方言のアクセント体系を 型のアクセント体系として分析するこ
とが一般名詞に関する結果からも強く支持される。

考察
地名と一般名詞の調査を通じて、皆愛方言は つのアクセント型が区別されることを示した。
そこで、歴史的な考察を交えると良い。これまで 型と認定できた名詞は 系列（ 「鳥」、
「魚」、 「八重山」）に所属しているか、 系列の前部要素を持つ複合語に由来する（
「平良」 「平たい 場所」、 「上地」 「上 地」か「植 地」、

「棚根」 「棚 根」）。つまり、皆愛方言に見られる 型と 型の区別は
古い区別の保持であることが言える。しかし、その反面に、 系列に所属していながら、 型に
分類される語が多い（ 「飴」、 「石」、 「烏賊」等）。この事実から、皆愛方言の（おそ
らく古くない）先史において 型の所属語彙の大部分が 型に移行したと想定できる。この歴
史的な背景を前提に、複合語の音調の共時的体系と 型化の動機の 点について簡単な考察を
加えておく。
本節（ 節）ではもっぱら生産的に形成される複合語を対象にし、これら複合語の音調を元に

前部要素のアクセント型の同定を行った。そこで、生産的に形成される複合語で見られる音調
と、語彙的に登録されていそうな複合語で観察される音調が一致しているかどうかという疑問
が起こる。当然ながら、ある複合語が語彙的に登録されているかどうかを客観的に判断すること
は難しいが、語彙的な複合語を特定する つの近似法として「話者自身が辞書の項目として立項
したいかどうか」という代用の規準を使うことができる 。このように、皆愛方言の語彙的な複
合語の音調を検討してると、非常に興味深い事実が浮上する。つまり、 系列の語の中に、共時
的には 型化しているのにもかかわらず、それを含む語彙的な複合語は全て本来のパターンを
保持している語が見付かる。 系列に属している 「石」と 「米」は 節で報告
した結果に従って、共時的に 型に分類される。つまり、　

・
複
・
合
・
ア
・
ク
・
セ
・
ン
・
ト
・
法
・
則
・
が
・
適
・
用
・
さ
・
れ
・
る　、生

産的に形成される複合語においては （つまり 型）のパターンで実現している。しかし、こ
の 語を前部要素とする語彙的な複合語は　

・
全
・
て　 型の音調（ ・ ）で実現している 。

宮古語の場合は収録語が網羅的で、かつ話者自身が項目を決めた『伊良部方言辞典』 富浜 と『多良間方
言辞典』 渡久山・セリック に掲載されているかどうかという具体的な基準になる。
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「石」を含む語彙的複合語（「 」における音調を示す）

「石＋岩」
「石＋垣」
「石＋積み」
「石＋大工」

「米」を含む語彙的複合語（「 」における音調を示す）

「米＋粉」
「米＋粒」
「米＋菓子」
「米＋俵」

皆愛方言のこのようなデータは「複合アクセント法則」を考えるに当たって大きな意味を持ち
うると考えられる。具体的に言うと、 と に挙がっている複合語は複合アクセント法則が
適用されておらず、その音調が語彙的な情報として登録されていると分析するほかはない。しか
し、例えば、多良間方言のように単純名詞において 型と 型が合流していない方言であれば、
これらの語彙的複合語はその音調が語彙的に登録されているとしても、複合アクセント法則が
適用されているように見えてしまう。その結果、これらの方言においては複合アクセント法則
の実際の適用範囲が過剰評価されてしまっている可能性が出てくる。皆愛方言は 型化という
歴史的な弾みによって、複合語に関する語彙的情報の在り方を顕在化させている極めて重要な
データを提供してくれると言える。なお、皆愛方言のこの状況は語彙的な複合語の音調だけに
基づいて共時的なアクセント型を判断することは適切な調査方法でないことも証明している。
続いて、 型の所属語彙の大部分が 型化している動機について次のように考えられる。 型
名詞の 型化は皆愛方言のアクセント体系の構造からしてそもそも予測される現象である。な
ぜならば、単純名詞の環境においては 型と 型の対立が完全に中和しているため、 型の習
得が困難だと思われるからである。 型を習得するには当然ながら非中和環境すなわち複合語の
環境に頼らざるを得ないが、どの語でも（生産的に形成される）複合語の前部要素として頻繁
に出現するとも限らない。逆に言うと、複合語の前部要素になることが稀な語は 型の語とは
ほとんど対立しないため、 型として習得される可能性が高い 。このように、 型との合流に
は「複合語の前部要素としての出現度合い」が重要な要因として関わっていると仮定できる。
実はこの仮説の妥当性を実証することができる。宮古語の形容詞の主な修飾用法は名詞語根
との複合語化であるため、形容詞は生産的に形成される複合語の前部要素になりやすい典型的
な語群である。従って、上の仮説が正しければ、 系列に所属している形容詞は 型化せず、
系列に所属している形容詞とは区別されることが予測される。著者の調査では予測通りの結果
が得られているが、形容詞のアクセント体系に関する詳細な分析は別稿に譲る。

それに対して、 型名詞は含まれる文節が つの韻律語から形成される環境を除いて、どの環境でも一貫した位
置に下降が実現し、 型に比べより「規則的」であるため、 型と混同される可能性は低い。
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以上、皆愛方言は共時的に 型のアクセント体系を持つことを示した。 型の位置付けは難
しく、それをアクセント体系の中に加える必要がある可能性があるが、現時点では十分なデー
タがない。それでは、 韻律語の単位がある、 つのアクセント型が対立する、の 点を確
認することができたので、漸くそれぞれのアクセント型の音韻的な解釈に挑む準備が整った。

各アクセント型の音韻的な解釈
本節では、各アクセント型の指定の在り方とその内容について音韻的な解釈を行う。第一に、
節では、 型と 型はそれぞれ 番目と 番目の韻律語に指定があるのに対して、 型は無

指定のアクセント型として分析できることを示す。第二に、 では、アクセント型の指定の具
体的な内容について現時点のデータに基づいた解釈を提示する。なお、本節では、「 型」は
型を指す（ただし、 拍名詞はそもそも 型・ 型の区別はない）。

各アクセント型の指定
各アクセント型の実現のまとめを表 （ 拍名詞）と表 （ 拍名詞）に提示する。

表 拍名詞の実現

環境 韻律語数 第一韻律語拍数 型 型 型

単純環境
接語 ＝

・

複合語環境
接語 ＝

表 拍名詞の実現

環境 韻律語数 第一韻律語拍数 型 型 型

単純環境
接語 ＝

複合語環境
接語 ＝

表層の実現を元にアクセント型の指定を解釈してみよう。 型名詞は、 拍の長さを持ちかつ
第一の韻律語が 拍の長さであるという条件を除いて、一貫して 番目の韻律語にピッチの変
動が実現している。そのため、 番目の韻律語にアクセントの指定があると解釈できる。同様
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に、 型名詞はアクセント単位が つの韻律語から構成されるという条件を除いて、一貫して
番目の韻律語にピッチの変動があり、そこにアクセントの指定があることがわかる。これに対
して、 型名詞は単純名詞環境と複合語環境とで一貫しない実現を示している。すなわち、単純
名詞の環境では、 型と同じ実現を示しており、 つ以上の韻律語があれば、 番目の韻律語に
ピッチの下降が見られる。しかし、複合語の環境では、 つの韻律語があってもピッチの下降が
実現しない。一方、 つの韻律語があれば、 番目の韻律語にピッチの変動が実現する。これら
の実現に対して、 つの解釈が考えられる。第一に、複合語での実現を重視して、 型は 番目
の韻律語にアクセントの指定があると解釈する。第二に、 型は無指定である。ただし、その場
合、特定の環境において実現するピッチの変動がアクセント型に依らない現象であると考えな
ければならいため、その現象の説明原理を導入する必要がある。
そのうち、第一の解釈は大きな問題を抱えている。その理由は次の通りである。この解釈に
よると、単純名詞の環境ではアクセント単位が つの韻律語から構成されている場合、 番目
の韻律語のところにピッチの下降が実現することが予測される。しかし、予測に反して、この
環境における 型名詞のアクセントは 番目の韻律語に実現する。つまり、第一の解釈を採用
すると単純名詞の環境における実現が説明できない。さらに、 型は、複合語の環境において
番目の韻律語に指定がある 型と対立しているため、 番目の韻律語に指定があるという解釈
も成り立たない。そこで、単純名詞と複合語の環境における実現をよく見ると、「文節において
接語によって形成される最初の韻律語にピッチの変動がある」ことが共通していることがわか
る。この共通点に対して 通りの見方をすることができる。 つ目では「文節において接語によ
って形成される最初の韻律語にピッチの変動がある」こと自体が 型の指定であると解釈する。
つ目では接語によって形成される最初の韻律語にピッチの変動が現れるのは、無指定である
型とは無関係で、自動的に挿入される境界音調によると想定する。
つ目の見方だと、アクセント型の指定について不整合が生じてしまう。つまり、この見方で

は、 型と 型の指定は「位置」の指定であるが、 型の指定は「位置」ではなく、文節におけ
る一種の「境界」の指定となる。 つ目の見方だと、 型と 型によって指定されている音調と
同じ実現（当該韻律語の次末拍の直前におけるピッチの下降）をする境界音調を想定しなけれ
ばならない。現時点では十分なデータがないため、どの見方がより説明力が高いかを判断する
ことはできない。恣意的ながら、ここでは境界音調の分析を暫時的に採用しておく。それに従
って、 節で行った各アクセント型の解釈を のように訂正することができる。

型は 番目の韻律語にピッチの下降が指定されている。
型は 番目の韻律語にピッチの下降が指定されている。
型は無指定である。
当該の文節においてアクセント型による音調の指定がなければ、接語によって形成さ
れる最初の韻律語にピッチの下降を実現させる。

ここでは「ピッチの下降」を下げ核（ ）の一種とみなしておく。次節では、各アクセント
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型の具体的な解釈について述べる。

各アクセント型の具体的な解釈
文節頭の高さの解釈

まず、 型の 拍名詞の実現に着目しながら、文節が高く始まることに関する解釈を行う。こ
れまで見てきたアクセント資料は全て対象の名詞を含む文節が高く始まっている。対象の名詞
を含む文節は発話頭の位置に立っているが、後続する述語句も全て高く始まっているため 、
文節が高く始まることは発話頭の環境に限らないことがわかる。なお、句末境界高音調が挿入
されていない場合でも、後続する文節が高く始まる ので、後続する文節が高く始まることは
先行する文節の（オプショナルな）句末境界高音調の挿入による結果ではないことも明らかで
ある。

（ に挙げたアクセント資料）

「水 入れる 」
「麦 入れる 」
「鍋 入れる 」

「伊良部 見る 」
「扇 買う 」

各文節が高く始まることに対して つの解釈が考えられる。第一に、各文節の頭に高音調が
指定されていると解釈する。第二に、デフォルトの高さが高いと想定した上で、文節ごとにピ
ッチがデフォルトの高さにリセットされると解釈する。そのうち、第二の解釈が 拍の 型名
詞の実現を説明できず、却下されるべきである。その理由は次の通りである。 節で見たよ
うに、アクセント型によって指定さるピッチの下降（下げ核）は当該韻律語の次末拍の直前に
実現する。ただし、 拍の 型名詞に韻律語を形成する 拍の接語が後続すると、 番目の韻律
語が 拍という不十分な長さになってしまう結果、 型のピッチの下降が次の韻律語に実現す
る 。これに対して、 型名詞に 拍の接語が付き、 番目の韻律語が 拍である場合は、十
分な長さがあり、下げ核が文節の初頭拍に来るため、 番目の韻律語にピッチの下降が実現する
と予測される。しかし、ピッチの下降は予測される次末拍の直前ではなく、末尾拍の直前に実
現する 。つまり、下げ核が 拍へ右にずれていると解釈しなければならない。文節の初頭
拍ついてに何の指定もなければ、つまり、各文節の頭にピッチがデフォールトの高さにリセッ
トされるという解釈を採用すれば、このずれが全く説明できない。

　　 †

逆に、文節の初頭拍に句境界の高音調（ ）が指定されると想定すれば、下げ核のずれを次
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のように説明することができる。つまり、 型名詞を含む韻律語が 拍である場合は句境界の高
音調と下げ核が同じ拍に結び付くことになる。同じ拍に つの高音調が結びつきえないという
制約を想定すれば、下げ核が次の拍にずれるという現象が説明できる（図 、なお、下げ核が実
現した後、低音調が拡張していくと想定する）。

図 下げ核のずれ

以上のことに従って、各文節の初頭拍に句境界の高音調が挿入されることを想定する。なお、
文節頭に指定されるこの高音調については「文節頭高音調拡張規則」を導入する必要がある。す
なわち、文節頭に指定される高音調はアクセント型によって指定される下げ核まで右へと韻律
語の境界を越えて拡張していく。無核の場合は文節全体が高くなる（図 ）。

図 文節頭高音調の拡張規則例

各アクセントの解釈
まず、下げ核の位置指定について述べる。以上見てきたように、 型と 型によって指定され
るピッチの下降は当該韻律語の次末拍の直前に実現する。これはつまり、下げ核が指定の韻律
語の次々末拍に結び付くことになる。しかし、 拍の接語が 型名詞に付くときのパターンな
どからすると、「指定の韻律語の末尾境界から 拍目の拍に結び付く」という記述の方が正確で
あることが分かる。例えば、 に挙げる例において、 型によって指定されている下げ核は
番目の韻律語の末尾境界から 拍目、つまり、 番目の韻律語の末尾拍にある。よって、下げ核
の位置は「指定される韻律語の末尾境界から数えて 拍目にある」と記述するべきである。こ
こで重要なのは下げ核が必ずしも指定される韻律語の中に位置しないことである。それでは、
つのアクセント型の表層の実現が基底の指定に最も近い実現環境を図 に示す。

「鏡 」

で示した解釈と上の下げ核の定義では、 型や 型の実現は特に問題がないが、 型の短
い名詞の実現も説明できるかを見る必要がある。そこで、 つのケースが問題となりうる。ま
ず、 型の 拍名詞に韻律語を形成する 拍の接語が後続する場合、下げ核は 番目の韻律語
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図 各アクセント型の音韻的解釈

ではなく、 番目の韻律語の末尾境界から 拍目のところに実現する。これについては、明白な
動機があると言える。つまり、 番目の韻律語の末尾境界から 拍を数えると拍自体がないた
め、アクセント型で指定される下げ核は結びつきえないことになる。その解決策として、韻律
語を単位とした右方移動が行われ、 番目の韻律語の末尾境界から 拍目の拍に下げ核が実現
する（図 ）。下げ核のこのような移動は拍を単位としていないことが明らかである。なぜなら
ば、後続の韻律語の長さを増やすにつれて、 型で指定される下げ核が右へとずれていくからで
ある。詳しく言うと、下げ核がもし、拍を単位に移動していたならば、後続する韻律語の長さに
もかかわらず、次の拍、すなわち後続する韻律語の 番目の拍に結びつくと予測される。しか
し、実際は下げ核の実現する位置が後続の韻律語の長さに従って変動するので、右方移動が韻
律語を単位としていると解釈せざるをえない。

図 型名詞における下げ核の右方移動

次のケースは 型名詞が含まれている韻律語が 拍である条件に該当する。このケースにつ
いては、前節で詳しく論じた。つまり、 型名詞が含まれている韻律語が 拍であると、文節頭
の句境界音調と下げ核が同じ拍に結びつく結果、下げ核が次の拍に移動し、実現する。
以上、各アクセント型の解釈をまとめると、次のようになる。

型は つ目の韻律語に下げ核を持つ。
型は つ目の韻律語に下げ核を持つ。
型は無核である。
下げ核は指定される韻律語の末尾境界から数えて 拍目に位置する。

さらに、皆愛方言のプロソディーを記述するために、次のような記述を加える必要がある。

文節の初頭拍に句境界の高音調が義務的に挿入される。
文節の初頭拍に挿入される高音調は下げ核が結びつく直前の拍まで右へと拡張する。
文節が無核である場合、接語によって形成される最初の韻律語に下げ核が付与される。
高音調と下げ核が同じ拍に結びつくと、下げ核が次の拍に移動する。
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下げ核はそれが結びつきえる拍がない場合は次の韻律語に移動する。
文節の末尾拍に任意的な高音調が付与される。

なお、皆愛方言の下げ核について、異なる単位（拍・韻律語）に基づく 種類の移動を想定し
なければならないことが特に重要な意味を持つ可能性がある。

おわりに
本研究では皆愛方言のアクセント体系に関する予備的な報告を行い、次の点を明らかにした。
すなわち、第一に、宮古語の他の方言と同様に「韻律語」という単位を想定する必要がある。第
二に、単純名詞の環境では つの音調しか現れないのにもかかわらず、複合アクセント法則が
適用される、生産的に形成される複合語の環境では つの対立する音調が実現することを示し
た。この結果に従って、皆愛方言は 種類のアクセント型が区別されることを論じた。第三に、
各アクセント型について現時点のデータに基づいた音韻的な解釈を提示した。今後の課題とし
て形容詞・動詞などのアクセント体系の解明がある。
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受理日 年 月 日

付録：アクセント資料
本付録では、これまで収集した名詞のアクセント資料のうち「 話 」の枠

文で調べた名詞を掲載する（合計 点）。アクセント資料の書き起こしと対象名詞の意味記
述を示す。なお、ピッチの下降の位置が遅れて聞こえるアクセント資料がしばしばあった。聞
き取った通りに、つまり、遅れた位置で の記号を付与したが、これらのアクセント資料につ
いては更なる検討が必要である可能性がある。本付録はあくまで皆愛方言の所属語彙の情報を
提示するためのものである。

粟。
歌。
石蓴（あおさ）。
暴れた髪。
荒れ果てた家。
ハリセンボン。
ニガウリの一種。
洞窟。
泡。
昼食。
汗。
汗疹（あせも）。
阿檀（あだん）。
アダンの気根。
踵（かかと）。
兄。
黒子（ほくろ）。
八重歯。
味。
ケーキの一種。
欠伸（あくび）。
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（サトウキビなどの）枯れた、乾燥した葉っぱ。
東隣の家。
東。
東地盛。
東積間。
上座。
遠い。
同級生。
顎（あご）。
野菜の和え物。
赤飯。
紫蘇（しそ）。
魚の一種。
明り。
私生児。
血。
血管。
赤ちゃん。
仲買人。
木の一種。
商い。
網。
宿借（やどかり）。
踝骨（くるぶし）。
雨。
飴。
雨降り。
穴。
年上。
母。
両親。
年上の女性。
美人。
外。
新しい畑。
新しい服。
新車。
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新城（あらぐすく）。
新しい医者。
新築。
新しい井戸。
新しい鏡。
新しい靴。
新婚の夫婦。
新しい道。
新しい鍋。
なにくそ。
新しい褌。
遠浅。
親。
朝食。
明後日。
明日。
下駄。
端。
後。
後添いの妻。
油味噌。
油。
燃費が悪いこと。
言葉が滑らかで味がある。
私。
籠の一種。
馬車。
間。
間（あいだ）。
キシノウエトカゲ。
若い嫁。
若者。
取り分。
取り分。
奪い合い。
脇。
玩具（おもちゃ）。
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盛り。
（聞き手を除いた）私たち。
ばんしろう。
番組。
割れ。
バス。
芭蕉。
お腹。
お腹の筋肉。
罰。
餌。
男。
雄鶏。
雄の犬。
雄の猫。
雄。
雄の馬。
雄の蛇。
雄の山羊。
雄の牛。
息子。
蜻蛉（とんぼ）。
棒。
帽子。
悪戯っ子。
ボトル。
いつまでも居座って中々家に帰らない人。
座る椅子。
奥まったところ。
完全に禿。
緒。
砂糖黍（さとうきび）。
砂糖黍を納めた金額。
同年性。
おば。
踊り。
おじ。
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疲労治し。
有給労働。
保良。
法螺貝。
法螺吹き。
部落。
チャンプルー。
夫。
一昨日。
未明。
畑の石を集めてそれを石積にしたもの。
青年。
青年。
製糖屋、製糖を行う場所、家。
生徒。
（海辺の）岩。
四月。
下地（しもじ）。
線。
二枚貝。
先生。
七時。
七月。
心配。
心配事。
小学校。
正月。
処女。
祖父。
無職。
無職の男性。
無職の女性。
木の一種。
皺（しわ）。
値段。
大学。
相談。
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嘘。
嘘。
電車。
優秀な人。
できる人。
蜂の一種。
道具。
土曜日。
体。
自分。
体の骨。
自分勝手。
私たち。
思い込み。
皮膚病の一種。
泥。
友達。
座。
ジャコウネズミ。
グミ。
お膳。
分別。
財布。
金儲け。
金持ちな人。
門。
（屋敷の）入口。
いい天気。
文字。
土地。
独楽。
落花生。
地盛。
次男。
芯。
尻尾。
十時。
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十月。
十五夜。
十一時。
十一月。
しょっちゅう忘れ物をする人。
十二時。
十二月。
十六日。
巡査。
酌婦。
子供。
小さい子供。
堆肥。
暗闇。
子供と孫。
出産。
鍬。
烏賊や蛸の墨。
来間。
来間島。
櫛。
黒い斑点。
黒砂糖。
黒肌。
（顔などが）まっ黒。
煤。
痣（あざ）。
食べ物。
癖。
癖のある人。
曲者（くせもの）。
籤（くじ）。
籤引き。
首。
釘。
陰嚢。
冬。

セリック ケナン（2021）『言語記述論集』13: 215-290

260



お萩。
服。
肺。
袋。
船酔い。
船。
蜜柑。
豚小屋。
鞍。
古い家。
草。
草刈。
臭いもの。
糞。
糞頭。
薬。
蓋。
二人。
二つ。
双子。
双子。
額。
二匹。
二軒。
二個。
（要意味確認）。
二回。
二年。
虫歯。
向き。
指笛。
二日（ふつか）。
家鴨（あひる）。
蝉。
蛍。
魚の一種。
大きい蟷螂。
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加齢臭。
老人の医者。
老夫婦。
蚊。
反抗的な発言。
鉤。
草の一種。
ヒバリ。
蜂の一種。
蜂の一種。
学校。
食いしん坊。
食いしん坊。
学問。
悪戯をする人。
健康。
悪戯をする人。
烏。
蛇の一種。
下男。
月曜日。
苦瓜。
五時。
五十。
五月。
簪（かんざし）。
薄（ススキ）。
（海中の）岩。
。
女性器。
愚鈍。
小銭。
ゴミ。
ゴム。
城辺（ぐすくべ）。
八時。
八十。
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八月。
部屋。
飛行機。
久松。
百。
（えい）。
顔がきれいであること。
植え替え。
医者。
出っ歯。
出口。
元気。
何日。
何度。
争い、戦争。
何人（なんにん）。
何年。
幾つ。
烏賊（いか）。
生き物。
海。
新鮮な魚。
海辺。
漁師。
漁師。
海神祭。
海辺の村、漁村。
夢。
少正月。
貧乳。
お箸。
（腿の付け根にある）リンパ腺。
海鳴り。
犬。
犬汁。
洲鎌にある集落名。
どれぐらい大きい。
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伊良部。
伊良部島。
伊良部島出身。
必要な物。
色。
咳。
石原窪。
石原窪方言。
石原窪出身。
石。
石大工。
石垣。
岩盤。
石積み。
板。
一時。
一月。
何時（いつ）。
一番。
一番座。
五日（いつか）。
五匹。
五軒。
五個。
五人。
五年。
五つ。
いとこ。
家。
凶年。
家族。
守宮（やもり）。
家葺き。
引っ越し。
八重山。
八重山方言。
本家。
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来年。
屋根。
八人。
八年。
八つ。
戸。
雨戸。
口喧嘩。
水字貝。
厄（やく）。
どなっている声。
非常にやせている人。
しょっちゅうあちこちに行く人。
八匹。
薬缶。
八個。
痛み。
林。
鋤（すき）。
下痢。
野良犬。
野良猫。
山桃。
大和。
日系。
日本語。
病人。
非常に強い日差し。
ずるさ。
悪い嫁。
醜い容貌。
怖い目つきで見ること。
ブサイク。
（顔の）醜い人。
根性が悪い。
悪天候。
銛。
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子供。
（建物の中に）侵入する雨。
ボロボロになった服。
古い家。
屋敷。
お （きゅう）。
怖い人。
弱い人。
病人。
お祝い。
宴。
四時。
四十。
夜。
お湯。
茹で卵。
お風呂。
四日（よっか）。
重荷。
四年。
四つ。
昨夜。
枝。
涎。
涎をたらす人。
冗談。
歪んでいる男根。
視線をそらすこと。
間違った教え。
汚れ。
床。
側。
脇腹。
敷居。
床。
四匹。
四軒。
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。
横。
休憩。
四個。
十字路。
嫁。
鼠（ネズミ）。
鼠（ネズミ）。
夜。
夜中。
与那覇（よなは）。
与那覇方言。
与那覇出身。
麦粉。
同類。
世の中。
ユヌス。
同年性。
いつ経っても成功しない人。
小便。
晩ご飯。
風来坊。
夕。
四人。
粥。
井戸。
皮。
池。
容貌。
川満（かわみつ）。
瓦。
瓦葺の家。
壁。
紙。
後世のお金。
凧。
南瓜（かぼちゃ）。
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手伝い。
角（かど）。
匂い。
カザンミ。
カザンミ出身の人。
風。
台風。
嵐。
月ごろの風。
数。
（屋敷内の）菜園。
蔭。
吉日。
晴天。
あれ。
あれら。
茅。
火曜日。
垣。
神。
あそこ。
蒲鉾（かまぼこ）。
あそこら。
頬。
仏壇。
（かめ）。
亀。
神役のおばあさん。
神の正月。
占い師。
蟹。
鉋（かんな）。
先日。
頭。
金属製品。
風邪。
金（かね）。
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（金属でできている）釘。
洲鎌にある集落名。
鬣（たてがみ）。
髪。
（縁側の）床。
麦が入っている味噌。
嘉例。
枯れ葉。
狩俣（宮古島北部の集落）。
飛蝗（ばった）。
責任。
すき櫛。
片降り。
（雨や風の）よけ。
魚の一種。
片目。
肩。
傍ら。
包丁。
障害を持つ子。
片足。
鰹（カツオ）。
敬老会。
木。
茸（きのこ）。
警察。
薪。
傷。
煙。
玉杓子。
家庭。
地鎮祭。
金曜日。
京都。
京都大学。
今日。
九十。
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お香。
麹。
高校。
高速道路。
菓子。
コンビに。
今週。
今月。
心。
心を痛めること。
心。
着物。
昨日。
最近。
煙管（きせる）。
空港。
ゴキブリ。
部屋。
輪。
輪切り。
唐辛子。
びろう。
釣瓶。
クバの木。
（ススキで編まれた）壁。
瘤。
九時。
去年。
九月。
声。
これ。
これら。
クイチャー。
暦。
九日（ここのか）。
九個。
九年。
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九つ。
ここ。
ここら。
雲。
今度。
最近。
体力。
どもり。
瓶（びん）。
車。
車。
背中。
腰。
背骨。
靴。
靴擦れ。
言葉。
今年。
昆布。
ふくらはぎ。
六日（むいか）。
魚の一種。
六年。
芋の一種。
塩。
窓。
幽霊。
枕。
魚の一種。
容器の一種。
内側に反り返った耳。
前。
毎日。
眉毛。
猫。
椀。
ヤシガニ。
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周囲。
豆。
豆の木。
モヤシ。
蛙の一種。
俎板（まないた）。
パパイヤ。
パパイヤの木。
畝（うね）。
真ん中。
米。
男性器。
米俵。
米のお菓子。
米の粉。
（ご飯の）お握り。
米粒。
松。
睫毛。
松の木。
マツカニ。
店。
個人の守護神。
前。
溝。
溝。
目。
雌の蛇。
独身の女性。
雌鳥。
穴埋め。
目医者。
雌の犬。
眼医者。
雌の猫。
命日。
雌の馬。
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瞼（まぶた）。
雌の山羊。
三つ。
雌の牛。
女性。
（男性の）浮気物。
女武士。
女の子。
娘。
水。
水浴び。
ミガ。
茸（きのこ）。
耳。
びんた。
取っ手の付いている （かめ）。
庭。
小指。
水納（みんな）。
目玉。
顔。
杓文字。
三人。
宮国。
宮古。
宮古島。
宮古方言。
宮古味噌。
甥。
甥。
夫婦。
夫婦。
百足（むかで）。
六匹。
六軒。
六個。
芋。
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祖母。
ばくろう。
親子（母と子）。
孫。
南の方。
生まれ。
故郷。
生まれ損なえ。
調子者。
鳩。
臍（へそ）。
福顔。
芋づる。
胸。
胸。
皆。
蝸牛（かたつむり）。
芋用の大型鍋。
芋のお握り。
六つ。
砂。
中央。
木曜日。
モノレール。
（魚などの）身。
新婦。
三日（みっか）。
新婚の夫婦。
韮（にら）。
三年。
一昨年。
三匹。
三軒。
三個。
三 路（さんさろ）。
土。
土埃。
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道。
味噌汁。
味噌。
味噌瓶。
野苺。
六回。
ひねくれた言葉。
作物。
麦。
模合。
婿。
桃。
腿（もも）。
物。
話（はなし）。
料理のこしらえ。
物事。
おしゃべりな人。
言葉。
虫。
（むしろ）。
分。
餅。
草の一種。
木の株。
自分。
名前。
菜（な）。
葉野菜。
垢。
鍋。
糸瓜（へちま）。
涙。
砂利。
長い手。
長い口。
ベラの仲間。
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長間（ながま）。
長いもの。
長い命。
細長い喉。
長い脚。
長さ。
長さ比べ。
長袖。
長尻。
翌日。
長さ。
那覇。
地震。
萎えた芋。
悩み事。
中。
（豚の）内蔵。
波。
怠け者。
刺身。
焦げ。
七十。
七匹。
七個。
七年。
七つ。
南洋蝸牛。
苦労。
七日（なのか）。
南瓜（かぼちゃ）。
肉垂れ。
びっこ。
末っ子。
末っ子。
夏。
雲丹（うに）。
どこ。
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どこそこ。
どこら。
どれ。
荷。
根。
居眠り。
（張っている）根っこ。
できもの。
二時。
二十。
二月。
二号。
趣味。
北方。
人間。
人間の正月。
年忌。
北。
日曜日。
（病気による）熱。
真似。
皆愛（みなあい）。
皆愛出身。
今。
さっき。
再来年。
稲光。
頭のてっぺん。
大変なこと。
命。
何。
野。
馬。
馬の料理、馬肉。
野原。
野原（のばり）出身の人。
野蒜（のびる）。
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首。
喉。
久松。
鋸（のこぎり）。
残し物。
蚤。
布。
主。
泥棒。
（裁縫用の）糸。
アダンの木。
アダンでできた戸。
にが菜。
右。
（皮膚の中に刺さっている）棘。
右手。
昔。
昔話。
昔の人。
海葡萄。
お神酒。
軒下。
ニキビ。
金蝿。
（草などを入れる）容器の一種。
扇。
喧嘩。
苔。
歯。
刃。
葉。
葉物野菜。
枯葉。
歯医者。
歯医者。
年を取ったおばあさん。
醜い面。
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歯茎。
肌が見えている状態。
鰯。
始め。
羽 。
禿げた頭。
足。
くるぶしぼね以下の部分。
南風。
墓。
箱。
浜。
天ぷら。
飯米。
鼻。
鼻の先。
鼻毛。
鼻血。
羽（はね）。
鰭（ひれ）。
（ハエ）。
柱。
卵巣。
出ること。
分家の子。
畑。
農夫。
田舎の道。
畑仕事。
畑仕事。
鋏。
パソコン。
橋。
（グラス、器などの）縁。
二十歳。
蜂。
二十日（はつか）。
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鳩。
蛇。
屁。
屁こき屋。
珊瑚礁。
サザエ。
山羊（やぎ）。
変人。
箆（へら）。
一つ。
百。
日差し。
旱魃。
間食。
箒。
針。
大蒜（にんにく）。
刺青（いれずみ）。
左。
左利き。
左手。
肘。
髭（ひげ）。
毛むくじゃら。
桃の一種。
日。
光るもの。
人間と見なされていない人。
喘息。
足の足首以下の部分。
裸。
洗濯板。
宮古島のクレープ。
平良。
平良方言。
女性器。
昼。
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人。
一匹。
一軒。
一個。
一回。
一日（いちにち）。
一年。
帆。
五穀の祭り。
大きさ。
嬉しさ。
埃。
わがまま。
骨。
馬鹿（な人）。
星。
西。
西の空。
鱗。
入り婿。
西隣の家。
唖（おし）。
西積間。
ラジオ。
来週。
来月。
伊勢海老。
伊勢海老。
冷蔵庫。
息。
六時。
六十。
六月。
櫂（かい）。
胞衣（えな）。
鎌（かま）。
魚。
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魚の目。
魚釣り。
漁師。
蟷螂（かまきり）。
草履。
くり船。
タオル。
大工。
坂。
坂。
坂道。
坂道。
酒。
毎日酒を飲む人。
酒瓶。
飲み会。
酒をたくさん飲む人。
先妻。
遊びの一種。
傘。
褌。
朝十時の休憩。
三味線。
三時。
三十。
種。
月桃。
宮古島の祭りの一つ。
種付け用の雄豚。
判断。
三月。
海老（えび）。
皿。
海老（えび）。
干魚。
西方。
サルカケミカン。
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サルカケミカンの林。
しゃっくり。
結婚。
砂糖。
先週。
専門学校。
先月。
貝の一種。
竿。
掃除。
生姜（しょうが）。
（野菜や芋などを入れる）籠の一種。
素麺。
素麺チャンプル。
お酢。
（油と対照的に）肉。
赤身の多い豚。
唇。
舌。
抜け殻。
抜け殻。
抜け殻。
水っぽくなった芋。
茎。
洲鎌（すがま）。
仕事。
水曜日。
仕事。
海鼠（なまこ）。
島。
相撲。
島尻（しまじり）。
方言。
島味噌。
相撲取り。
泥酔する。
葱（ねぎ）。

セリック ケナン（2021）『言語記述論集』13: 215-290

283



もずく。
耳が聞こえなくなっている人。
帯。
下。
下、下の方。
（サトウキビの）下部の葉っぱ。
舅（しゅうと）。
放置。
お盆。
姑（しゅうとめ）。
朝。
冬瓜。
虱。
白蟻。
発情。
巣。
野菜。
蕎麦（そば）。
側。
袖。
兄。
年上。
底。
損。
茎や枝の先端。
首里（しゅり）。
蘇鉄（そてつ）。
誰。
田。
田米。
蝸牛の一種。
俵。
旅。
桶。
平良（たいら）。
力。
力持ち。
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（さしば）。
高瀬貝。
宝。
宝物。
竹。
竹箒。
竹の笛。
蛸（たこ）。
分。
玉。
魚の一種（ふえふき）。
キャベツ。
魂。
癲癇。
薪。
洲鎌にある集落名。
お詫び。
種。
塊。
松明（たいまつ）。
世代。
多良間。
多良間島。
多良間方言。
盥。
駄目な人。
来月。
仏壇に（お茶を）供えること。
（家畜の）小屋。
座る姿勢と立つ姿勢の間の姿勢。
お茶。
茶碗。
聾唖者（ろうあしゃ）。
尻。
肛門。
野菜の漬物。
大型の膳。
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（お茶の）つまみ。
帳面。
中学校。
急須。
テーブル。
テレビ。
手。
拳。
太陽。
太陽の落ちるごろ。
塊。
自慢。
給料。
虹。
空。
天井。
巻貝。
誰。
豆腐。
豆腐粕頭。
東京。
東京大学。
誰ら。
台所。
友利（ともり）。
棘。
血炒め。
乳首のしこり。
てっぺん。
膝。
司。
司。
漬物。
（天体の）月。
爪。
綱。
積窪。
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角（つの）。
乳。
乳首。
お土産。
十。
手水。
洗面器。
十二。
十五。
十八。
十四。
十九。
十六。
十三。
十七。
十一。
妻。
終り。
干支。
十日（とおか）。
十二日（じゅうにち）。
十五日（じゅうごにち）。
十八日（じゅうはちにち）。
十四日（じゅうよっか）。
十六日（じゅうろくにち）。
十三日（じゅうさんにち）。
十七日（じゅうしちにち）。
十匹。
占い師。
十個。
友利。
卵。
隣。
秋の野芥子。
ぼうっとする人。
（女性の）同級生。
鳥。
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東方。
冬の時期に風がなくて冷たいこと。
鳥目。
鳥の巣。
年。
トタン。
トタン。
トタン屋根の家。
十年。
ぼんやりとした山羊。
太っている人。
（比喩的に）デブ。
腕。
ウツボ。
掘立柱建物。
上地（うえち）。
大神。
大神島。
それ。
指。
指輪。
上地（うえち）。
年寄り。
噂。
それら。
父。
親子。
富裕な人。
金持ち。
両親。
借金。
沖縄。
そこ。
そこら。
火。
安心。
知恵。
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鰻（うなぎ）。
運動会。
その年。
恩。
長男。
大きい笊。
大きい畑。
大正月。
大鳥。
大善。
巨乳。
大きい服。
大きな木。
大きな車。
偉い医者。
大きな犬。
大きな椅子。
大石。
大きな家。
大きな井戸。
大きな鏡。
大きな靴。
大きな猫。
大きな豆。
大きな目を持つ（こと、人）。
大きな耳。
大きな夫婦。
大道。
大きな虫。
洲鎌にある集落名。
大きな鍋。
大根。
体が大きい。
大きな馬。
大きな扇。
大蛇。
大きな山羊。
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大人。
大きな褌。
大きな島。
海水。
大きな牛。
大きな豚。
瓜。
裏座（伝統的な間取りでは奥の部屋）。
赤毛瓜（あかげうり）。
砂川（うるか、城辺の集落）。
砂川方言。
肴。
牛。
後頭部。
御嶽。
投網（とあみ）。
親戚。
音。
お通り。
顎（あご）。
年下のきょうだい。
上。
豚をつぶし、売ることを職業とする人。
態度が悪い。
豚小屋。
表面。
上。
悪戯。
天気。
君。
君たち。
輪。
入れ髪。
入れ物。
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( ) auchen516@gmail.com 

( )

1 1

1  (2018)
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(1993:3)

4
2019

139,1 33,3 2

(full reduplication)

(partial reduplication) ( 2015:155)
(1)

(1) pue51 pue44~pue51

tsui43 tsui21~tsui43

pha21 pha51~pha21

sia51 sia44~sia51

pa51 pa44~pa51

hɔ43 hɔ21~hɔ43

(1) (1) pue51

pue51 pue44~pue51

pue44~ 44

(2)

(2) a. pha21 ph-i51~pha21

b. mԑ42 m-i44~mԑ42

c. thia21 th-i51~thia21

d. khui51 kh-i44~khui51

e. sia51 s-i44~sia51

(2) (1)

(2) (2a) pha21

ph a (2b) mԑ42

m ԑ (2c) (2e)

2  (http://fq.fuzhou.gov.cn) ( 2021 2 10 )
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(1)
pue51 pue51

pue44pue51 pue44 pue44

3

(2) pha21

pha21 phi51

ph ph
ph i

phi51

3.2.2

2014 12
4 (1993)

5

2 3

4

3  pue51~pue51>pue44~pue51

4  

5  30
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5

(1993) (2002)

6 3
( ) (1984) ( ) (1998 2015)

( ) (2014)

( ) (1984)
(1984) ( )

A aA a a

A

a A a A A
a i A a iŋ

(p17)

a A a A
(p17)

(p18)

(1984)

6  (201 ) 1,700
(201 )
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( ) (1998 2015)
(1998)

i

( 1998 116)

i
( 1998 117) (=21 ) ( 2015 299)

 (

1998 118)

(1984) (1998 2015)

(1984)
i iŋ (1998 2015)

i

( ) (2014)
(2014) CD CD

C D C CD

C D i D

C iŋ C D C D
(p153)

C
C i (p153)

CD CD
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(pp153-154)

(1984) (1984)

(p19)

(1984)

(2018)
(2018)

3

(3)

(3) σ=C1(V1)V2(V3)(C2)/T

C V T C1 (initial)

C2 (final) V2 V1

7

7  [ ]/p, ph, t, th, k, kh, ʔ; ts, tsh; s, h; m, ŋ; l/ [ ]/i, e, ɛ, a, y, ø, œ, ɔ, o, u/
/44, 51, 43, 42, 21/
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(4)

(4) C1(V1)V2(V3)(C2) C1-i C1(V1)V2(V3)(C2)

(4) C1(V1)V2(V3)(C2) C1

C1 i C1i~ C1i~

(5)

(5) a. pha21 ph-i51 pha21

b. mԑ43 m-i21 mԑ43

c. tau44 8 t-i44 tau44

d. tiŋ44 t-i44 tiŋ44

e. puaŋ51 p-i44 puaŋ51

f. khaʔ21 kh-i51 khaʔ21

g. peʔ44 p-i44 peʔ44

(5) (5a)
pha21 ph (5b) mԑ43 m

(5c) tau44 t

i phi~ mi~ ti~
i (5a) (5c)

i (5d) (5e)
ŋ (5f) (5g) ʔ

i (iŋ ) (1998 2015)

(1984) (2014)

(6)

i (6b) (6c)

(6) a. ԑ51 ( ) i44 ԑ51

b. eŋ51 i44 eŋ51

c. ԑʔ21 i51 ԑʔ21

 
8  
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(7)

(7) a. toi44tsiu43 t-i21 toi44tsiu43

b. kai44sieu42 k-i21 kai44sieu42

c. kha35laɁ21 kh-i44 kha35laɁ21

d. tshy44li43 tsh-i21 tshy44li43

e. hiu35seɁ21 h-i44 hiu35seɁ21

f. tuɔŋ35liɔŋ42 t-i21 tuɔŋ35liɔŋ42

g. huŋ35lo21 h-i44 huŋ35lo21

h. huaŋ44ŋiɁ44 h-i44 huaŋ44ŋiɁ44

i. aŋ44pԑ44 i44 aŋ44pԑ44

(7a) toi44tsiu43 toi44

tshiu43 (7b) (7i)

i i

(7i) aŋ44pԑ44 i44~

3.2.2

5 51 44 43 42 21

2 3.2.1 3.2.2

2

1 ( )
2

ka51 ka51 ki~
2

陳 学雄『言語記述論集』13: 291-315

298



ka51

1
k-i51~ka51

2
k~i44-ka51    / k~i44-ka51 /

2 

2 ka51 1 ka51

51 ki51~ 2 ki51~

ka51 k-i44~ka51

1 2
51 44 43 42 21 2

1 2
(8) a. kuɔŋ51 ki51 kuɔŋ51 ki44 kuɔŋ51

b. sia51 si51 sia51 si44 sia51

c. pu44 pi44 pu44 pi44 pu44

d. pue44 pi44 pue44 pi44 pue44

e. tu43 ti43 tu43 ti21 tu43

f. mԑ43 mi43 mԑ43 mi21 mԑ43

g. mԑ42 mi42 mԑ42 mi44 mԑ42

h. siɔŋ42 si42 siɔŋ42 si44 siɔŋ42

i. sɔ21 si21 sɔ21 si51 sɔ21

j. tsɔ21 tsi21 tsɔ21 tsi51 tsɔ21

51 44 21

9

 
9  

44 43 42
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(7)

(7) a. toi44tsiu43 t-i21 toi44tsiu43

b. kai44sieu42 k-i21 kai44sieu42

c. kha35laɁ21 kh-i44 kha35laɁ21

d. tshy44li43 tsh-i21 tshy44li43

e. hiu35seɁ21 h-i44 hiu35seɁ21

f. tuɔŋ35liɔŋ42 t-i21 tuɔŋ35liɔŋ42

g. huŋ35lo21 h-i44 huŋ35lo21

h. huaŋ44ŋiɁ44 h-i44 huaŋ44ŋiɁ44

i. aŋ44pԑ44 i44 aŋ44pԑ44

(7h) (7i) 44 44 (7h) (7i)

(7a) (7g)

(7a) ti21~ 21 toi44tsiu43

toi44 tsiu43 44 43

hiu35seɁ21 3

1 hiu51 2 seɁ21  / hiu35seɁ21 /
1

h-i51~hiu51 2 seɁ21

2 1
h-i44~hiu51 2 seɁ21

3

h-i44~hiu35 2 seɁ21  / hi44~ hiu35seɁ21 /

3 

hiu35seɁ21 1 hiu51 2 seɁ21

1 hiu51 2
seɁ21 1 hiu51 51 35
hiu35seɁ21
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hiu35seɁ21 1
2 3

1 1 hiu51 i

hi51~ 2 hi51~ 1 hiu51

hi44~ 3 1 hiu51

2 seɁ21 hi44~hiu35seɁ21

1

1 3
1 hiu51

1 (
) (=

1 ) 2

1

1

51 44 43 42 (
) 21 ( )

2

1

2

(9) 51 44 43 42

1 2 10

 
10 (9)

tsoŋ44siu51 pԑ44tuei42 tuɔŋ21uaŋ51 tiu44tsa51
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2 1  2

(9) a. tsoŋ44siu51 tsoŋ51 siu51 tsi51 tsoŋ51 tsi44 tsoŋ51

b. pԑ44tuei42 pԑ44 tuei42 pi44 pԑ44 pi44 pԑ44

c. tuɔŋ21uaŋ51 tuɔŋ43 uaŋ51 ti43 tuɔŋ43 ti21 tuɔŋ43

d. tiu44tsa51 tieu42 tsa51 ti42 tieu42 ti44 tieu42

(9) 1 2
1 2

(9a) 1 tsoŋ51

51 2 tsi51~ 51
51 tsi44~

(9c) 1 tuɔŋ43 43

2 ti43~ 51 43
ti21~

1 2 44 21

51 44 42 44
43 21

2

(10) (9)

2

          
2 2

(10) a. tsi44 tsoŋ51 siu51 tsi44~tsoŋ44siu51

b. pi44 pԑ44 tuei42 pi44 pԑ44tuei42

c. ti21 tuɔŋ43 uaŋ51 ti21 tuɔŋ21uaŋ51

d. ti44 tieu42 tsa51 ti44~tiu44tsa51

1 21

44 21
2

2
2 51 44 44 (11)

11

 
11 (11) kuɔ44tsoŋ51 kuɔ44iu44
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1 2

(11) a. kuɔ44tsoŋ51 kuɔ21 tsoŋ51 k-i44 kuɔ44tsoŋ51 
b. kuɔ44iu44 kuɔ21 iu44 k-i44 kuɔ44iu44

(11) 2 51 44 44

A
B

A ki~ kuɔ21 21 ki21~

ki21~ kuɔ44

21 44 44 44 ki44~
B ki~ kuɔ44

2 43 42 21 (12) 21
12

 
1 2

(12) a. toi44tsiu43 toi21 tshiu43 t-i21 toi44tsiu43

b. kai44sieu42 kai21 sieu42 k-i21 kai44sieu42

c. kuɔ51iɔ21 kuɔ21 khiɔ21 k-i21 kuɔ51iɔ21

(12) 2 43 42 21 21

21 1

(13) se42 *si44 se42

o42 *i44 o42

tshøʔ21 *tshi51 tshøʔ21

kiaŋ51 *ki44 kiaŋ51

 
12 (12) toi44tsiu43 kai44sieu42

kuɔ51iɔ21
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khe21 *khi51 khe21

iԑŋ21 *i51 iԑŋ21

tsheŋ21 *tshi51 tsheŋ21

iɔŋ44 *i44 iɔŋ44

4 4.1

4.2

11 11 A B 2

A.  (7 )
B.  (4 )

A B

A 4

A-1

A-2
A-3
A-4

A-1

(14) tsy51 liu51 tœ44œ42?

?
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hi51~ hieŋ21 tsie43 le.

RDP13

(14) ?

hieŋ21

(15) ԑ44 eŋ51 tu44uai42?

?
si44~ siu44li43 a i44~ eŋ51 tshia51 le.

RDP SFP RDP

(15) ?

siu44li43 eŋ51

A-2

(16) ŋ35ŋa42 muŋ21 mԑ43 seŋ44ŋu44 yŋ51. ŋ35ŋa42 tsi35a51

1PL 500 1PL

tshuɔ44lԑ43 ia44 liɔ44 sia51 lo.

SFP

7.5

 
13  hieŋ21 RDP

AGT ASP BEN CL
NEG PL RDP SFP SG
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mɔ44 puaŋ51 sioʔ44 siɔŋ51. sioʔ44 siɔŋ51 saŋ44seʔ44 kyŋ51.

CL CL 500
( )

tsie35 sԑ42 la? sia51 eɁ44 lau43?

SFP

? ?

(16)
(16a)

(16b)

(17) pi44~ puaŋ51 sioʔ44 siɔŋ51 tuŋ43 le.

RDP CL

( )

(17)
puaŋ51

A-3

(18) uaŋ51 o42 li tԑ43 i44~ uaŋ51 tԑ43 o.

RDP ASP

(18)
( )

(18)
uaŋ51
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A-4

(19) tɔ44 tuŋ43 thai44 lyʔ21 kiaŋ43 sia51.

2SG

puŋ44 tɔ44 iɔ mi44~ mԑ42 a.

NEG RDP SFP

?( )

(19)
?

14

mԑ42

(20)

(20) tɔ44 hai21iau43 mi44~ mԑ42 a.

RDP SFP

B 3

B-1

B-2

B-3

 
14  (19b)
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B-1

(21) tuŋ43 le khyɁ21 ŋuaɁ21 phi51~ pha21 a.

AGT 1SG RDP SFP

(21)

(21) pha21

B-2

(22) hy35mԑŋ21 tsai21 i35 tsɔ21 ŋ21 tsɔ21 tsɔ21 tsie43 toŋ21loŋ21tsiaŋ51tsiaŋ21

3SG NEG
le. maŋ44tsa44 keɁ21 thi51~ thia21 li51.

15 16

ASP BEN-3SG RDP

( )

(22) (22)

thia21

B-3

(23) khi21~ khi43 paŋ44paŋ44tiɁ44tiɁ44 tsiaŋ51 tsoŋ21.

RDP

 
15  kœŋ42 i51

16 ti51
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(23)

khi43

(24) i44~ eŋ51 thøŋ21thœŋ43. tsuŋ21ŋuaŋ21liɁ44 puŋ44le42 ia44 mԑ44 ŋai44.

RDP NEG NEG

.(24)

eŋ51

4.1 4.2

(25)

(25) kiɁ44siɁ44 khi43 paŋ44paŋ44tiɁ44tiɁ44 ki tshuɔ21 tsiaŋ51 tsoŋ21.

(25) (23) (23) khi43

(25) (25) (23)

kiɁ44siɁ44 (23) paŋ44paŋ44tiɁ44tiɁ44

(25) paŋ44paŋ44tiɁ44tiɁ44 ki tshuɔ21

(23)

(23) (25)

(23) 4.1
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(15) (26) siu44li43 eŋ51

(26) siu44li43 a eŋ51 tshia51 le. ( )

SFP

(17) (27) puaŋ51

(27) puaŋ51 sioʔ44 siɔŋ51 tuŋ43 le. ( )

CL

( )

(18) (28)

(28) uaŋ51 o42 li tԑ43 uaŋ51 tԑ43 o. ( )

ASP

(19) (20)
(29)(30)

(29) puŋ44 tɔ44 iɔ mԑ42 a? ( )

NEG SFP

?

(30) tɔ44 hai21iau43 mԑ42 a. ( )

SFP
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(31) (32)

(31) tsieʔ44 ŋuaʔ21 lieŋ51 ŋa. ( )

1SG SFP

(32) * tsieʔ44 ŋuaʔ21 li44~ lieŋ51 ŋa. ( )

1SG RDP SFP

(33) (34)

(33) ŋuaʔ21 miŋ21laŋ21liɁ44 khioɁ44 hoɁ44toŋ44. ( )

1SG

(34) *ŋuaʔ21 miŋ21laŋ21liɁ44 khi51~ khioɁ44 hoɁ44toŋ44. ( )

1SG RDP
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(14) tsy51 liu51 tœ44œ42?

?
hi51~ hieŋ21 tsie43 le.

RDP

(14) ?

(17)

(18)

(19)

(21)

(22)

(23)
(24)
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(1) 

(2) 

3

( )
( )

( )

( )
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( ) ?

(35) i51 si44~ siaɁ44 mue44.

3SG RDP

(36) tshiu21ki51 khyɁ21 iɁ21 tsi51~ tsɔ21 ŋai44 o.

AGT 3SG RDP

(35)
(35)

(

) (36)

( )

(37) pha21

17

(37) a. ph-i51 pha21

b. ph-i21 pha51pha21

c. ph-i21-luɁ44 pha21

d. ph-i51 pha21-ph-i21-luɁ44 pha21

 
17  

陳 学雄『言語記述論集』13: 291-315

314



(37a) (37b) (37d) (37b) pha21

(37c) phi21~ pha21 luɁ
(37d) (37a) (37c)

[ ](2015)
(2018)

(1998)
(2015)
(1993)

(2016)
[ ](1996) :

(2014)

(1984) 1 17-25
(2002)

2021 4 13
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1
1.1

1 9

2

HIV

1993

2021 1 37

5

YouTube

ISO 639-3 rmz

2021 1 2 1

10 YouTube

1. 1 : https://www.youtube.com/watch?v=b3GrLK6YthU

2. 10 : https://www.youtube.com/watch?v=-S3AYWHlETg&t=67s

1 Wikipedia https://en.wikipedia.org/wiki/Meena_
(character) 2021 1 2 Meena and UNICEF https://www.unicef.org/
bangladesh/en/meena-and-unicef 2021 1 2

2
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1.2
10 3

2

OCN

2.1

/p, ph, b, t, th, d, c [tC], ch [tCh], j [dZ], k, kh, g, P*, T, S [C], h, m, hm, n, hn, N*,

hN, r, l, hl, w**, y**; i, e, a, O, o, u, @/ * **

/ai, ou, Oi/ ´

ˇ

;

/@/

3 2012

1998 2015 2018

2017 9 2020

2017

10

10
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2.2

p > b c > j t > d k > g

3
(1) 0:00:51

Na

I

Piskul

school

=go

=OBJ

khyOiP

love

=ti.

=RLS

1

2 Piskul school

3 RLS =ti 10 =te

(2) 0:01:06

raju,

PSN

mina,

PSN

PiT@ku

school

lá

go

=phǒ

=PURP

P@khiN

time

phrǑ

become

=bya.

=PRF

1 PiT@ku 1 Piskul

2 phrǑ phrOiP

(3) 0:01:09

P@mǑ

very.quickly

pyaN,

do

raju.Ű

PSN

P@mǑ P@mÓ
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(4) 0:01:14

PiT@ku

school

taP

climb

=phǒ

=NMLS.FUT

Na

I

k@gÓN

very

pyO

be.happy

=re.

=RLS

(5) 0:01:16

naN

you

m@-

NEG-

pyO

be.happy

=lÓ,

=PQ

mithu?Ű

PN

mithu mithú

(6) 0:01:17

[ ] iskul!,

school

iskul!

school

(7) 0:01:21

T@ďı

attention

=lǎ

=COM

lá

go

=li!

=IMP

=lǎ =nǎ

(8) 0:01:23

laiP

come

=me,

=IRLS

dO

mother.VOC

1 laiP=me la-laiP=me ‘come-CMPL=IRLS’

2 dO P@dO P@-

(9) 0:01:32

mina,

PSN

k@lǎ!

watch.IMP

k@lǎ!

watch=IMP

k@lǎ!

watch.IMP

!

k@lǎ krě=lǎ ‘watch=IMP’ =lǎ

=lǎ =nǎ
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(10) 0:01:33

Na

I

cwı̌

heart

=ma

=LOC

twOP

remember

=te,

=RLS

mithu

PN

yáN

that

+Tu

+person

P@meTe

elder.sister

+wiN

+house

=go

=OBJ

krě

watch

-khyaN

-want

=re.

=RLS

cwı̌ coiP

(11) 0:01:37

PiN,

yes

lá

go

+krě

+watch

-gaiP

-VPL

=me.

=IRLS

PiN, lá, krě-gaiP=me ‘yes, go, watch-VPL=IRLS’

(12) 0:01:45

krě,

watch

tOiP,

one

hnOiP,

two

TúN,

three

lé!

four

1, 2, 3, 4!

(13) 0:01:48

Ná

five

-lúN

-CL:round.object

Pǔ!

egg

!

1 + -

- +

- +

2 lúN lóuN

3 Pǔ PouP

(14) 0:01:50

PiNŰ,

yes

Ná

five

-lúN

-CL:round.object

Pǔ!

egg

!

(15) 0:01:55

PiT@kul!

school

!

PiT@kul -l
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(16) 0:01:57

lá,

go

P@Tu

who

hřı

front

=gǎ

=ABL

lá

go

-hnOiN

-can

=me

=IRLS

=lé?

=CQ

(17) 0:02:04 1

SúmONŰ,

PSN

Pal@mari

drawer

=gǎ

=ABL

PouP

book

=ko

=OBJ

yu

take

-hwǎ

-VEN

=lǎ!

=IMP

!

1 SúmON

2 Pal@mari

3 PouP caPouP

4 -hwǎ -khǎ

(18) 0:02:10 1

P@báiNSe

child

=rǒ

=PL

naN

you

=rǒ

=PL

ko

self

=ma

=LOC

ko

self

P@ra

place

=dǒ

=ALL

l@

go

-gaiP

-VPL

-li!Ű

-go.IMP

1 ko=ma ko kǒ=ma ko kǒ=ma kǒ

2 l@-gaiP=li lá-gaiP=li

(19) 0:02:14 1

N@ňıN

today

Nǒ

we

P@rO

more

puSúikor

nutritious

P@cá

food

=go

=OBJ

yu

take

=bO

=SEQ

phaiP

read

=phǒ.

=FUT

1 Nǒ Na=rǒ ‘I=PL’

2 puSúikor

(20) 0:02:20 1

m@-

NEG-

hOP,

be.right

Pá

power

=lǎ

=COM

m@-

NEG-

pyaN

do

=gě!

=NEG.IMP

m@-hOP m@-houP
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(21) 0:02:22 1

P@TaŰ

slowly

pyaN,

do

jON

like.this

=de.

=EMPH

1 jON y@jON P@jON

2 =de de ‘this’

=deiN =diN

(22) 0:02:24 1

jONhlaiP

like.this

pyaN!

do

jONhlaiP jON hlaiP

(23) 0:02:27 1

thiP

be.right

ȟıN

exist

=re.

=RLS

t
˙
hik atSe ‘OK’ (right be)

kyǎ=re (fall=RLS) P@hmaiN (truth) hmaiN=re (be.true=RLS)

(24) 0:02:29 1

P@gǔ

now

Na

I

krě

watch

=re,

=RLS

naN

you

=rǒ

=PL

ko

self

=ma

=LOC

ko

self

cwı̌

heart

=ma

=LOC

twOP

appear

=hNyON

=ESS

puSúikor

nutritious

P@cá

food

=go

=OBJ

P@rouP

shape

thǔ!

draw

1 krě=re krě=me ‘watch=IRLS’ krě=ca ‘watch=NMLS’

krě=re

2 ko=ma ko kǒ=ma ko kǒ=ma kǒ

3 =hNyON =yON

(25) 0:02:40 1

bah,

ITJ

P@Sǎ

calculation

kyǎ

fall

=re.

=RLS

bah
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(26) 0:02:44

yá

that

=ca

=NMLS

gajO

carrot

m@-

NEG-

phrǑ

become

-li.

-PAST

1 yá yáN ‘that’

2 gajO gajOr

(27) 0:02:47

ch@ramǎŰ

teacher.FEM

Nǒ

we

P@dO

mother

prÓ

say

=re.

=RLS

(28) 0:02:48

P@cá

food

P@kÓN

good

cá

eat

=phǒ

=FUT

lu

man

+gŕı

+big

phrOiP

become

=Tá

=necessity

m@-

NEG-

lo.

need

=Tá

(29) 0:02:51 1

naN

you

=rǒ

=PL

P@dO

mother

P@hmaiN

truth

prÓ

say

=re,

=RLS

mina.

PSN

(30) 0:02:54

ch@ramǎ,

teacher.FEM

Pě

this

=ca

=NMLS

phrOiP

become

=te

=RLS

puSúikor

nutritious

P@cá.

food

1 P@cá P@ca

2 A B

A B

(31) 0:02:57

N@rǔčı!

pepper.seed

!

1 N@rǔčı N@rouPT́ı

2 N@rǔčı

藤原 敬介（2021）『言語記述論集』13: 317-354

324



(32) 0:02:58 1

daiP!

daal

daiP

dǎiN

(33) 0:02:59 1

TáNm@néT́ı!

papaya

!

TáNm@néT́ı p@d@gaT́ı

p@g@daT́ı

(34) 0:03:01

rúti!

bread

!

rúti ruti

(35) 0:03:02 1

bah,

ITJ

P@hlǎ

beautiful

P@gǔ

now

naN

you

=rǒ...

=PL

...

(36) 0:03:04 2

Pě

this

=ca

=NMLS

Ná!

fish

!

Pě =ca

(37) 0:03:06 3

P@hmÓN!

rice

!
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(38) 0:03:07 4

hnaPp@T́ı!

banana

!

hnaPp@T́ı n@pyúT́ı

(39) 0:03:08 5

P@rO

more

Nǎ

I.OBL

=ma

=LOC

t@-

one-

khǔ

CL:thing

ph@ruNT́ı,

pumpkin

hahaha...

—

(40) 0:03:11

ph@ruNT́ı!

pumpkin

ph@ruNT́ı!

pumpkin

ph@ruNT́ı!

pumpkin

! ! !

(41) 0:03:14 1

phrǑ

become

=bya,

=PRF

phrǑ

become

=bya,

=PRF

P@rO

more

m@-

NEG-

hÓ

shout

=gě!

=NEG.IMP

1 phrǑ phrOiP

2 m@-hÓ=gě OCN m@-hOiP=kě

(42) 0:03:16

ch@ramǎ,

teacher.FEM

Pě

this

=ca

=NMLS

=go

=OBJ

=lé

=too

Nǒ

we

hnaPphraiN

tomorrow

pyaN

do

=phǒŰ?

=FUT

pyaN=phǒ? pyaN=phǒ=lÓ?

(43) 0:03:20 1

m@-

NEG

houP,

be.right

yá

that

=ca

=NMLS

=go

=OBJ

prÓ

say

=phǒ

=FUT

pyaN

do

=ca.

=NMLS

(44) 0:03:23 1

Na

I

hnaPphraiN

tomorrow

ȟıN

exist

m@-

NEG

houP.

be.right

ȟıN m@-houP ȟıN=phǒ m@-houP =phǒ
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(45) 0:03:24 1

lÓiN

some

-khale

-CL:week

=ḱıjǔ

=for

P@louP

work(n.)

TaN

learn

=jON

=PURP

lá

go

=re.

=RLS

lÓiN-khale lÓiNg@-khale

(46) 0:03:27 1

Na

I

m@-

NEG-

laiP

come

=T@grá

=until

naN

you

=rǒ

=PL

=go

=OBJ

P@rO

more

t@-

one-

yOP

CL:man

ch@ramǎ

teacher.FEM

prǎ

show

=me.

=IRLS

prǎ

(47) 0:03:31 1

Na

I

Ťı

know

=re,

=RLS

naN

you

=rǒ

=PL

=ca

=NMLS

taiP

be.able.to.do

=te.

=RLS

=ca

(48) 0:03:33 1

P@TOiP

new

ch@ramǎ

teacher.FEM

=go

=OBJ

yá

that

=ca

=NMLS

prǎ.

show

(49) 0:03:41

krě,

watch

hnOiP

two

-kON

-CL:animal

Tá

son

pOP

hatch(vi)

=re,

=RLS

mithu

PN

mamu.Ű

uncle

1 =te

=re

2 pOP-li=re (hatch(vi)-PAST=RLS) -li =re

3 mamu
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(50) 0:03:44

hŃ,

ITJ

krě

watch

=phǒ,

=FUT

m@-

NEG-

hlǎ.

be.beautiful

hŃ

(51) 0:03:47

waiP!

ITJ

!

(52) 0:03:49

mraN

see

=lÓ,

=PQ

yáN

that

+Tu

+person

P@mı̌N

mother

Ťı

know

=re,

=RLS

yáN

that

+Tu

+person

=ḱıjǔ

=for

ja

what

cá

food

kÓN

be.good

=lé?

=CQ

1 P@mı̌N P@mwı̌N

2 Tu Tǔ

yáN+Tu P@mı̌N yáN

3 ja cá kÓN=lé? ja P@cá kÓN=re=lé?

(53) 0:03:54

l@laiP

come.IMP

rajuŰ,

PSN

g@ňıN

today

kra

be.late

-hnOiN

-can

m@-

NEG-

hOP.

be.right

1 g@ňıN N@ňıN

2 kra-hnOiN m@-hOP kra-hnOiN=phǒ m@-hOP

3 m@-hOP m@-houP

(54) 0:03:57

g@ňıN

today

P@TOiP

new

ch@ramǎ.

teacher.FEM

(55) 0:04:04

Póho,

ITJ

raju,

PSN

g@ňıN

today

kra

be.late

=me

=IRLS

=bya.

=PRF
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(56) 0:04:10 2

naN

you

=rǒ

=PL

m@jON

how

ȟıN

exist

=lé,

=CQ

kuNTu?

everybody

(57) 0:04:11 2

Na

I

naN

you

=rǒ

=PL

=ma

=LOC

P@TǑ

new

más@tOmǎ.

teacher.FEM

1 más@tOmǎ maSúar mǎ

2 P@TǑ P@TOiP

(58) 0:04:14 2

Nǎ

I.OBL

=go

=OBJ

medam

madame

khO!

call

medam -m

medáN

(59) 0:04:16 2

naN

you

=rǒ

=PL

ja

what

=hlOP

=approximately

kra

be.late

=lé?

=CQ

?

(60) 0:04:17 2

lá

go

-li,

-go.IMP

yá

that

=de

=EMPH.this

thOiN

sit

-khi!

-go.and.return

1 yá yáN

2 =de

(61) 0:04:18

ch@ramǎ,

teacher.FEM

Na

I

=rǒ...

=PL

...
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(62) 0:04:19 2

dwı́N

quietly

nwiN!

stay

1 t́ıN t@d́ıN niN!

(quietly stay) dwı́N

2 nwiN niN

(63) 0:04:21 2

thOiN!

sit

!

(64) 0:04:24 2

Na

I

laiP

come

=te,

=RLS

naN

you

=rǒ

=PL

=go

=OBJ

prǎ

show

=phǒ.

=PURP

(65) 0:04:26 2

naN

you

=rǒ

=PL

ná+thON

listen

-gaiP!

-VPL

(66) 0:04:28 2

naN

you

=rǒ

=PL

cwı̌

heart

khyǎ

make.fall

=bO

=SEQ

ná+thON!

listen

(67) 0:04:30 2

y@hlOP

that.much

=m@ge

=COND

taiP

be.able.to.do

=me.

=IRLS

=m@ge =ma=ge (=LOC=COND)

y@hlOP=ma cho=ge (that.much=LOC say=COND)
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(68) 0:04:31 2

Nǎ

I.OBL

=ma

=LOC

Pě

this

P@hlǎ

beautiful

kýıhNaP!

parrot

!

(69) 0:04:35

(70) 0:04:39

P@hlǎ

beautiful

kýıhNaP!

parrot

!

(71) 0:04:41 2

PeŰ,

ITJ

toiP!

shut.up

!

toiP tuiP

(72) 0:04:44 2

g@ňıN

today

N@

I

=rǒ

=PL

P@kuNTu

everybody

puSúikor

nutritious

chapter

chapter

TaN

learn

=phǒ.

=FUT

1 puSúikor

2 chapter bibhag

‘division’

(73) 0:04:49

puSúikor

nutritious

P@cá

food

=go

=OBJ

yu

take

=bO

=SEQ

TaN

learn

=phǒ.

=FUT

(74) 0:04:50 2

chapter

chapter

Ná

five

-khǔ

-CL:thing

ȟıN

exist

=re.

=RLS

5

(75) 0:04:53

Ná

five

-khǔ

-CL:thing

khwé

divide

=bO

=SEQ

ȟıN

exist

=re.

=RLS

藤原 敬介（2021）『言語記述論集』13: 317-354

331



(76) 0:04:57 2

naN

you

=rǒ

=PL

kuNTu

everybody

Na

I

=lǎ

=COM

prÓ!

say

kuNTu P@kuNTu

(77) 0:04:58 2

bitamiNŰ.

vitamin

(78) 0:05:01

bitamiNŰ.

vitamin

(79) 0:05:02 2

P@phaiN.

astringent

(80) 0:05:03

P@phaiN.

astringent

(81) 0:05:04 2

P@khyOiN

sour

(82) 0:05:05

P@. P@.. P@.. P@... P@khyOiN...

s. s.. s.. s... sour

...
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(83) 0:05:09

P@khyOiNŰ!

sour

!

(84) 0:05:10 2

PoiP,

ITJ

dwı́N

quietly

nwiN,

stay

toiP

shut.up

-nwiN!

-CONT

!

62

(85) 0:05:11 2

c@gá

language

m@-

NEG-

prÓ

say

=gě!

=NEG.IMP

!

(86) 0:05:14 2

PeŰ,

ITJ

yOPk@Se!

little.boy

!

yOPk@Se yOPkyáSe -ky-

(87) 0:05:15 2

thu

that

=ca

=NMLS

dǒ

this.side

yu

take

=bO

=SEQ

laiP!

come

!

dǒ d@=dǒ (this-ALL)

(88) 0:05:20 2

P@gǔ

now

Pě

this

=ca

=NMLS

Pál@mari

drawer

=ma!

=LOC

!

Pál@mari Pal@mari

(89) 0:05:24

medam,

madame

ch@ramǎ,

teacher.FEM

Pal@mari

drawer

=go

=OBJ

t@ge

bit

P@Te

slowly

hlOiP

open

-rǎ

-must

=phǒ.

=FUT
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(90) 0:05:27 2

d@

this

=hlOP

=this.much

t@-

one-

khǔ

CL:thing

P@gŕı!

big

!

P@gŕı P@gŕı c@gá (big language)

(91) 0:05:29 2

Nǎ

I.OBL

=go

=OBJ

TaN

teach

=re

=RLS

Pal@mari

drawer

hlOiP

open

=phǒ,

=FUT

hn!

ITJ

!

(92) 0:05:35 2

ná+thON

listen

m@mǎSe,

little.girl

Na

I

Ťı

know

=phǒ

=FUT

=me,

=COND

naP

you.OBL.FEM

=ko

=OBJ

mı́N

ask

=me.

=IRLS

=me (=COND) =m@ge (=COND) cho=ge

(say=COND)

(93) 0:05:39 2

hP,

ITJ

rwa

village

=ma

=LOC

phrǑ!

become

!

(94) 0:05:44 2

N@

I

=rǒ

=PL

gǔ

now

phaiP

read

=cON

=for.the.sake.of

rǎ

must

=phǒ.

=FUT

gǔ P@gǔ

(95) 0:05:46 2

NaiN

be.salty

=me.

=IRLS

(96) 0:05:47

NaiN

be.salty

=me.

=IRLS
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(97) 0:05:49 2

P@chi.

fat

(98) 0:05:49

P@chi.

fat

(99) 0:05:53 2

wiN

house

=ma

=LOC

ňıNdÓiN

every.day

lo

be.necessary

=re.

=RLS

(100) 0:05:55

wiN

house

=ma

=LOC

ňıNdÓiN

every.day

lo

be.necessary

=re.

=RLS

(101) 0:06:08

P@ca

what

phrOiP

become

=lé,

=CQ

mina?

PSN

P@ca ja

(102) 0:06:10

yáN

that

+Tu

+person

=go

=OBJ

P@TOiP

new

ch@ramǎ

teacher.FEM

ché

scold

=re.

=RLS

(103) 0:06:12

m@-

NEG

houP,

be.right

Na

I

t@-

one-

khǔ

CL:thing

=baN

=EMPH

m@-

NEG-

nále

understand

-li.

-PAST

=baN
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(104) 0:06:15

ch@ramǎ

teacher.FEM

Nǒ

we

=go

=OBJ

P@ca

what

prÓ

say

=lé?

=CQ

1 Nǒ Na=rǒ ‘I=PL’

2 prÓ =re

(105) 0:06:18

NaiN

be.salty

=me,

=IRLS

P@chi,

fat

P@khyOiN,

sour

NaiN

be.salty

=me,

=IRLS

P@chi,

fat

P@khyOiN.

sour

(106) 0:06:34

mina,

PSN

raju,

PSN

laiP,

come

krě!

watch

!

(107) 0:06:38

m@-

NEG

houP

be.right

mithu,

PN

g@ňıN

today

m@-

NEG

houP.

be.right

(108) 0:06:41

kra

be.late

=me

=IRLS

m@-

NEG

houP.

be.right

kra-hnOiN=me m@-houP (be.late-can=IRLS NEG-be.right)

(109) 0:06:53 2

ń, ń,

ITJ

[ ] cwı̌

heart

=ma

=LOC

twOP

remember

=te,

=RLS

g@ňıN

today

naN

you

=rǒ

=PL

P@rO

more

cwı̌

heart

khyǎ

let.fall

=bO

=SEQ

ná+thON

listen

=me.

=FUT

1 cwı̌ coiP

2 cwı̌=ma twOP=te

mai1 vs me1 hortative vs fut; me
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(110) 0:06:58 2

P@gǔ

now

N@

I

=rǒ

=PL

phaiP

read

=phǒ.

=FUT

(111) 0:07:02 2

ń, ń, nn,

ITJ

w@bwáiN.

bamboo.lever

w@bwáiN

w@bÓiN

wá P@pOiN

(112) 0:07:07

w@bwáiN

bamboo.lever

yu

take

=bO,

=SEQ

phaiP

read

=phǒ.

=FUT

(113) 0:07:08

medam

madame

ch@ramǎ,

teacher.FEM

w@bwáiN

bamboo.lever

P@ca

what

=lé?

=CQ

(114) 0:07:11 2

Pé,

ITJ

m@mǎSe,

little.girl

t@-

one-

khǔ

CL:thing

=baN

=EMPH

m@-

NEG-

mı́N

ask

=gě!

=NEG.IMP

!

(115) 0:07:13 2

ń, ń

ITJ

[ ] Sudú

only

prÓ!

say

!

Sudú

(116) 0:07:18 2

w@bwáiN

bamboo.lever

t@-

one-

khǔ

CL:thing

p@brǑN

straight

waiN.

tool
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(117) 0:07:22

w@bwáiN

bamboo.lever

t@-

one-

khǔ

CL:thing

p@brǑN

straight

waiN.

tool

(118) 0:07:24 2

Pě

this

=ca

=NMLS

P@ĺı

heavy

waiN

tool

NaN

pull

=phǒ

=PURP

lo

be.necessary

=re.

=RLS

(119) 0:07:26

Pě

this

=ca

=NMLS

P@ĺı

heavy

waiN

tool

NaN

pull

=phǒ

=PURP

lo

be.necessary

=re.

=RLS

(120) 0:07:29 2

Pě

this

=ca

=NMLS

k@gyáiN

hard

=lǎ

=COM

=bO

=SEQ

luP

make

=ca.

=NMLS

1 =bO

2 luP louP

(121) 0:07:32

Pě

this

=ca

=NMLS

Nǒ

we

bwe

book

m@-

NEG

houP.

be.right

(122) 0:07:33

cwı̌

heart

=ma

=LOC

twOP

remember

=te,

=RLS

Pě

this

=ca

=NMLS

Ná

five

daiN

class

bwe.

book

Ná daiN Ná dáiN

(123) 0:07:35 2

Pe,

ITJ

m@mǎSe,

little.girl

SaiPSaiP

in.whispers

m@-

NEG-

prÓ

say

=gě!

=NEG.IMP

!
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(124) 0:07:39 2

raiP!

stand

!

(125) 0:07:40 2

p@brǑN

straight

pyaN

do

=bO

=SEQ

prÓ!

say

!

(126) 0:07:42

Pa..,

ITJ

medam

madame

ch@ramǎ,

teacher.FEM

cwı̌

heart

=ma

=LOC

twOP

remember

=te,

=RLS

Pě

this

=ca

=NMLS

Ná

five

daiN

class

bwe.

book

(127) 0:07:47 2

Ná

five

dáiN

class

boi?

book

?

1 boi

2 126 Ná daiN Ná dáiN

(128) 0:07:49 2

douPkhwǎ,

unhappiness

naP

you.OBL.FEM

=ko

=OBJ

yu

take

=bO

=SEQ

m@-

NEG-

phrǑ

become

=bya.

=PRF

(129) 0:07:54 2

thwOP

go.outside

-li!

-go.IMP

(130) 0:07:55 2

praN

place.outside

=gǎ

=ABL

raiP

stand

-khi!

-go.and.return

praN=gǎ praN=ma (place.outside=LOC)
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(131) 0:07:55

ye

this

=m@ge

=COND

, medam...

madame

...

(132) 0:07:56 2

thwOP

go.outside

-li!

-go.IMP

!

(133) 0:08:01 2

[ ] prÓ!

say

!

(134) 0:08:05 2

w@bwáiN

bamboo.lever

t@-

one-

khǔ

CL:thing

p@brǑN

straight

waiN.

tool

(135) 0:08:08

w@bwáiN

bamboo.lever

t@-

one-

khǔ

CL:thing

p@brǑN

straight

waiN.

tool

(136) 0:08:11 2

Pě

this

=ca

=NMLS

P@ĺı

heavy

waiN

tool

NaN

pull

=phǒ

=FUT

lo

be.necessary

=re.

=RLS

(137) 0:08:14

Pě

this

=ca

=NMLS

P@ĺı

heavy

waiN

tool

NaN

pull

=phǒ

=FUT

lo

be.necessary

=re.

=RLS

(138) 0:08:28

ca

what

phrǑ

become

=lé,

=CQ

mina.

PSN

ca P@ca
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(139) 0:08:31

yáN

that

+Tu

+person

=go

=OBJ

ch@ramǎ

teacher.FEM

ca

letter

+phaiP

+read

=ca

=NMLS

tOiP

room

=kǎ

=ABL

=bO

=SEQ

lOiP

chase

thouP

bring.out

+lOiP

+chase

=te.

=RLS

lOiP thouP+lOiP=te lOiP=phǒ thouP+lOiP=te (chase=PURP bring.out+chase=RLS)

=phǒ lOiP

(140) 0:08:34

m@-

NEG

houP

be.right

mina,

PSN

coiP

heart

m@-

NEG-

chó

be.bad

=gě!

=NEG.IMP

(141) 0:08:37

krě

watch

=me

=HRT

=ye,

=SFP

tarame.

PSN.FEM

krě=me=ye krě=mai=ye (watch=HRT=SFP)

(142) 0:08:38

P@TOiP

new

ch@ramǎ

teacher.FEM

ca

what

prÓ

say

=lé

=CQ

Na

I

t@-

one-

khǔ

CL:thing

=baN

=EMPH

m@-

NEG-

nále

understand

-li.

-PAST

prÓ =re

(143) 0:08:42

N@

I

=rǒ

=PL

w@bwáiN

bamboo.lever

=go

=OBJ

yu

take

=bO

=SEQ

TaN

learn

-rǎ

-must

=re.

=RLS

(144) 0:08:45

w@bwáiN

bamboo.lever

P@ca

what

=lé,

=CQ

Na

I

m@-

NEG-

nále.

understand
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(145) 0:08:48

Na

I

P@rO

more

PiT@ku

school

m@-

NEG-

taP

climb

-khyaN

-want

=bya.

=PRF

(146) 0:08:51

P@ca?

what

?

(147) 0:08:54

Na

I

Ťı

know

=re,

=RLS

naN

you

m@jO

how

twı̌

feel

=re

=RLS

=lé?

=CQ

m@jO m@jON b@jON

(148) 0:08:57

ye

this

m@g@

COND

=lé

=too

PiT@ku

school

m@-

NEG-

phrǔ

throw.away

=gě!

=NEG.IMP

1 m@g@ m@ge

2 phrǔ phrouP

(149) 0:09:00

naP

you.OBL.FEM

ch@ramǎ

teacher.FEM

=lé

=too

=gá

=TOP

le

change(vi)

-hnOiN

-can

=re.

=RLS

le hle

(150) 0:09:02

n...

ITJ

w@bwáiN,

bamboo.lever

POŰ,

ITJ

twOP

remember

-rǎ

-can

=re.

=RLS

(151) 0:09:06

Na

I

Ná

five

dáiN

class

=kha

=time

phaiP

read

-hǎ

-VEN

=ca.

=NMLS

-hǎ -khǎ
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(152) 0:09:09

laiP,

come

Na

I

naP

you.OBL.FEM

=ko

=OBJ

prǎ

show

=me.

=IRLS

(153) 0:09:11

Ťı

know

=lÓ,

=PQ

mina?

PSN

?

(154) 0:09:12

pOPcǔ

village

=ma

=LOC

P@caiPcaiP

various

P@louP

work(n.)

=ma

=LOC

lu

people

=rǒ

=PL

Pě

this

=ca

=NMLS

=go

=OBJ

P@ra

place

wON

enter

=re.

=RLS

1 pOPcǔ rwa

2 P@ra wON

lu=rǒ Pě=ca=go TúN=re (people=PL this=NMLS=OBJ use=RLS)

lu=rǒ=P@twOP Pě=ca=gá P@ra wON=re (people=PL=for this=NMLS=TOP place

enter=RLS)

(155) 0:09:21

krě,

watch

m@jON

how

pyaN

do

=bO

=SEQ

Nǎ

I.OBL

mON

brother

w@bwáiN

bamboo.lever

=lǎ

=COM

=bO

=SEQ

T@paNráN

tree.root

phO

pull.out

=re.

=RLS

1 T@paNráN < TOiP ‘tree’ + P@paN ‘tree’ + P@ráN

2 mON

(156) 0:09:27

krě,

watch

tháNbÓiN

firewood.piece

+P@hre

+long

=lǎ

=COM

m@jON

how

pyaN

do

=bO,

=SEQ

ḱıSe

?

=thaP

=place.above

=kǎ

=ABL

=bO

=SEQ

taN

put

=bO

=SEQ

P@paNráN

tree.root

=ma

=LOC

kaiN

prop(v)

=bO,

=SEQ

tháNbÓiN

firewood.piece

P@rO

more

t@-

one-

raiP

CL:place

=kǎ

=ABL

=bO

=SEQ

hniP

press

=pO

=SEQ

taN

put

=bO.

=SEQ

ḱıSe
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(157) 0:09:36

mraN

see

=lÓ,

=PQ

Pě

this

=ca

=NMLS

=Pi

=EMPH

w@bwáiN!

bamboo.lever

Pě=ca=Pi =Pi

(158) 0:09:39

l@laiP,

come.IMP

Nǎ

I.OBL

=go

=OBJ

ku

help

-kh@laiP,

-VEN.CMPL

mina!

PSN

(159) 0:09:42

w@bwáiN!

bamboo.lever

!

(160) 0:09:46

krě,

watch

mithu,

PN

w@bwáiN

bamboo.lever

=lǎ

=COM

taN

put

b@jON

how

p@brǑN!

straight

!

(161) 0:09:52

laiP!

come

w@bwáiN!

bamboo.lever

w@bwáiN!

bamboo.lever

! ! !

(162) 0:09:57

Po,

ITJ

P@gǔ

now

=ra

=EMPH

nále

understand

=re.

=RLS

(163) 0:09:59

tarame,

PSN.FEM

naN

you

P@hlǎ

beautiful

TaN

learn

-daiP

-be.able.to

=te.

=RLS

(164) 0:10:06 2

cwı̌

heart

khyǎ

let.fall

=bO

=SEQ

ná+thON!

listen
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(165) 0:10:08 2

[ ] g@ňıN

today

naN

you

=rǒ

=PL

=lǎ

=COM

=bO

=SEQ

P@túN

last

raP.

day

(166) 165. 0:10:13 2

ye

this

=m@geŰ

=COND

naN

you

=rǒ

=PL

cwı̌

heart

khyǎ

let.fall

=bO

=SEQ

ná+thON!

listen

(167) 0:10:15 2

P@gǔ

now

N@

I

=rǒ

=PL

máNniNra

capital

=go

=OBJ

prÓ

say

=phǒ.

=FUT

máNniNra máN ‘king’ niN ‘stay’ P@ra ‘place’

(168) 0:10:20 2

[ ] Nǎ

I.OBL

nOPkǎ

after

prÓ

say

=bO

=SEQ

lOiP!

follow

(169) 0:10:24 2

dilli

Delhi

khONdO

India

=ma

=LOC

máNniNra.

capital

khONdO PiNdiya

khON dO

(170) 0:10:27

dilli

Delhi

khONdO

India

=ma

=LOC

máNniNra.

capital

(171) 0:10:30 2

dáká

Dhaka

baNg@ladeT

Bangladesh

=ma

=LOC

máNniNra.

capital
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(172) 0:10:37 2

thú

that

=ca

=NMLS

dǒ

this.side

yu

take

-hwǎ!

-VEN

!

1 dǒ d@=dǒ (this-ALL)

2 yu-hwǎ yu-khǎ (take-VEN)

(173) 0:10:40 2

P@gǔ!

now

!

(174) 0:10:45 2

jON

like.this

+jaiP

+type

P@pyaP

broken

+yOPkyá

+man

m@-

NEG-

mraN

see

-phú.

-EXP

(175) 0:10:48 2

krě

watch

=me

=IRLS

naP

you.OBL.FEM

=ko!

=OBJ

!

(176) 0:10:50 2

Po, Po, Po... Po, Po, Po!

ITJ

... !

(177) 0:10:58 2

Nǎ

I.OBL

=go

=OBJ

kOiN!

hold

!

(178) 0:11:00 2

Nǎ

I.OBL

=go

=OBJ

thu!

pull.up

!
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(179) 0:11:01 2

Pubaba!

ITJ

!

(180) 0:11:02

dilli

Delhi

khONdO

India

=ma

=LOC

máNniNra.

capital

(181) 0:11:04

Pu,

ITJ

P@ma

very.well

ĺı

be.heavy

=re.

=RLS

(182) 0:11:05

dáká

Dhaka

baNg@ladeS

Bangladesh

=ma

=LOC

máNniNra.

capital

(183) 0:11:08 2

PoPoPo,

ITJ

Nǎ

I.OBL

=go

=OBJ

thu!

pull.up

Nǎ

I.OBL

=go

=OBJ

thu!

pull.up

! !

(184) 0:11:10 2

Pě

this

=ca

=NMLS

hmrǎN!

raise

Pě

this

=ca

=NMLS

hmrǎN!

raise

! !

(185) 0:11:14

Po,

ITJ

w@bwáiN!

bamboo.lever

!

(186) 0:11:21 2

e,

ITJ

m@mǎSe,

little.girl

ca

what

pyaN

do

=lé?

=CQ

!
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(187) 0:11:22

t@khyaP

one.moment

tǎiN!

stop

!

(188) 0:11:23

Na

I

=rǒ

=PL

naP

you.OBL.FEM

=ko

=OBJ

thu

pull.up

=me.

=IRLS

kobaN

(189) 0:11:25

w@bwáiN!

bamboo.lever

w@bwáiN!

bamboo.lever

degǔ!

now

degǔ!

now

! ! ! !

(190) 0:11:30

krě,

watch

Pě

this

=ca

=NMLS

pO

emerge

=re.

=RLS

(191) 0:11:32

PO,

ITJ

Pě

this

=ca

=NMLS

pO

emerge

=re.

=RLS

(192) 0:11:34

dilli

Delhi

khONdO

India

=ma

=LOC

máNniNra.

capital

(193) 0:11:35

P@mÓ,

quickly

ch@ramǎ

teacher.FEM

=go

=OBJ

thu!

pull.up

!
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(194) 0:11:40 2

Puh,

ITJ

rwaiP

be.freed

=re.

=RLS

rwaiP=re rwaiP=te

(195) 0:11:43 1

b@jON

how

ȟıN

exist

=lé,

=CQ

P@mOiP

animal

=rǒ.

=PL

P@mOiP=rǒ

(196) 0:11:44 1

Na

I

laiP

come

=bya.

=PRF

=bya =te (=RLS)

laiP lǎi lĚ

(197) 0:11:45 1

naN

you

=rǒ

=PL

g@ňıN

today

ca

what

TaN

learn

-gaiP

-VPL

=lé?

=CQ

?

(198) 0:11:49

Nǒ

we

g@ňıN

today

w@bwáiN

bamboo.lever

TaN

learn

=re.

=RLS

(199) 0:11:51 1

w@bwáiN!

bamboo.lever

!
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(200) 0:11:52 1

bah,

ITJ

naN

you

=rǒ

=PL

=gá

=TOP

P@kÓN

very

P@kraiNTe.

effort.person

1 P@kraiNTe < P@kraiN + Te

2 9

(201) 0:11:54

ch@ramǎ,

teacher.FEM

kolouP

course.work

túN

finish

=bya

=PRF

=lÓ?

=PQ

?

kolouP ko louP ko

course

(202) 0:11:57 1

P@ma

very.well

hlǎpǎ

beautiful

pyaN

do

=bO

=SEQ

túN

finish

=re.

=RLS

(203) 0:12:00 2

n, n,

ITJ

Na

I

gǔ

now

P@chúN

end

bwOiP

shoot

=re.

=RLS

bwOiP=re bOiP=te

(204) 0:12:05 2

kÓN

be.good

niN

stay

-gaiP,

-VPL

mOiP

animal

=rǒŰ.

=PL

(205) 0:12:07

ch@ramǎ

teacher.FEM

=lé

=too

P@kÓN

good

niN

stay

=li!

=go.IMP
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(206) 0:12:08 2

P@rO

more

naP

you.OBL.FEM

=ko

=OBJ

ḱıjǔ

thank

taN

put

=re,

=RLS

minaŰ.

PSN

(207) 0:12:10 2

Na

I

g@ňıN

today

t@phě

bit

TaN

learn

=re.

=RLS

(208) 0:12:12 2

Na

I

=lé

=too

g@ňıN

today

P@lǔ

work(n)

lǔ

work(v)

=phǒ

=PURP

lá

go

=re.

=RLS

P@lǔ P@luP

(209) 0:12:15

P@louP,

work(n)

P@louP,

work(n)

P@louP,

work(n)

P@louP,

work(n)

P@louP,

work(n)

P@louP.

work(n)

(210) 0:12:29

krě,

watch

mina,

PSN

TáSe

child

=rǒ

=PL

b@jON

how

hlǎ

be.beautiful

=lé?

=CQ

(211) 0:12:32

t@thaiN

completely.same

naP

you.OBL.FEM

=hNyON

=ESS

=bya,

=PRF

mithu

PN

mamu.

uncle

1 =hNyON =yON =pOiN|=bOiN

2 mamu

(212) 0:12:35

hã,

yes

hahahahaha...

laughter

hã
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(213) 0:12:41

yáN

that

+Tu

+person

=rǒ

=PL

pyaiN

fly

=re.

=RLS

(214) 0:12:46

Po,

ITJ

mithu,

PN

PiT@ku

school

Na

I

k@gÓN

very.much

pyO

be.happy

=re.

=RLS

PiT@ku=go lá=phǒ Na k@gÓN pyO=re

(school=OBJ go=NMLS.FUT I very.much be.happy=RLS) PiT@ku=go Na kÓNgÓN

krOiP=te (school=OBJ I very.much love=RLS)

(215) 0:12:50

PiT@kul,

school

Na

I

pyO

be.happy

=re.

=RLS
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/A/ A

(A) A

A|B A B

A < B A B

A > B A B

+

-

=

Ű

1, 2

ABL ABLative

ALL ALLative

AUX AUXiliary verb

CL CLassifier

CMPL CoMPLetive

COM COMmitative

COND CONDitional

CONT CONTinuous

CQ Content Question marker

EMPH EMPHatic

ESS ESSive

EXP EXPeriential

FEM FEMinine

FUT FUTure

HRT HoRTative

IMP IMPerative

IRLS IReaLiS

ITJ InTerJection

LOC LOCative

NEG NEGative

NMLS NoMinaLiSer
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OBJ OBJective

OBL OBLique

PL PLural

PN Proper Name

PRF PeRFect

PSN PerSonal Name

PURP PURPosive

RLS ReaLiS

SG SinGular

SEQ SEQuential

SFP Sentence Final Particle

TOP TOPic

VEN VENitive

VPL Verbal PLural marker

. 1998. .

. 2015. .

. 2018. .

. 2017. 9: 65–94. http://id.nii.ac.

jp/1422/00000912/

20K00570

2021 4 13
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2020 xl+448pp.

1

1

; p. xv 2 3

PDF iOS

4

p. xiv

p. xiv

p. v 2014

2018 2018

Seminar of International Association for Tibetan Studies 2019

15

1

2

3

p. v
4 2021 4 13
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“Outcomes and Prospects of a

Multimedia Dictionary on Tibetan Pastoral Culture” 5

2020

p. vi

28

p. vi A5 500

28 4893 p. v

28

1.

2.

3.

4.

5.

6.

7.

8.

9.

10.

11.

12.

13.

14.

15.

16.

17.

18.

19.

20.

21.

5 15 2021 4 12
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22.

23.

24.

25.

26.

27.

28.

1 1.1 1.1.1

1.1.2 1.1.3 1.2 1.3 1.3.1

1.3.2 1.4 1.4.1 1.4.2 1.4.3

p. 3

28

2
2.1

6

p. xxvii p. xxxi

C2C1 C1 C2

p. xxxii 7 /n/

/m/

[mb] /nb/ /mb/
8

p. xxxiv

/F/ /B/

/F/

6 2004 2019
7

8 2005
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/ù/ /r/ /x/ /γ/

/nb/ /mb/

2.2

1966 Saya U

Aung Kyaw 2001 9

Shintani 2008 Kaji 1992

2008 2009 2013

1988

p. xx 28

10 be’u 0-1

be’u 0-1

0 6

10 10 - 1 1

9

10
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11 2-4 5 -1 0 1

99 112

p. 72 p. 75

p. 76 p. 76 p. 76

p. 77 12

2.3
2.3.1

2021: 14

11

p. 171

0-1

1-2

11 ’phra ma rong p. xxi

’phran lug p. 66
12
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2.3.2
13

p. 99

ser ser p. 100

ser nag p. 100

ser ling p. 109

p. 112

p. 118

14

p. 310

15

Berlin & Kay 1969

16

13

14

nag nag [ ][ ][ ]

p. 100 p. 112 pp. 118–119

15 po

p. 310 po ljang khu
16 p. 310
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2.4

17

2019:

24

18

p. vi 19

3
2020 2021

2021: 14

2021: 15

17 Huziwara 2016

18

Randy LaPolla

Tibeto-burman-linguistics

2021 4 1 Kristine Hildebrandt
19
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20

4

XeTeX

p. x

1. AA “ ”

2. AA

3. (B)

15H03203

4.

(LingDy2)

5.

(LingDy3)

6. (S)

18H05219

7. (A)

26257014

8. (B) 26770137

9. (C)

19K06253

10. (C)

20 humilific

Tsering Samdrup & Suzuki 2019
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18K11786

11.

5

21

p. xiv

22

AA FIELDPLUS 17

SERNYA

3 4 23 p. vi

2018 2021

2020 —

—

21 TLex XeTeX

22 2021 4 13

GitHub

23 2016 2017
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. 2019. Book Review:

458 2019 4 : 20–24.

. 2019. .

. 2013. 8:

163–200. http://hdl.handle.net/10108/75670

. 2008. 3: 169–219.

http://hdl.handle.net/10108/51105

. 2004.

23: 145–165. https://doi.org/10.14989/87841

. 2005. 69: 1–23.

http://hdl.handle.net/10108/20212

. 1966.

.

. 2009. 4: 259–296.

http://hdl.handle.net/10108/61393

. 2018.

SERNYA 5: 188–195.

. 2020.

(6) 2020 12 8 . https://lingdy.aa-ken.jp/

activities/research-events/201208-ldforum 2021 4 11 .

. 2021. 865 2021 1 : 12–15.

. 2016. SERNYA 3:

6–65.

. 2017. Part 2 SERNYA

4: 6–49.

P. . 1988. .

Berlin, Brent & Paul Kay. 1969. Basic color terms: their universality and evolution. Berkeley:

University of California Press.

Huziwara, Keisuke. 2016. Cak-English-Bangla dictionary: a Tibeto-Burman language spoken in

Bangladesh. Dhaka: A H Development Publishing House.

Kaji, Shigeki. 1992. Vocabulaire Hunde. Tokyo: Institute for the Study of Languages and

Cultures of Asia and Africa (ILCAA).
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Shintani, Tadahiko. 2008. The Mun language of Funing county : its classified lexicon. Tokyo:

Institute for the Study of Languages and Cultures of Asia and Africa (ILCAA).
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1

200

(Venkatesh 2018)

Sreedhar 1974 

M. V. Sreedhar

(Sreedhar 1974, p. 73)

(Sreedhar 1974, pp. [71]-89, [129]-139)

2

2.1

SOV TAM

1sg. moi / ami 2sg. toi / tumi / apuni (apni) 3sg. tai ( )

=khan 

村上 武則（2021）『言語記述論集』13: 367-387

367



 

=Ø

=laga, (=la)

=loi, =ke, (=k)

=ke, (=k)

=logo, =logo=te, (=lo)

=te, (=t)

=pora

=pora 

2.2

(C)(C)(V)V(C)(C)

/a/([ə]~[a]), /i/, /u/([u]~[ʊ]), /e/([e]~[ɛ]), /o/([o]~[ɔ]~[ʊ])

/ə/ /a/

/ə/

/a/ /u/ /o/ 

. pura pora

( )

/k, kʰ([kʰ]~[x]), ɡ, ŋ, ʨ([ʨ]~[ʨʰ]~[ʧ]), ʥ([ʥ]~[ʤ]~[z]), t([t]~[ʈ]), tʰ, d, n, 

p, f([f]~[pʰ]), b, m, j, r([ɾ]~[r]~[ɻ]), l, w([w]~[v]~[ʋ]), s([s]~[ɕ]~[ʃ]), h/

/ʨ/

[x], [ʈ], [ɻ]

/kʰ/, /t/, /r/ 

/x/ /h/ /h/ 

[bʱ], [dʱ], [gʱ], [ʥʱ]

<bh>, <dh>, <gh>, <jh>

[b], [d], [g], [ʥ]~[z] [pʰ], 
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[tʰ], [kʰ], [ʨ]

/b, d, g, ʥ/ /i/ /e/

<e> e-mail e- [i]

/i/

2.3

2019 4 2020 1

2020 SNS

(Nagamese Open Bible Stories

https://door43.org/u/Door43-Catalog/nag_obs/master/ NOBS

)

4 V. S. 

3

D. Ch. ( ) K. Ch. ( ) D. A. ( ) V. S. ( )

L1 Nagamese Nagamese Mao Thadou-Kuki

L2 Mao Mao or 

English

Nagamese

or Manipuri

Nagamese

(±1) 33 30 37 32

Leipzig Glossing Rules (https://www.eva.mpg.de/lingua/resources/glossing-

rules.php) CVBL converbial SEQ

sequential AGT agentive
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3

Boruah 2014 

( )

3.1

(1) lal kagoj

lal kagoʥ

red paper

(2) dangor chua

daŋgor ʨua

big mouse

chua dangor ase 

3.2

(3) 16 jati khan 16 =khan 

(4) 3 hopta 3

1 10 11 

20 (bis), 30 (tis),..100 (ho)

=ta =ta 

(5) ekta solution / solution ekta

3.3

itu otu kuntu

(6) itu manu (7) otu maiki (8) kuntu gari
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(9) Manu itu criminal ase.

manu itu kriminal ase

man this TOP criminal is

(10) Criminal tu itu manu ase.

kriminal =tu itu manu ase

criminal TOP this man is

(Criminal tu manu itu ase. )

3.4

(11) Meitei jati (12) Hindi kitab

(13) Japan manus (14) Toyota gari

(15) Sakura ful (16) Eden bagan

=laga 

(17) Nagaland police ( *Nagaland laga police

)

(18) Dzukou valley ( *Dzukou laga valley

)

=laga 

(19) alu bag ( ) (alu laga bag )

(20) pani bottle ( ) (pani laga bottle )

(21) gajor kheti (gajor laga kheti )
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3.5 =laga

=laga 

(22) mekuri laga theng

mekuri =laga tʰeŋ

cat GEN leg

(23) professor laga kitab (24) tai laga suali ( )

tai

laga √lag

=laga =la 

(25) toi la gari

laga 

(26) Otu moi laga ase.

otu moi =laga ase

that I GEN is

=laga 

(27) aluminium laga thali

aluminium =laga tʰali

aluminium GEN dish

=laga aluminium thali 

-r

=laga 

-r =laga 
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-r

3 tai tar 

(28) mor laga kitab / amar laga kitab / (amar kitab)

(29) moi laga kitab / ami laga kitab

3.6

-a

(30 )Nagaland te thaka foreigner

nagaland =te tʰaka forinar

Nagaland LOC staying foreigner

(31) sabzi ke morai diya bimar

sabʥi =ke mora -i diya bimar

vegetable ACC die CVBL giving disease

(32) likhiya kotha (Aye 2015, p. 56)

likʰiya kotʰa

written speech

professor khawa 

(33) Kali tumi laga ghor te bhat khawa professor tu TV program te ase.

kali tumi =laga gor =te bat kʰawa profesor =tu

yesterday you GEN house LOC rice eat professor TOP
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tiwi program =te ase

TV program LOC is

(33) khawa kali

( ) ( )

kowa

(34) Moi ke 'moribi' kowa maiki tu biya hoishe.

moi =ke mor -i -bi kowa maiki =tu

I ACC die CVBL IMP saying woman TOP

biya ho -i -se

marriage become CVBL PST

(35*)*murkho ase manu (ase )

(35) murkho manu

*

(36*)*pap korise maiki (korise kora )

(36) pap kora maiki /

pap kora maiki

sin doing woman

*

=laga laga

(37) dam laga kitab *

dam laga kitab

price requiring book
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3.7

Baishya 2013, p. 226 

(38) Apni moi ke kali diya kitab tu bisi dam laga ase.

apni moi =ke kali diya kitab =tu

you I DAT yesterday giving book TOP

bisi dam laga ase

much price requiring is

The book you gave me yesterday is expensive.

(39) Apni bisi bhal ase kowa manu tu moi laga dushmon ase.

apni bisi bal ase kowa manu =tu moi =laga dusmon ase

you much good is saying man TOP I GEN enemy is

The man you praised (lit. said) a lot is my enemy.

(40) Apni kali lok pawa manu tu amar laga mama ase.

apni kali lok pawa manu =tu amar =laga

you yesterday encounter gaining man TOP my GEN

mama ase

uncle is

The man you met (lit. found) yesterday is my uncle.

( a

a

)
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(38)-(40) -a

(38) kitab

(39) kowa

manu

kowa (say about him) (38),

(40) (39)

3.6

Faquire 2014, p. 26

(Participial relative clause)

(41) bisi muslim thaka jaga

bisi muslim tʰaka ʥaga

much muslim staying place

jaga ( =te, )

jaga 

(42) Puali ke bhat khai diya chamus beka hoise.

puali =ke bat kʰa -i diya ʨamus beka

child DAT rice eat CVBL giving spoon twisted

ho -i -se

become CVBL PST

( 2018)

chamus ( =pora, )

chamus

(43) Apuni pora kitab diya lora tu Kohima te jaise.

apuni =pora kitab diya lora =tu kohima =te ʥa -i -se

you AGT book giving boy TOP kohima LOC go CVBL PST

(38) lora diya
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(44) Otu manu phone beya howa student ase.

otu manu fon beya howa student ase

that man phone bad becoming student is

( ) ( ) ( 2018)

phone stundent 

(stundent laga phone)

(39)

(45) Moi diya tu comic ase, dictionary nai.

moi diya =tu komik ase diksanari nai

I giving TOP comic is dictionary is not

(46) tumi pora tai ke morai diya pap ( )

tumi =pora tai =ke mora -i diya pap

you AGT he ACC die CVBL giving sin

pap

pap ( )

pap 1975 p. 111

laga 

(47) Isor pora bagan te berai thaka laga awaj (NOBS 2)

isor =pora bagan =te bera -i tʰaka =laga awaʥ

God AGT garden LOC roam CVBL staying GEN sound

laga =laga 

thaka (adhering)

laga 
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(48) Isor pora bagan te berai thaka awaj

(49) Tai jit howa reward tu 1 million dollar ase.

tai ʥit howa riword =tu 1 m. d. ase

he win becoming reward TOP million is

100

3.8 -bo

-bo -bo

(50) olympic player hobo lora ( )

olimpik pleyar ho -bo lora

olympic player become FUT boy

(51) manus na-kamuribo kutta

manus na- kamur -i -bo kutta

person NEG bite CVBL FUT dog

(52) Dimapur airport te ahibo flight tu IndiGoAir ase.

dimapur eaport =te ah -i -bo filait =tu indigo ea ase

Dimapur airport LOC come CVBL FUT flight TOP IndiGoAir is

( )

ahibo flight

ahibo flight Flight ahibo.

-bo
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-bo 3.7

(53) Ami pora dibo kitab poribi.

ami =pora di -bo kitab por -i -bi

I AGT give FUT book read CVBL IMPR

kitab dibo

-bo -a

-bo

(54) khawa-lowa (lit. ) *khabo-lobo 

3.7 -bo

(55) moi laga bura baba laga baba thakibo sorgo tu itu prithibi te nai. ( )

moi =laga bura baba =laga baba tʰak -i bo sorgo =tu

I GEN old father GEN father stay CVBL FUT heaven TOP

itu pritʰibi =te nai

this world LOC is not

(56) Gas katibo kuthar dibi! ( )

gas kat -i -bo kutʰar di -bi

tree cut CVBL FUT axe give IMP

gas kuthar

(57) Apuni paisa dibo maiki tu criminal ase. ( )

apuni paisa di -bo maiki =tu kriminal ase

you money give FUT woman TOP criminal is
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(58) Kokai policeman hobo lora tu suri korise. ( )

kokai polisman ho -bo lora =tu suri

elder brother policeman become FUT boy TOP theft

kor -i -se

do CVBL PST

(59) Kohima te PM ahibo khobor ase. ( )

kohima =te PM ah -i -bo kʰobor ase

Kohima LOC PM come CVBL FUT news is

( )

koikena ( ) ahibo 

(60) Kohima te PM ahibo koikena khobor ase.

-bo -bo-le

khabole 

(61) Itu maiki gaas te thaka guti dikhikena bisi sundor lagise aru khabole bisi bhal 

hobo bhabna kurise. (NOBS 3)

itu maiki gas =te tʰaka guti dekʰ -i -kena

this woman tree LOC staying fruit see CVBL SEQ

bisi sundor lag -i -se aru kʰa -bo -le

much beautiful feel CVBL PST and eat FUT SBJV

bisi bal ho -bo babna kor -i -se

much good become FUT thought do CVBL PST

bisi bhal hobo bhabna

bhabna
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3.9 -bo-le

-bo-le 

(62) Moi gor te jabole mon ase. 

moi gor =te ja -bo -le mon ase

I house LOC go FUT SBJV mind exist

jabole mon

mon moi

-bo-le (babona) (babi)

(gyan-budi) (icha) (asha) (kosis)

(monjur) (hokum) (nimit) (shakti)

(hak) (rasta) (homoi) (faisla)

(khobor) hosa ( )

(63) bhal-bia janibole gyan-budhi (NOBS 1)

bal beya ʥan -i -bo -le gyan budi

good evil know CVBL FUT SBJV knowledge wisdom

(64) Aru tai apuni ke pap logote lorai kuribole shakti dibo. (NOBS 49)

aru tai apuni =ke pap =logo =te lorai

and he you DAT evil SOC LOC fight

kor -i -bo -le sakti di -bo

do CVBL FUT SBJV strength give FUT

(65) itu prithibi khotom hobole homoi (NOBS 50)

itu pritʰibi kʰotom ho -bo -le homoi

this world end become FUT SBJV time
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(59) -bo -bo-le

(66) Kohima te PM ahibole khobor ase.

kohima =te PM ah -i -bo -le kʰobor ase

Kohima LOC PM come CVBL FUT SBJV news is

-bo-le

-bo-le 

(67) English hikabole kitab ( )

inglis hika -bo -le kitab

English teach FUT SBJV book

(68) Arunachal jabole permit ( )

arunaʨal ʥa -bo -le pamit

Arunachal go FUT SBJV permit

(69) khawa kutta (khabo kutta

)

(70) khabole kutta

(71) khabole para kutta

kʰa -bo -le para kutta

eat FUT SBJV possible dog

村上 武則（2021）『言語記述論集』13: 367-387

382



para 

(72) khabole paribo kutta ( )

kʰa -bo -le par -i -bo kutta

eat FUT SBJV be possible CVBL FUT dog

(73) Ami khan laga survival nimite tai ami khan ke khabole kutta dise.

ami =kʰan =laga sabaibal nimit =(t)e ami =kʰan =ke kʰa -bo -le

I PL GEN survival reason LOC I PL DAT eat FUT SBJV

kutta di -se

dog give PST

( )

-bo-le

(52) -bo -bo-le

(72) Dimapur airport te ahibole flight tu IndiGo Air ase.

dimapur eaport =te ah -i -bo -le filait =tu indigo ea ase

Dimapur airport LOC come CVBL FUT SBJV flight TOP IndiGoAir is

( )

(52) (72)

(73) mach jola gund

maʨ ʥola gund

fish burning smell

*mach jolabo gund / *mach jolabole gund
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gund

-bo, -bo-le

( 1975 p. 110)

(74) mach jola ag /

(75) mach jolabo ag ( )

(76) mach jolabole ag

1977 p. 34

(77) gyani hobole kitab ( ) ( )

gyani ho -bo -le kitab

wise become FUT SBJV book

(78) Itu rasmalai tu morte na hobole mithai ase.

itu rasmalai =tu mosto na- ho -bo -le mitʰai ase

this rasmalai TOP being fat NEG become FUT SBJV sweets is

( ) ( )

gyani howa kitab (?) mosto na-howa mithai (?)

hobole (77), (78)

howa 

-bo-le

(77), (78)

laga 
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(79) ...itu nimite tai Israel laga manu khan ke kisim-kisim niom khan tai khan 

manibole laga dise. (NOBS 14, )

itu nimit =(t)e tai iʥrael =laga manu =kʰan =ke

this reason LOC he Israel GEN man PL DAT

kisim2 niyom =kʰan tai =kʰan man -i -bo -le

various order PL he PL follow CVBL FUT SBJV

laga di -se

requiring give PST

(= ) ( )

( )

laga niom khan

(80) Tai kuthar pora gas katibole tu huru ase.

tai kutʰar =pora gas kat -i -bo -le =tu huru ase

he axe INST tree cut CVBL FUT SBJV TOP small is

( )

katibole kuthar

4
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